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は じ め に

近年,わ が国 に澄 いて,開 発等 に伴 な う自然環 境の急激 な改 変が問題 となっ

てか ら,既 にか な りの年月が経過 した。 この ような自然環境の急速 な改 変は,

人間 の未来 を危機 に澄 とし入れ るとまで考 え られ るに至 り,自 然環境保全の立

場 が明確 に打 ち出され る ようになった。 生物 と無機 的環境 との間には,作 用,

反作用の 関係が あ り,結 局,人 間 も植物や昆虫類 ・鳥類 ・獣類 と同様生物 で あ

り,自 らが改変 した環境の もとで生活 していか ざるを得 ない。 自然環境の保 全

とい って も,そ れぞれ の立場上,そ の見解は各種 ある。 自然環境の改変状況 を

科学的 に把握 し,そ れ に対す る対 策 を立て,人 間の未来 を創造 して いかねば な

らないであろ う。 す なわ ち,未 来 を予測す るには刻 々 と変化 しつつあ る現在 を

知 り,そ の変化の方向 と速度 を科学 的 に把握す るモニ タ リングが有効かつ必要

とな って いる。 しか し,自 然環境 を認識す る うえで,生 物的環境 と無機的環尭を

総合 して把握 して いかね ばな らないが,各 方面か ら要望 はされ なが らも,生 物

に関 しては まだ十分調査の体制 と,そ の機関が ととの わず,ほ とん どモ ニタ リ

ングが実施 されてい ないのが現状 である。

この よ うな時期 にあ って,本 調査研究で検討 した結果 が,関 連の科学的研究

の結 びつ きを促進 し,少 しで も自然環境保全の対策 に役立 つ ことが で きれば幸

いで ある。

な凝,本 調査 研究 を進 めるに:当って,別 記 の ような検討委員会 を構成 したが

取纒 めに:当り貴重 な御意見 をいただいた各委員の先生 方をは じめ,環 境庁担 当'

官の方 々に改 めて厚 く謝 意を表す る次第 である。

昭和52年3月

株 式会社 プレ ック研 究所

代表取締役社長 杉 尾 伸 太 郎
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〔 研 究 の 概 要 〕

1.標 題

「生物 を中心に した環境諸性質の定期的継続調査 について」

2.研 究 の 目的(本 編第1章 第1節)

人 間活 動 の 自然環 境 へ の影 響 とい う観 点 か ら,主 と して生 物 相 の変 化

に 注 目 し,人 間 活動 に伴 な う改変等が生 態 系 に及 ぼ す 影 響 を総 合 的 に把 握

す る方法,並 びに 調査 体 系 を確 立 す る こ'とが 目的 で あ る。即 ち,生 物 学

的 モ ニ タ リン グ調査 手法 の確 立 に あ る。

3.研 究 の意 義(本 編 第1章 第2節)

生 態 系 の ダ イ ナ ミ ック なバ ラ ンスが どの よ うに維持 され てい るか を基

礎 的 に モ ニ タ リン グ調 査 す る こ とに よ って,公 的 情報 源 と して,ま た重

要 な環 境変 化 を警 報 し,も って現 在 あ る いは 将 来 の 人 間 の健 康 と安 全 を

守 り,環 境 と資 源 を適 切 に管 理 す るた め に必 要 な情 報 を提 供 す る こ とに

な る。

4.研 究 の 方 法 と経 過

本 研 究は図一1の フロー に従 って行 な っ たσ ま た各専 門 分野 の学 識 経 験

者 に よる検 討 委 員 会 を設置 して,研 究 を進 め,こ の検 討 事 項 に基 づ き ・

常 に 問 題 を フ ィー ドバ ックさせ る と ど もに,生 物 学 的 モ ニ タ リン グ調査

体 系 を設 計 して行 った 。

なお,図 一1の フ ロー には,本 編 の 章,節,項 番号 を付 して あ る。 訟

た フ ィー ル ド調査 は,本 編 の後 に,既 存 資料 は,資 料 編 に組 み入 れ て あ

る。
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5.本 報告研究の組織体系

本研 究の組織体系 は,図 一2に:示 す様に株式会社 プ レック研究所 が委

託 を受 け,内 部 に各専 門分野の学 識経験者 に よる検討委員会を設置 し,

討議 を行な うとともに,検 討 委員会委員及 び他 の各専門分野り学識経験

者 に検 討 を依頼 し,報 告書の とりま とめを行 な った。一方,環 境 庁に設

置 され た 自然環境保全調査委 員会 及 び同生態小委員会 の意見を参 考に し

た。

自然環境保全調

査委員会及び同

生態小委員会

参
考
意
見

設 置 '環 境 庁

参

加

報の
告提
書出

委

託

株 式会社

プ レック研究所

報 り

告 ま
の と

とめ

設
置

検 討 委 員 会

検
討
意
見

参

加

検
討
依
頼

各検討委員会委
員及び各専門分
野の学識経験者

図」2研 究の組織体系
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検討委員会 の構 成及 び各担当専門分野は,次 の とお りであ乙。

委 員 青 木 淳 一

阿 部 ・ 学

井 田 斉

大 沢 雅 彦

清 水 誠

只 木 良 也

辰 已 修 三

渡 辺 泰 明

(五 十音 順)

横浜国立大学

林業試験場

北里大学

東京農工大学

東京大学

林業試験場

筑波大学

東京農業大学

土 壌 動 物

動 物

水 界 生 物

陸 上 植 物

水 界 生 物

陸 上 植 物

無機的環境・リモートセンシング

昆 虫 類

また,都 立大学 の北沢右三教授 には,全 般的 に御意見 をいただ き,林

業 試験場 の小川真技 官 には,土 壌微生物 につい ての御提言 をいただいた。

左お,上 記の検討 委員会の ほか に,環 境庁担当官 との打 ち合せ会 を随

時行 な った。

6.研 究 の 全 体構 成

本 研 究 は 、 図 一1の フ ロー に従 って 進 め た が,生 態 系 を主 題 と した モ

昌タ リンクで は,ま ず 調査 地 域,既 ち モ ニ タ リン グス テー シ ョン を決 定 し

そ こ に鉛 け る調 査 項 目を決 め なけ れ ば な ら な い。 従 って,既 存 資 料 よ リ

モ ニ タ リン グに つ い て の整 理 と,生 態 系概 念 に:っい そ の整 理 を行 ない,

モ ニ タ リン グス テ ー シ ョンの設 定 に:奪す るた め の生 態 系 の 区 分 と,調 査

項 目 に資 す る た め に,生 態 系 の構 成 要 素 を生 物 群集 と無 機 的環 境 に大 別

し区 分 を行 な った。

そ して,モ ニ タ リング ス テ ー シ ョンの設 定 方法 を検 討 し,生 物 群 集,
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無 機 的猿 境 及 び特 殊 調査 の検 討 を 行 な った 。 ま た,モ ニ タ リン グ ス テー

シ ョン内 の調 査 のみ な らず 人 間 活 動 との 関 係 に お い て調 査 を実 施 す るわ

け で あ るか ら,モ ニ タ リン グス テ ー シ ョン周辺 部 の 地域 環 境 につ い て も

モ ニ タ リン グ して 夢 か ねば な らない 。 これ らの 一 連 の 調査 か ら得 られ た

デー タの処 理 方 法 につ いて も検 討 す る必 要 が あ り,総 合 的 に モ ニ タ リン

グ調整 機 構 として の調 査 体制 の 検 討 を行 な い,大 綱 の 設計 を行 な った 。

しか し,各 項 目は別 々に検 討 す る の で は な く,密 接 に関係 を有 して い る

た め づ'常に 問題 点 を フ ィー ドバ ック し,検 討 を行 な っ てい ったる

一 方 ,生 物 群 集 調 査 につ いて は,モ ニ タ ηング調 査 に既 した 調査 手 法

の検 討,あ る いは事 例調 査 と して,青 木 ケ原 と多 摩 川 河 川 票 に 澄 いて,

鳥 獣 ・土 壌 動物 ・植 生 調 査 を行 な った。 ま た,大 綱 の 設 計 に基 づ き,・森

林 ス テ ー シ ョンに つ い て,具 体 的 な細 部設 計 を行 な った。

以 上 につ い て,各 項 目間 の 関係 を と りま とめ る と,図 一3に 示 した フ

・一 の とお りで あ り,以 下,各 項 目別 に述 べ る こと と した い。

(1)モ ニ タ リン グ設計 上 の考 え 方

ア.モ ニ タ リン グ

SCOPE※1は,モ ニ タ リン グを,"・ 科 学 的 に設 計 さ れ た方 法 で継 続

して環 境 の 測 定 と観察 を 行 な うこ と"と 定 幸 して い る。 本 研 究 で は,

主 と して生 物 を対 象 とした生 物 学 的 モ ニ タ リン グに:つい て検 討 を行 な

った。

イ.生 態 系

生 物 学 的 モ ニ タ リン グに:つい て は 生 物 を群集 と して とら え,無 機 的

環 境 を含 め て総 合 す る とい う生 態 系 概 念 を取 り入 れ る必要 が あ る。 そ

の た め に,モ ニ タ リン グ調 査 地 域,即 ち モ ニ タ リン グス テー シ ョン を

※1970年ICSU内 に設 け られ た 環 境問 題 に関 す る科 学 小委 員 会 資料 編1-1-1注11参 照
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設 定 す るた め,基 本 的 に は 次 の2つ の生 態 系 の 単 位 を抽 出 し,両 要

因 を セ ッ トした設 定 基 準 が 考 え られ る。 ま た具 体 的 なス テー シ 。ン選

定 に 当 って は,あ とで 見 られ る よ うに 日本 の 実 情 を考 え て 区 分 され る

必要 が あ る。

⑦ 環 境 の 構 成 要 因 の別 に:よ る抽 出

主 と して 自然 生態 系 の 単 位 を基 準 と して,森 林 生 態 系 ・草 地 生 態

系 ・湖 沼生 態 系 ・河 川 生 態 系 ・海 洋生 態系 に 区 分す る。

ω 環 境 の形 成 要 因 の別 に よ る抽 出

自然環 境 へ の人 為 的 イ ンパ ク トの量 と質 を基 準 に して,人 間 との

接 触希 薄 の地 点(琴 一 ス ラ イ ン地 域),入 間 との 接 触 中 程 度 の 地 点

(中 間地 域),人 間 との接 触 最 大 の地 点(高 影 響地 域)に 区 分 す る。

ウ.生 物 群 集

研 究 組織 や研 究体 制 の 便 宜 上,部 分群 集又 は生 活型 群 に よっ て.生

物 群 集 の区 分は,陸 上 植 物 。水 界植 物 。獣 類 。鳥類 。両 生類 ・爬 虫類

。昆 虫類 。土 壌 動 物 ・プ ラン ク トン ・ペ ン トス 。ネ ク トン 。陸 上 微生

物 ・水 界微 生 物 に区 分 す る。

これ らは 更 に.調 査 手 法 上,類 別 群 等 に細 分 され る。

エ.無 機 的環 境

無 機 的 環 境調 査 は,目 的 に よ って 考 え 方 は異 な る が,こ こで は,自

然 環 境 下で は生 物 群 集 と無 機 的環 境 は一 体 化 した もの で あ り,生 物 学

的 モ ニ タ リング にお いて これ らを 欠 い て は実 施 す る こ とが で きな い も

の と考 え た。

調 査 実 施 の便 宜 上,無 機耀 境 は.大 気 ・水 ・土 壌(底 質)の 自然環

境 の基 質 別 に設 定 し,化 学 系 ど物 理 系 の環 境 系 別 に調査 項 目を選 定 さ

れ るの が適 当 で あ る。
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(2)調 査 体 系 の大 綱 の設 計

ア.モ ニ タ リング ス テ ー シ ョンの 設 定

⑦ 森 林,草 地,河 川,湖 沼.,海 洋 の各 生 態 系 を代 表 す る とこ ろを 選 び

これ らを細 分 す る。

ω 地 形,気 候 区 分 を勘 案 し,調 査体 制 上,数 地 域 の ブ ロ ックに 区 分 し

そ の配 分 を考 慮 す う。

(ウ)各 生 態 系 細 分 と,各 地 区 ブ ロ ック に は,次 の 基 本 的 観測 ス テー シ ョ

ンを設 け る。

D人 間 との接 触 希 薄 の 地 点(ペ ー ス ライ ン地 域)

の 人 間 との接 触 中程 度 の地 点(中 間地 点)

iiD人 間 との接 触 最 大 の地 点(高 影 響 地 域)

〈⇒ 各 生 態 系の特 徴 が,自 然環 境 保 全 地 域 等 に よ って半 永久 的,あ る い

は,な るぺ く長 期 間 に わ た っ て持続 され る よ うに す る。

㈹ 既 存 の 観測 シス テ ム,研 究 地 域 を考慮 す る。

㈲ そ の 他,調 査 上 の便等 を考 慮 す る。

以 上 の 選 定基 準 に基 づ き,100個 所 以 上 の モ ニ タ リン グス テ ー シ ョ

ン を選 定 す る。

イ.ス テ ー シ ョンの設 定 調 査

候 補 地 域 が決 定 す る と,周 辺 部 の概 要 を 把握 し,具 体 的 な ス テ ー シ ョ

ン範 囲 を 決 定す る。 これ は,地 域 環境 調 査 と同様 に 考 え る。 ス テ ー シ ・

ン範 囲 が決 定す る と,ス テ ー シ ・ン内 の 詳細 調査 を 行 な う。 特 に,生 物

群 集 の種 組 成や 分 布 を把 握 し,今 後定 期 的 な調 査 を行 な うた め の,観 測

地 点 や調 査 区,調 査 コー ス の決 定 を行'な い,必 要 が あれ ば観 測 設 備 等 の

設 置 を行 な う。

以 上 は モ ニ タ リン グ調 査 開 始 前,あ る い は第1回 目の モ ニ タ リン グ調
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査 と して位 置 づ け られ,次 年 度 よ リモ ニ タ リング調査 が 実施 され る こ と

に な ろ う。

ウ.地 域 環 境 調 査

⑦ 基 本 方 針

モ ニ タ リング ス テ ー シ ョン内 の調 査 だ け で な く,人 間 の 影 響 との 関

係 にお い て,モ ニ タ リン グ調 査 を行 な うわ け で あ るか ら,ス テー シ ョ

ン周 辺 部 の地 域 の特 性 や 背景 も同 時 に澄 さ え てお く必 要 が あ る。

ω 調 査 項 目

社会 的 条 件,土 地,水 系 利 用 状 況 環 境 質 の状況,自 然環 境 の現 況

等 。

エ.生 物 群 集 調査

⑦ 基 本 方 針

本 研 究 の主 題 とな るべ き調 査 で あ る が,自 然 環 境 の変 化 を把 握 す る

ため に,生 物 群 集 に 関 して どの よ うな項 目を選 べ ぱ最 も有 効 で,信 頼

性 の ある情 報 を得 る こ とが で きる かが 基 本 的 な問 題 で あ る。

生 態系 は非 常 に 複雑 で,生 物 の 種 類 も多 く,調 査 方 法 も各 種 ある。

ま たそ の反 面,現 在 の 科 学 的 な知 見 も乏 し くす べ て の 項 目を 実 行 に う

つす こ とは で き ない た め,実 際的 な方法 を見 つ け る よ うに した。

α)調 査 項 目

D陸 上 植 物 群落

樹木(2鋭 以 上,0.5～2鋭)_毎 木 調 査,生 育状 況

稚樹(0.5鋭 以 下)草 本,蜘 衣,辞 苔 一 マ ッピ ング

全草 群 落 一ZM学 派 法,植 生 図 示,種 構成

草 本 群 落 一 マ ッ ピン グ,刈 り取 り
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の:水 界 植 物 群 落

マ ッ ピ ン グ,刈 り 取 り,植 生 図 示,種 構 成

m鳥 類

陸 鳥 一 ラ イ ン ト ラ ン セ ク ト,ロ ー ドサ イ ド セ ン サ ス,定 点 観 測,

テ リ ト リ ー マ ッ ピ ン4

水 禽 類 一 船 上 セ ン サ ス,全 数 カ ウ ン ト

iv)獣 類

フ ィ ー ル ド サ イ ン,ト ラ ッ プ,移 動 観 察,船 上 移 動 観 察,採 取

V)両 生 類,爬 虫 類

観 察,採 取

vi>昆 虫 類

ラ イ ト ト ラ ッ プ,ベ イ ト ト ラ ッ プ,ス テ ッ キ ー ト ラ ッ プ,わ ら ま

き ト ラ ッ プ ・ く ん 煙 ・ ス ク ィ ー ピ ン グ ・ ビ ー テ ィ ン グ

viD土 壌 動 物

大 型 土 壌動 物 一 枠 法

小 型 土 壌 節 足 動 物 一 捨 取 り法,打 ち込 み 法(Tullgren装 置 に よ

る抽 出)

小 型 土 壌 湿 性 動 物 一 打 込 み法 くBaerma㎜ 装 置 に よ る抽 出)

微 小 型 土 壌 動 物 一 脱 脂綿 法(培 養)

viDプ ラン ク トン

定 性 用 ネ ッ ト,バ ケ ツ や ビ ー カ ー,手 投 用 ・曳 行 用 ネ ッ トに よ る

採 取

ix)ベ ン トス

エ ク マ ン バ ー ジ 採 泥 器,ふ る い,チ リ取 り 型 金 網,方 形 枠,サ ー

バ ネ ッ ト,採 取 枠 等 に よ る 採 取
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×)ネ ク トン

刺網,投 網 に よる捕 獲,漁 獲 統計 調査

xi)微 生物 群 集

高 等 菌 類 一 収 集,マ ッ ピン グ,ト レ ンチ ま たは ピ ッ ト

土 壌 微生 物 一 コ ドラー ト,ワ ク,マ ッ ピン グ,ト レン チ

オ.無 機 的 環 境調 査

⑦ 基 本 方 針

環 境 の物 理,化 学 的 側 面 で あ る無 機 的 環 境 は,次 の様 な段 階 に 分 け

て考 え られ る。

D生 物群 集 に 密接 に 関連 を もつ要 因 を 中心 に 選定 す る。

の 全 て の要 因 を選 定 す る。

iiD循 環 系 を含 めて 選 定 す る。(特 殊 調 査)

α)調 査項 目

D生 物 群 集 に密 接 な関連 を もつ要 因

大 気 一 化 学 性(CO2,SOx,NOx).一 般 気 象

土 壌 一 化 学 性(pH,C,N等),物 理 性(土 性,PF等),土 壌

断 面 形 態

水 一一 化 学 性(pH,DO等),物 理性(透 明度,水 温 等)

底 質 一 化 学 性(IL,且2S等),物 理性(粒 度 組 成 等)

そ の 他 一 土 地,水 系 利 用 状 況,地 形,地 質

の 全 て の 要 因

大 気 一 化 学 性(Ox,HC等),物 理性(放 射 能 等)

土 壌_化 学 性(重 金属,農 薬 等)

水 一 化 学性(重 金属,農 薬,SS,TOC等),物 理 性(渇 水

流 量,潮 流,地 下水 位 等)
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底 質 一 化 学 性(重 金 属,農 薬),物 理 性(含 水 率等)

カ.特 殊 調 査

前 述 の様 な,生 物 群 集 と無 機 的 環 境 との 間 に は,相 互 的 な物 質 循 環 や

エ ネル ギ ー循環 の 系 が 成 立 し ,こ の生 態系 の主 要 な過 程 に よ って始 め て

全体 像 が 把 握 で きる もの と考 え られ る。 しか し,実 際 面 では,問 題 も多

く,こ とで は特 殊 調 査 とす る。

キ ニ デ ー タ処 理

デ ー タの処 理 とは,モ ニ タ リン グ調 査結 果 を,各 種 の 解析 と評 価 を行

な い,そ れ が報 告 公 表 され る ま で の一 連 の過 程 を い い,こ れ に は各 種 の

資料 収 集 も含 ま れ る。 しか し,調 査 体 制 と密 接 な関 係 が あ り,こ れ を除

外 して は 述 べ られ ない 。

こ こで は,リ ア ル タ イ ム ベ ー ス デー タ処 理,各 調査 細 目の デ ー タ解 析

各 地 方 レベ ル で の デ ー タ解析,全 国 レベ ル で の デ ー タ解 析,解 析 後 の 評

価,報 告 と出版,資 料 の収 集 ・ フィードバ ヲク等 に つ い て,そ の 考 え 方 に

つ い て述 べ た。

ク ・調 査 体 制

モ ニ タ リン グ調査 を実 施 す る に 当 っては,現 地 調査 の計 画 ,実 施 か ら

デー タ処 理 を統一 的 に 進 め るた め に,モ ニ タ リン グ調整 機 構,す な わ ち

調 査 体 制 の 設計 が必 要 か つ 不 可 欠 で ある。 実 際 の モ ニ タ リング調 査 で

は ・ 多 くの 専 門研 究 者 や ・研 究組 織 の協 力 を必票 とす るが,最 終 的 に は

行 政 機 関 の 活動 で ある こと を認 識 して 鉛か ね ば な らな い。

こ こで は,中 央 モ ニ タ リング調 整 機 構 と,地 方 モ ニ タ リン グ調整 機 構

を設 け,各 ス テ ー シ ョンに は調 整 機 構 を設 け な い こ と と して設 計 を行 な

った 。 中央 調整 機 構 に は,調 査計画 研究開発,研 修 訓練,実 験,分 析,デ

ー タ解 析
,評 価,報 告,出 版,デ ー タ保 存,資 料 収 集 の各 機 構 が含 まれ
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る。 また,地 方 調 整 機 構 には,調 査 実施 計 画,調 査 プロジェク トチ ーム編

成,ス テ ー シ ョン管 理,実 験,分 析,デ ー タ解 析 ・評 価,デ ー タ保存,

サ ン プル保 存,資 料 の収 集 の 各機 構 が 含 ま れ る。

>oarii





第1部 本 編

一 モ ニ タ リ ン グ 調 査 体 系 の 設 計 一





第1章 総 論

第1節 本 研 究 の 目的 と意 義

↑.本 研 究 必 要 性 の背 景

日本列 島 の 自然 は,暖 帯 か ら亜 寒帯 にま た が り,豊 か な雨量 に:恵まれ て

い る。 しか も,氷 期 の直 接 的 影響 を受 け ず 変 化 に富 む地 形 ・地 質 とい う恵

まれ た条 件 が 重 な って,面 積 の割 合 には 動 植 物 の種 類 数 も多 く,日 本 の 自

然 環 境 を よ り豊 か な複 雑 な もの に して い る。 ※1

しか .し,ζ の よ うな豊 か な 自然 環 境 も先 史 時 代,生 産 手 段 が 狩猟 か ら農

耕 に移行 した ときか ら,人 間活動 に伴 な う自然 の改 変が始ま り,人 ロの増

加 ・文 明の発展 とともに漸次高ま り,明 治以降 のわが国の産業革 命 と入 ロ

の爆発的増加 に引 き続 き第2次 大戦後 の急速 な経済 の高度成 長の結果,急

速 な 自然 の改変 はそ の極 に達 した。 ※2

この ような 自然環境 の悪化に対 して,公 害問題 と云 った社 会運動 や 自然

保護 ・保全の運動旗活発 に行なわれ,従 来の 開発 に対す る反省※3として,

さま ざまな生 態学的究明や,行 政的 措置が講ぜ られ る ようにな った。生態

学 的究明の1つ と してIBP※4の 活動 が あげ られ,そ れ な りに評価 され る

が,現 時 点において,我 々の得 られ る 自然環境 お よびそ の変 化の予測等 の

認識 につ いて,科 学的 な知見がいか に乏 しいか思 い知 らされた。一 方,行

政的 な面 では,自 然環境保全調査 ※5と 環境影響評価 ※6に対す る動 きが注

目され る。 昭和48年 に初め て実施 された 自然環境保全調査 では,問 題点

として,自 然環 境の モニ タ リングシス テムの確立 が今後 の検討 課題にな る

ことが指摘 ざれ た。 また,昭 和49年 中公審か ら出され た,環 境影警評 価

※12自 然 保護 ハ ン ドブ ック 引 用 ※3456資 科 編1-1。1参 照
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に関 する中間報告 では,自 然環 境 の変 化の予測 と評価の限界性 が指摘 され

事 後の常時監視 と追跡調査 が重 要 であ るとされ ている。

この ように見る と,人 間活動 が強大 になるにつれ,複 雑 な 日本 の 自然環

境 は急 速にそ して時 々刻 々と変 化 して い くわけで あるか ら,自 然環境 の変

化 を予測 し,有 効 な手段 を講 ず る必要が あるが,我 々は現時点 にお いて未

来 を予 測す るどころか現在の姿 す ら十分 に解 明 していない。即 ち,現 在 澄

よび刻 島 と変化す る現在 と未来 との接 点 を科学的に把握す るモ ニタ リン夢7

が 必 要 とな って くる。

モ ニ タ リング と して は,一 般 的 に大 気汚 染 や 水 質 汚 濁 ,土 壌 汚染 の 理 化

学 的測 定 ※8と理解 きれ が ちで あ るが,そ れ は 自然環 境 の一 測 面 の測 定 で し

か な い 。 ま た,従 来 の生 物 を対 象 と し旋 モ ニ タ リン グ とは,狭 義 の生 物 指

標 あ る い は バ イオ メー タ(生 物 計)※9と い った考 え方 に と どま り,生 物 相

の お 澄 よそ の全 体 像及 びそ の 変 化 の 把握 と云 うよ うな総 合 的 な見 方 に は至

っ て い な い 。

2.本 研 究φ目的

以 上の こ とか ら,本 研究 では,人 間活動の 自然環 境へ の影響 とい う観 点

か ら,主 と して生物相 の変化 に:注自 して,環 境中に排 出され た生物活性 を

持 つ化学物質,人 間活動 に伴 な う物 理的 な改変 等が,生 態系 に及ぼ す影 響

を総合的 に把握す る方法並 びに調査体 系 を確立 する ことを月・的 とナ る。云

い かえ る と日本の 自然環境 の正 常 な遷移 の状態 が,人 為的 な影 響に よ って
.

どの よ うな方向に,ま た どの よ うな速度 で変化 してい くのかに調査 の主 眼

を 澄いた生物学的 モ≒タ リング調査 方法 の確立 を目的 とし,以 下の諸点 に

基 づ いそ謁査体系及 び調 査方法 に検討 を加え ることとした。※10

※7,8.9.資 科 編1-1-1参 照 ※10本 編1-1-3,2-1-2参 照
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⑦ 日本 の 自然 環 境 の現 況 を把 握 す るた め・に…設 け ちれ'るべ き全国 的 規 模 で

の モ ニ タ リング ス テ ー シ 白 ンの 選定 基 準 設定 方 法 等 の検 討 。

ω 科学 的 な,で きる だけ 精 度 高 くかつ現 実 的 な モ 三 タ リツ グ調 査 体 系 と

調 査 手 法 の検 討 。

(ウ)長 期 間 に わた る 自然 環 境 の変 化 を経 時 的 あ る いは経 年 的 に調 査 す る た

め ジそ れに 適 した実 行 可能 な調 査 体 系 と調査 手 法 の検 討 。".一.

⇔ 行 政 レベル と科 学 技 術 上,現 在 あ るい は 将 来 予想 さ.れる範 囲 内 で,現

実 性 の あ る調査 体系 と調 査 手 法 の検 討 。・、1.,・ ∫ ・∫・.ン,

X11

3.本 研 究 課題 の意 義 ・… ㍉ ….'.・ 、∴ ゴ

本 研 究課 題 は,生 物 学 的 モ ニ タ リン グ調 査 手 法 の確 立 に あ るが,そ の 意

義 は 次 の よ うな もの と考 え られ る6

⑦ 基 礎 的調 査 機 能"

環 境 の 中で 起 こる 自然 の変 化 と人 間 が起 こす 変 化 に 関 す る定 量 的 訟 よ

び定 性 的 な知 識 と,そ れ らの変 化 が 人 間 の 健 康 と福 祉 に対 して 与 え る影

響 に 関 す る知 識 と理 解 を増 す こ と。 特 に そ の基 礎 と して生 態 系 の 中 で,

ダ イナ ミ ック なバ ラン スが い か に維 持 され て い るか を究 明す る機 能 を有

す る。

(イ)警 報 機 能

環 境 保 全 の手 段 を考 えや す い よ うに重要 左環 境 変 化(自 然 災 害 も含 む)

をす み や か に警 報 す る機 能 を有 す る。

(ウ)公 的 情 報 源 と して の機 能

公 的 な情 報 源 とし て,す で に あ る モ ニ タ リング機 構(各 種 の 追 跡 調 査)

の 効 率等 をチ ェ ック し,最 適 な科 学 的技 術 開発 を計 画 す る機 能 を 有 す る。

※11資 料 編1-1-3参 照
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特 に,環 境影 響評価制度 に対 す る情報 源 としての機能 は大 きく,影 響 の

予測 とそ の評価及 び追跡調査 に対 す るチ ェックには有効 となろ う。そ の

ため には関係者 の利用 のため公平 なデー タを広 く提供 し,一 連 のデータ

に関す る解釈 も幅広 い ものでな くてはな らない。

⇔ 教 育的機能

観察 ない し自然破壊 を もた らさない方法 においては,環 境保全の教 育

ない しは訓練の施設 と しての機能 を果 し,ま た 自然現象 に関す る社 会の

認識 を高める こ とにも役立つ。

以 上の よ うな機 能に よって,現 在 あるいは将来 の人間 の健康 と安全 を守

り,ま た環境 と資源を適切 に管 理す るた めに必要 な情 報を提供 す ることに

な る。 しか し,自 然環境 の変 化(特 に有害 な変化 を受 けた場合 ・)を検 出す

るだ けでは なく,変 化 が起 きた原 因の判定,す なわ ち⑦ でかかげた原因 ・

結 果 の複雑 なつ なが りの解明が最 も重要 な もの と して強調 されなけれ ばな

らない。 それが で きた場合 にのみ,将 来 を予測す るモデルを組み立 てる こ

とが で きるので ある。
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第2章 モ ニタ リング設 計上 の考え方

第1節 モ ニ タ リ ン グ

1.モ ニ タ リン グ の定 義 ※1

モニタリング(monitoring)は モ ニ ター(mollitor)す る こ とで ,モ ニ タ

ー は英 語 の モ ニ シ ョン(mOnitiOn)
,ラ テ ン語 のモ ニ ッス(mOnitUs)す な

わ ち監 視,予 告,勧 告,警 告 な どをす る と と(ま た は す る人)を 意 味 し,

Webster辞 典 に よれ ば,人 や事 柄 の 欠 点 につ いて 指摘 し,正 当 な義 務 を果

たす こ とを警 告 す る と あ る。 後 述 の よ うに監視 とか診 断 の 意 味 よ りも語 源

的 には む しろwam(警 告)の 意 味 を もって い る よ うで あ る。

1972年,ス トック ホ ル ムで 開 催 さ れ た 国連 入 間 環 境 会 議 に,地 球 環

境 モ ニ タ リン グ(GEM)の 協 議 を提 案 したICSUの なか のSCOPEは,

モ ニ タ リン グ を

"科 学 的 に設計 され た 方 法 で継 続 して環 境 の 測 定 と観 察 を行 な う

こ と"

と定 義 した が,モ ニ タ リン グ 実施 の 国 際 的 な協 力 が不 明 の この時 点 では,

得 られ たデ ー タの評 価(evaluation)と 警 告(warning)の 実 行 組 織 は切 り

離 して考 え て い るが,も ち ろん そ こ まで一 貫 して遂 行 す べ き もの と考 え ら

れ てい る。

2.本 研究 で取 リ扱 うモニ タ リン クの適 用範 囲と定義

前項 の と澄 り,SCOPEは モ ニ タ リン グ の定 義 を して い る が,す でに述

べ た様 に既 存 の モ ニ タ リン グで は物 理 ・化 学 的 な 測定 方 法 が 実施 され ,生

物 学 的 方 法 はそ の補 助 手 段 と して 用 い られ て きた にす ぎな い 。 自然環境には

蟻1自 然保 護 ハソドブgク 引 用
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物 理 ・化 学 的 側 面 と生 物 的 サ イ ク ルが あ り,3者 が 互 い には た らきあ うと

こ ろ に総 合 され た生 態 系 の単 位 が 成 立 し,こ の う ち1つ で も欠 け れ ば,全

体 の認 識 は 不 可 能 とな る。 ま た,物 理 ・化学 的 デ ー タだ け で は,人 間 を含

め た 生 物 相 に 与 え る実 際 の 作 用 に対 す る情報 を得 られ ず,根 本 に存 在す る

自然 環 境 の 変 化 の原 因 を明 らか に:は で き ない 。 即 ち,生 物 サ イ クル を含 め

た,モ ニ タ リン グが 必要'で あ り,本 研 究 では 主 と して生 物 群 集 の変 化 を把

握 す る ため の 生物 学 的 モ ニ タ リン グ調 査手 法 の 検 討 を行 な う。 しか し,生

物 シス テ ムは 非 常 に複 雑 で あ り,モ ニ タ リン グが 必 要 な項 目 も無 数 に あ る 。

調査 項 目 と して は,1)人 間 活 動 の作 用2)気 候 変 化3)環 境 中 に排 出

さ れ た 生物 活性 を持 つ 化 学 物 質 等,・ これ らの原 因 につ い て役 立 つ 情 報 を与

え る も ので な くて は な らな い 。 従 って,生 物 学 的 モ ニ タ リン グは,生 物 的

サ イ ク ル と物 理 ・化学 的側 面 を総 合 的 に把 握 す る云 わ ぱ生 態 学 的概 念 に基

づ い て い る 。

一 方 ,SCOPEは,モ ニ タ リン グの対 象 を 地 球 的規 模 と して提 唱 して

い る が,'本 研 究 で は 日本 の 自然環 境 の変 化 とい う点 に着 目 し,主 と して陸

域 につ い て検 討 し,水 界 につ い て は概 要 に と どめ て ある。

以 上 の諸 点 に基 づ き,本 研 究 で述 べ る生 物学 的 モ ニ タ リング は 次 下の 様

に定 義 され る。

"生 物 学 的 モ ニ タ リングは,日 本 の 自然 環 境 の正 常 な遷 移 状 態 が,人 為

的 な影 響 に よ って,ど の よ うな方 向 に:,ま た どの よ うな速 度 で変 化 し

てい くのか を把 握 し,も って人 間の 生 存 に最 適 な環 境条 件 の設 定 と,

環 境 と資 源 を うま く管 理 す る た め に必 要 な情 報 を提 供 す る こ とで あ る。

す な わ ち,自 然 環 境 の 中 で,生 物 群 集 又 は そ の1要 素 と,そ れ を と り

ま く無 機 的 環 境 を,あ らか じめ決 め られ た 時 間 的 ・空 間的 ス ケ ジ ュー

ル に従 って 科 学 的 に設 計 され た方 法 論 を も って,継 続 的 に観 測 と測 定
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を行 ない ま たそ れ と比 較 可 能 な観 測 デ ー タを用 い て得 られ た デ ー タ

の評 価 と,人 間 の 生 存 環 境 に対 して 必要 な措 置 をす る ま で の一 連 の過

程 で ある"

第2節 生 態 系1※

生 態 系 エ コ シス テ ムは,A.G.Tansleyに よ って創 設 され た学 術 語 で あ る。

今 日,環 境 保 全 問題 が 論議 され る時 に は必 らず持 ち 出 され る言 葉 で あ り,'一

般 的 な環 境 用語 に な って い る。 生 態 系 は,あ る ま とま っ た地 域 に生 活 す るす

べ て の生 物 と,そ の生 活 空 間 をみ た す無 機 的 自然 とが,互 い に 緊密 な相互 作

用 に よ って結 びつ け られ てか た ちつ くられ た系 の こ とで あ る。

各生 態 系 と,生 態 系 の 各 段 階 につ い て述 べ る 前 に,生 態 系 全 般 につ いて の

用 語 の解 釈 や 定 義 づ け を明 確 に して 澄 く。

1.生 態 系Ec6syst㎝ の 成 リた ち

「生 物 群集 」bioticco㎜ 皿ity(=biocen。sis)と そ の生 活 に 関与 す る

「無 機 的 環 境 」(=無 生 物 的 蒙 境)inorganicenvironmentsの 総合 され た

物 質 系 。 前 者 は生 態 系 の 生 物 的 部 分,後 者 は無 生物 的 部 分 と もい われ る。

生 態系 が 有機 的環 境(r生 物 的 環 境)と 無 機 的環 境 か らな り とい う表 現 も

あるが,こ れ では環 境 に対 す る主 体(生 物 が 主 体 とな る)が ど こか へ 行 っ

て しま い,外 部条 件 を主 体 との 関連 に お い て問 題 とす る こ とが で きな くな

って しま う。 した が って,生 態 系 全体 を問 題 に す る場 合 に は有 機 的 環 境 ま

た は生 物 的環 境 と い う表 現 は や め て,生 物 群 集(ま たは 生 物)と す るべ き

で あ ろ う』

生 態 系 の 中に 夢 け る生 物 と無機 的環 境 は,単 に対 立 す る概 念 で は な く,

※1資 料 編2-2参 照
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両 者 の 間 に は依 存 性 と関 連性 が あ る。 気候 ・土 壌 な どの無 機 的 環 境 因 子 が

生 物 に働 きか け る作 用 を 「環 境 作 用 」action(=作 用)と 呼 び,逆 に 生

物 が 環 境 に働 きか け る作 用 を 「環 境形 成 作 用」reaction(=逆 作 用=反 作

用 二 応 働)と 呼 ぶ 。 ま た,生 物 同 志 の 間 に も働 きか け が あ り,こ れ を 「生

物 相 互 作 用」coactionと 呼 ぶ 。

2.モ ニ タ リン グ シス テ ム の開 発 と生態 系

環 境 モ ニ タ リン グ を シス テ ム化 す る 目的 は,モ ニ タ リン グの質 を高 め る

こ とを第 一 義 とす る が,同 時 に モ ニ タ リン グ作 業 の 円 滑 な実 施 と作 業 効 率

の 向 上,さ らに モ ニ タ リン グ コス トの低 廉 化 を図 る こ とに あ る。 これ らの

3つ の 目的 の う ち,第 一 義 に考 え られ る モ ニ タ リン グの 質 の 向 上 は,環 境

改 変 要 因 の綿 密 な解 析 と,環 境 改変 影 響 の 密 度 の 濃 い 調査 を 実施 す る こ と

に よ って もた らさ れ る もの で あ る た め に,他 の2つ の 目的 を充 たす た め の

条 件 とは質 的 に異 な る。 した が って,上 記 の3つ の 目的 を同時 に:満足 させ

るモ ニ タ リン グ シ冬 テ ムの 体 系 化 を図 る こ とは 至 難 の業 で あ る。

1つ の 到達 目標 と しての モ ニ タ リン グ シス テ ム を体 系 化 す る た めに は,

上 記 の3つ の 目的 を可 能 な限 り満 たす調 査 項 目の 選 定 と,調 査 手 法 の 確 定

が重 票 であ る 。そ の た め には,ま ず モ ニ ター の た め の 最 低 必 要 な調 査項 月

の決 定 が必 要 で ある 。 この 調 査項 目は,環 境 の総 合 的 な評 価 を前 提 とす る

た め に,所 与 の地 域 内 生 態 系 を単 位 と して選 定 さ れ る必 要 が あ る。

.最低 必要 な調 査 は ・環 境 の 改 変 状況 を トー タ ル と して 把 握 す る こ とを前

提 と しなけ れ ば な ら ない 。 した が って調 査 の 項 目を機 械 的 に 削 除す るの で

は な く,こ の 項 目の 決 定 に あ た って は,つ ね に調 査 の対 象 が環 境 改変 に対

して ど の よ うな役 割 を果 た して い るのか,ま た環 境 の 系 の 中で,過 去 か ら

現 在,現 在 か ら将 来 へ の多 様 な エ ネル ギー の ヲ ロー に どの よ うな影 響 を与
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えるのか.す なわち,個 別的現象を環境系に フィー ドパgク させ.還 元 さ

せ ることに よって 全体像 の把握 する こと炉前提条件 に ならなければな らな

い0

3.モ ニ タ リング 対象 生 態 系 の 区分

生態 系 は,生 物 と無 機 的 環 境 が一 体 化 した シス テ ム で あ り,前 項 の よ うな

内容 を基 に して,モ ニ'タ リン グ対 象 と して の生 態 系 の 単 位抽 出 を試 み る必 要

が あ る。 この抽 出の原 則 と して は 次 の2つ の事 が考 え られ る。

第1点 、 環 境 の 構 成 要 因 の別 に よ 乙抽 出 の原 則

第2点 環 境 の 形 成要 因 の別 に よ る抽 出 の原 則

環 境 の構 成 要 因 に基 づ く区 分 とは,主 と して 自然 生 態 系 の単 位 を基 準 にす

る もの で あ り,環 境 の 形 成 要 因 に基 づ く区 分 とは,自 然 環 境 へ の人 為 的 イ ン

パ ク トの量 と質 を基 準 に した もの で あ る。 具 体 的 に モ ニ タ リング ス テ ー シ ョ

ンを設 定 す るた め には,両 要 因 を別個 に 考慮 す る こ とが で きな い た め ,2つ

の 要 因 を セ ッ トした 設 定 基 準 を設 け る必 要 が あ る 。

(1)環 境 の構 成 要 因 に基 づ く区 分

自然 環 境 系 の単 位 とな る もの は,ハ ビタ ー ト(habitat)あ るい は,バ

イオ ー ム(biome)で あ る。 両者 は似 通 った生 態系 の概 念 で あ り,無 機 的

環 境 が類 似 して い る た め,そ こに生 育 す る植 物 ない し動 物 は,種 類 が同 じ

か ま たは近 縁 か,あ る い は種 類 は ち が って も一 様 な生 活 様 式 を示 す が,こ

の よ うなま と ま りが,あ る面 積 内又 は 空 間 内 で展 開 す る場 合,そ の面 積 又

は 空 間 をハ ビ ター ト(habitat,植 物 の生 育 場 所,動 物 の 生 活 場 所)と 云 い

そ の 生物 群 集 構 造 を バ イ オ ー ム(biome) 、と し,生 態 系 あ る いは 自然構 造

の 基 本単 位 とな って い る。※2・3

以 上 の よ'うな こ とを勘 案 して,日 本 の実 情 を考 え る と,モ ニ タ リン グ対

※2,3資 料 編2-1-3参 照
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象 生 態 系 の 区分 は,表 一2・1の よ うに考 え る のが 適 当 で あ る。

表 一2・1生 態 系 の 区 分

要 因

環 境 構 成要 因

内 容

森 林

草 地

湖 沼

河 川

海 洋

象

象

象

象

象

生 態 系

森 林 隼 態 系

草 地 生 態 系

湖 沼 生 態 系

河 川 生・態 系

海 洋 生 態 系

即 ち1生 態系は水 ・空 気 ・土壌 の基質 の もとで成享 してい るが,空 気 と

土壌 が陸上の,水 が水 界 の基質 である。陸上に夢いては,空 気 と
.土壌 の状

態,気 象条 件や土 壌条件 と云 った無機的環境 に よって,生 物群集,特 に一

次生産者群 である植物群落 の生活様 式が異 な り,主 として鮒木 で構成 され

て いる森林生態系 と,草 本 で構成 されてい る草地生態系 に大別 で きる。水

界では水の状 態,溶 けてい る塩類 の多少 と しての化学 的性 質 に よって海水

と淡水 に,更 に淡水 は水が静止 しているか動いているか と云 った水の存在

状 態に よって湖沼 と,河 川 に大別 できる。 この ように水 界では,主 として

水 の物 理 ・化学的性質 であ る無機 的環境 によ?て 湖沼生態系,河 川生 態系,

海 洋 生 態系 に大別 さ れ る。 しか し本 研 究 の 目的(本 編1-1-1)の 項 で

述 べ た よ うに,日 本 の 自然 環 境,す なわ ち生 態 系 は非 常 に複 雑 で あ り,生

物 の 種 類 も豊 富 で 多 彩 で あ る。 この た め,こ の 様 な生 態 系 の 区 分 で は,大

雑 把 で あ り,具 体 的 な ス テ ー シ ョン設 定 に当 って は,細 分 す る必 要 が あ る

が この 点 に つ いて は,ス テ ー シ ョンの選 定('本 編3-1-1)で ふ れ る こ

と と し,こ こでは 各 種 の調 査 や,そ の 調 査 方法 ・調 査 項 目な どが,あ る程
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度 統一 さ れ る範 囲 とい うこ と も勘 案 して,こ の よ うな生 態 系 区 分 が適 当 で

あ る と した。 そ して,も ちろん これ らの各 生 態 系 は,別 々に存 在 す るわ け

で はな く,開 放 生態 系 と して一 つ の環 に結 びつ け られ た もの で あ り,各 生

態 系 の連 関 を考 慮 して モ ニ タ リン グ シス テ ム,ス テー シ ョンの選 定 を行 な

う必要 が あ る 。

(2)環 境 の形 成 要 因 に基 づ く区 分

前項 で述 べ た様 な,主 と して 自然 生 態 系 の単 位 を基 準 と した 各 生 態 系 も

人 為 的 影 響 が 加 わ り,そ の イ ンパ ク トの量 と質 の違 い に よ って さ ま ざま な

生 態系 の概 念 が 成 立 し,そ の 名称 もさま ざ ま で あ る。 例 えば,都 市 で は,

1)人 口 の都 市 集 中化2)道 路 網 と大 きな交 通 量 ・3)不 透 水 地 の 拡大

4)水 の 循 環 過 程 の変 化5)大 気 ・土 壌 ・水 の汚 染6)地 盤 沈 下7)騒

音8)表 土 の剥 離 や被 覆9)地 下水 位 の低 下10)緑 地 の減 少11)都

市 気候12)都 市土 壌 な どの都 市 化 の イ ン パ ク トな どが あ 磨4そ こに存 在

す る森林(樹 林 地)や 草 地,河 川,池,臨 海,あ るい は都 市 さ ば くと云 わ

れ る砂 漠 に類 似 した生 態 系 な どを含 め て都 市 生 態 系 とい う概 念 が あ る。 し

'
か し,こ の 中 で森 林(樹 林 地)を 対 象 と した 場 合 には森 林 生 態 系 と して,

河 川 を対 象 と した場 合 には 河 川 生 態 系 と して取 り扱 う概 念 も考 え られ る。

これ では 前 項 で述 べ た生 態 系 の 区 分 と混乱 を 生 じる こ と とな る。 そ こで生

態 系 の区 分 と しては,基 本 的 に,前 項 の 自然 生 態 系 の単 位 を基 準 と した区

分 に よる こ と と し,自 然 環 境 へ の人 為的 イ ンパ ク ドの量 と質 を基 準 と した

環 境 の 形 成 要 因 につ い て は奉 本的 に は 次の 様 に取 り扱 う もの とす る。※5

⑦ 人 間 との接 触 希 薄 の地 点(べ 一 ス ライ ン地 域)

ω 人 間 との接 触 中程 度 の地 点(中 間地域)

㈲ 人 間 との接 触 最 大 の地 点(高 影 響 地 域)

※4環 境 と生物指標引用 ※5.環 境 モ ニ タ リング,生 態 学会 要 望 書 参考
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即 ち,ベ ー ス ライ ン地 域 で は,本 来 の 日本 の 自然 環 境 の変 化 を把 握 す

るた め,人 間 の接 触 の 希 薄 な地 域 に設 定 され る。 こ こ では,日 本 の 現 況

の バ ック グ ラ ウン ドの 状 況 に 関 す る情 報 が得 られ る こ とに な る。 ス テ ー

シ ョンの選 定 に 当 って は 第1位 に考 え られ るべ き で あ る。 中間 地域 は べ

一 ス ラ イン地 域 に準 じて 「地 域 的 」 な 自然環 境 の変 化 傾 向 を把 握 す るた

め,人 間の接 触 中程 度 の地 域 に設 定 さ れ,準 バ ックグ ラ ウン ドの状 況 に

関 す る情報 が得 られ る こ と に な る。 高影 響地 域 は,人 間 活動 に よる顕 著

な 自然 環 境 の変 化 傾 向 を把 握 す るた め,さ ま ざま な範 囲 の 人 間 との接 触

最 大 の 地 域 に設 定 され,局 地 的 あ るい は地 域 的 な入 間 が 自然環 境 に与 え

る作 用 に関 す る情 報 を得 られ る こ とにな る 。 これ らの基 本 的地 域 に ス テ

ー シ ョン を設 定 す る こ とに よ って ,自 然 環 境 に 夢け る変 化 傾 向 の原 因 と

結 果 の 関係 を解 明 す る手 が か りを得 られ を こ とに な る。 ま た ス テー シ ョ

ン とそ の 周辺 地 域 は,永 久 的 に モ ニ タ リン グ の 目的 に使 用 で き,直 接 人

為 の 影 響 を受 け な い よ うに,自 然環 境 保 全地 域 等 に よ って一 帯 が保 全 さ

れ る必要 参 あ る。

第3節 生 物 群 集

t生 物群 集Bioticcommnity(=Biocerosis)・

生 態 系 の 生 物 的 部 分,す な わ ち生 物 群 集 は 生物 の大 分 類 に 従 い,「 植 物

群 落 」plantco㎜unity(二 植 生),働 物 群 集」an㎞alco㎜unityお

よび 「微 生 物 群集 」microbialco㎜unityに 三 大 別 さ れ る。 植 物 群 集 と

い う用 語 を用 い な い の は,植 物 社 会 学 で い う群集association(群 落 分 類 上

の単 位)と ま ぎ らわ しい か らで あ る。一 方,生 態 系 の機 能 的 な面 か ら生物

の 生 悪 的 地 位 に:着 目す る な らば,生 物群 集 は 「生 産 者 」producers,「 消費
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者jconsumersお よび 「分解 者 」decomposersに 三 大 別 され る。 この三

者 は,そ れ ぞ れ 上 記 の植 物 群 落,動 物 群 集 お よび微 生 物 群 集 に ほぼ 相 当 す

る とい って よ い。

生 物 群 集 を 構 成 す る これ ら三 者 は,弗 沢(1976)の い う よ うに,そ

れ 自体 高 次 の 「部 分群 集 」 また は 「生 活 型 群 」1ifeformgroup(・=生

活 形 群)と 考 え られ るが,そ れ ぞ れ が更 に低 次 の部 分群 集 また は生 活型 群

に分 け られ る 。本 研 究 にお い て,研 究組 織 ・研 究 体 制 の便 宜 か ら分 け られ

た 「調 査 対 象 」 は,実 は この 部 分群 集(生 酒 型 群)淀 よる一 つ の類 別 に:他

な らな い。 更 に これ ら部 分群 集 は種 の 「個 体 群 」populationか らな り,個

体 群 は 「個 体 」individualか らな って い る 。

部 分 群 集 ま た は生 活 型 群 の細 分 を続 け て ゆ く と,そ れ は遂 に 「種 」spe-

ciesに まで 分 解 され て しま うが(種 の単 位 ま で わ け て しま った もの は部

分群 集 や 生 活 型 群 とは 呼 ぱ な い),種 の レベ ル まで 分割 す る以 前 の,調 査

上 実 用 的 なか つ 生 態 学 的 に意 味の あ る グ ル ー プ単 位 を,こ こで は仮 に 「類

別 群 」 と呼 ぶ 。 種 数 が 多 く,分 類 固 定 の 困 難 な 生 物群 の大 まか な組 成,個

体 数,現 存量 な ど を調 べ るに あた って は,こ の 「類 別群 」 を調査 の最 小 単

位 とす る ζ とが適 当 で ある。

2.モ ニ タ リン グ対 象生 物 群 集 の 区分

前項 で述 べ た 事項 に基 づ き,研 究組 織,研 究体 制 の便 宜 上,モ ニ タ リン

グ対 象生 物 群 集 は 図 一一2・1の よ うに区 分 され る 。
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σ

図 一2・1モ ニ タ リン グ対 象生 物 群 集 の 区 分'

〔高 次 の部 分 群 集(生 活 型 群)〕 部 分群 集(生 活 型 群)

陸 上 植 物

生物群集

生産者 孝 植物群落(植 生)

消費者 幸 動物群集

分 解者 幸 微生物群集

生 物 群 集

高次の部分群集

(高次の生活型群)

部 分 群 集

(生 活 型 群)

最低次の部分群集 』 類別群

(最低次の生活型群)

種

水 界 植 物 一一 一 一「

i

i

獣 類l
i

鳥 類,I
i

両 生 類li

i爬 虫 類
i

i昆 虫 類

i

i土 壌 動 物

1

_J
プ ラ ン ク ト ンi

ベ ン ト ス__」

ネク トン

陸上微生物

水 界微生物

〔例〕

生物群集

動物群集.

土壌動物
大形土壌動物
大形分解動物

ミミズ類

サクラミミズ

一14一



な お,調 査 方法 上 区 分 され る類 別群 な ど につ い て は,4-4-1生 物

群 集 調査 に記 載 した 。

第4節 無 機 的 環 境

1.無 機的壌境

無機的環境は ・自然環境下では生物群集 と一 体化 した ものでう り,こ の

両者間には作 用 ・反作 用に よる相互 的な物質 循環,エ ネルギー循環 の系が

成立 してい るために生物学的モ ニ タ リングを無機的環境 とめ関係 を欠1(・て

実施す ることはで きな眺 無 機的麟 は・・諦査実施の便宣上泊 然臓 の

基 質別に基準 を設 ける必要が ある。即 ち,大 気 ・水 ・土壌 の基本的 な基質

と底質 である。 また,各 基質内では物理 系,化 学系の別 に よる調査項 目を

選定 し,基 質問お よび各環境 系 の連続性 を充 たす必要 渉ある。また,環 境

系 には物理 ・化学系 の他 に生物系 があ り,こ れ は生物群集 調査 で取 り扱 わ

れ る。

2.モ ニ タ リング対象無機的環境 区分

以上 の様 に無機 的環境 は,調 査実施 の便宜 上,自 然環境の基質別 に基 準

を設 け ・各環 境系別 に調査項 目を選定す る。従 って,無 機 的環境 は次 の図

一2。2の ように区 分され る
。
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図 一22

〔基 質 〕

大 気

水

無機的環境

土壌

モニ タ リン グ対 象無機的環境の区分

〔環 境 系 〕

化 学 系 ・

物 理 系 ・

化 学 系 ・

物 理 系 ・

化 学 系 ・

底 質

物 理 系 ・・

化 学 系 ・・

'

物 理 系 ・・

〔調 査 項 目 〕

・… ・… 一 般 大 気 の 化 学
,大 気 汚 染

・・… … 一 般 気 象 ・

… ・・… 一 般 水 質 の 化 学
,水 質 汚 濁

・・… … 水 の 拡 散

… … ・・一 般 底 質 の 化 学
,底 質 汚 染

… ・… 一 般 底 質 の 物 理 性

・!…・・一 般 土 壌 の 化 学
,土 壌 汚 染

… ・… 一 般 土 壌 の 物 理 性
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第3章 調査体系の大綱の設計

全国 的 規 模 に よる生 物 学 的 モ ニ タ リン グの 実施 に あた って は,陸 域 ・水 域 ・

空 域 の全 生 物 の実 体 を把 握 しな け れ ば 自然 環 境 の 全容,す なわ ち生 態 系 を と ら

え る こ とはで きな い。 しか し,現 段 階 に 澄 い て は,一 環 した 調査 体 系 が 確立 し

て い な い ため に,一 部 地 域 の い くつ か の種 類 につ い ての調 査 例 しか な い 。

そ こで 今 回 の調 査 に あた って は 調 査 体 系 の設 計 を し,生 物相 及 びそ の変 化 を

で き るだ け 明 らか にす るた め,生 勃 学 的 モ ニ タ リン グの手 法 を解 明 し よ うとす

る もので ある。

だが,現 時点 に澄け る調査 には不明な点 も多 く,調 査 が進 むに従 って調査手

法 が開発される場 合 も多い と思 われ,こ れ を随時組 み入れ てい く必要 がある。

第1節 モ ニ タ リン グ ス テ ー シ ョ ン の 設 定

調査体系の設計にあた っては,南 北 に長い 日本列島の特性 か ら,南 と北 で

はその 自然を異 に しているた め,そ れぞれ の地域 を代表す る生 態系 を もれ な

く把握す 歌 めには 旧 本列島 をい くつかの プ ロッ
.クに分けて報 る必要が

あ る 。

また 人為 の影 響程度 の 違 い に よる変 化 を と らえ るた め には,各 ブ ロ ック ご

とに,人 との接 触 度 合 を考慮 した ス テ ー シ ョンの配 置 をす べ きで あ る。

1.選 定 基 準

(1)基 本 方 針

ア.森 林,草 地,湖 沼,河 川,海 洋 の各 生 態 系 の代 表 す る と こ ろ を選 ぶ

もの とす る。 各 地 域 内 で は 河 川 流 域 系 を主 体 にす る な ど,各 生 態 系 が

一 連 の シス テ ムに な る よ うに 配 置 され る こ とが望 ま しい。
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イ.南 北 に連な って位置 す る日本列 島の成立過程,地 形,気 候的区分等

を勘案 し斥※1上で・そ吐 地 を代表す る生態彩 選ぶ・

ウ.ス テ ー シ ョンの 設 定 に あた って は,薪 究 施 設,・人 材 等 の面 も考 慮 し,

従 来 よ く用 い られ る行 政 区 分 も含 めた 次 の11ブ ロ ック にす る のが 適

当 と思 わ れ る。

北 海 道 区,東 北 区,関 東 区,信 越 区,東 海 区,北 陸区,近 畿 区,中

国 区,四 国 区,九 州 区,沖 縄 区 で あ る。

エ.各 ズ ロ ック内 で は,人 との 接 触 程 度 を 次 の3種 に 分 け て,人 為 の 影

響 程 度 の 違 い に よる 変 化 を と らえ られ るよ うにつ とめ る 。

⑦ 人 間 との接 触 希 薄 の地 点(ベ ー ス ラ・イ ン地 区) ,二

人 跡 稀 で,原 始環 境 を比 較 的 よ く保 持 して い る地 点(各 ブ ロ ック

の生 態 系 の代 表 的 な地:域)

(イ)人 間 との接 触 が 中程 度 の 地 点(中 間地 域):

農 山 村地 帯 な ど ・

㈲'人 間 との接 触 最 大 の地 点(高 影 響地 域):

都 市(大 中小),工 業 地 帯(大 中 小),交 通激 甚 地帯 な ど汚 染 源

が複 雑 過密 な と ころ

オ ・.一既 存 の 観測 シス テ ムの近 接 地 ある い は,今 後 観 測 ス テ ー一シ ョンの 設

置 予 定 地 な どを考 慮 す る。 す な わ ち気 象観 測 所,大 気 汚染 観 測網,水

力 調 査 所,水 質 汚 染 商 測 綱,土 壌 汚染 測 定 点 な ど。

一 国設,各 都 道 府 県 設,各 市 町村 設 一

力.既 存 の 生態 調 査 研 究地 域,生 物 学 的 モ ニ タ リン グ調 査 研 究 地 域 な ど

を考 慮 す る。

一IBPエ リア ,鳥 類 観 測 ス テ ー シ ョ/,大 学 研 究 施 設(演 習林,

※1.資 科 編3-1-1参 照
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臨海実験所).各 省庁 ・各都道府県研 究施設(林 業試験場 研究地 域,農

業試験場研 究地域,水 産試 験場研究地域)「

キ.ス テー シ ョンの規 模は,各 生態 系の 特 色が外部か らの直接的 で重大

な影響か ら保護 され るだけの十分 な広さ呑あるのう:理想的 である(特

.に 心 ス ライン地 域)・

ただ し,中 間地 域,高 影 響地域 に診いてはその地点 にお ける,最 大

の面積 をめざす が,十 分 な面 積 を確保で きないのは やむを得 ない。

ク・交通 ・宿泊等 の調査上 の便宜 ・髄 鯨 まで鱒 間 な ども考尉 る・

ケ.調 査 担 当者 の質 的 ・数 的 な配 置 に も考 慮 す る。

(2)各 生 態 系 の 考慮 事 項

ス テ ー シ ョγの 設 定 に:あた って は,各 生 態 系 ご とに い くらか の考 慮 事

項 が あ る。

.ア.森 林 生 態系

植 物 社 会 の分 化 は,環 境,特 に温 熱 気候 と密 接 な 関係 が あ り,緯 度

・等 高 線 とい った地 形 上 の 線 が植 物 社 会 の領 域 線 と一 致 して い る こ と

が 多 く,日 本 の フ ロ ラ地 域 区 分 に よる と北 海道 区,北 陸 区 な ど'7区,

亜 区 を含 めて13に 区 分 され てい る。

X2

ま た,日 本全 国 の 植 生 調査 を ま とめた もの に は,日 本 の森 林 立地 図

な どがあ り,こ れ らの 植 生 単 位 を ま とめ た ものが 表 一3・1で ある。

※2.森 林立地地図 森林立地懇話会/1972
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表 一3・1 水平 分布を中心に した種 々の.日本 の森林帯区分

堀 川(】968)

宮 脇 ら(1967)

鈴 木(1961ゆ

吉 良(1945)

中 野(1942)

本 多(1912)

・田 中(1887)

植 物 社 会

(繋 主)

高山荒原

高 山 帯

高 山 帯

ハ イ マ ツ群

ハ イ マ ッ群

系(捌ll)

ハ イ マ ツ群

団(山 崎)

山岳針葉樹林

亜高山針葉
樹林

亜寒帯林

針葉樹林

亜寒帯林

寒 書 林

シラベ 帯

シ ラ.べ・エ ゾ

マ ツ群 系(堀

川1),ト ドーマ

ツ景 団

(山 崎)

コケモ モ ・ トウ ヒク ラス

(宮 脇 ら)

落葉広葉麟 中間針葉樹林 常緑広葉樹林

夏緑広葉樹林 常緑広葉樹林(暖帯)

冷温帯林

温帯落葉樹林

中間温帯林

暖帯落葉樹林

冷温帯林

温帯 林

ブナ帯

ブ ナ 群 系

(堀 川),『 ブ

ナ群 団(中 動

〔ハルニレ群

団(山 崎)〕

間 帯 ・

ツガ景系(堀

川),ツ ガ群

団(鈴 木),'

クリ群 団(中

野)

.暖温帯林

照葉樹林

暖翻 琳

暖 帯 林

クロマツ帯

シイ ノキ群 系

(堀川).ス ダ

シ イ群 団(鈴

木),タ ブ群

団(中 野),

.〔ウパ メ ガ シ

群 団 仙 崎)〕

常緑広葉樹林

(亜熟帯)

亜熱帯林

亜熱帯降雨林

亜熱帯林

熟 帯 林

格 樹 帯

クス群団

(中 野)

ミズ ナ ラ ・ブナ

ク ラス(宮 脇 ら)
ヤ ブツパキクラス(宮 脇ら)

一 植物 の分布 と分化 より一

以 上 の気侯 と植生 の区分 を合 わせて・森林 の垂 直分布型 を示 したのが・
※3

図 一3。1で,16に 区 分 さ れ て い る 。

※3生 態 系 の保 護 と管 理1一 森 林(生 態 学 講座,1976)
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地域番号

1

s

3

4

5

6

7

8

9

10

ii

12

13

14

15

16

極 相 森 林 群 落 の 垂 直 分 布 型

北方針葉樹林型…エゾマツ・トド?ツ型
一〇〇

トドマツー ミズナ ラ聖

北方性落葉広薬樹林型…ミズナラ ・シナノキ型

針葉樹林を含む温帯性落葉樹抹勇望…ヒバ ・ブナ型

ブナ ・ミズナラ型

濫帯性落葉広葉樹林型…ブナ聖

シイ・カシープナーアオモりトドマツ型

(温帯性落葉広葉樹林優占)

モ ミ・ツガープナーウラジ ロモ ミーコメツガーシラベー・

アオモ リトドマツ(コ ノツガ型森林優占)

0
4

2

3

シイ ・カシーモ ミ・ツガーブナーウラジロモ ミーコメツ

ガーシラベーアオモ りトド?ツ(コ メツガ型森林優占)

シイ ・カシーモ ミ・'ツガーウラジロモ ミーコメツガーシ

ラベ型

アsrs

Ψ 、

り

1
0

シイ ・カシーブナ型

アカマツーコナラ型森林優占

タプーシイ ・カシーモ ミ・ツガ型(タ ブ 聖森林倭 占》

シイ ・カシーモミ ・ツガーブナ聖

タプー シイ ・カシーモ ミ。ツガーブナ型(No.13に 比 べ'

て7カ マ ツ林が発達)・ 一
夢2

クス ー シ イ型

oo

/11

総鱗
㍗'

岡
ン

ン

,3・(

7.

石 醇

ξ./'　
ロ

～88
ノ
＼ ノ

}康

10ノ'》

i
,ノ'9

域劃

ノ
●

亀

・o

(農林水産技術会臨:土 地利用区分の基準作成に関する方法論的研究,昭38.)
林 試 報.229,1971よ り

(蜂 屋 欣二)

図 一3・1 植生からみた日本の地域区分

森 林 ス テ ー シ ョン を設 け る場 合 は,上 記 の地 域 区 分 に した が って,

各 地 域 の 気 候 的 極 盛 相 の 中か ら,モ ニ タ リング ス テー シ ・ンの 選定 基

準 を満 足 す る所 を選 び,こ れ を ベー ス ラ イ ン地 域 の ス テ ー シ ョンに す

る。以 下 各 考慮 事 項 につ いて 述 べ る。

(ガ 人 間 との 接 触 希 薄 地 点(ベ ース ライ ン地 域)は,各 ブ ロ ックの 自

然 林 の 中 か ら,そ の地 方 を代 表 す る気候 的 極 聾 相,こ れ が な い場 合

＼ さ
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は これ に準 ずる ものを選定す る。

ω 人間 との接触 中程度 の地点(中 間地域)で は,⑦ と同様 の植生,

お よび農 山村地帯 に広 く分布する二 次林 の中か ら選定す る。

(ウ)人 間 との接触最大 の地 点(高 影 響地域)で は,都 市 ・工業地帯 に

残 され た樹林 の 中か ら,で きるだけ 自然林 に近 い ものを中心 に選定

するのが望ま しい。

的 蝶 林は恒常的に燐 的撹諮 加わるので・モニ列 ング調査地

と して は 不適 当 で あ る た め 除 外す る。

㈹ ス テー シ ョンの規 模 と して は,最 低20～50haで ※4で きるだ

け広 い 面積 が望 ま し.い。 た だ し,高 影 響 地 域 で は 現 状 か ら考 え て,

面積 が狭 小 に な らざ るを得 ない で あ ろ う。

㈲ 観 測 点,調 査 区 は,ス テ ー シ ョン地 域 の 外 周 ぎ り ぎ りには 設 け な

い。 外 周 か らの距 離 は 少 な ぐ と も樹 高 の2～3倍,す なわ ち50～

100蹴 以 上 を必 要 とす る。 た だ し,高 影 響地 域 では これ だ け の 距 離

を確 保 す るの が 困 難 で あ ろ う。 この場 合 も,で き る だけ 外 縁 か ら距

離 を保 つ よ うに した い 。

㈹ 自然 環 境保 全地 域 等 に よ って'一帯 の保 全 を 図 る。

イ.草 地 生 態 系

草地 に は,自 然草 地(高 山風 衝 ハ イ デ,高 山高 茎 草 原,亜 高 山嵩 茎

草 原,山 地 高 茎 草 原,高 層 湿 原,中 層 湿 原,低 層 湿 原,火 山荒 原),

半 自然 草 地(採 草,火 入 れ,放 牧 な どの行 為 に よ り維 持 され て い る。

ス ス キ草 地,ネ ザ サ草 地,シ バ草 地 な ど),人 工 草 地(外 来 牧 草 地,

張 芝 地 な ど)の 三 つ の型 ※5が あ る。

⑦ 自然 草 地 を ス テ ー シ ョン と して 選 ぶ か ど うか は,各 地 域 の特 性 を

※4資 料 編3-1-1(2)参 照 ※5資 料 編3-1。1(3)参 照
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見 る場 合 の 重 要 度 に よ って判 断 され る。

ス テー シ ョ ンの 設 定 は,北 海 道 な どk見 られ る特 定 の大 規 模 な湿

原 ・原 野 を除 いて 特 に行 なわ な い。 今 後 必要 に:応 じて追 加 す る もの

とす る。

α)半 自然 草 地 は,放 牧等 の経 済 的 利用 の た め に:璋:地を維 持 して い る

場 合 と,若 草 山,カ ル ス ト草 原 など の よ うに 観 光 を主 目的 に した草

原 とが あ る。

この様 な 半 自然 草地 に ス テ ー シ ョンを 設定 す る場 合,植 生 の復 元

系 列 を お さ え る と同 時 に,管 理 方法 を 明 確 に した 上 で考 え る必要 が

あ る。

(ウ)人 工 草 地 は,田 畑 等 の耕 作 地 とと もに,今 回 の 対 象 地 か ら除外 し

て考 え る の が適 当 で あ る。

ウ.河 川 生 態 系

⑦ 水 系 の選 定 に 当 って は,森 林 ス テ ー シ ョン,草 地 ス テー シ ・γ と

の位 置 的 関係 を考 慮 す るが,特 に湖 沼 ス テー シ ョン,海 洋 ス テ ー シ

ョン との 関連 を持 つ よ うにす る。

・(イ)既 存 資 料 ※6な どに よ って,自 然 が 保 た れ て い る水 系,開 発がす す

み,か な り人工 的 に な ってい る 水系,そ の 中 間 に 位 置 す る水 系 の そ

れ ぞ れ か ら,各 代 表 的 な 番の を 選定 す る 。

㈲ 水 系 では 河 川形 態 ※7を考 慮 して,上 流 域(A△ 型),中 流域(Bb

型),下 流 域(Bc型),お よび河 口域 等 の代 表 的宏 地 点 に,サ ブ

ス テー シ ョンを設 定 し,各 サ ブス テ ー シ ョンを 包 括 して,1水 系 に

お け る ス テ ー シ ョン とす る。

(⇒ 各 サ ブス テ ー一シ.ヨンは,瀬 や 淵な ど生 物 相 の異 なる環 境 が含 ま れ

※6。7.8.9資 料 編3-1。1(4×5×6×7)参 照
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る よ うにそ の 大 き さ を決 め る。

㈹ 各 サ ブス テ ー シ ョ ンは,各 地 の 漁協 や水 産 試 験 所,大 学 等 が設 け

てい る 禁 漁区 等 を考 慮 して,こ れ らが含 まれ る こ とが望 ま しい。

㈲ 各 サ ブス テ ー シ ョン では,河 川 に 派生 した陸 域 の草 地 や 河 畔林

(ヤ ナ・ギ林 等)を 含 め て 設 け る。 この場 合 の河 川 敷 は,で きるだ け

自然 状 態 の保 たれ て い る こ とが 望 ま しい。

エ.湖 沼 生 態 系

⑦ 湖 沼 の選 定 に 当 って は,湖 沼 の栄 養 型 区 分※8に 留 意 す る。 す な わ

ち,貧 栄 養 湖 ・・中栄 養 湖 ・富栄 養 湖 ・腐 植 栄養 湖 ・酸 栄 養 湖 な ど,

代 表 的 な もの を 選 定 す る。

ω 既 存 資 料※9な どに よ って,自 然 が保 たれ て い る湖 沼,開 発 され φ

ま り自然 で ない 湖 沼,そ の 中間 に位 置 す る湖 沼 の 区 分 を考 慮 して 選

定 す る。

(ウ)ス テ ー シ ョン は,選 定 され た 湖 沼 全域 を対 象 とす る こ とが望 ま し

いが,不 可 能 な場 合 は な るべ く自然形 態 の整 って い る 所 で,汀 線 と

直角 に 設 げ た 帯 状 調 査 地 域 を設 け,こ の地 域 を代 表 させ た ス テ ー シ

ョン とす る。

⇔ 湖 沼 に派 生 した陸 域 の 草 地,低 木林 な どを ス テー シ ョンに含 め る。

この場 合 の沿 岸 部 は,で きる だけ 自然 状 態 の保 た れ て い る こ とが 望

ま しい。

オ.海 洋 生 態 系

⑦ ス テー シ ョン と して は,沿 岸 域(海 浜 域,沿 海 域)を 対 象 と じ弩10

外洋 域 に つ い て は 今 後 検 討 す る 。※11

α)千 島海 流(親 潮),日 本 海 流(黒 潮),対 馬 海 流 お よび 内海 域 を

※10.11.12.13資 料 編3-1-1(8)(9)α0αD参 照
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考 慮 ※12して,ス テ ー シ ョ ンを 選 定 す る。

(ウ)既 存 資料※13などに よ って,自 然 が 保 たれ て い る海域,開 発 が す す

み,か な り人 為 の影 響 も受 け て い る海 域,そ の 中 間 に位 置 す る海 域

の うち各 代 表 的 な もの を選 定 す る 。

(⇒ ス テ ー シ ョンは海 浜 域 が磯 と砂(泥)浜 な どの生物 相 を異 にす る

い ろい ろな環 境 が 含 ま れ る よ うに 範 囲 を決 定 し,汀 線 に直 角 に帯 状

の ス テ ー シ ョンを 設 け る。

㈹ 海 浜 に接 して い る陸 域 の海 浜 植 生,沿 岸 林 な どにつ い て もス テ ー

シ ョン に含 め る。

㈲ 各 ス テ ー シ ョンは 海 中 公園 地 区 や,そ の 他 の保 護 水 域 な どを考 慮

し,こ れ らが 含 まれ る こ とが望 ま しい 。

2.侯 補 地 域 の 選定

前 項 の モ ニ タ リング ス テ 「一シ ョン選 定 基 準 に よ り,森 林 生 態 系 は ベ ー ス

ラ イ ン地 域 と して,16の 極 相 森林 群 落 め 分 布 型 の 中 で代 表 的 群 落 を各1

ケ所 以 上 選 定 し,ま た 中間 地 域 と高 影 響 地 域 か ら,同 様 に16の 地区 か ら

各 代 表 的 な場 所 を 選定 す る と,合 せ て48ケ 所 以 上 とな る。 そ の 他草 地 生

態系,測1騰 湖沼生態系,海 洋生態系 として,50ケ 所以 上選 定 す る と,全 国 に

お よそ100ケ 所以 上 の モ ニ タ リング ス テ ー シ ョンが選 定 され る こ ととな る。

選 定 に あ た っ て は,表 一7・8※ ユ4に示 した よ うな既 存 資料 を参 照 す

るが,保 護 地 域 の 揖 定 に関連 した もの が 多 く,べ 一ス ライ ン地 域 の選 定 に

は 有 効 で あ るが,中 間 地 域,高 影 響地 域 につ い て は 各 地域 ご とに,そ の 状

況 を熟 知 した各 専 門 分 野 の学 識 経 験 者 や 行政 機 関 等 の 協議 の も とで,適 切

な候 補 地 を選 定 す る必 要 が ある 。 この場 合,も ち ろん ベ ー ス ライ ン地 域 と

※14資 料 編3。1-2(1)～(7)参 照
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の地 理 的 関連 も考 慮 しな けれ ば な らない。

以 上 の経 過 をた ど って 定 め られ た各 ス テー シ ョ ン候 補地 は,次 に掲 げ る

項 目を一 覧表 に し記 載 す る。

ア.ス テ ー シ ョンの 記載 事項

σり 名 称

α)生 態 系 区 分(コ ー ド番 号)・

(ウ)所 属 す る地 域 ブ ロ ック(コ ー ド番 号)

←)'人 間 との接 触 程 度(コ ー ド番 号)

㈹ 所 在 地

㈲ 五 万 分 の一 地 形 図(図 幅 名,象 限 番号)

㈹ 位 置(緯 度 ・経 度 ・標 高)

(ク)規 模(樹 林 面 積 ・流 域 長 ・湖水 面積 表 ど)

㈲ 法 的 規 則,所 管者.

㊥ 大 気測 定 局,水 質 測 定 局 な どの 有無

㈱ 既 存 の研 究地 域 .(生 物 学 的 モ ニ タ リン グ,生 態学 的 研 究地 域 な ど)

(の 生 物 相 の概 要

⑭ 最 近 の空 中写 真 の%お よび撮 影 年 月 日

㈹ そ の 他1交 通 ・宿 泊 設 備 の 有 無

第2節 ス テ ー シ ョン の設 定 糖 ※1

1.基 本 方'針

ス テ ー シ ョンの設 定 に あ た って は,各 ブ ロ ック毎 に次 の 第3節,地 域 環

境 調 査 の結 果 を合 わせ て,候 補 地 の 設 定 を行 な い,設 定当 時 の 記 録 を残 し

※1,2資 料 編3-2(1)(2)参 照
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て お くもの とす る。

ア.候 補地 域 の概 要 調 査

候 補地 域 につ い て は,既 存 の 資 料※2を 収 集 し,そ の概 要 を把 握 す る。

イ.モ ニ タ リン グ冬 テ ー シ ョンの 範 囲 決 定

選 定基 準 に基 づ き,上 記 の 候 補 地 域 の概要 調査 の結 果 か ら,候 補地 域

の 内最 良 と思 わ五 る地域 を ス テ ー ゾ ヨン と して 設定 す る。

ウ.モ ニ タ リン グ ス テ ー シ ョン範 囲 内 の 詳 細 調 査

⑦ ス テー シ ョンに 夢け る既 存 資料 を収 集 す る。

ω 現地 調 査 を無 機 的環 境,生 物 的 環 境 に分 け て詳 細 に調 奪 す る。 生 物

的環 境 と して は 生 物相 の分 布 状 況,種 構 成 を主 と し,第1回 モ ニ タ リ

ング調 査 の 一 部 と して組 み入 れ 活 用 す る もの とす る。

エ.観 測 地 点,調 査 区,調 査 コー ス な どの 決 定

⑦ 詳細 調 査 に基 づ き,観 測 地 点,調 査 区,調 査 ゴー ス な ど定 期 調 査 の

位 置 を決 定 す る。

α)こ れ らは で きるか ぎ り図 面 化 す る もの とす る。

オ.観 測 装 置 の 設 置,観 測 地 点 の 杭 打 ち な ど

定 期 観 測 地 点,範 囲,コ ー ス な ど を測 量 に よ り位 置 を確 定 し,観 測 装

置 の 設 置,杭 打 ち外 柵 の設 置 な ど を行 な う。

第3節 地 域 環 境 調 葦

環 境 モ ニ タ リン グ ス テー シ ョンを 設 定 す る た めに は,そ の 周辺 地 域 の特 性

や 背 景 を充 分 把 握 して 凄 か なけ れ ば,そ の 彦 義 が 薄 れ る こ と とな ろ う。 この

た め に各 ブ ロ ック ご とに地域 環 境 の 調査 を次 の 様 に 行 な う必要 が あ る。
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1.基 本 方.針

⑦ モ ニ タ リン グ ス テー シ ・ンを包 含 す る地 域 の 環 境 を 資料 に基 づ き把 握

す る(統 計 処 理,解 析 され た デ ー三タ)

ω.地 域 環 境 の調 査 項 目は,ス テ ー'シ ョン内 の生 態 系 に影 響 をお よぼ す か

ま た は 関連 が 予 想 され る項 目に つ い て 調 査 を行 な う。

(ウ)人 為 的影 響 に:関す る各 項 目は特 に詳 細 に行 な う。

(⇒ 調 査 範 囲は,ス テー シ ョン内 の生 態 系 に影 響 をお よぼ す,あ るい は 関

係 が 予 想 され る範 囲 とす る。

㈹ 生 態 系 の構 成 要 素,特 に動 物 相 の 行 動 範 囲 を考 慮 す る。

(カ)地 域 環 境 調査 結 果 と,モ ニ タ リン グ ス テー シ ョンに 澄 け る調査 結 果 と

の 関係 を時 間 的,空 間 的 な面 で 解 析 を行 な う。

㈹ 特 に 急激 な変 化 を生 じた場 合 を除 き,5年 に1度 と りま とめ を行 な う。

た だ し経 時 的 な観 測 デ ー 乏は 常 時収 集 す る もの と し,ま たす で に定 時 的

に行 な われ て い る(入 口調 査 な ど)は,そ の 調 査 年 に合 わせ る。

② 森 林 及 び草地 ス デ ーツ ヨンの 調査 範 囲は,原 則 と して ス テー シ ョン範

囲 の10～ ユ00倍 程度 の ス ケ ール とす る。'(2000～5,000ha)

2.調 査 項 目

o社 会 的条 件(保 健 状 況 も含 む)

人 口,人 口密 度,産 業構 造,産 業 配 置,道 路,鉄 道 網 な ど

人 口密度,産 業 構造 な ど につ いて は,分 布 図(メ ッ シ ュ)を 作 製 す る 。

O土 地,水 系 利 用状 況

植 生 図,地 目区 分 図,空 中写 真,リ 毛 一一トセ ン シ ング な ど。

た とえば,森 林 利 用 状 況 と しては,素 材 生 産 高(で きれ ば 樹 種 別)伐

採 面積,個 所 な ど,ま た水系利用状況 と しては漁獲量 な どの把握 も必要
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で あ ろ う。

O環 境 質 の 現 況

大 気汚 染 物 質,水 質 汚 染 物 質 の 発生 源,騒 音,光 条 件 の 把握 な ど(固

定 発 生 源,移 動 発 生 源)。

O自 然 環境 の現況

(i)生 物 群 落 状 況 植 生 図,緑 被 率,植 生 自然 度,動 物 分 布,動 物異 常

発 生,消 滅 な ど(リ モ ー トセ ン シ ング,空 中写 真)。

㈹ 無 機 的 壌 境

台 風,地 震,噴 火 な どの特 異 的 自然 環 境 。 基 本 因 子 と しての 気 象,

地 質,土 壌 等 の 調 査 。

第4節 モ ニ タ リ ン グ ス テ ー シ ョ ン に お け る 調 査

生 態 系 は非 常 に複 雑 で ある た め,こ れ を と らえ る た め の項 目 も無 数 に あ る

とい え よ う。 したが って どん な 項 目を 選べ ぱ,生 物 相 に あ たえ る作 用 に関 し

て もっ と も有 効 で信 頼 性 り ある 情 報 を 得 る こ とが で きるか が基 本 的 な問 題 で

あ る。

しか し,現 在我 々の も って い る知識 は 限 られ た もの で あ って,す べ て の項

目 を実 行 に うつす こ とは で き ない 。 そ の た・め,現 時点 で の実 行 性 の ある方 法

を見 つけ なけ れ ば な らず,最 も良 い情 報 が得 られ る よ うな観 測 と測 定 の方 法

を考 え ね ば な らな い。 ま た今 後 研 究 を重 ね る うちに,実 行 可 能 な項 目を完 成

しなけ れ ば い け ない で あ ろ う。

従 って,モ ニ タ リング ス テー シ ョンに お.いて は,次 の様 な認 識 に立 って,

調査 を考 え て い く必 要 が あ る。即

O科 学 性:モ ニ タ リン グ調 査 のみ な らず,全 て の 調査 の基 本 的 な 問 題 であ

※1.指 標生 物 参考
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り,調 査 方法 が正 確 で再 現 性 を もつ こ とが必 要 で あ るb

O長 期性:モ ニ タ リン グ調査 で は ,過 去 か ら将 来 に向 って, .経年 的 ・経 時

的 な長 期 の 測 定,調 査 が 可 能 で なけ れ ば な らな い。

o応 用性:科 学 的 客 観性 を もつ こ とは 基 本 的 であ るが ,将 来 の調 査 技 術,

調 査 手 法 の 開 発 に もす ぐに対 応 で き る もの で なけ れ ば な らな い。

o実 行 性:調 査 技 術 者 の有 無 ,実 験 装 置,測 定 法 の難 易 を考 慮 し,広 く実

行 で きる項 目で なけ れ ば な らな い。

o広 域性:我 国 は,気 象 や 地 勢 あ る いは 人 為 の 影 響 程度 が 相 当 な 幅 を も っ

て お り,各 地 方 の特 色 を も考 慮 しなけ れ ば な らな いが,測 定 の相 互 比較 を

可 能 にす る た め共 通 性,互 換 性 を もつ 広 域 性 と云 う ことが 重要 な 課題 と な

る。

1.生 物 群 集調 査

生 物 群集 調 査 は,こ こで い うモ ニ タ リン グ調 査 の 主題 とな るべ き調 査 で

あ る。 従 来 行 なわ れ て きた生 物 を対 象 と した 調 査 は,各 群 集 別 にそ して短

期間に,よ り精 密 に追 求 され て きた 。 しか し・,モニタリング調査 で は,長 期 的

な展 望 の も とに全 国 的 規 模 で 実施 され る こ とを考 え る と,従 来 か ら行 な わ

れ て きた 調 査 方法 や そ の 実 行 面 で は,か な り問 題 点 も多 ぐ今 後 検 討 を要 す

る もの も多 い 。

(1)基 本 方 針

ア.対 象 生 物

対 象生 物 は 生 態 系 を構 成 す る生 物 群 集 に含 ま れ る すべ て の種 につ い

て取 り扱 う事 が 望 ま しいが,調 査 手 法 が確 定 され て い なか った り,種

の レベ ル まで 同 定 が 困難 で あ った りす る場 合 が あ る。 この た め,モ ニ

タ リン グ対 象生 物 の選 定 に 当 って は,次 の様 な各 段 階 が 考 え られ る 。
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⑦ 既 存 の 資料 等 に よって 環 境 変 化 の指 標 とな る様 な種 又 は,各 地 域

の代 表 とな る様 な 種 の み取,扱 う。

α)以 上 の 種 に一 般 的 な何 種 か を付 け 加え る。

(ウ)全 て の種 に つ い て取 り扱 う。

D分 類 学 上 属 ま で を同 定 す る とか,生 活形 群,あ る い は 調 査手 法

上 の類 別 群 ま で を取 り扱 う。

の 種 レベ ル ま で取 り扱 う。

イ ・調 査 項 目

モニ タ リン グ調 査 とい う視 点 か ら,生 物 群集 を と らえ よ うとす る場

合,人 間の 影 響 を含 め た環 境 ス トレス に対す る反 応 性 か ら見 て,ど こ

にそ の接 点 が あ るか につ い て の 情 報 を得 る こ とが 重 要 で あ る。 従 って

生物 個 体 レベ ル か ら,個 体 群,群 集 レベ ル ま で,ま た無 機 的 環 境 を含

め エネ ル ギー と物 質 の 全 体 的 な循 環 に 夢 い て,生 態 系 の 全 体 像 を把握

してい く必要 が あろ う。 現 在考 え られ る生 物 群集 の 調 査 項 目には,次

の ものが ある6※2.

⑦ 種 の 構成:生 物 群 集 を 構 成 す る種 ある いは 種群(類 別群)を 把握

し,そ の変 化 を お さ え なけ れ ば な らな い。

α)種 の 多様 性:種 の 構 成 を群 集 レベ ル で見 る場 合,多 様性 と云 う事

が 主要 な基 準 の1つ と な る。

⑦ 生物 群 集 の 大 きさ と分 布:生 物 群 集 の大 きさ と分 布 は,そ の環 境

との 関係 に お い て最 も特 徴 的で あ り・空 間的 左変 化 の み な らず ・時

間 的 な変 化 を 夢 さえ て お か ね ば な らない。

←)一 次生 産 力,生 物 現 存 量 お よび成 長速 度:従 来 の調 査 方 法 では,

これ らの項 目に 対 してそ の ま ま適 用 で き る方 法 は 数 少 な い。 将 来 の

※2.環 境 モ ニ タ リング参考
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長期 的 展 望 に立 って,モ ニ タ1)ン グに 適 した方 法 を用 い る な らば,

微 細 存人 間 活動 の影 響 を も検 出す る可 能性 が,最 も大 きい項 目 とな

ろ う。

㊥ 生物 群集 の社 会 構 造 一 発 生,繁 殖,死 亡,年 令 構 造,移 住 性:生

物群 集 は,個 体 レベ ル に お い て 発生,繁 殖,死 亡 を く り返 す こ とに

よ って,そ の社 会 構 造 が維 持 され る こ とが 多 い。 そ の た め,こ れ ら

の項 目を含 め て年 令 構 造 や生 物 群 集b移 住 性 をお さえ て お く必 要 が

ある。

㈲ 生 理,病 理 反 応:生 物 は環 境 か ら受 け るス トレスに対 して,さ ま

ざま な仕 方 で反 応 す るが,個 体 レベ ル で受 け る生 理,病 理 的 反 応 に

よって 把 握 す る こ と も重 要 で あ る。

㈲ 形 態 的 反応:生 理,病 理 的 反 応 を把 握 す る に は,現 在 困難 な点 も

多 い が,そ の結 果 で あ る形 態 的 反応 を モ ニ タ リン グ して お ぐこ とに

よって,こ れ を補 うこ と もで き る。

の 季 節 的現 象:気 候 変 化 の 生 物 的影 響 は,植 物 の 開花,結 実,紅 葉

や渡 り鳥 の飛 来,昆 虫 の生 活 史,魚 類 の 回 遊 な ど,い ろ い ろな 生 物

現 象 の季 節 的 な起 り方 の変 化 と して 現 わ れ る こ とが多 い。 これ らの

項 目を 全て 満 たす こ とは 困難 な点 もあ るヵ∫,で き るか ぎ り調 査 す る

こ とが 望 ま しい。

ウ.調 査 実 施 にお け る考 慮 事 項

⑦ 野 外 調 査

最 初 に述 べ た 様 に科 学 性,長 期性,応 用性,実 行性,広 域 性 を基

本 的 に 認識 して 行 な う必 要 が あ る。 特 に,従 来 か ら行 な われ て きた

生 物 を 対 象 と した 野 外 調査 では,測 定 精 度 を 上 げ る こ とのみ 考 え ち

れ て きた が,モ ニ タ リン グ調 査 で は そ の性 格 が 長 期 性 に メ リッ トが
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あ る こ とか ら,今 後 の 測 定,近 接 地 の他 の測 定 に支 障 が及 ぼ さ な い

よ うに考 慮 され る必 要 が あ る。 ま た,解 析 上 の問 題 が 少 ない デ ー タ

の収 集 方 法 で あ り,で きれ ば 全国 的 な統 一 を考 慮 しつ つ,将 来 の技

術 開 発 を考 え た 応 用 性(汎 用性)の あ る調 査 手 法 が必 要 とさ れ る。

(イ)分 析 ・実験 方法

野外 調 査 と同様 な認 識 が必 要 で あ る。 特 に分 析 ・実 験 とは 別 に,

将 来 の技 術 開 発 を考慮 して,調 査 サ ンプ ル を保 存 す べ く処理 され る

必要 が ある 。

(ウ)デ ー タ解析,統 計 処 理

生 物 学 的 デ ー タは時 間 的,空 間 的 解 析,即 ち あ る生物 群 集 の時 間

的 変 化 や,他 地 域 との 比 較,他 生 物群 集 との 比 較,無 機 的環 境 との

関 係 を含 め て解 析 され なけ れ ば な らな い 。 この 場 合 デ ー タが数量 化

され て いれ ば比 較 的 容 易 で あ るが,従 来 の 生物 学 的 デ ー タの 多 くは

定 性 的 な測 定 が 多 く,数 値 と して 示せ な い面 が 多 い 。 この 点が生 物

群集 調査 に おけ る デー タ解析 の 困難 性 で あ り,そ の反 面 生 物 群 集調

査 の特 色 を示 す もの で あ る。 従 って野 外 調 査 では,デ ー タ解 析 上 の

問題 点 を 含 め た 実 施 が 行 な われ る必 要 が あ り,例 え ば指 数 化 や メ ッ

シ,ユ化 な どの表 現 も考 え て い く必 要 が あ る。 ま た,既 存 の観 測 デ ー

タや研 究 デー タ との比 較 に よ って,こ れ らを補 足 し,デ ー タの誤 差

な ど を明 確 に して 澄 か ね ば な らな い。

(2)調 査.項 目

以 上 の 様 な事 項 に基 づ き,生 物 群 集 の モ ニ タ リン グ調 査 手 法 を検 討 し

現時 点 に 勘 いて 有 効 と考 え られ る もの を表 一3・2に と りま とめ た。 こ

の 中 で森 林 ス テ ー シ ョンにつ いて は,細 部 設 計 を行 な い,第4章 に記 載

してい る。 ま た各 生 物 群 集 につ い て 調査 の概 要 は 以 下 の とお りで あ る。
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ア.陸 上 植 物

陸上植物群落 は,一 般 的に次の様な階層構 造に分け られてい る。

灘illl毎 一
草 本 層2拠 以 下 草本主 体(シ ダ植物含む)

コ ケ 層 地衣 ・酵苔

植物群落 を調査 す る場合,各 階層 を全 て含 まれ る様 に全層 を調査 す

る必要 があるが,2祝 以上の階層 を構成す る主体は 樹木 であ り,こ れ

は一 般的には年 々肥大生長 す る。また草本層 を構成 す る草本(シ ダ植

物 を含む)は,季 節相 を有 しコケ層 は地上 だけでな く樹幹上,岩 上な

どに分痛す る。 この ため各階層 を別 々にその特性 に あ った調査 をす る

必要が ある。

植物群落 の現存量 や生産量の調査は,従 来層別刈 り取 りや伐倒 に よ

って行 なわれ て きたが,樹 木 を主体 に構成 され る森林群 落 では,葦 本

層 と云え ども樹木が 多 く含 まれ,再 生には長 年 月を要 す る。 これでは

継続的調査 どころか 自然破壊 となる。草本群 落 では,場 所に よっては

ある程度広い所 をmesuarmentareaと し,そ の中で ランダムに刈 り取

る方法 も考え られ るが,そ れで も長年月 になる とそ の影 響は大 きい'と

考 え られ,今 後 に残 す問題 も多い。そのた め ここでは群 落の状況 を正

確 に描写す るマ ッ ピング と毎木調査 が主体 ・とた る。 これ た よって,植

物群落の定量的,定 性 的測定が可能 とな り汎用性が大 きい。特に毎木

調査は,林 業で使用す る幹材積表 を用い るこ とに よって,現 存量 の推

定 もで き る。 ま た活 力度 は,科 学技 術庁 資源 調査 会(1972)が 行
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左 った樹木 活力指標の評価基準が一 般に用 い られ ているが,こ れを季

節 及 び林 分 全 体 の 評 価 を考 慮 して調 査 上 改 良 を行 な った。 この 各項 目

に よ って数 を重 ね る こ と に よって,あ る程 度 の 客 観 的 な評 価 となろ う

が,最 終 的 な 総合 評 価 の基 準 を ど こに お くか は今 後 の問 題 とな る。

一 方 ,最 初 に 全 層 群落 的 な立 場 で調 査 が 必 要 で ある と述 べ たが,

J.C.T.(P)・ 植 生 調 査 法,即 ちZM学 派 法(チ ュー リッヒモンペ リエ学

派)・が 一 般 的 な植 生 調 査 法 と して従 来 用 い られ そ きた。 この方法 は,

測 定 そ の もの が調 査 者 の熟 練 され た技 術 に お うと ころが 多 く,一 定 の

狭 い 範 囲 の植 生 の比 較 や経 年 の変 化 に は 適 さ な い面 もあ り,こ こで は

補足 的 な 方法 と して取 り入 れ て あ る。 しか し固定 コ ドラー トの 設定 や

広 範 囲 の面 的 に お け る比 較 には有 効 で あ り,最 低 限5年 に1度 は この

方法 に よる調 査 と,植 生 図 図示 は 重要 と な ろ う6

イ ・水 界 植 物

水 界 に生 育 す る生 産 者 で あ る植 物 は,大 型 の 水 草 や海 藻,付 着藻 類,

植 物 プ ラン ク トンが含 まれ るが,調 査 体 制 及 び手 法 上,付 着藻 類 は ベ

ン トス に,植 物 プ ラ ンク トンは プ ラ ンク トン と してそ れぞ れ の項 目に

入 れ る もの とす る。 ま た大 型 の 水草 や 海 藻 もペ ン.トス と して取 り扱 わ

れ る こ と もあ:るが ・別 に取 り扱 った方 が適 当 でう る。

水 界 の植 物 群 落 は,水 界 とい う環 境 が 陸 上 に:く らべ て 水 温 ・光 ・水

質 な どの 変 化 が 少 な く単 調 で あ るた め,一 般 に体 制 は 単 純 化 され て い

る 。 水 草 の 生 活 型 に よる分類 は,最 も普 通 に用 い られ て い る ス カル ソ

・一ブ(19967)の 分 類 法 に よ って ,そ の代 表 的:な種 類 は 次 の様 に分

け られ る。

a.固 着性 水 生 植 物

D抽 水 植 物
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根や茎 の一部 が水 中にあって,残 る大部分は水面 上に突 き出て

い る水草

の 浮 葉 植 物

水底に根や地下茎が あ り,細 長 い葉 柄又は茎 で葉 を浮かせ る

水草

iiD沈 水 植 物

根,茎,葉 な ど植物体全体が水面 下で生育 す る水草 群

b.浮 漂(浮 遊)植 物

水面 に:浮漂生活 す る水草

以上 の様 に,水 界の植物群 落は,陸 域か らの水平的,垂 直的分布 と

して把握 され なければ な らない。 このため,汀 線 より直角 に基 線 を設

定 し,陸 上植物 群落 と同様 に刈.り取 りによる定量 的な測 定 と,マ ッピ

ンブ に よる調査 を行 な うこととした。ただ し,陸 上 と伺 様 にマ ッ ピン

せ

グ の精 度 が あげ られ る か,特 に 河 川 の様 に常 に流 動 して い る場 合 問 題

とな る。'

一 方 ,水 界植 物 群 落 で は,ZM学 派 法 に準 じた 植 生 調 査 法 も行 な わ れ

る こ と もある が,前 述 の 様 に水 中 とい う特 殊事 情 も考 慮 して,優 占'種

に よる直 接植 生 図 図示 が一 般 的 に用 い られ て い る た め,こ こで はそ の

方法 を用 い る こ とが 適 当 で あ る と考 え た。

ウ.動 物 ※3

本 研 究 では 構 成 上,獣 類,鳥 類,爬 虫 類,両 生 類 な どの陸 棲動 物 を

中心 と した脊 椎 動物 に つ い て取 り扱 う もの とす る。 しか し調 査 体 制 上

は,爬 虫 類 と両 生 類 は一 し ょにす る と して も,そ れ ぞ れ 本 来 別 々に:取

り扱 われ る もの で あ る 。

※3資 科 編3-4-1(1)参 照
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これ らは,体 の大 きさ や生 育 場 所 等 に よ って鳥 類 は,陸 鳥 と水 禽 類

(含 海 鳥 類)に,獣 類 は 大 型獣 類,中 型 獣 類,小 型 獣 類(含 食 虫類),

海獣 類 及 び 爬虫 類,両 生 類 に大 別 され る。 日本 にお け る動 物 の種 類 は

そ れ ほ ど多 くは な いが,そ れ らの 生 態 につ い て科 学 的 知 識 は あま・り多

い とは云 え な い。 そ の原 因 のrつ に は調 査 法 の困 難 とい うこ とが あ る 。

大 きさ や 生活 媒 体 も異 な るが,飛 行 性 の もの と地 中 性 の もの,行 動 習

性 と して夜 行 性 の もの,季 節 的 変 動 を含 め た行 動 圏 の カバ ー,社 会 構

造 の 複雑 さ とい った問 題 もあ り,調 査 方 法 も多 くの もの が あ る。 従 っ

て考 え方 と して ぼ,モ ニ タ リン グ ス テ ー シ ョンを設 定 し,そ の 中 に移

動 ・定住 の別 な く出現の有無(季 節 ・個体数等)で 記録す る方法 で対

処 す る必 要 が あ る。 渡 り鳥や 大 型 獣 類 の季 節 的 移 動 の 範 囲 まで カバ ー

す る こ とは 困難 と考 え,彼 ちの移 動 の途 中記 録 に と どめ て お くこ とに

す る。 この た め調 査 方 法 と して は 数 あ る が,他 地 域 との 比較 や,現 在,

過 去,将 来 との 比 較 が 可 能 な よ うに統 一 して 澄 くこ とを 前 提 と して,

調 査 結 果 か らモ ニ タ ワン グ ス テー シ ョン内 の種 構 成,相 対 密度,個 体

数 の推 定 の把 握 だけ で な く,構 成 種 の動 態,分 布 域 の変 動 を 把握 し,

この変 化 の要 因 が 明 確 に され る よ うな調 査 項 目を選 出す る必 要 が あ る 。

ま た,食 物 連 鎖 と関 連 して食性 調査 や 各 モ ニ タ リン グス テー シ ョンを

代 表 す る種 か ら,農 薬 や 化 学物 質 を抽 出 ・分 析 す る調奪 も必 要 で あ る

が,こ れ らにつ い ては 次 項 特殊 調 査 で取 り扱 われ る。

以 下 に各 生 態 系 毎 に数 種 の動 物 を例 示 す る が,こ れ らの もの が必 ず

し も各 環 境 に 固 定 的 で な い こ とを付 け 加 え た い。

① 森 林 生 態 系

ワシ タ カ類,ヒ ガ ラ,キ ビタ キ,コ ル リ,オ オ ル リ,ラ イチ ョウ,

.クマ ・ シ カ・ カ モ シ カ,ギ ツネ ・ ノ ウサ ギ ・ リス ・ イノ シ ン・,カ エ
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ル,ヘ ビ,サ ン シ ョ ウ ウ オ,ト カ ゲ

② 森 林 生 態 系(都 市)

ド バ ト,ス ズ メ,シ ジ ュ ウ カ ラ,オ ナ ガ,ヒ ヨ ド リ,カ ナ ヘ ビ,

ヘ ビ,カ エ ル,ド ブ ネ ズ ミ,ク マ ネ ズ ミ

③ .草 地 生 態 系

ヒ バ リ,ウ ズ ラ,ノ ビ タ キ,ノ ゴ マ,シ マ ア オ ジ,オ オ ジ ュ リ ン,

ホ オ ジ ロ,キ ツ ネ,ノ ネ ズ ミ,ヘ ビ,ト カ ゲ

④ 草 地 生 態 系(耕 地)

キ ジ,コ ジ ュ ケ イ,カ ラ ス,キ ツ ネ,タ ヌ キ,イ タ チ,カ エ ル,

ヘ ビ,ト カ ゲ,カ メ

エ.昆 虫 類

昆 虫 類 は,動 植 物 を 通 し最 も 種 類 も 多 く,生 息 場 所,行 動,習 性 な

ど も き わ め て 多 様 で あ る た め,一 定 地 域 の 昆 虫 相 を 完 全 に 明 ら か に す

る こ と は ま ず 不 可 能 と い っ て よ い 。 そ の た め,こ こ で は 一 般 に:用 い ら

れ て い る 調 査 方 法 を で き る だ け 網 羅 し た が,そ れ ぞ れ 特 定 の 習 性 を も

つ 昆 虫 につ い て効 果 が あ り,条 件 に注 意 すれ ば ゴ異 な る地 域 間 の比 較

に は 有効 で あ るが,他 面 な お 多 くの昆 虫 が調 査 か ら残 さ れ る こ と に な

る。 そ の た め,こ れ らの 調査 方 法 と並 行 して,一 般 的 な採 集 方法 で あ

るス ウ ィー ぜン グ法,任 意 採 集 を併 用 し,当 該 ス テ ー シ ョン全 域 の 昆

虫 相 の 全体 像 を把 握 して い ζ必 要 が あ る。ま た 多 くめ昆 虫 は 成 虫 の 出

現 期 が 限 られ,幼 虫 とは形 態 の み な らず,生 活 が 全 く異 な る こ とが 多

・い の で ,調 査 を年 間 の種 々の 季 節 に行 な うこ とが 望 ま しい。

オ.土 壌 動 物 ※4

土 壌 動 物は,生 態 系 の 中 の 物 質 循環 に お け る分 解 の初 期 過 程 で 大 き

※4資 料 編3-4-1(2)参 照
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な役割 りを果 している土壌界の動物群及 びそれ に付随す る捕食者の集

ま りで ある。従来 の土壌動物 調査 に夢 いて最 も一般に用い られて きた

区分は,「 体の大 きさによる類別」 であ り,可 能な採集方法の ちがい

を念頭においた ものであった。土 壌動物調査 に夢いては動物の 「分類

学上の位置」,「 大 きさ群」,「 生活型群」 の三 つを基準 にと り入 れ

て,土 壌動物 の調査上の区分 や類別 を行 な うのが最 も実用的で あ り,

研究 グルー プの組織 や体制 も組 み易 く,か つ有意義 であろ うと考 え ら

れ る。従 って ここ では土 壌 動 物 の グ ル ー プの単 位 を 「諦 査 区分 」 と呼

び,次 の様 な 四つ の調・査 区分 に新 た にわ け た。

大 型 土 壌 動 物(soilmacrofauna)

小型 土 壌 節 足動 物(soilmicro。arthropods)'

小 型 土 壌 湿性 動 物(soilmicro-hygrophiles)

微 小 土 壌 動 物(soilmicrofauna)

なお,こ の 調査 区 分 につ い て の説 明 は 資料 編 に詳 細 に 述 べ て あ る。

調 査 方 法 は,従 来 か ら行 なわ れ て きた各 調 査 法 で,こ れ に よ って土

壌 動 物 の量 的 な 把握(密 度)や,貰 的 な把 握(群 組 成,種 組 成)が 行

なえ る。 しか しこれ らの 方法 は,土 壌 の 堀 り取 り,踏 み:荒 し等 の 調 査

自体 に よる影 響 がつ きま とい,今 後 に残 さ れ た問 題 点 も多 い。

カ.プ ラン ク トン

遊 泳 力 が な い か,非 常 に小 さい た め,水 中 に浮 漂 ある いは 浮 遊 して

い る生物 群 で あ り,植 物 に属 す る もの を植 物 プ ラン ク トン,動 物 に 属

す る もの を動 物 プ ラ ンク トン と呼 ん で い る。 プ ラン ク トンは,大 き さ

か ら大形 プ ラ ンク トン,小 形 プ ラン ク トン,微 小 プ ランク トン,極 微

小 プ ラン ク トンに分 け られ る。 ま た す み 場 所 に よ って淡 水 性 の もの と

海 水 性 の もの に分 け られ る。 前者 は さ らに湖 沼 プ ラ ンク.トン と河 川 ブ
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ランク トンに,後 者 は 沿岸 性 お よ び外 洋性 の プ ラン ク トンに分 け られ

る。'

調 査 方法 は,通 常 ネ ッ トを用 い るが 定性 的 採 用 ネ ッ トと定 量 用 ネ ッ

トで は異 な り,ま た 水 草 な どの豊:富 な と ころで は ネ ッ トを用 い る こ と

が で きない 。 ま たそ の大 部 分 が微 小 な生 物 群 で あ り種 類 も多 く,個 体

数 を数 え るに も大変 な労 を要 す る。 ここで は 種構 成 と個 体 数 の測 定 を

調 査 項 目と して あげ て お い たが,ま ず環 境 の測 定 が重 要 で あ り,時 間

的,空 間的 な分 布 や 変動 も取 り入 れ て い く必 要 が あ る。

キ.ベ ン ト ス

水 底 の底 質 の表 面 あ るい は 底 質 の 中 に 固着,あ るい は わ ず か な運 動

しか しない で生 活 す る生 物 群 で あ る。植 物 に属 す る もの を植 物性 ベ ン

トス と云 い,て こでは付 着 性 藻 類 を取 り扱 う。 ま た動 物 に 属 す る もの

を動 物 性 ベ ン トス と云 い,底 質 の 上 に 固着 す る もの,は い 回 る も の,

底 層 中に も ぐ り込 ん で生 活 す る もの な どが ある。

調査 方法 は,底 質 の状 況 や 水 深,対 象 とす る生 物 の生 活 場所 等 に よ

って異 な っ て くる。 ま た一 般 環 境 調査 も並 行 して行 な う必要 が あ る。

ク.ネ ク ト ン

比較 的大 きな遊 泳力 を も ち,自 動 的 に移 動 で きる動 物 を 指 す。 魚 類

の 多 く,エ ビ,イ カ,タ コ類 な どが これ に属 して い る。 表 層 に 多 く生

活 す る もの,底 層 に生 活 す る もの な どが あ り,淡 水 と海 水 で は種 類 が

しば しば違 って い る。 餌,生 殖,水 温 な どに よ って 回遊 す る もの が あ

り.,ま た生 活 の 時 期 に よ って淡 水 と海 水 に 移 りす む もの が あ る。

調 査 方 法 と しては,ネ ク トンの行 動 に よ って か か るの を待 つ 受 動 的

な方 法 と して刺 網 に よる採 取 方 法 と,能 動 的 な投 網 に よ・る採 集 方 法 が

あ る。 しか し多様 な生 活 様 式 を持 ち,移 動 す る ネ ク トンは,こ れ だ け
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の調査では多 くの ものが取 り残 され る。 このため漁獲統計調査 や漁獲

物調査 を併用す る必要 が ある。また,河 川や湖沼では放流量 を同時 に

調査 して夢 く。以上の他に食性 調査 や生 活史の研究,分 布等 の調 査 も

重要'であるが今後の問 題 として夢 く。

ケ.微 生 物 群 集 ※5

微生物群集 は一般に細 菌類,菌 類,藻 類 に大別 され,ま た生活場所

に よって水界微生 物 と,陸 上の もの(陸 上微生物)に 大別 される。水

界微生物は,研 究分野に よって海洋 微生物 学 と湖沼微生物学 に分け ら

れ る。陸上の ものでは高 等菌類(キ ノコ類 〉と土壌微生物お よび植物

病理 な どで取 り扱かわれ る ものに分け られ る。 しか し、 いずれ も調査

技術上の問題,研 究者の有無,特 に培養設備 の問題 点 も多 い。 そのた

め ここでは調査 の実行が比 較的容 易 な高等菌類 と,落 葉堆積物 の分解

に重要 な土壌微生物についてのみ取 り上げた。 しか し,植 物 病理な ど

で取 り扱 われ る微生物 につ いて も,今 後検討が必要 で あり,水 界微生

免 物 につ いて も水質試験 ですで に行 なわれて いるCODの 測定 や大腸 菌

類,ま た有機 栄養細菌(一 般細菌)な ども今後検討 を要す る。

コ.そ の他生物群集調査 におけ る付 帯事項

前述の生物群 集調査 では,次 の様 な注意事項,付 帯調査 が必要 であ

る。

⑦ 無機的環境調査 として生物群集 をとりま く物理 ・化学 的環 境 につ

いては調査が行 なわれ るが,調 査 時に特別 に測定すべ き無機 的環 境

調査 も必要 である。例え ば植物群落調査 時 の光環 境 とか,水 温,水

のPH:な どの水平 的,垂 直的分布等 な どである。

(イ)調 査方法の選定に当 って既 に述 べたが,調 査その ものの行 為 自体

※5資 料 編3-1-4(3)参 照
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に よる影響 によって,他 の調査 や今後 の調査 に支障が ないように細

心 の注意 を怠 らない ことと したい。

(ウ)季 節変化や,調 査 の時間帯等 に留意 し,調 査 の時期 を逸脱 しない

ようにす る。 また,可 能 なか ぎ り気象条 件な どに留意 し,毎 年同一

の時期 に行 な う。

可能 なか ぎり写真記録 を とる よ う心掛 ける。

時間及 び予 算の許 すか ぎり,調 査精度 の向上に努める。

㈲ 調査 に よって特 に異 常が認 め られ た時 には,随 時そ の原 因を徹底

的 に究明する。

←)調 査 サンプルの固定 と運搬 は慎重に行 な う。
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表 一a2 生 物 群 集 調 査

生 物 群 集

細 分

陸

上

植

物

群

落

森

林

植

物

群

落

樹
木
　

2

れ

以
上
)

禦耀
樹草
木本
　 　

0.5シ

㎜ ダ含
以 植 む

下 物 一

地 苔
衣 群

藷

全

層

群

落

調 査 項 目

群 落の構造,分

散,生 長,現 存

量 等の把握

生 育 状 況

稚 樹 の 分 散

生 長 等 の 把 握

群 落 の 構 造

分 散 等

群 落 の 構 造

分 布

植 生 タ イ プ の

分 布,構 成

生 育 状 況

ス テ ー シ ・ ン 設 定 調 査'

O調 査区の設 定

○個体の位置 図

Q個 体 番号 の付記

(固 定)

同 上

(固 定)

同 上

(固 定)

。調査 区の設 定

O樹 木 につい では個体

番 号の付記

。(固 定)

O調 査 区の設定

(固 定)

○調査区の設定

(固 定及 び任 意)

同 上

(固 定)

野 外 調 査

調 査 方 法

毎 木 調 査

(樹 冠投影図 と群落断

面図の作成)

Ch-2米6に よ り 評 点 .

6h-3来7に よ り評 点

毎 木 調 査

Oマ ッ ピン グ

O可 能 なか ぎ り個 体 数

自然 高(樹 高)記 載

Oマ ッ ピ ン グ

植 生 調 査(J.C.T.(P)

植 生 調 査 法 に準ず る)

Ch-1米8に よ り 評 点

調 .査 面 積

20×20ηzの コ ドー

ラ ー ト を,ス テ ー シ ョ

ン 内 に2～3ケ 所 設 定 .

・同 上

同 上

同 上

同 上

20×20ηzコ ト?ラー

ト内 に,地 表,岩 上,

根 部,樹 幹 上 別 に30

×300π の コ ド ラ ー ト

を 設 定 。

固 定 コ ドラー ト内及 び

ス テ ー シ ・ン内 に少 な

く と も10ケ 所 以上 の

調査 区。

20×20規 の 固定 コ

ドラー ト内。

調査時期 ・回数

年1回(夏 季)

同 上

年4回(開 花 期,開 葉

期,紅 葉 ・黄葉 期,落

葉期)

年1回(夏 季)

年3回

年2回(梅 雨 季,冬 期)

固 定 コ ドラー ト内 では

毎 年,他 は5年 に1度

年1回(夏 季)

験 ・分析 デ タ 解 ,析

樹 高,直 径,D2Hな

どの 頻 度 分 布 。 胸 高

断 面 積 合 計,乾 材 積

合計 等。

総合評価点を算出

樹 高,直 径,D2H:な

どの 頻 度 分 布 等 。

各種 の定量的定性的

性 度の算 出。

同 上

O組 成表,常 在度表

総 合優 占度

o出 現種 リス ト

o植 生 図図示

総合評価点 を算出

備 考

Oツ ル性 植 物,着 生

植 物 も記 載 す る。

○枯 損 状 況 等,気 付

い た点 も記 載 す る。

Ch-1～3に よ り各

チ ェ ック シ ー トご と

に評 価 点 を合 計,そ

れ を調 査項 目数 で割

るo

米6.7.8表 一4・3参 照 一43一
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生 物 群 集

細 分

草

本

群

落

水

界

植

物

抽水植物群

落,浮 葉植

物群落,沈

水植物群落

浮漂性水性

植物群 落

調 査 項 目

群 落 の構 造,分

散 等。

規 存 量,生 産 量.

生 産 構 造 等 。

植 生 タ イ プの 分

布,構 成。

群 落 の 構造,分

散 等 。

現存量,生 産量

生産構造等。

植 生 タ イ プの 分

布,構 成。

ステ ー シ ・ン設定 調 査

調 査 区 の 殺 定

(固 定 ・Studyarea

Sampleareaの 設 定)

mesuarlnentareaの

三几{
肖又 疋

調査 区の設定

(固 定及 び任 意)

調査区の設定

(基 線 を固定)

mesuarmentareaの

曇几{
蔵又 疋

野 外 調 査

調 査 方 法

○ マ ツ ピ ン グ

o可 能 な か ぎ り,個 体

数 カ ウ ン ト,自 然 高

を 記 載 。

.層 別 刈 り取 り

植 生 調 査(J.C.T.(P)

植 生 調 査 法 に 準 ず る。)

マ ッ ピング

(水 平,垂 直分布)

刈 り取 り法,生 重量 の

測定

優 占種 に よる植 生 図 図

示,フ ロ ラ調 査。

調 査 面 積

ベ ル ト ト ラ ン ゼ ク ト法

と2×2㎜ の コ ド ラ ー

トを 併 用 し,代 表 群 落

ご と に 設 定 。

mesuarmentarea内

に お い て,メ ッ シ ュ 法

を 用 い た 規 則 抽 出 法 に

よ る 抽 出 を 行 な う。

固 定 コ ド ラ ー ト及 び ス

テ ー シ ・ ン 全 域

汀 線 よ り直角 に基 線 を

設 定(固 定),代 表 群

落 ご とに50×50α π

又 は1×1ηzの コ ドラ

ー トを設 定。

mesuarmentarea内

に お い て 抽 出 を 行 な う 。

50×50伽 又 は1×

1襯 の コ ド ラ ー トo

ス テ ー シ ・ ン全 域

調査 時期 ・回数

年3回

年3回

固 定 コ ドラ ー ト内 で は

年3回,ス テ ー シ ・ン

全 域 で は5年 に1度

年4回

同 上

5年 に1度

実 験 ・分 析 デ タ 解 析

各種 の定量的,定 性

的測度 の算 出。

現存 量,生 産量,生

産構 造等。

森林群 落 に同 じ。

各種 の牢量 的,定 性

的測度 の算出

現存量 ・生産量 ・生

産構 造等。

植 生 図

種 リス ト

備
.

考

河 川,湖 沼,海 洋 で

は 汀 線 よ り直 角 に基

線 を設 定 し,ト ラ ン

ゼ ク ト法 とす る。

半 自然草地 にのみ適

弔。
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生 物 群 集

細 分

鳥

類

獣

類

陸 鳥

水 類

(含海鳥類)

大 型 獣 類

中 型 獣 類

小 型 獣 類

小 型 獣 類

海 獣 類

両生類,爬 虫類

調 査 項 目

種 構 成,分 布,

相 対 密 度

同 上

個 体 数

種 構 成,分 布,

相 対密 度

個 体 数

種構 成,分 布

同 上

種構 成,分 布,

生 息 数

種構成,分 布,

相対密度

同 上

種 構 成,分 布

ス テ ー シ ・ン設 定 調 査

調 査 コ ー ス の 設 定

セ ン サ ス ル ー ト 開 設

(ブ ッ シ ゴ 刈 取 り)

調査定点決定

調 査 コー スの設 定

調査地点決定

調 査 区 設 定

(コ ドラー ト)

野 外 調 査

調 査 方 法

ラ イ ン ト ラ ン セ ク ト法

又 は,ロ ー ド サ イ ドセ

ン サ ス 法

定点観察法(双 眼鏡,

望遠鏡)

テ リ ト リ 藁 マ ゥ ピ ン グ

法

船 上 セ ンサ ス法

全数 カ ウン ト法

(巣 の数 をか ぞ え る)

フ ィ ー ル ドサ イ ン 法,

(食 痕,糞,足 跡 な ど

を 見 る),目 撃

ト ラ ッ プ 法

ト ラ γ プ 法

移動観察法

船上移動観察法

観 察,採 取

調 査 面 積

ス テ ー シ ・ ン 全 域

20ha程 度,

2/hr,1時 間)

ス テ ー シ ・ ン 全 域

同 上

同 上

同 上(繁 殖 域,コ ロ ニ

ー)

同 上

同 上

100η3×100η2の コ ド

ラ ー ト(1ha)

ス テ ー シ ・ ン 全 域

同 上

同 上

調査 時期 ・回数

年4回(四 季,1回3

日程 度)

同 上

繁殖期 間 中

(3日)

年4回(四 季,1回3

日程 度)

繁殖期年1回

年4回(四 季,1回3

日程 度)

同 上

同上(1回7日 程 度)

同上(四 季,1'回3日

程 度)

同 上

同 上

実 験 ・分析

デ ータ整理

各種計算

同 上

同 上

同 上

同 上

種決定(毛 ・

糞 ・足跡 な ど

か ら)

データー整理

各種計算

同 上

同 上

デ タ 解 析

リス ト作 成,分 布 図

密 度 推 定(グ ラ フ)

同 上

同 上

同 上

鳥 類 リス ト

リ ス ト,分 布 図

同 上

同上,生 息密度

同 上

同 上

同 上

備 考
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生 物 群 集

細 分

昆

虫

類

大
型

節

足
動
物

を
含

セ

正 の走光性

を持 つ昆 虫

類

地表性 の歩

行活動の活

発な昆虫類

林 間 を飛翔

す る昆 虫類

越 冬 す る昆

虫類(幼 虫

マ ソ ケ ム シ

類)

樹冠部 に生

息す る昆虫

類

全 体

調 査 項 目

種構成,相 対密

度

同 上

同 上

同 上

同 上

種 の 構 成

ス テ ー シ ・ン設 定 調 査

調査 地ρ設定.

洞 上

同 上

同 上

同 上

野 外 調 査

調 査 方 法

ラ イ ト ト ラ ッ プ 法

ベ イ ト'ト ラ ッ ヲ'法

ス テ ッ キ ー ト ラ ッ プ 法'

(ハ エ ト リ リ ボ ン 法,

ス テ ッ キ ー ネ ッ ト 法)

わ ら ま き ト ラ ッ プ 法

くん 煙 法(バ ル サ ン等

の殺 虫 剤使 用)

ス ウ ィ ー ピ ン グ 法,ビ

ー テ ィ ン グ 法
,任 意 採

取

調 査 面 積

動物調査 エ リア内

同 上

同 上

同 上

同 上

ス テ ー シ ・ ン 全 域

調査時期 ・回数

年3回(春 ～秋 季)

同 上

同 上

年1回(冬 季)

年3回(春 ～秋季)

5年 に1度,た だ し動

物 エ リア 内 で は年3回

実験 ・分 析

ソーティング

統計 的 処 理

同 上

同 上

ツル グ レン

装 置 に よ る

抽 出

ソーティング

統計 的 処 理

ソ ー テ ィ'ン グ

デ タ 解 析

多様性 指数等。

同 上

同 上

同 上

同 上

種 リ ス ト

備 考

気象的要因(月 令,

気温,湿 度)等 と密

接 な関係 が あるので

配慮 が必 要。

誘 引 剤 に よっ て,種

類 が 異 な る の で 画一

化 が 必 要。

冬季 間のみ

特 定 の 樹 種 に つ い て

調査 で き る。

一般的採取 法

一49一



1



調 査 対 象

土

壌

動

物

大 形 土 壌 動 物

小形 土 壌

節 足 動物

小 形 土 壌

湿 生 動 物

微 小 土 壌 動物

調査項 目

密 度

群 組 成

種 組 成

群 組 成

密 度

群 組 成

密 度

群 組 成

群 組 成

ス テ ー シ ゴン設 定 調 査

調 査 区 の 設 定

同 上

同 上

同 上

同 上

野 外 調 査

調 査 方 法

枠 法

50×50㎝1の 枠 を10個.

動物 は そ の場 で 採 集,・ ア ル コ ー ル

瓶 夢 よび ホ ル マ リン瓶 に入 れ て持

帰 るσ

拾取 り法

3×3拠 の 枠 を5個 設 定,各 枠 内

の土 壌 ・植 物 遺 体 な ど を1～2Z

分 ま で拾 い 取 り持 帰 る。

打 込 み 法

10×10×10侃 の採 土 罐 を

10個 打 込 み,採 取 した土 壌 を ポ

リ袋 に入れ て持 帰 る。

打 込 み法

2.5×2.5×4㎝ の 採 土 罐 を第1

層20個,第2層20宿 打 込 み,

採 取 した土 壌 を ポ リ袋 に入 れ て持

帰 る。

脱 脂 綿 法

小 瓶 の 中 に:湿性 の 脱脂 綿 を入 れ た

もの を10個 設 置 し,1ケ 月後 に

回収 す る。

調査面積

100×

100瓶

同 上

同 上

同 上

同 上

時期回数

年1回

(秋)

同 上

同 上

同 上

年1回

実 験 ・分 析 調 査

直径30㎝ のTellgram装 置 を5

個使 用。 動 物 の 分離 抽 出 を行 な う

直径30㎝ のTellgram装 置 を10

個 使 用。 動 物 の分 離 抽 出 を行 な う

直径7.5㎝ のBaermann濾 斗40

個 使 用。動 物 の 分離 抽 出 を行 な う

培 養

室 内 作 業

ソ ーテ ィン グ乳個 体 数 算 定,平 均

値,標 準 偏差 算 出

プ レパ ラー ト製 作,種 の 固 定1出

現頻度算 出,種 組成表作成

肇 合 プ レパ ラー ト製 作,動 物 群 ご

とに個体 数の算定,平 均値,標 準

偏差算 出

動物群 ごとに個体数 の算定,平 均

値,標 準偏差算 出

種の固定,種 組成表作成
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生 物 群 集

細 分

7

7

て
ン

べ

ン

ト

ス

ネ

ク

ト

ン

植 物 プ ラ ン

ク ト ン,

動 物 プ ラ ン

ク ト ン

付 着 藻 類,

海 綿 類,渦

虫i類,コ ケ

ム シ類,水

性 貧 毛 類,

ヒル類,端

脚 類,水 性

昆 虫,貝 類

海水魚類,

淡水魚類

調 査 項 目

種 の 構 成

(定 性的採取)

個体数 の推定

(定 量的採取)

種 の構成,個 体

数(密 度)の 推

定(定 性的採取

定量的採取)

同 上

ス テ ー シ ・ン設 定 調 査

調査地点の設 定(汀 線

か ら垂直に基線 を設定)

調査 地点 の設 定(汀 線

か ら垂直に基線 を設定)

野 外 調 査

調 査 方 法

ネ ッ トに よ る 採 取(ホ

ル マ リ ン に よ る 固 定)

バ ケ ツ や ビ ー カ ー に よ

る 採 敢

手 投 用,曳 行 用 ネ ッ ト

に よる採 取

エ クマ ンバ ー ジ採 泥 器

及 びふ るい

採泥器 に よる採取

チ リ取 り型金網

方 形 枠(コ ド ラ ー ト)

サ ー パ ネ ヅ ト

採取枠に よる定量 採取

刺網 に よる捕獲

投網 に よる捕 獲(標 識

放流,ひ れ切 り法)

漁獲統計調査,漁 獲物

調査

調 査 面 積

ス テ ー シ ョ ン 全 域

同 上 ・

汀線 よ り一 定間 隔 で,

深 度 別 に採 取

汀線 か ら一 定 間 隔。

15×15伽 角の底泥採

取 。

同 上

汀線 か ら一定間隔

同 上 。50×50㎜ の

コ ド ラ ー トo

同 上

同 上

小 型 の 種 一 〇.1㎡

大 型 の種 一1㎡

岩 石 砂 の混 合地

一 〇.25m

ス テ ー シ ・ ン 全 域

同 上

同 上

調査時期 ・回数

5年 に1度,年4回

同 上

年4向

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

年1回

実験 ・分 析

(培 養)

同 上'

プランク トン

用計 算 盤 に
よる個 体 数

カ ウ ン トo

ソ ー テ ィ ン グ

濾斗状 容器
→比 重分 離
→色素固定

ソー テ ィ ン グ

同 上

同 上

同 上

デ タ 解 析

種 構 成

同 上

種構成,個 体数 の推

定

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

備 考

ネ ッ トを使 用 で きな

い場 合 有 効 。

砂 泥 底 の ベ ン トス

小 形 の ベ ン トス

湖 の 沿 岸,何 川上 ・

中流 域 の 砂,礫 底 の

所 で 用 い る。

湖岸 の浅瀬 や河川 の

砂 や礫底 の所。

昆 虫の幼 虫 を捕足す

るo

岩上 の固着動物

川幅107π 以 内 で水

量 の あ ま り多 くな い

川 に 用 い る。

上記 の補助的 な もの

特 に海域 には有効。
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調 査 対 象

土

壌

微

生

物

高

等

菌

類

土

壌

微

生

物

木 材 腐 朽 菌

誘 導 分 解 菌

菌 振 菌

(機 能 グル ー プ

に細 分)

堆 積 腐 朽

と そ の 分 解

材 の 腐 朽

根 の 分 布

菌 根 の 分 布

調 査 項 目

種 構 成

発 生 量

季節変動

分'布 状 態

生 態 的 性 質 の

調 査

堆 積 腐 植 量

分 解 型

分 布 と.量

垂 直 分 布

平 面 分 布

初年度調査

収 集 コー ス選 定

収 集 場 所 設 定

地 下 部 の 観 察

厚 さ分 布 測 定

重 量 測 定

採 集

分 布

採 集

野 外 調 査

調 査 方 法

収 集,ラ ン ダ ム

コ ー ・ド ラ ー ト 法

マ ツ ピ ン グ 法

ト レ ン チ,又 は'

ピ ッ ト に:よ る

コ ー ド ラ ー ト法

ワ ク 法

ワ ク 法

'
マ ツ ピ ン グ 法

ク ラ ス 別 採 取

ト レ ン チ 法

ワ ク 法 そ の 他

調 査 面 積

ス テ ー シ ・ ン 内

1ha前 後

植 物 調 査 区

20x20m

or

tOX10m

土 壌 調 査 区

10×10飛

50×50伽

30x30

0r50×50
0711

植 物 調 査 区

20×20鋭

20×20拠

土 壌 調 査 区

25x25cmxlm

10×10傭 以 下

時 期 ・回数

4～5年 継 続

6～7月 月2回

9,1α11,月2回

同 上

適 時

5

年

に

1

度

1回 秋

//

10r2回

1

1

回

回

1

1

回

回

実 験,分 析

乾燥標本作 製,秤 量

地 図 作製,重 量 測定,

ナ ワパ リ測 定

写真,検 鏡

マ ・ ピ ン グ,坪 量 ,層

別 分 画

フ ル イ ワ ケ,乾 燥

単位径 ・長 あた りの重さ

洗浄抽 出分別

洗浄抽 出分別

室 内 作 業

表 徴 種,優 占種 の グ ル

ー プ別 抽 出

占有 面 積,重 量,

頻 度

記 録,ラ イ フ タ イ ブ の

.決 定

面 積 測 定

分解の図化写真

分布 面積率 の算 出

測

測

定

定

備 考

全 て の項 目に わ た っ て比

較 的 容 易 な もの,お よび

多少 の デ ー タの あ る もの

を あ げ た。

目的 に よっ てサ ン プ リン

グは粗 と密 に わ かれ る。
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2.無 機的環境調 査

(1)基 本 方 針

自然環 境の改変状況 を釣 確に把握す るため,生 物 群集 調査 のみな らず

物理,化 学 的側面 である無機 的環境を欠いて モニ タ リング調査 を実施す

ることはで きないが,調 査 方針 と しては次の様 な各 段階 が考え られ る。

。 生物群集 に密接 な関連 を もつ要 因を中心 に して選定す る。

o生 物群集 に関連 をもつ全て'の要 因を選定す る。

o無 機的環境 と生物群集 との間にある循環 系 を含 めて選定す る。

以上 につ いて,さ らに詳細 に検討 を加えれば次 の とお りとなろ う。

ア.生 物群集 に密接 な関連 を もつ要因 を中心に した調査

⑦ 大気,水,土 壌及 び底質 の各基質別 に化学 系,物 理系別に実施す

る。

ω 調査項 目は,生 物群集 に密接 な関連 を もつ要 因 を中心 に:選定する。

例えば一般 の化学性,物 理性 の うち特 に関係 の深 い と認 め'られ るも

のo

(ウ)調 査 方法は,ス テーシ ョン内に観測装置 を設置 し,常 時記録 を と

る方法 と,生 物群集調査 と並 行 して実施す る方法 が ある。

イ.生 物群集 に関連 を もつ全ての要 因 を調査

⑦ アー⑦ と同様

ω 生物群 集 に関連 を もつ全ての無機 的環 境を調査 項 目とする。一般

の化学性,物 理性 の全 て,大 気汚染,土 壌 汚染,水 質汚濁,底 質汚

染等 の人為的要 因に基 づ く無機的環境。

㈲ 調査方法は,基 本的に:はア(ウ)と同様 で あるが,近 隣 に配置 され た

測 定 局 等 の デ ー タを収 集 す る場 合 も あ る。 た だ し これ は ス テ ー シ ョ

ンの 選 定 と密 接 な 関係 が必 要 で あ る。
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ウ.循 環 系 を含 めての調査

無機 的環境 と生物 群集 との 間にある,エ ネルギーの 流れや物質循環

に:ついては,'次 項 特殊調査 に含 めて検討 する。

エ.そ の 他

その他,物 理化学 的 な無機 的環境要因のみ な らず,.生 態系の循環機

構 を撹乱する恐 れの ある人為的要因や,微 地形 の変化 な どについて も

調査項 目の対 象 となる。

(2)無 機的環 境調査項 目※10

以上の無機的環境 調査 基本方針 に基づ き,生 態系 の基 質別,環 境別 に

調査項 目,調 査方法,調 査 の回数 と時期 等を列挙 し,ま た これ らを2段

階に別けた。即 ち,ア 生物群集 と密接 な開係 を もつ要 因 を中心 と した調

査 と,イ 全ての要 因 を含 む調査 である。アは,基 本的 に実施すべ き項 目

で あ り,イ は今後 必要 に応 じて取 り入れてい くべ き項 目であるが,一 応

標準的な ものを示 した。

ア.生 物群集 と密接 な関係 を もつ要因を中心 と した調査

表 一3・3無 機的環境調査概要1

区 分

大

気.

化

学

系

物

理

系

調査項 目

一般大気化学

一般気象

※10資 科 編3-4-2

調査内容

CO2濃 度

NDx,SOx等

気圧,気 温,湿

度,風 向,風 速

降木量,積 雪深

日照時間等

調査方法

観測装置の設置

同 上

調査回数 ・時期

継続測定

同 上

備 考

NOx,SOxIIC

つ いて は 必要 に

応 じて行 左 う。

照度については

植生調査時に行

なラ

一58一



区 分

土

壌

水

底

質

化

学

系

物

理

系

そ
の
他

化
学
系

物

理

系

化
学
系

物
理
系

そ

の

他

調査項 目

土壌の化学性

土壌の物理性

土壌断面形態

水の化学性

水の物理性

底質の化学性

底質の物理性

土地,水 系利用

状況

地形,地 質

調査内容

Pヨ,C,N,塩 基

置 換 容量 等

土性,透 水 性,

容 水量,P:F価 等

形態的特徴

PH,DO,塩 分

TOC等

.透明度,水 温,

水 中 照 度,流 量

流 速 等

1:LH2S等

粒度組成

レクレーション 利

用,研 究 利 用,

施 業 に よる利 用

等

微地形,深 度図,

河川形態,地 質

等

調査方法

表層土について

採土円筒による

採取

土壌断面を堀 り

各層別に採取

表層土について

土円筒による採

取

土壌断面を堀 り

各層別に採取

林野土壌調査法

に基づく

各種測定法に基

づく

同 上

同 上

同 上

届け出制度等

測 量 うボー リ

ン グ等

調査回数 ・時期

年1回

5年 に:1度

年1回

5年 に1度

同 上

年4回

同 上

同 上

同 上

年1回 集計

5年 に1度

備 考

微生物 と同時に

行なう

微生物 と同時に

行左う

同 上

生物群集調査と

並行 して行なう

同 上

同 上

同 上

必要に応 じて行

なう
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イ.生 物群集に関連 を もつ全 ての要 因を含む調査項 目

表一3・4無 機的'環境調査概要2

区 分

大

気

土

壌

水

化

学

系

物
理
系

化

学

系

化

学

系

物

理

系

調査項目

大気の化学性

大気の物理性

土壌の化学性

水の化学性

水の物理性

調査内容

Ox,浮 遊 粉 じん

Hcl降 下ゆ 防

且F,H2S等

降水放射能,浮

遊塵放射能等

カ ドミ ウム,銅,

砒 素,亜 鉛,鉛,

水銀 等 の重 金 属,

PCB,BIB,DDT

等 の農 薬 等

油 分,フ ニ ノ ー

ル 類,銅,亜 鉛,

シ ァ ン,ア ル キ

ル 水銀,有 機 リ

ン,硫 酸 イオ ン

等

BOD,COD,

SS,TOC,N,

P等

臭,水 色等

渇水流量,低 水

流量,平 均流量,

潮流,潮 汐,拡

散係数等

調査方法

主に大気汚染測

定局等の資料

同 上

表層土のみ採取

土壌断面に より

層別採取

水質測定点の資

料に:よる

同上(生 物群

集調査 と並行し

て行なう場合は

各種測定法に基

づ く)

同 上

水力調査所等の

資料

調査回数 ・時期

年1回 集計

ロ 上

年1回

5年 に:1度

年1回 集計

年1回 集計

(年4回)

同 上

同 上

備 考

微生物 と並行 し

て行なう

同 上

生物群集調査 と

並行 して行なう

同 上
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区 分

水

底

質

物

理

系

化

学

系

物
理
系

調査項目

水の物理性

底質の化学性

底質の物理性

調査内容

地下水位等

水中放射能等

調査方法

観測設備の設置

水質測定点の資

料

水 銀,カ ドミ ゥ 同 上(生 物 群 集

ム等 の 重金 属,調 査 と並 行 して

PCB,B:HC等 行 な う場 合 は,

の農 薬等'各 種 測定 法 に よ

る)

強熱減量,含 水

率等

同 上

調査回数 ・時期

継続測定

年1回 集計

同 上

(年4回)

同 上

備 考

生物群集調査 と

並行 して行な う

生物群集調査 と

並行 して行な う

同 上
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3.特 殊 調 査

前 項 まで は,無 機 的 環 境 と生 物 群 集 を別 々に取 り扱 って き たが,両 者 の

間 には,相 互 作用 が あ り,エ ネ ル ギ「 の流 れ や物 質 循 環,食 物 連 鎖 に よ っ

て一 つ の環 に結 びつ け られて い る。 即 ち,こ れ らは,生 態 系 の主要 なそ し

て普遍 的 な過 程 と云 われ て澄 り,生 態 学 研 究 の 主要 課 題 の1つ で あ る。 近

年,人 類 に よ って大 気,土 壌,水 界 に排 出 され た各 種 の 汚染 物質 が生 物 体

内 に 吸収,蓄 積,濃 縮 の過 程 を た ど り,い わ ゆる生 物 体 に 澄 け る分析 等 に

よ って測 定 され る ことが 多 くな ったが,こ れ も物 質 循 環,食 物 連 鎖 に 関 係

した調査 と云 え る。 い ずれ に して も,こ こで云 う生 態 系 を主 題 に した生 物

学 的 モ ニ タ リン グ調 査 を行 な うに あ た って は,物 質 循 環 や 食 物 連 鎖 な どの

生 態 系 の 主要 な 過程 を はぶ くわ け には いか な い。

しか し,動 物 にお け る食 性 調 査 の 如 ぐ,生 物 調査 と関 連 して行 なわ れ て

い る もの や,生 物 体 に夢 け る分 析 の如 く,無 機 的環 境 と関連 して物 理 化 学

的 測 定 の 補助 と して行'なわ れ て い る もの が 多 い 。また,全 て の生 物 や 物 質

(成 分)に つ いて 調査 を実 施 す るの は不 可 能 と云 わ ざ乙 を得 な い で あ ろ う

し,調 査 者 の 質 的,量 的 な問題,実 験 設 備 の問 題,調 査 手 法 の 問題 とい っ

た 点 も多 く,現 在 の 科 学 的知 見 も乏 しい。そ のため,こ こで は,物 質 循 環 や

食 物連鎖関係 の調査 や,例 えば空 中や土壌 中の花粉分析等 の,前 項 まゼの

無 機 的環 境 調査 や生 物 群 集 調 査 とは,調 査 方 法 や 調 査 体 制 の 若 手 異 な る も'

の を 一括 して特 殊 調 査 と した 。

この よ うな特 殊 調 査 に 関 しては,現 在の 科学 的 な研 究 成果 とか,調 査 方

法 が確 立 され てい る項 目の うち,実 現 可能 な ものか ら,モ ニ タ リン グに 取

り入 れ て い くべ きでは な いか と思 われ る。 しか し,そ れ には,指 標 生 物 と な

る よ うな生 物 を特 定 し,物 質(成 分)に%て も特 定 しな けれ ば な らな い。

また,調 査 方 法 の統一 や調 査 体 制 上 の さ ま ざま な問 題 点 も数 多 く残 され て い
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るた め,こ こで は 次 下の よ うな い くつ か の 例 を あげ るに と ど唾 り,こ れ ら

のま 目を含 め て,今 後 順 次具 体 化 して い くこ とが望 ま れ る。

o無 機 物 質 や有 機 勃 質等 の生 態系 内 の 物質 循環

無 機 物 質:炭 素,酸 素,窒 素,燐,水,二 酸 化 炭 素等

有機 化 合 物:タ ンパ ク質,炭 水 化 物,脂 肪,腐 植 酸 等

O消 費 者 に おけ る食性 調 査

鳥類,哺 乳 動 物,'爬 虫 類,両 生 類,ネ.ク トン,ベ ン トス,昆 虫類 を

捕 獲 し,食 性 調 査 を行 な う

o生 物 体 にお け る分析 に:よる重 金 属,化 学 物 質,農 薬 な どの 分 析

水 界 では 貝類 と海藻 につ いて 行 な う。鳥 類 で は留 鳥 と渡 り鳥 の別 に

調査 す る こ とに よって,外 国 や他 地 方 との比 較 が可 能 とな り,ま た,保

存 され た標 本 の 羽 を分 析 す る こ とに よ って,過 去 の 姿 を知 る こ とが で

きる。 陸 上植 物 で は,主 要 樹 木 や シダ植 物,群 苔 類 につ い て付 着 成分

や葉 中 の イオ ウ含 量 な どの 分 析 を行 な う。

oそ の 他

空 中や土 中 の花 粉 分 析 等

第5節 デ ー タ 処 理 手 法 の 検 討 ※1

デ ー タ処 理 とは,各 モ ニ タ リング 烹 テー シ ョン内 で 行 な われ た 調 査結 果 で

あ る リア ル タ イ ムで の デ ー タが,各 種 の 解析 と評 価 が 行 な われ,そ れ が報 告

公 表 され る ま で の一 連 の 過 程 を 云 う。 ま た これ には各 種 の資 料 や 観測 デ ー タ

の 収 集 も含 まれ る。 しか し調査 体 制 と密 接 な関 係 が ある の で,こ れ を除 外 し

て は 述 飛 られ な いが,調 査 体制 は次 節 で述 べ る こ と とす る。 デー タ処 理 手 法

を フ ・一 で示 せ ば図 一3・2の とお りで ある。

※1壌 境モニタリング参考
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モニタリング調 査

調 査 サ ン プ ル

サ ン プ ル 保 存

実 験 ・分 析

既.存 資 料 収 集

リ ア ル タ イ ム

ベ ー ス デ ー タ

地 域 猿 境

'
調 査 解 析

生 物 群 集

調 査 解 析

特 殊 調 査

解 析

無 機 的 環 境

調 査 解 析

時 間 的 解 析 空 間 的 解 析

各 地 方 ブ ロ ック

内 総 合 解 析

全 国 レ ベ ル

総 合 解 析

評 価

i

シ ニ ミ レ ー シ ョ

ン 亀 デ ル 作 成

」____一 一__一_一__一 一一._■ 一 學隔一 娼■[_● ■.一 ■■

報 告 ・ 出 版

行 政 的 利 用 学 際 的 利 用 デ ー タ 保 存

図 一3・2 デ ー タ 処 理 関 係 模 式 図
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1.リ ア ル タイ ム ベ ー スデ ー タ処 理

リァル タ イ ムベ ー ス デ ー タ に は,調 査 結 果 が そ の まま の形 で,あ る程 度

の整 理 を行 な うが,多 くは 何 らか の処 理 が デー タ解 析 を行 な うま での 間 に

必 要 で あ り,そ の た めの デ ー タ処 理 につ い て こ こで 述 ぺ た い。

ア ・現 地 調 査 そ の ま ま の形 で リア ル タイ ム ペー ス デー タ とな る もの も あ る

が,多 くの 動 物 群 隼 調査 で は,現 地 でサ ン プ リン グ を行 左 い,持 ち帰 っ

て ソー テ ィ ングや 同定,実 験,分 析,培 養 な どを行 な わ な けれ ば な ち な

い。.また・ 地 方 調 整 機 構 内 で 全 て 行 な え る 場 合 も あ るが,地 元 の

専 門研 究 者 や研 究機 関,あ る いは 中 央 調 整 機 構 に発 送 して依 頼 しなけ

れ ば な らな い場 合 もあろ う。 この た め,ホ ル マ リン等 に よる固 定 と,調

査 サ ン プル の 運搬 は慎 重 か つ 迅 速 に行 な わ れ な くては な らな い。 した が

って ス テー シ ョンの設 定 に 当 って は,特 に 交通 の便 な どが 要求 され る も

の で あ る。

イ.調 査 サ ン プル は,分 析 実 験 が 行 なわ れ る もの と保存 用 に分 け,保 存 用

の サ ン プル は 永久 的 に固 定 を 行 ない,各 地 方 調整 機 構 に保 存 して澄 く。

保 存 の主要 な 目的 は,将 来 の 分析 作 業 の た め保 存 して澄 くこ とで あ る。

す なわ ち,か って行 な った分 析 の結 果 を新 しい方 法・で チ ェ ック した り,

環 境 中に新 た に出現 した'物質 に つ い て分 析 す る試 料 を提 供 す る こ とで あ

り,ま た分類 学 的 チ ェ ックに も利 用 で きる 。 しか し,新 しい 保 存 方 法 が

開 発 され る必 要 が ある もの も多 く,今 後 の 課題 とな る。

ウ・ リア ル タ イ ムベ ー スの デ ー タにつ い て も保 存 が 必 要 で ある 。 保存 の 主

要 な 目的 は,将 来 の解 析 作 業 の た め に保 存 して夢 き,解 析作 業 上 の ミス

な どの チ ェ ック や ・広 く外 部 機 関 に も資料 を提 供 す る こ とが で き る。 こ

の デ ー タは ・ 中央 調 整 機構 に 送 り・そ こで複 製 保存 され る。
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2.デ ー・タ 解 析 処 理

デー タの解析 処理については,各 調査 細 目ごとの解析,地 方調整機構 内

につ い て の 解析,全 国 的 レベ ル での 解 析 の3段 階 に大 別 され る。 モ ニ タ リ

ン グ調 査 の デー タ解 析 の 基 本 と しては,時 間 的 解 析 と空 間的 解 析 及 び両 者

との 組 み 合 わせ に よ・って 解 析 が 行 なわ れ る。 各 段 階 に 澄 け るデ ー タ解 析 に

は,い ず れ も統 計 的 処 理 が 必 要 とされ,こ れ には 大 型 の 設備 と,電 子 計 算

機 等 の 設 置 も必 要 で あ る。 ま た デ ー タ解 析 後 には,'そ れ ぞ れ の段 階 で デ ー

タ保 存 が必 要 で あ る。

〈1)各 調 査 細 目の デ ー タ解 析

ア.各 調 査 細 目 ご とに年 単 位,季 節 単 位,あ るいは 月単 位 な どに取 りま

とめ られ る。

イ.各 調 査 細 且 ご との取 りま とめ は,各 専 門 担当 者 が これ に:あた る。

ウー.当 該 ス テ ー シ ョン内 に お い て は,各 調 査 項 目関係 につ いて 取 りま と

め が行 なわ れ る。 生 物 群 集 と無 機 的 環 境 及 び特 殊 調査 の 関係 に:つい て

は,生 物学 的 ある い は生 態 学 的 プロ ジ ェ ク トチ ー ム で デー タ解 析 が行

な われ,こ れ に リモー トセ・ン シ ン グ と地 域環 境 調査 が 加 わ る と,人 文

科 学 や 社会 科学 等 の人 間 に関 係 の深 い科 学 の協 力が 必 要 とされ,学 際

的 プ ロ ジェ ク トチ ー ム で デ ー タ解 析 が 行 な われ る こ とに な る。

エ.以 上 の 様 な デ ー タ解 析 は,年1回 取 りま とめ が 行 な わ れ る。

オ.解 析 後 の デー一タ保存 は,リ ア ル タ イ ム ベ ー スデ ー タ に準 ず る。

(2)各 地 方 調 整 機 構 内 の デー タ解 析,評 価

ア.当 該 地 区 内に 含 まれ る ス テ ー シ ョン間 の 関係 につ いて,各 調査 項 目

毎 及 び各 調 査 項 目間 の解 析 デ ー タ を用 い て,時 間 的 ・空 間 的総 合解 析

を行 な う。

イ.学 際 的 プ ・ ジ ェク トチ ー ムで,デ ー タの 解析 が 行 なわ れ る。
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ウ.以 上 の デ ー タ解 析 は,5年 に1度 取 りま とめ が 行 な われ,そ の結 果

は 中 央調 整 機 構 に送 られ る。

エ.印 刷物 の保 存 は,リ アル タ イ ムベ ー ス デ ー タの保 存 に準 ず る。

(3)全 国 レベ ルで の デ ー タ解 析

ア,各 地 方調 整 機 構 よ り送 られ た デ ー タに基 づ き,中 央 調 整 機 構 が全 国

レベ ルで の デ ー タ解 析 と取 りま とめ を行 な う。

イ.中 央 調 整機 構 内 の学 際 的 プ ・ジ ェク トチ ー ムが これ に 当 る。

ウ.5年 に1度 取 りま とめ が 行 な わ れ る。

エ.解 析後 の デー タは,印 刷,出 版 さ れ,広 く公 表 さ れ る。 これ に よ っ

て行 政 に広 く役 立 つ ば か りで な く,す で に あ るモ ニ タ リン グ機 構(各

種 の追 跡 調査)の 効 率 等 の チ ェ ック,環 境 ア セ ス メ ン トな.どの評 価 に

も有 効 とな る。 ま た,学 際 的 な知見 も大 きく進 歩 し,逆 に今 後 の モ ニ タ

リン グ調 査 方 法 や デ ー タ処 理 に対 す る改 良 点 も見 い 出せ る こ とに な る。

オ.印 刷物 は,中 央 調 整 機 構 及 び 全 て の地 方 調 整機 構 に保 存 され る。

3.解 析 後 の評 価

モ ニ タ リン グ調査 で は,前 述 の 様 な デ ー タ禦 析 をふ ま え て,そ の結 果 を

いか に評 価 す る のか が重 要 な 問題 で ある。 評 価 は で きる だ け客 観 的 な判 断

が 必要 で あ り,そ の評 価 も幅 広 い もの で な くて は な らな い。 本 研 究 で取 り

扱 って きた 生物 学 的 モ ニ タ リン グ とは,自 然 環 境 を対 象 と した もの で あ っ

た が,・ 自然 科学 にた ず さ わ る研 究 者 の み な らず,人 文科 学 や 社 会 科 学 等 の

学 際 的 ブ ・ジ ェク トチ ー ム と して デ ー タ解 析 が 行 な わ れ,調 査 に は地 元 研

究 者 等 の多 くの協 力が 必 要 で ある こ とにつ いて は 既 に述 べ た 。 この た め,

評 価 につ い て も,中 央 調 整 機 構 の 学 際 的 ブ ・ ジ ェク トチ ー ム を含 め て,外

部 か ら広 く各 専 門 分 野 の学 識 経 験 者 を求 め,モ ニ タ リン グ評 価 専 門委 員 会
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を設 立 す る こ とが望 ま しい 。

この よ うな モ ニ タ リン グ評 価 専 門委 員 会 な'どの学 際 的 な協 力 が あ って始

め て,日 本 の 自然環 境 の 将 来 像 を予測 す る よ うな環 境 シ ュ ミ レー シ ョンモ

デル や新 しい環 境評 価 シス テ ムの 開 発 も可能 とな り,現 在 あ る いは 将来 の

人 間 の 健康 と安 全 を守 り,環 境 と資 源 を 管理 す る た め の真 の 評 価 が行 なえ

る こ とに な る。 ただ し,そ のた め には長 年 月 に わ た る地 道 な モ ニ タ リン グ

と,多 ぐの 学 際 的 研 究 が 必 要 で あ り,現 時 点 に 夢 い て は具 体 的 な評 価 方法

につ い て は 述 べ る こ とが で きな い。

4.デ ータの 報 告.出 版

リア ル タ イ ムベ ー ス デ ー タか ら解析 デ ー タ及 び デー タの評 価 に至 る各種

の デ ー タは 》複 製 あ る いは 印刷 され 公 表 され る こ とを原 則 とす る。 各 種 の

デ ー タは,当 該 地 方 調 整 機 構 及 び中央 調整 機 構 に 保 存 され て い る ζ とに な

る。 公 的 情 報 源 と して の機 能 は,こ れ に よ って 始 め てみ た され,行 政 へ 情

報 を提 供 す る こ とが で きる。 ま た モ ニ タ リン グ活 動 は,多 くの 情報 源 か ら

情 報 を収 集 し,照 合 分 析 し,解 析 し,さ らに モ ニ タ リン グ シス テ ムに組 み

込 ん でい くわ け で あ るが,こ れ らの研 究 者 や 組 織 に情 報 を提 供 す る こ とに

よ って,よ り深 い知 見 が得 られ る こ とに な る。

5.資 料 の 収 集

資 料 の 収 集 は,調 査 項 目の 中 に含 まれ る もの や,デ ー タの 処 理 に有 効 な

観 測 デー タ のみ な らず,調 査 方 法 や調査 体 制 に有 効 な各 種 の 研 究報 告,過

去 の 歴史 を調 べ る こ と も重 要 で ある。 また 調査 体 制 上各 地 方 調 整機 構 に お

い て は,地 方 の 特 色 の あ る デー タを収集 し,中 央 調 整 機 構 にお いて は,全

体 的 な知 見 の 得 られ る 様 な 資料 を収 集 しなけ れ ば な らな い。
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6.フ ィー ドバ ック

モ ニ タ リン グ調 査 は,継 年 的 あ る いは経 時 的 に永 続 して 調査 して い くわ

け で ある か ら,そ れ に適 用 した調査 方 法 とデ ー タ処 理 等 の調 査 体 系が 設 計

され る。 しか し実 際 に調 査 を行 って い くこ とに よ って,こ の種 の調 査 を想

定 した 調 査 方法 は現 時 点 で は まだ十 分 行 な われ て い な い た め,ど の様 な問

題 点 や 改 良 点が 残 さ れ て い るの か予 想 もで きな い。 この た め モ ニ タ リン グ

調 査 を開 始す る当初 に お い て は,ど う して も試 験 期 間 を設 け ざ る をえ ない

で あ ろ う し,ま た別 系 列 で の 研究 も必 要 で あ る。 そ して モ ニ タ リング活動

が 軌道 に 乗 った と して も,常 に各 問 題 点 を フ ィー ドバ ック し,デ ー タ処理

が 行 な わ れ る5年 に1度 は,調 査 方 法,デ ー タ解 析,評 価 の 一 連 の過程 を

見 直 す必 要 が あ る。 た だ し,調 査 方 法 が大 幅 に改 良 さ れ 七 しま って は,今

まで の デ ー タが 無 に帰 して しま う こ とも あ 動 慎 重 を要 す る。 特 に,最 初

に:は この点 に留 意 して,労 力が 要 す る として もで きる だ け 汎 用性 の あ る調

査 方 法 で設 計 さ れ る こ とが 肝 要 で あ る。

第6節 調 査 体 制 の 検 討 ※1

モ ニ タ リン グを シス テ ム化 し よ うとす る 目的 を も う一 度 整 理 す る と
,

o'モ ニタ リン グの 質 を 高 め る こ と

。 モ ニ タ リン グ作業 の 円 滑 な実 施 と作 業 効 率 の 向 上 を はか る こ と

oモ ニ タ リン グ コス トの低 廉 化 をは か る こ と

以 上 の三 点 に要 約 で き よ う。

この よ うな観 点 か ら,で きる だ け この三 つ を満足 さ せ る よ うな,調 査 方 法

や デ ー タ処 理 な ど を検 討 して きたが,こ れ に は モ ニ タ リン グ計 画 か ら実施,

デ ー タ処 理,評 価,報 告 ま で を統一 的 に 行 な うた めの 調 整 機 構 を持 つ組 織 の

※1'壌 境モニタリング参考
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組 み立 て が必 要か つ 不 可 欠 で ある 。 この調 整 機 構,即 ち調 査 体 制 には,次 の

様 な機 能 を持 づ こ とが 要 求 され る 。

Oモ ニ タ リング調 査 が,最 大 の 効率 で適 切 に は た らき ,最 大の 成 果 を達 成

す る こ とを確 実 に す る よ うに綿 密 な計 画 をつ く'り,そ れ を実 施 し,常 に調

整 を怠 ら●な い こ と。

。 各地 域 の モニ タ リン グ活 動 の 間 を調整 し,新 しい計 画 な どを設計 して い

くこ と。

Oデ ー タρ比 較 を確 実 に す るた め ,観 測 方 法 の 標 準 化 を は か る こ と。

oモ ニ タ リング調 査 に よ って得 られ た デ ー タ を処 理 し ,広 め る た め の適 切

な措 置 を とる こ と。

oこ の モ ニ タ リン グ組 織 と'は別 の科学 上 の組 織 や ,行 政 各組 織 か ら助言 を

'受け
て,そ れ を評 価 す る こ と。

o行 政 及 び外 部 に対 して,モ ニ タ リン グの状 況 ,結 果 等 につ いて 公 表 す る

こ と。

この よ うな調 査 体 制 の機 能 を有 す る機 構 組 織 を設 計 す る に当 って は,次 の

様 な3つ の 可 能性 が 存 在 す る 。

。 既 存 の 組 織 に組 み 込 ま れ る様 に設 計 す る。

。 現 在計 画 中の 組 織 に組 み 込 まれ る様 に 協 同 で設 計 す る 。

oま った ぐ新 しい組 織 を設 計 す る。

ま た,モ ニ タ リング調 査 では,調 査 の 実施 や デ ー タ処 理 に は,多 くの外 部

の 専 門研 究者 や研 究 組 織 の 協 力 を 必要 とす るが,最 終 的 には 行 政機 関 の活 動

で あ る こ とを認 識 して 澄 か ね ば な らない。 この観 点 に立 つ な らば,次 の'様 な

3つ の段 階 を踏 え た可 能 性 が存 在 す る。

oモ ニ タ リン グ調 査 のす べ て を取 り扱 う組織 を設 計 す る 。 この場 合 は相 当'

に理 想 像 で あ り,実 現 性 を考 えた とき,さ きに 述 べ た 様 な,調 査 項 目を全
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て取 り扱 うこ とは で きな いの で,例 え ば従 来 環 境 の 指 標 生物 と云 われ る様

な もの につ い て調 査 を行 な う様 に 設 計 され れ ば ,可 能 性 が あ る。 た だ し,

この場 合 の 目的 や 意義,得 られ る結 果 とデ ー タの 処 理 に つ い て は ,か な り

限 定 され た もの とな る。

。 モ ニ タ リン グ調査 の大 半 は 取 り扱 うが ,現 地 調 査 とデ ー タの 評 価 につ い

て は一 部 につ い ては,広 く専 門 研 究 者 や組 織 に協 力 を依 頼 す る こ とと して

設 計 す る。※2こ の場 合 も,現 時 点 に おい て は理 想 像 に近 いが,将 来 の到 達

目標 と して考 え られ る。 モ 三 タ リン グ調整 機 構 以外 の組 織 に は,各 省 庁 や

各 地 方 自治 体 の 研 究 機 関 や 各大 学,及 びい わ ゆ る民 間 の会 社 な どの研 究組

織 も含 ま れ て い る(以 下 「外 部 機 構 」 と呼 ぶ)。本 研 究 で は この場 合 を想定

して モ ニ タ リン グ調 査 体 系 の設 計 を行 な って きた。 た だ し
,・これ に は,次

・に述 べ る過 度 的 左段 階 を踏 え 左け れ ば な らない だ ろ う。

o中 央 での モ ニ タ リン グ調 整機 構 は ,最 低 限度 不 可 欠 の もの と して,実 際

の モ ニ タ リン グ活 動 は ・外 部 鱒 門確 者 欄 織 に そ の 大 半 を依 頼 す る。

こ の場 合,調 査 方 法 の 統一 を どの よ うに調 整 す るか が大 きな問 題 とな る。
.

以 上 の様 な観 点 を踏 えて・本 研 究 で は第2番 目の 到 達 目標 と して の ,調 査.

体 制 の検 討 を行 な った。 この全 体 像 を フ ロー で 示 せ ぱ,図 一3・3の 如 く

で あ る。

この場 合 には,中 央 モ ニ タ リン グ調整 機 構 と して の 中央 調 整機 構 と ,地

方 レベ ル で の モ ニ タ リング調 整 機 構 と しての 地 方 調整 機 構 を設 け,各 ス テ

ー シ ョンは
,基 本的 に は調 整 機 構 を設 け な い。 各 段 階 に 澄け る調 整 体 制 は

次 の と澄 りで ある。

※2資 料 編3-6参,照

一71一



i

刈

N

i

中

央

調

整

機

構

調 査 計 画 研 修 ・'訓 練

報 告 ・出版

研 究 開 発 資 料 収 集

評

デー タ保 存

価

地

方

調

整

機

構

調 査 実 施 計 画

モニ タ りングステー

シ ョ ン 管 理

デ ー タ解析 実 験 ・分析

モ ニ タ リ ン グ

専 門 委 員 会

調 査 プ ロ ジエ ク

トチー ム編 成

資 料 収 集 デ ー タ保 存

デ ー タ解析

・評 価

地元研究者・

調 査 機 関

モ

タ

リ

ン

グ

う
ア

i

シ

ヨ

ン

モ ニ タllン グ

調 査

実験 ・分析 サンプ ル保存

地 元 研究 者 ・実

験,分 析 機関

図 一3・3 調 査 体 制 模 式 図



1.中 央 調 整 機構(中 央 モ ニ タ リン グ調 整 機 構)

中央 調 整 機 構 と して は,具 体 的 に示 す と公 害 研 究 所 な どの既 存 の 研究 組

織 に組 み込 まれ る こ とも考 え られ る。 いず れ に して も,自 然 科 学 系 統 の専

門 研 究 者 だけ で な く,人 文 科学 や 社会 科 学 を含 め て,多 くの 専 門研 究 者 を

要 す る組 織 が 必要 とな る。 ま た 中央 調整 機 構 では,調 査 の設 計 とデ ー タ の

処理 に 当 る機 構 に 大 別 され る。.それ ぞ れ に 含 ま れ る機構 と しては 次 の様 な

ものが 含 まれ て い る 。

(1)調 査 計 画

全 国 的 な レベ ル での 調査 計 画 を行 な い,各 種 の 調査 方 法 を指 導 ・指 示

す る。 例 え ば2動 物 の 類 別規 準,サ ン プ リン グ方 法,抽 出方 法,デ ー タ

の 記 録 方 法,デ ー タの処 理 方 法 な どにつ い て マ ニ ュアル を 作 成 し配布 す

る 。 た だ し各 地 方 状況 も異 な るた め,各 地 方調 整 機 構 よりの 提案 も考 慮:

して 調査 計 画 が 行 な わ れ る必 要 が あ る だ ろ う。 ま た計 画 を立 て る前 には

資料 収 集 や各 種 の研 究開 発 も必要 とな るだ ろ う。

(2)研 究 開 発

モ ニ タ リン グに適 した理 化学 的 測 器 や簡 易測 定 装 置,生 物 学 的 モニ タ

リングの用具 の開発作成,琴 施 上解決せ ねば なうない各項 目事項につ い

て の 研 究 開 発 を行 な う。 た だ し中央 セ ン ター内 部 に この 様 な機 構 を設 け

るか 否 か は,今 後 の 問題 とな ろ う。 否 と な った場 合 には,外 部 の研 究 機

関 に依 頼 す る とか,各 種 の研 究 報告 の収 集 に よ って,調 査 計 画 に 資す る

こ とに な ろ う。

(3)研 修 ・訓 練

モ ニ タ リン グ調 査 計 画 が 成 功 す るか ど うか は,そ れ にた ず さ わ る調 査

者 にお うと ころが 大 きい 。 この研 修 と訓 練 は,問 題 に対 す る技 術 的 ア ブ

ロー チ を統 一 的 に進 め られ る よ う.に,中 央 調整 機 構 で集 中的 に 行 なわれ
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る。 また モニ タ リン グ には,特 に デー タ処 理 につ い ては 各 専 門分 野 に わ

た る研 究 者 を 多 く有 す るの で,相 互 の理 解 を得 る には,共 通 の基 盤 に立

った 訓 練 も必 要 で あ る 。 ま た現 時 点 に 澄 いて 可 能 性 の あ る調 査 方 法 と調

査 体 系 の設 計 とい う こ とに 限定 す る と,生 物 系 の 調 査 の 場 合,分 類 や調

査 法 に 熟練 した 研 究 者 が 要 求 され るた め,多 くの もの は 調査 体 制 に:組み .

込 む こ とが で き な くな って ・しま う。 そ の ため,将 来 を含 め た設 計 と云 う

点 で は,分 類 や 調査 方 法 等 の 研 究 者 の養 成 とい うこ と も必 要 と され る。

(4)実 験 ・'分析

大 型 の 設備 や器 械 を必 要 とす る実 験 ・分 析 を伴 な う場 合 及 び生 物 の 類

別 や 同 定 が 困難 な場 合,あ るい は 研 究者 が また 十 分 養 成 され て い ない場

合 等 に は,中 央 調 整 機 構 で一 括 しで 実験 ・分 析 等 を行 な う必要 が あろ う。

(5)デ ー タ解 析 ・評 価

各 地 方調 整機 構 よ り送 られ て きた デー タに つ い て,全 国 的 レベ ル で の

解 析 ・評 価 を行 な う。 これ に は,中 央 調 整機 構 の専 門 研 究 員 に よ り構 成

され る学 際 的 ブ ・ジ ェ ク トチ ー ムが 当 り,評 価 に 関 して は,他 に各 専 門

分 野 の 学 識経 験 者 か ら成 るモ ニ タ リン グ評 価 専 門委 員 会 を構 成 して 当 た

る 。

(6)報 告 ・ 出 版

モ ニ タ リング調 査 に お い て は,公 的情 報 源 と して の 機 能 が 重 要 で あ る。

各 種 の デ ー タは,中 央 調 整 機 構 に お いて,複 写 ・印 刷 ・出版 ・報 告 さ れ

る。 これ に は報 告 の形 式 等 を あ ちか じめ統 一 してお か ね ば 左 らな い。

(7)デ ー タ 保 存

中央 調 整 機 構 で は,全 て の デー タが保 存 され る。 デ ー タ保存 シ ス テ ム

砿 ・ 各 種 の項 目を含 み,ま た 将 来 新 し く項 目を増 加 で きる よ うに,あ る

い は過 去 の デ ー タを整 理 して追 加 で きる よ うな シス テ ムに,設 計 しなけ
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れ ば な らない 。

(8>資 料 収 集

中央 調 整機 構(セ ン ター・)で は,全 国 的 な レベ ル で広 い知 見 が得 られ

調査 計 画,デ ー タ解 析 夢 よび評 価 な どに 役立 つ資 料 が 収集 され る。

2.地 方 調 整 機 構(地 方 モ ニ タ リン グ調 整 機 構)

地 方 調 整機 構 は,各 専 門分 野 の専 任 研 究 員10:名 程 度 を必要 と し,ま た

実 験 ・分 析,デ ー タ解 析 の た め に,新 た な 設備 が必 要 とされ る。 ま た地 方

調 整機 構 の機 能 は,調 査 実施 計 画 とデ ー タ処 理及 び ス テー シ ョン管 理 に大

別 さ れ る。 それ ぞ れ に 含 まれ る機 構 と して は,次 の 様 な ものが 含 まれ る。

な お ス テ ー シ ョンの 管理 は,別 項 に記 載 した 。

(1)調 査 実 施 計 画

中央 調 整機 構 で調 査 計 画 が立 案 ・提 示 され,こ れ に基 づ い て各 地 で,

調査 時期 な どの具 体 的 な実 施計 画 が作 成 され る。 しか し日本 の 自然 環 境

の 複雑 さか ら,各 地 方 に:よ って は 調 査 方 法 等 の特 殊条 件 が検 討 さ れ な け

.れ ば な ら ない。 この た め地 方 調 整 機 構 か ら中央 調 整機 構 に対 して 調 査 計

画 に対 す る提案 が 行 な われ る必 要 が あ ろ う。

(2)調 査 プ ロジ ェク トチ ー ム編成.'

モ ニ タ リン グス デ ー シ ョンの 調 査 には,調 査 方法 の 統一 上専 任 研 究 者

の み か ら成 る チ ー ムを編 成 す るの が 望 ま しいが,多 くの専 門分 野 につ い

て,数 多 くこな さ な けれ ば な らな い し,又 時 期 も長期 に わ た って い る た

め,実 行性 が低 い。 そ の た め地 元 の 試 験 場 や大 学,民 間研 究 所 な どの研

究 者及 びそ の組 織 に協 力を求 め ざ る を え な い。 しか し調 査 の統一 上,中

央 調 整 機 構 で訓 練 され た 専任 研 究 者 が 調査 の 指 導 と総括 に 当 る必 要 が あ

る 。
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(3)分 析 ・実 験

現地 調 査 で得 られ た サ ン プル は,早 急 に分 析 ・実 験 を要 す る もの も あ

り,そ の た めの 最 低 限 度 の 分 析 ・実験 が で きる様 な セ ン ター が 必要 で あ

る。 各地 方 調 整 機 構 で,技 術 上 又は 設 備 上行 な え ない もの に つ い て は,

地 元 の専 門研 究組 織:や 中央 調 整 機 構 に 発送 され,リ フ ル タ イ ムベ ー ス デ

ー タ と して戻 って きて ,地 方 調 整機 構 に夢 い て デ ー タ処理.が 行 なわ れ る。

(4)デ ー一タ解析,評 価,

地 方調 整機 構 内 の学 際的 プ ロジ ェク トチ ー ム と して,各 項 目別 に毎 年

総 合 と して5年 に1度 デ ー タ解析 が行 な われ,中 央 調 整 機 構 に そ の結 果

が 報 告 さ れ る。

(5)デ ー タ 保 存

中央調 整 機 構 で 複写 又 は 印刷 され た デ ー タは,該 当地 方客)も の と全 国

的 レ'ベル の もの が 保存 され,地 元 の 行 政組 織 や外 部 機構 な どに広 く公 表

され る。'

(6)資 料 の 収 集

調 査項 目に含 ま れ る デ ー タ,デ ー タ処理 に有 効 な観 測 デ ー タ,当 地 方

調 整機 構 に 含 ま れ る ス テー シ ョンの過 去 の歴 史 を調 査 す る デ ー タ等 の 地

万 の特 色 の あ る資 料 の 収 集 が行 な わ れ る。

(7)サ ン プル 保存

調 査 サ ン プル は 固定 され,永 久 に保 存 され る。

3.モ 募 タ リン グス テ ー シ ョ ンの 管理

各 モ ニ タ リン グス テ ー シ ョンに は,常 設 の調 整 機 構 を設 け ず,常 時 最 低

限 度 の情報 が 得 られ る よ うな調 査 体 制 が と られ れ ば 良 い だ ろ う。て の た め

に は,当 地 方 調整 機 構 に含 ま れ る ス テー シ ョンに つ い て は,各 地 方 調 整 機
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構 が一 括 して 管理 に 当 る。 管 理 の方 針 は,ス テ ー シ ョンの選 定 方 針 や 調査

計 画 及 び実施 計 画 と密 接 に 関係 して,細 部 に わ た った詳 細 な検 討 が 今 後 必

要 とな るだ ろ う。 そ の ため こ こでは,管 理 の基 本 とな る よ うな方 針 を検 討

す るに と どめた 。 ・

。 管理 の基 本 と しては ,選 定 した生 態 系 の 特 徴 が 保存 され る範 囲 内 で,

自然 の推 移 に まか せ る こ とで あ る。

o自 然 災 害 や,伐 採,放 牧,火 災 ,土 地 利 用 の改 変 等 の よ うな外 部 か ら

の 直 接 的 な侵 害 か らは,保 護 され なけ れ ば な らな い。 しか し,調 査 計 画

に よ って は,慎 重 な維 持 管 理 行 為 が 必要 な場 合 もあ る。

o以 上 の管 理 を行 な うた め に は,ス テ ー シ ョン選 定 に 配慮 を要 す る し,

ま た何 らか の法 的 規 制 が 必 要'で あ る。 ステ ー シ ョンの 選定 で は,公 有 地

や 特別 保 護 地 区 な ど と したの は この た め で あ り,民 有 地 な どで は,こ れ

らの配 慮 が 不 可 能 と思 わ れ る。

。 この モ ニ タ リン グ調 査 に よる 利 用 も,以 上 の範 囲 内 で行 なわ れ な くて

は な らない。 この た め,一 般 的 には,調 査 自体 に よる行 為 そ の もの の影 響

が 大 き くな い もの につ い て の み許 容 さ れ,調 査 時 には 細 心 の 注 意 が必 要

で ある 。

oモ ニタ リン グ ス テー シ ョン 内 にお いて は,モ ニ タ リン グ シス テ ムに組

み込 まれ て い る調 査 の み な らず,外 部 の 生 態 学 的 研 究 やそ の他 の 研 究 に

つ い て も,上 記 の範 囲 内 に おい ては,で きるだ け 許 容,あ るいは 奨 励 され

る べ きで あ る。 この こ とに よ って モ ニ タ リン グ調査 自体 の精 度 を 高 め る

こ と とな ろ う。
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第4章 調査 体系 の細部設計

第1節 モニタ リン グステ ーシ ョン候 補 地 域 の選 定

候 補 地 の設 定 に つ い ては,大 綱 に の っ と り,既 存 資料 を参 考 に選 定 す る。

こ こで は 陸 域 の うち森 林 ス テ ー シ ・ン のみ を と り あげ た。 他 の ス テ ー シ ョン

に つ い ては,こ れ に準 じて 今 後 検 討 され る こ とが期 待 され る。

1.設 定 方 針

各 ブ ロ ック ご とに,調 査 体 系 の大 綱 に基 づ き,ベ ー ス ラ イ ン地 域,中 間

地 域,高 影 響 地域 に,そ れ ぞ れ の候 補 地 域 を設 け る が,設 定 に あた っ ては

次 の こ とに 留 意す る。

O候 補 地 の 選定 に あ た っ ては交 通 の便 に 留意 す る。 特 に ベ ー ス ライ ン地

域 に お い ては,よ り原 始 性 の高 い所 を求 め て,交 通 の 不 便 な・所 に設定 し

が ち で ある が,継 続 的 な調 査 を要 す る,今 回 の場 合 は,労 力 が か か る割

に メツ ッ トは 少 ない。

この こ とか ら,候 補 地 は林道 等,車 の 通 行 可能 な場 所 か ら,徒 歩20

分 以 内 で 到達 可 能 な と ころ が望 ま しい。

Oべ 一 ス ラ イ ン,中 間 地 域,高 影 響 地 域 の候 補地 は,地 理 的 に 関連 性 が

あ る こ とが 望 ま しい。(例:横 浜 一厚 木 一丹 沢)

o観 測 点 ま で,電 気 配 線 が延 長 で きる こ とが 望 ま しい。

oス テ ー シ ・ン に隣 接 し て,資 材 用 倉 庫 を設 置 で き る こ とが望 ま しい。

oス テ ー シ ョン の面 積 と・し ては20～50ha以 上 あ る こ とが望 ま しい。

た だ し,中 間地 域 お よび高:影響 地 域 に 澄 い ては,若 干 狭 くなる こ とは や
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表 一41 森 林 ス テ ー シ ヨ ン 候 補 地 域

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

地 域

十勝川原流
北海道上川郡新得町

十勝岳北～'西面
北海道上川郡美瑛町

石北峠西面
北海道常呂郡留辺葉
町

然 別
北海道河東郡鹿追町

阿寒岳周辺
北海道阿寒郡阿寒町
北海道定寄郡定寄町

早 池 峯
岩手県下関伊郡川井
町,遠 町市等

八 甲 田 山
青森県北上郡青森市

八幡平～岩手山
岩手県岩手郡
秋田県北秋田郡

栗駒山'宮 城県栗原
郡,秋 田県雄勝郡,
岩手是7一関郡

飯 森 山
山形県東遺賜郡小国
町,新 潟県東蒲原郡
鹿瀬町

日 光
栃木県日光市

秩 父
埼玉県秩父郡大滝村

大井川原流(寸又川)
静岡県棒原郡本川根
町

京丸山,岩 岳山
静岡県周智郡春野町
静岡県磐田郡水窪町

南アルプス北部
長野県上伊那郡長谷
村

大日影山
長野県上伊那郡長谷
村

御 岳
長野県木曾郡王流村
三岳村

笠 堀
新潟県南蒲原郡下 日
村

特 徴

エ ゾマ ツ→ タケ カ ンパ→ 高 山植生

十勝 川 の原 流 域,大 雪 山国 立 公 園

溶岩 流跡 の シ ラカ ンパ林,亜 寒 帯性

林,・邑 大 雪 山 国立 公 園

ア カエ ゾ マ ツ等 天 然林

湖水をとりまく亜寒帯林,越
大雪山国立公園

ア カエ ゾマ ツ,エ ゾマ ツ等 天 然 林,

湖水,&,阿 寒 国立 公 園

蛇 紋 岩 山 地 の 高 山,亜 高 山 帯 植 生,

漢 谷,ブ ナ,ミ ズ 才 ラ,ヒ ノ キ ア ス

ナ ロ,コ メ ツ ガ,ア オ モ リ ト ドマ ツ

ア オモ リ ト ドマ ツ林,湖 沼

十 和 田 八幡 国立 分 園

ア オモ リ トドマ ツ～ ブナ林,湿 原,

必,十 和 田八幡 平 国立 公 園

夏 緑林 ～亜 高 山林,高 山植 物,湿 原

渓 流,《些

ブ ナー チ シマ ザ サ林,亜 高 山林,

磐 梯 ・朝 日国立 公 園

ア オモ リ トドマ ツ,シ ラベ,ミ ズ ナ ラ,
ハル ニ レ,ブ 九 イ ヌ ブナ ,カ ラマ ツ等,

湖 沼,湿 原,漢 流 日光 国 立 公 園

ツガ,イ ヌブ ナ等,本 州 中部 の代 表

的森 林植 生 か ら高 山植 生 ま で,漢 流,

湖 沼

ソガ,イ ヌブ ナ等,本 州 中 部 の代 表

的森 林 植生 か ら高 山植 生 ま で,漢 流

湖 沼

ツ ガ,イ ヌ ブ ナ,ヤ シ オ ツ ツ ジ等

コ メ ツガ,カ ラマ ツ天 然林,漢 谷,

仙大 グ 岳 西面,南 ア ル プ ス国 立 公 園

シ ラベ,コ メ ツガ,漢 谷 一部 南 アル

プス国立 公 園

トウ ヒ,コ メ ツ ガ林,

ラ林,湖 水

ヒ ノ キ,サ ワ

亜 高 山 林,カ モ シ カ生 息地

翻 騨曝 ㍊ 蔽 昌緬釜
大杉谷
三重県和気郡宮川村

霧 島 山,
宮崎県小林市えびの0
市,鹿 児島県姶良郡
牧園町

祖母 傾山
大分県大野郡緒方町
宮崎県西臼杵郡高千
穂町日之影町

稲 尾 岳
鹿児島県日嘱郡内ノ
浦町,田 代町,佐田町

ブナー ス ズ タ ケ林,モ ミ,ッ ガ,湖

沼,峡 谷,吉 野 熊 野 国立 公 園

照葉樹林からブナ林

ミズ ナ ラ,シ デ,原 生 林

イ ヌ,ウ ラジ ロガ シ等 の極 相状態 の

照葉 樹 林

交通の便(便 ④～⑧不便)

◎新得町北方40㎞

⑧美瑛町南東20㎞

④留辺菜町西401㎞
(大 雪国道貫通)

⑧鹿追町爪北東15㎞

④阿寒町北40㎞
弟子屈町西40㎞

⑱山田綿下津戸南10㎞
大迫北東15Km

④青森南30㎞

④盛岡市北西25-40㎞

⑬ 石 越北'西40㎞

十文 字 南東401㎞

◎小国町南20㎞
鹿瀬町北東20㎞

⑧ 日光'市西20-30㎞

◎秩父市西30㎞

◎島田市北方50㎞

◎

③伊那市南東20㎞

⑧飯田市東25㎞

⑧木曾福島市西25㎞

◎三条市東30㎞

◎ 金 沢 南45㎞

高 山 西50Km

⑧尾鷲市北20㎞

⑧小林市南東20㎞
えびの町南15㎞
国分市北25㎞

◎緒方町南20㎞
日之影町北20㎞

◎鹿屋市南方30㎞

所 有

国 有 林
(新 得営林署)

国 有 林
(美 瑛営林署)

国 有 林
(留 辺営林署).

国'有 林
(新 得営林署)

国 有 林
(阿 寒営林署)
(定 寄営林署)

国 有 林
σq井,遠 野営林署1
民 有 林

国 有 林
民 有 林

国 有 林
佃山,雫石営林署)
(花輪営林署)

国 有'林

国 有 林
(小 国営:林署)

.(村松営林署)

国 有 林
(宇都宮営林署)

国 有 林
東 大 演 習 林

国 有 林'
(千 頭営林署)

国 有'林

(気 田営 林 署).

国有林,民 有林
(伊那営林署)

国 有 林
(駒グ根営林署)

国 有 林
(王滝営林署)

国 有 林
(長 岡営林署)

国 有 林
(金 沢荘川営林署)

国 有 林
(尾鷲営林署)
民 有 林

国 有 林
(小林,え びの加治
木営林署)

国 有 林(竹 田高
千穂営林署)
民 有 林

国 有 林
(大根占営林署)

備 考

945Qhaの 原 生保 護林 あ り・

174haの 風 致保 護 林 β9haの

鳥獣 特 別保 護 区・1394haの 自

然 休養 林

315haの 風 致保 護 林

1954haの 自然休 養 林

134haの 涼 生保 護林

1244haの 自然休 養 林

高11」植 物 保 護林1384ha

自然環 境 保 全 地 域1370ha

岩手 県立 公 園6891ha

東北大施設あり

南部 に 自然休 養 林1965ha

秋 田側 自然休 養 林2248ha

学術参考保護林3942ha

各種学術参考林あり計649ha
淡水研 あり

東大演習林約2000ha
甲武信岳学術参考保護林1770ha

光岳 中尾 根 学 術参 考 保 護 林
2992ha・ 原 生 自然 環 境保 全

地域1118ha

学術 保 護 林199+40ha

風 致 保 護林1840ha

大河原保護林2237ha

御 岳保 護 林344ha

県 自然 公 園19046ha

学術参考保護林3900ha・
鳥獣特別保護地区

大 滑風 致 保 護林4360ha

蛇谷 保 護 林1602ha

白 山 白川 自然 休 養 林1994ha

学術 保 護林844ha

風致 保 護林568ha

東霧 島学 術 参考保 護 林 …1301ha

⇒ヒ 〃324ha

南 〃773ha

祖母 学術 参考 保 護林128ha

大 分 県立 自然 公 園14124ha

宮崎 県立 自然公 園26970ha

自然 環境 保 全 地 域377ha

(学 術 参考 保 護 林388ha)
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む を得 ない で あ ろ う。

2.候 補 地域

ベ ー ス ライ ン地 域 の候 補地 は,各 ブ ロ ックの気 候 的 極 盛相,ま た は,そ

れ に 準 ず る植 生 の 所 を,既 存 資料 に よっ そ選 び 出す 。 ζg場 合,ス テ ー シ

・ン と しての絶 対 条 件 は,永 久 的 にそ の 森林 が伐 採 され ない 保 障 の あ る こ

とで,国,公 有 林 で あ る こ とが 望 ま し く,私 有 林 な どの場 合 も法 令 で規 制

しな け れ ば な らない。 特 に,中 間 地域,高 影響 地域 の候 補地 を 選 定 す る と

き に は考 慮 す る必 要 が あ る。

こ こで は,既 存 資 料 か ら,ペ ー ス ライ ン地 域 の候 補 地 を い くつ か 選 び,

表 一4.1に 示 した 。

候 補 地域 は 全 国 約48ケ 所 以上 と し,各 ブ ロ ック ご とに,地 理 的,人 的

配 分 も考 え て選 定 す る。 なお,モ ニ タ リン グス テ ー シ ・ンの 周 辺 は,自 然

環境 保全地域等 に より保 全 される こ とぷ望 ま しい。

3.候 補 地域 の概略調査

ω 調 査 対 象 面 積

ア.ス テ ー シ ・ン面 積 を20～50haと し,そ の10～iOO倍 の 面 積

(2000～5000ha)が そ の対 象 とな る。

イ.地 域 環 境 調査 は,ス テ ー シ ・ンを 包含 す る流 域系 また は デー タのそ

ろ い や す い行 政区域 左 どで ま とま りや す い 面積 とす る。.

ウ.中 間 地 域,高 影 響 地 域 で,ス テ ー シ ・ン面 積 が狭 くな った場 合 で も
,

人為 影 響 を と らえ る た め,で きる だ け広 い面 積 を対 象 とす る。

121調 査 項 目

調 査 体 系 の 大綱 に示 した項 目に つ い て,調 査 を行 な う。 調 査 地 域 の地

一81一



質,土 壌,地 形,水 系,植 生 図 な どは そ ろ え て お くもの とす る。

表 一4・2 調 査 項 目

調査項目

社 会条 件

土地 ・永系

利 用 状 況

理境質の現

況

自然環境の

現況

調 査 紐 目

人 ロ,人 口密 度,

産業構造,配 置

道 路

鉄 道

土 地 利 用 図

林 業 生 産 高

漁 獲 量

汚染 発生源 と

その影響の範囲

生物群集情碑

無 機 的 環 境

調 査 内 容

市町村別人口統計

業種別,規 模などの把握,

配置,密 度,利 用頻度など

同 上

森 林(種 別),草 地,:果 樹 園,畑,水 田

集 落,工 場 な どで きるだ け細 分化 す るo

林業生産高(樹 種別素材生産高)伐 採面,

積と位置,更 新の面積と個所

水 系 で は,漁 獲量(種 別)

放流 量,:水 量,ダ ム等 の有 無

大気,水,土 に対する主な汚染物の種

類 と程度

植生図,緑 被率,植 生自然度図

動物分布図,動 物異常発生の場所 と程度

消滅生物の記録,天 然記念物,史 跡,名

勝など

学術参考林,防 風林,治 山造林など

気温,湿 度,降 水量,風 向,風 力,雷 な

どの気 象 デー ター(で きれば 日射 量 な ど

も)

台風,地 震,噴 火,洪 水 な どの特 異 現 象,

山火 事

図 面

500伽 メツシユ 図 化

同 上

図面 化(5万 分 の'1)

同 上

土地利用図

(5万 分の1)

500伽 メ ツ シ エ化

5万 分 の1

5万 分 の1

5万 分 の1

等 温,降 水 量 な どを5

万 分 の1で 図面 化'
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第2節 ス テ ー シ ョン の設 定

1.設 定 方 針

O候 補 地 の 中 で,生 態 系 を と らえ る の に最 も適 した 所 を選 び,ス テ ー シ

ョン とす る。

O土 地 利 用状 況 を考 え合 わせ て,将 来 に わた って,地 目の変 更 が な い と

ころ を選 ぶ6

0ス テ ー シ ・ン が決 定 した場 合,名 称,生 態 系 区 分,所 属 す る地 域ブ ロ

ック な どの記 載 事 項 を一 覧 表 に す る。

o自 然 環境 保 全 地 域 等 搾 よ り,ス テ ー シ ョン及 び周 辺 一 帯 の保 全 を図 る。

2.調 査 区 域,観 測 点設 置 の た めの 調 査

選 定 され た ス テ ー シ ・ン内 で,次 の 詳細 調 査 を行 な い,調 査 区 の設 定場

所,ま た は観 測 点 の設 定 場 所 の決 定 の 際 の デ ー タにす る とと もに,そ の 地

域 の 生 態 系 を と らえ る 主要 な謁査 と して,年1回 あ る い は,5年 に1回 の

調 査 と して,調 査 体 系 の 中 に と り入 れ る。

(1)植 生調 査

JCT(P)植 生調 査(ZM学 法 に よる 》に準 じて行 左 う。

ア 林地 に おい て は,上 層 木 の樹 高(Hu)を 一 辺 とす る正 方形 面 積 以 「ヒ

を一調 査 区 と し,冬 テ ーシ ョ ン で10ケ 所 以 上 を調 査 す る。

イ.草 地 にお い て は,2×2皿 の方形 区 を 設け,ろ テー シ ョ ソ内 で10

ケ所 以 上 の調 査 を す る。

(2)鳥 獣 調 査

ス テー シ ョソ全域 を対 象 に,ラ イ ン セ ク ト法,テ リ トリー マ ッピソ

グ法 な どに よ り,種 構 成,相 対 密 度 ・個体 致 を調 べ る 。

(3)昆 虫 調 査

ス ウィー ピン グ,ピ ー テ ィン グ 、認 意採 取 法 等 に よ り,種 構 成を 調べ

るo
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3.調 査 区 域.観 測 点の 設 定 方 法

ス テ ー シ ョン内 の 調 査 を 行 な い,そ の 中 で最 も植 生 状 態 の 良好 な場 所 に

26×2.o祝 の正 方 形 の 調 査 区 を3ケ 所 程 度 設定 す る。 また1鳥 獣 ・土 壌 動

物,土 壌 の調 査区,気 象 の観 測 点 は図 一4・1の 様 に設 け る。

調 査 区 域 が,ス テ ー シ ・ンの ど こに位 置 す るか を 測 量 したの ち,真/1ρ00

ま たは1/5,000の 図 面 に確 定す る。 これ に よっ て確 定 され た 調査 区 の位 置

は,坑 に よ っ て固 定 す る。
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A1～A3植 物群落調査区,

(翅 緩衝地域)

C。 土壌調査区

D。 気象,大 気などの観測点

!

/
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B.鳥 獣,昆 虫,土 壌動物調査区

'

i

図 一4・1 調査地域,観 測点の設定方法
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lP植 生調 査 区 域

森林 ステ ー シ ・ン41～A3は,一 辺20拠 の 正 方 形 で周 囲 に5翅 つつ

の緩 衝 帯 を設 け た物 を基 本 とす る が,樹 高 が小 さ か っ た り,大 き くて

20翅 で不 足 に な った時 は,そ の都 度,樹 高(Hu)を 一 辺 とす る正 方形

に な る よ う・に選 定 す る。 た だ し,森 林 の初期 段 階 に あ る所 で は,将 来 の

成 長 を見込 ん で調 査面 積 を決 定 す る。

ア.調 査 区 は植 生 の 状 況 と全体 の 面 積 を考 慮 し,1～3ケ 所 とす る。

イ.調 査 区 の 周 囲 は2挽 づ ア に 分 割 し,林 床植 生 の調 査 や樹 木 の位置 の'

確 認 の便 宜 をは か る。

ウ.調 査 区 内め 樹 高2翅 以上 の 樹木 には,胸 高位 置(地 上:L2翅,傾 斜

地 に 澄 い て は 山側)を ペ ンキ で巻 き,同 時 に 個体 番 号 を記 す(ペ ンキ

で幹 に記 入,ま たは,ナ ン パ ー テ ー プ を添 付 す る。)

エ.調 査 区 内 の 樹 高0.5「 》2鋭 の樹 木 に も個体 番 号(ナ ンバ ー テ ー プ)を

つ け る。

オ.調 査 区 内 の林 床,岩 上,根 部,樹 幹 な どに,'30×30㎝!の 辞 苔類 の

調 査 区 を設 け る。

{2}動 物調 査 区 域

鳥獣,昆 虫,土 壌 動 物 な どの 調 査 区域Bは100×100祝 と し,ス テ

ー シ ・ン内 に1個 所 設 け る
。 大 型 土 壌動 物,土 壌微 生 物 調 査 な ど,破 壊

を伴 う もの は こ こ に入 れ る。

13}土 壌調 査 区 域

この調 査 は,林 床 植 生 な ど,周 囲 の環 境 を著 し く破 壊 す る の で,他 の

調 査 域 と分 け る必 要 が あ る。 調 査 は5年 に一 度 程 度,林 野 土 壌 調 査 法

に基 づ い て,土 壌 型 の分 類,土 層 断 面 記 載 な ど を行 な う。
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14)環 境 盛 測 地 域

一 般 気 象 観 測
,大 気 汚 染 な どの観 測 地 域Dを 設 け る。 林 内 で は,前 項

ま で の地 域 に隣 接 して設 け る 他 に,林 外 に も設 け る。

㈲ 調 査 コー スの 設 定 .

以 上の 調 査 地 域 の他 に,ラ イ ン トラ ンセ ク .ト法 に よ る鳥獣 調 査 のた め,

調 査 コー スを 設 定 す る。
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図 一42調 査 コー ス設 定 例

第3節 生 物 群 集 調 査 方法

1・ 野外調査方法

(n植 物 調査

ア.群 落 の構 造,分 散,生 長,現 存 量 な どの 把握
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樹 高2脱 以 上 の樹 木 を対 象 に,種 名,樹 高,胸 高 直径,枝 張 り,枝

下 高 の測 定 と図面 化(1/50)を 年 ユ回夏 季 に行 な う。

イ.生 育 状 況

樹 高2鋭 以 上 の樹 木 を対 象 に,Ch-2～3に よ り,個 体,季 節 の評

価 を.,Ch-2は 年1回,Ch-3は 年4回

ウ.稚 樹 の 分散 ∫生 長 な どの 把 握

樹 高0.5～2鋭 の 樹木 に つ い て,フ と同様 の調 査 を行 な う。 樹 木 の位

置 は 図 化(1/50)し て お く。

エ.群 落 の分 散 構 造 な ど

樹 木(0.5η 以 下),草 本(シ ダ植 物 を含 む)を 対 象 と し,樹 木 に

は 個 体 番 号 を付 け て,樹 高,種 名,個 体 数 を記 録 す る。 特 に高 木性 の

稚 樹 に注 意 す る。

樹 木 の位 置,草 本 の生 育 状 態 の図面 化(1/50)を 年r回 夏季 に行

な う。

これ と同時 に,倒 木,転 石,切 株 な ど も,そ の 位 置 を図 面 中 に記 録

す る。

オ.群 落 の 構造,分 布

地 衣類,蘇 苔 類 対 象 に,地 表,岩 上,株 元,樹 幹,腐 木 上 な どの生

育地 別 に,そ の 生 育 状況 に応 じて,30×30㎝1の 方形 区 を設 定 して,

図面 化 す る。

カ.植 生 タ イ ブの 分 布,構 成

アニ オ の調 査 を行 な った 固定 コ ドラー ト内 で は,年1回,ス テ ー シ

・ン内の他の地 点では5敏 ・度 合 わせ て ・・ケ所以上の融 を行

な う。

植 生 調 査 はJCT(P)米1の 調 査 に準 じて行 な う。 調 査 は,各 階 層 ご
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表 一4・3 森 林 生 育 状 況 チ 午 ツ ク シ ー ト

Ch-1(林 分)

調 査 項 目

1林 冠

皿 立 禾

皿:林 床

W着 生植物

1-i.

林 冠 構 成

1-2.

林 冠 色 調

1i-1.

枯 損

皿 一1.

稚 樹

皿 一2.

下 草

N-1.

評 価 基 準

1

正常な林冠景観

を保つ

正常な色調を保

つ

全 くな し,あ る

い は被 木 のみ

多 い

本来のものが多

い

多 い

2

若 干 不 整

や や 異 常

中層木に枯損

や や 少 な い

や や 少 圃な い

や や 少 な い

3

崩 壊 が か 丞

り 進 行

か な り 異 ・常

上 層 木 に:も

枯 損 点 在

少 な い

少 な い
(裸 地性が多
くなる)

少 な い

4

本 来 の 林 冠

は 崩 壊

著る しく異 常

上層木の枯損多

い

ほ とん ど無 い

ほとん ど無 い
(裸地性にかわ
る)

ほ とん ど無 い

Ch-2(個 体)

調 査 項 目

1全 容

1-i.

樹 勢

1-z.

・樹

皿 樹幹 ・枝

形

π 一1.

贋一2.

枝 葉 の 密 度

層H

r-3・

枝 の 伸 長

皿一L

葉 の 形 態

評 価 基 準

1

旺 盛 な 生 育

正 常

ま つ た く 無 し

正 常,枝 と葉 の

べ
穴ランスが とれ る

正 常

正 常

2

や や 異 常

や や 異 常

若 干 枯損 あり

や や 疎

や や 異 常

少 し 歪 あ り

3

異 常 が 明 らか

異 常 が 明 らか

枯損はかなり進

行

葉 つ き 力三力・な り.

疎

伸長 悪 く,短 く

細'枝 とな る

変 形 やや多い

4

衰退が進み,回

復見込なし

樹 形 崩 壊

枯損部突出太枝

が枯死

枯枝多く着葉量

少ない

枝の伸長がほ と

んどない

変 形 が著 しい
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Ch-2(個 体)

調 査 項 目

'皿 葉

皿 一2.

葉 の 大 き さ'

皿 一3.

葉 色

皿 一4.

ネ ク ロ.シ さ

皿 一5..

粉 塵 付 着

評 価 基 準

1

正 常

正 常

全 く な し

全 く な し

2

や や 小 さ い

や や 異 常

(ク ロロシスあ り)

わずかに あ る

わずかに ある

3

か な り小さい

か な り 異 常

(クロロシスあり)

か な り 多 い

か な り 多 い

4

著 し く 小 さ い

著 し く 異 常

(クロロシス多い)

褐変等著しく多い

著 し く 多 い

Ch-3(季 節)

調 査 項 目

1開 葉 期

五 開 花

皿 紅 葉 ・ 黄 葉

w落 葉 期

評 価 基 準

1

普 通

本 来 の 開 花

本 来 の も の

正 常 な も の

2

や や お そ い

い くぶん開花が

少ない

や や色が 濃 い

正常にくらべて

やや早い

3

か な り 夢 そ い

わずかに 開花

部分的 に 紅 葉

色 は 悪 い

不時落葉 目立つ
(又 は年2回

落葉)

4

著るし伽 そいi

全 く開 花 しな く

なるo

全 く紅 葉 せ ず,

汚 れ た ・まま落 葉

不時落葉多い
(又 は年3回

落葉)

評 価 基 準

1

2

3

4

評 価 点

5

4

2

1
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との優 占種,平 均 樹 高(草 高),胸 高 直径,植 被 率,種 類 別 の被 度,

群 度 の判 定 を行 な う もの で ある。

キ.生 育状 況

固定 コ ドラー ト,あ るい は1オ の コ ドラー トに夢 い て年1回,Ch-1

に よっ て林 分全 体 の生 育 状 況 を総 合 判定 す る。 これ は特 に高 影 響 地域

・に おい て 有 効 で あ る。

ク.写 真撮 影

固 定 コ ド ラ ー ト に あ ら か じ め5点(コ ド ラ ー ト・4階 と 中 央)を 定 点

と し,一 定 日時,一 定 方 向 に 向 って写 真撮 影 を行 な う。 これ に よ っ て

林 相 変 化 を と らえ る こ とが で き.る。

も し魚 眼 レ/ズ が 使 用 で きる場 合 は,コ ドラー ト中 央 で 林 冠 構 成 を

撮 影 してお くこ とが 望 ま しい。 これ は年1回 以上,毎 年 行 な う。

{2)動 物 調査(鳥 獣)来2

ア.ラ イ ン トラ ンセ'ク ト法,ロ ー ドサ イ ドセ ンサ ス法

一 般 に林 内 では ,20-25鋭 が小 鳥 を認 知 し得 る平 均 距 離 と され て

い るの で,左 右50魏 を セ ンサ ス 巾 と し,双 眼鏡 に よる 目撃 と鳴 声 に

よっ て鳥 種 を識 別 し,カ ウ ン トす る。

草 原 とか 農耕 地 の よ うな拓 け た場所 では,鳥 類 を認 知 す る 巾 が広 ぐ

な るの で,片 側40～50〃2に 取 る こ と もあ る。

セ ンサ ス中 の歩 行速 度 は,一 般 に毎 時 為2血 で あ る が,こ れ も山岳

道 路 と農 道 な どで は差 が あ り,適 宜選 択 し てい るの が 実 情 で あ る。 要

は,単 位 時 間 当 りに遭 遇 す る種 別 の個 体 数 で表 現 す るの で,セ ンサ ス

の距 離 と これ に要 した時 間 の 記 録 が重 要 で あ る。

米1.2資 料 編4-3-1(【X2)参 照

一90一



イ.テ リ ト リーLマ ッ ピン グ法(な わ ば り記 図 法)

この方 法 は,鳥 類 が或 る時 期(多 くは 繁殖 期)に な わぱ りを持 つ 性

質 を利 用 した 個体 数 推 定 法 で あ る。 従 っ て,.麦 わば りを作 らな い 種 や

個 体(非 繁殖 鳥 又 は あぶ れ 雄)な どに は適 用 され な いほ か,な わ ば り

を作 らな い季 節 に も適 用 さ れ ない な ど利 用 に 当 っ ては,制 約 が 多 い。

これ は別 名 なわ ば り記 図法 と も いわ れ る如 く,長 時 間 の観 察 に よ り,

対 象 とす る鳥類 の な わ ば り行 動 の結 果 を 地 図上 に ブ 血 ッ トし,こ れ か

ら一 定 面 積 内 に どれ だ け の つ が い数 が い るか を知 り,個 体 数 を推 定 す

る方 法 で あ る。

この方 法 は,他 の 方法 に比 べ て比較 が 絶 対値 に近 い値 を示 す が,つ

が い を形 成 しない もの,亜 成 長 で繁殖 に参 加 しな い もの な どは 対 象 と

な らな い の で,こ の 点 を考 慮 に 入 れ て寿 く必要 が あ る。

ウ.記 号 放 逐 法

或 る個 体 群 中 の相 当個 体 数 に何 らか の 方 法 で記 号 を付 け て放 し,一

定 時 間後 に捕 獲 され た サ ン プル 中 の標識 個 体 の割 合 か ら,ポ ピ ュ レー

シ ・ン全体 の個 体数 を 推定 し よ うとす る 方法 で あ る。

何 回 か の放 逐 と再 捕 獲 を繰 り返 す こ とに より,あ る いは い くつ か の

地 域 で これ を行 な うこ とに よ り,死 亡(消 失)率,出 生(加 入)率,

移 出入 率 な ど も推 定 で きる。 ま た 標識 個体 の 放逐 地 点 か らの 移動,分

散 範 囲 を推 定 す るた め に も用 い られ る。

標 識 の方 法 には,哺 乳類 で あれ ば 脚 帯,指 切 り,金 属 製 タブを耳 や

胴 につ け る,首 輪 に マ ー クを付 け る,胴 を色 で 染 め る,毛 を刈 り取 る ・

焼 付 をす るな ど,鳥 類 で あれ ば,脚 帯,翼 帯,カ ラー ス ブレー ・首輪

(ハ'ク チ ョ ウ。ガ ン左 ど大 型 で首 の 長 い もの)な どに よる標 識 の 方法

が あ る。

エ.定 点 観 察 法
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草 原 とか,谷 間,対 岸 な ど拓 け た場 所 に観 察 者 が 立 ち,動 物 群 集 の

動 き を観 察 す る方 法 で,大 型 獣 類 とか,鳥 類 の 移 動 期(渡 り)に 利 用

され る方 法 で あ る。

大 型 獣 で あ る クマ,シ カ,カ モ シ カ,サ ル,ア ザ ラシ な どで 応 用 さ

れ てい る。 大型 獣 の 採餌 場 とね ぐ ら又 は休 息 場 との往 復 の行動,時 間,

社 会 構 造 の観 察 に広 く用 い られ てお り,サ ル,シ カ,カ モ シ カ,ア ザ

ラ シ な どで は,各 個体 の持 つ 特 徴 か ら各 々に名 称 を一与え 個 体識 別 に も

利 用 して い る。 これ はJapaneseMethodと して良 く知 られ てい る。 し

か し,こ の 方法 は,よ ほ どの特 徴(片 腕 が ない とか,角 が変 形 してい

る 左 で).で も 左い限 り,観 察 者 が変 る こ とに よ り,振 り出 しに戻 る と

い う点 で ロスが 多 い。

オ フ イー ル ドサ イ ン法

動 物 が野 外 に残 した 生息 跡(・足 跡,食 痕,獣 道 、排泄 物 等 》に よ り,

一 つ の 地域 に 生 息 す る種 を判 断 す る方 法 で あ る。 冬 期 の積 雪期 に おい

て は,足 跡 や獣 道 を追 跡す る ことに より,個 体 お よび群 等 の行 動 圏 を

把 握 す る こと も可 能 で あ る。 また排 泄 物 の分 析 や 食 痕 に よ り種 の食性

を解 析 す る こ と も不可 能 では ない。 継 続的 に排泄 物 の 採 集 と分 析 を続

け る な らば,各 種 の生 理学 的分 野 と 関連 して 一 地域 の 個 体数 の把 握や,

群 の 構 成 遂等 を推 察 す る こ と も可能 で ある。

九 写真 撮 影法

大 空 を群 を 左 して 飛 し よ うす る鳥 類 や,湖 沼,干 潟,な どに群 棲 す

る水 禽 類,草 原 。 な ど見通 しの 良い 場 所 に おけ る大型 獣 の群 れ な どの

個 体 数 を推定 す る場 合 に,群 れ の全 面 積 と,写 真 に撮 影 され た 面積 内

の 個 体 数 との関係 か ら全個 体数 を推 定 しよ うとす る もので あ る。

この 手 法 は,メ ー デー,海 水 浴場 左 どに 集 ま つた群 集 の数 を 推 定す

る と き に しば しば用 い られ る。

この ほ か,フ ィー ル ドに カ メラを セ ッ トし,通 過 す る動 物 を 自動 的

に写 真 撮 影 し,あ らか じめ マ ー クされ て い る個 体 の数 か ら,そ の地 方

の個 体 群 を推 定 した り(記 号放 遂 法 と 同 じ原 理),個 体 の移 動,分 散
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を知 る手 段 と し て用 い られ てい る。

キ.蛇 行 進 法

この方 法 は,最 近 新 し く考 案 され た 手 法 で,ブ ッシ ュな ど直接 遠 方

か ら観 察 す る こ とが 困 難 な場 所 に おけ る個 体数 の 推 定法 で,大 型 の シ

カ,カ モ シ カで試 み られ てい る◎

ま ず,観 察 者 が ブ ッシ ュの 中 を歩 きまわ り,遭 遇 した数 か ら全体 を

推 定 す る。 これ ま での 実 験 の結 果 か ら,1人 当 りの 踏査 面 積 が6.5ha

(分 担 面積)の とき,最 も効 率 の 良 い 発 見 率 を示 してい る。

ク.ト ラ ッピン グ法(除 去 法)

こ Σで述 べ る トラ ッ ピ ング法 とは,野 鼠 を対 象 と した もの で,通 常,

ス ナ ップ トラ ップ(パ チ ン コ),か ごわ な,シ ャー マ ン 身イ プ トラ ッ

プ な どを用 い,ト ラ ップ にか か った もの は そ の都 度 除去 し てい く。

トラ ップの 設 置 に 当 っ ては,あ らか じめ対 象 とす る地 域 に,100×

100鋭 の 方形 区 をと り,縦 横10泌 間 隔 に プ ロ ッ トを切 り,各 々の接

点 に1個,合 計100個 の トラ ップを 仕掛 け る。

調 査対 象 面積 が 小 さ い と き や トラ ッ ピン グの場 所 が幾 つ に も分 れ,

時 間 的 に無理 が あ る と きな どは 簡 略 化 しで,50×100"の プ ロ ッ ト

を作 り,50個 の ワナ を仕 掛 け る こ とが あ る。

トラ ップは,毎 タ セ ッ ト し,翌 朝 回 収す る方法 で,連 続5晩 トラ ッ

ピン グす る。

(3)昆 虫調 査

ア.ラ イ トトラ ップ法

ζれ は正 の走 行 性 を持 つ 昆 虫類 を灯 火 の利 用 に よ って誘 殺 す る方 法

で あ る。・この方 法 は昆 虫 類 を量 的 に採 集 す る には 最 も有 効 な方 法 で,

農 林 省 が発 生 予 察 事 業 に用 い てい る乾 燥 式 ライ ト トラ ップ を用 い る。
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ト ラ ップは ポ リエ チ レ ン製 で底 辺24.5×24.5㎝,高 さ39.50砺 ロ ー

トの 直 径64.0㎝,深 さ21.0㎝ の もの を用 い るの が一 般 的 で あ る。 但

し灯 火へ の飛 来 は 月令,温,湿 度 や風 力 等 の 気 象的 要 因 と密 接 な関 係

が あ り,各 地 域 を通 じての画 一 化 は 困難 で あ る。.ま た,ト ラ ップに誘

引 さ れ た 個体 が 全 て調査 地 域 内 の生 息 個 体 か ど うか に疑 問 が残 り,さ

らに 実施 時期 が 成 虫 の 出現期 で,活 動 性 の高 い期 間 に制 約 され る。

イ.ベ イ ト トラ ップ法

これ に 種 々の ベ イ ト(餌)を 利 用 し昆 虫類 を誘 引す る方 法 で あ る。

この方 法 は トラ ップを地 表 に埋 め こ む た め,主 と し て地 表 性 で,歩 行

活 動 の 活 発 な 昆 虫 類 を採 集 す る の に有 効 で あ る。 但 しベ イ トの 種類 に

よ っ て誘 引さ れ る 昆 虫類 の種 類 が異 な り,誘 引範 囲 も不 定 で あ るた め

ライ ト下 ラ ップ同様,生 息 昆 虫 類 の絶 対 数 を把握 す る こ とは困 難 で あ

る。 しか し誘 引 剤 や調 査 時期 を画一 化 す る こ とに よ っ て相 対 的 に地 域

間 の 比較 をす る こ とは可 能 で あ ろ う。 トラ ップは直 径8α π,深 さ12

㎝1ほ どの 広 ロ ポ リ ビンを使 用 し,直 径3α η,深 さ4㎝ の小 型 の ポ リ ビ

ン を針 金 で広 ロ ポ リ ビンの 中央 に 吊 り下 げ,中 に ベ イ トを入 れ る。 広

ロ ポ リ ビンの底 に は2㎝ ほ ど水 を入 れ,さ らに誘 引 され た 昆 虫 が沈 む

様,少 量 の 中性 洗 剤 を滴 下 して お く。 これ を 広 ロ ボ リビ ンの ロ が地 表

と同一 の 高 さ に な る様 地 中 に埋 め込 み,直 射 日光,落 葉 及 び雨 水 等 が

トラ ップの 中 に入 るの を防 ぐた め,広 ロ ポ リ ビンの入 口の 上 に傘 を か

ぶ せ るo

ウ.ワ ラ巻 き トラ ップ

マ ツ ケ ム シ等 の害 虫駆 除 法 の,利用 で,幅 約30㎝2ほ どの わ らむ しろ

を地 上 約1,5鋭 ほ どの樹 幹 に巻 きつ け,こ の 中 に越 冬 昆 虫 を誘 い込 む

方 法 で あ る。 わ らの 中 に潜 ん だ 微 小 な昆 虫 類 の摘 出 は 困難 なの で,後
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述 の ツル グ レ ン装 置 を 利 用 す る。 この 方法 は主 ど し て越 冬 昆 虫 を対 象

とす るた め,上 述 の2方 法 とは逆 に,実 施 時期 は 晩 秋 に 限 られ,最 も

多 くの 昆 虫類 が発 生 してい る春 ～秋 に か け ての実 施 ほ 困難 で あ る。

エ.ハ エ取 リ リボ ン法,ス テ ッキー ネ ッ ト法

家 屋 内 や林 間 を飛 翔す る昆 虫類 を捕 え る 方法 で あ る。 ハ エ トリ リボ

ンは 市販 の もの を利 用す る が,ス テ ッキー ネ ッ トは二 つ折 が 可 能 な

40㎝ ×40㎝ の金 属板 に12メ ッシ ュの 淡 色 サ ラ ン製 の網 を張 り,

これ に粘 着 剤(ヒ マ シ油200㏄,松 脂1009,カ ル ナ バ ワ ック ス

109の 混 合 物)を 塗 布 した もの が 使 用 さ れ てい る。 これ ら双 方 に付

着 した昆 虫類 を摘 出す る場 合 は い ず れ の場 合 もテ レ ピ ン油 で 粘 着剤 を

とか し回収 す る。

オ.く ん煙 法

主 と して樹 冠 部 に生 息 す る昆 虫類 を くん 煙 剤 を利 用 して落 下 させ る

方 法 で ある。 くん 煙 剤 は速 効 性 殺 虫 剤 を主 成 分 と した もの を使 用す る。

くん 煙 した1時 間 後 に地 上 約1メ ー トル の高 さ に設 置 した ビニー ル張

りの方 形 枠(1xlm)1～10個 に落 下 した昆 虫 類 を採 集 す る。 し

か し,落 下 の途 中 で葉 や樹 枝 等 の障 害 物 に さえ ぎ られ る個 体 も多 い と

考 え られ てい る。 ま た,無 風 条 件 下 で は上 昇 気 流 と製 剤 の噴 出 力 とに

よ っ て地 上 約40祝 の樹 高 に ま で達 す る こ とが可 能 で あ る と云 われ て

い る が,雨 や風 等 の 気 象 的条 件 の影 響 や,こ れ らの 要 因 の画 一 化 に問.

題 が残 され ている 。 さ らに,風 力,風 向等 に よ っては 調 査 樹 木 以 外 へ

の影 響 も無 視 で きず 実施 に当 っ ては充 分 な配 慮 が必 要 で あ る。

な お,こ の方 法 を用 い る時 は 山火 事 とま ぎ らわ しい の で,消 防 関係

者 へ の連 絡 をお こ た らな い よ うにす る。
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カ.ス ウ ィー ピン グ ・ビー テ ィン グ法(任 意 採 集 法)

一 般 に用 い られ てい る採 集 法 で,ス ウ ィー ピン グ法(す くい網 法)

は 捕 虫網 を 樹木 の葉 や 枝 にか ぶ せ て ゆす った り,草 の葉 をす くっ てそ

こ に生 息 し てレ～る昆 虫 類 を採 集 す る。 また ビー テ ィン グ法(叩 き網法)

は樹 木 の枝 や葉 を棒 で叩 き,約1㎡ の 四つ 手 網 状 の 白布 に昆 虫 類 を落

す 方 法 で あ る。

以 上 の調 査 法 を2つ 以 上 組 み合 わせ.て行 うこ とが必 要 で あ る。

(4)土 壌動 物 調 査法

ア.大 形 動 物(枠 法)

⑦ 調 査 人 員 一2組4名

α)必 要 器 具 一 大型 ス コ ップ(2),小 型 ス コ ップ(4),折 尺(2),大 型 ポ

リ袋(10),写 真 定 着 用 バ ッ ト(4),ピ ン セ ッ ト(4),吸 虫管(4),90

%エ チル ア ル コ ール液 瓶(20),5%ホ ル マ リン液 瓶(20),舅 定

鋏(2),ノ ー ト(2),鉛 筆(2)。

㈲ サ ン プ リ ング方 法 一 調 査 区 内 に50×50㎝ の 枠 を10個 設 定,

1組2人 で5個 つ つ調 査 す る。 そ れ ぞ れ の枠 内 の調 査 法 は 次 の と夢

り。 枠 内 の落 葉 落 枝 層 ・腐葉 屑 ・腐 植 層 を ま ず掘 り と り,大 型 ポ リ

袋 に入 れ る。 次 に鉱 質 土 層 と地 表 下50㎝ ま で掘 り と り,別 の大 型

ポ リ袋 に 入 れ る。 袋 か ら少 しつ つ 土 壌 を と り出 して写 真 用 バ ッ トの

上 に のせ,ピ ンセ ッ トで土 を か きわ け な が ら,肉 眼 で採 集 可 能 な大

形 動 物(定 義 は 表 一718に よ る)来3を 採 集 し,ミ ミズ ・ヒル は

ホル マ リン液瓶,そ れ 以 外 の もの は ア ル コ ー ル液瓶 に投 入 す る。 調

査 の 終 了 した枠 穴 には土 を戻 し入 れ,調 査 の 年 月 日を記 した 札 を立

来3.資 料 編3-4-2(2)参 照
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て てお く。1枠 の調 査 に1時 間 く らい を要 す る の が ふ つ うで ある。

イ.小 型 節 足 動 物(捨 取 り法)

⑦ 調 査 人 員 一1名 。

畠(イ)必 要器 具 一 両端 に棒 の つ い た3鋭 の ひ も(2) ,30×40㎝ の ポ

リ袋(5),根 掘 り(1),豹 定鋏(1)。

㈲ サ ンプ リン グ方 法 一 調 査 区 内 に3×3翅 の 枠 を5個 設 定 す る。

1つ の枠 は 本 来3翅 の ひ も4本 で作 るべ きで あ るが,3祝 の ひ も2

本 を 直角 に張 った だ け で も十 分 見 当 が つ ぐ。 枠 内 の サ ン プル は手 で

行 な い,土 壌 ・落 葉 ・落 枝 ・落 果 ・倒 木 ・朽 木 ・コ ケ ・根 ・糞 な ど,

眼 に つ く もの をす ぺ て,な るべ く枠 内 の あ ち こ ちか ら拾 い取 り,ポ

リ袋 に入 れ て ゆ き,全 体 量 が1枠 につ き1'》2Zに な る よ うにす る。

この 作業 を5ケ 所 で 繰 り返 す。

ウ.小 型節 足 動 物(打 ち込 み法)

⑦ 調 査 人 員1名 。

α)必 要 器 具10×10〆 ユ0伽 の採 土 缶(2),包 丁(1),木 槌(1),30

×40α 露の ポ リ袋(10),小 型 ス コ ップ(1)。

`ウ)サ ンプ リング法 調 査 区 内 で10×10×10㎝ の土 壌 サ ン プル

を 】0個 とる 。 ま ず,採 土 缶 を 地面 に伏せ 置 き,四 辺 に沿 って包丁

で垂 直 に切 れ 目 を 入れ,そ の の ち に木 槌 で上 方 か ら採 土缶 を た た い

て地 面 す れ す れ ま で打 ち こむ 。 小型 ス コ ップで 採土 缶 を掘 り起 し,

缶 に す り切 り1杯 の土 壌 を取 り,缶 か ら土 壌 をか き出 して ポ リ袋 に

入 れ る。 これ を10ケ 所 で く り返 す。

エ.小 型 湿性 動 物(打 ち 込 み法)

の 調 査人 員1名 。

α)必 要器 具25×4×50初 の採 土缶(4),果 物 ナ イ フ(1),木 槌(1).

20×300π の ポ リ袋(40),小 型 ス コ ップ(1)。
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(ウ)サ ンプ リン グ法 調 査 区 内で25×4×5㎝ の土 壌 サ ン プル

(深 さ が5α π)を20ヵ 所 で上 下2層 に:わた っ て計40個 と る。1

個 の採 土 缶 を地 面 に状 せ,果 物 ナ イ フで 四 辺 に沿 っ て切 れ 目を入 れ

た の ち,木 槌 で 缶 を打 ち こみ掘 りとる 。更 にそ の下 の層 に別 の缶 を

打 ち 込 み(指 で上 方 か ら押 しこん で も よい),・ 掘 りとる。缶 か ら土

を 出 し,ポ リ袋 に 入れ る 。 この作 業 を20ヵ 所 で く り返 す 。

以 上 の現 地 調 査 は年1回 と し,で きれ ば 秋 に行 う。 夏(7・8月)

は土 壌 動物 相 が 貧 弱 に な る の で,時 期 と して好 ま し くない。 ま た,当

日 ・前 日 ・前 々 日に大 雨 の あ った 日は避 け た ほ'うが よい。 調 査 時 刻 は

大 形 動 物 につ い ては 日中 明 るい時 間帯 が よい が,他 は 早 朝 か ら夕刻 ま

で実 行 で きる。

(5ジ 微生 物 関係 の調 査

微 生 物 を高 等 菌 類 と土 壌微 生 物 とに別 け て述 べ る こ と とす る。

ア 高 等 菌類

高 等菌 の 多 くは 多 年生 で,地 表 ま たは地 下 生で あ るた め,土 壌微 生

物,土 壌条 件 な どの指 標 とな りや す い。.各 菌 の ラ ィ フ タイ プ,菌 糸 の

生息 範 囲(土 壌 層 位),エ サ の種類,コ ロニ ー の 型 な どの調 査 を して

いれ ば,立 地,環 境 の変 化 の指 標 と して も使 え る。

⑦ 種構 成,発 生 量,季 節 変 動

ス テ ー シ ・ン区域 内 で,ラ ンダ ム に採 集 す る。

6～7月,9～11,月 に 各月2画 の調 査 を数 年 つ づ け る。

ω 分布 状 態

植 生 調 査 区域 内 に お い て.,種 類 別 に マ.ッ ピン グす る。 優 占度,頻

度,相 対 密 度 が 得 られ る。 この方 法 は,落 葉 分 解 菌 や菌 根 菌 の地 表

性 の もの が と らえ や す い。 木 材 腐 朽 菌 につ い ては,倒 木,根 株 に よ
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って採 集 す る。 定 点 か らの広 が りも観 察 で き る。

落 葉 分解 菌 に つ い ては,表 層 の落葉 を除 くと コ ロニ ー を見 る こ と

が で き る。 菌 根 性 菌 の追 跡 は通 常 む ず か しい。

一 般 に可 能 な の は種 構 成 と発 生 量 の変 動 程度 で あ る。 発 生 量 の変

動 は気 候 変 動 を敏 感 に表 わ し,指 標 と しての 有 効 性 が高 い。

イ.土 壌 微 生 物

⑦ 堆 積 腐 植 とそ の 分解

堆 積 腐 植 量 一 堆 積 腐 植 の分 布 と層 の特 徴 を マ ッピン グ1秤 量 を

行 な う。 調 査 は土 壌調 査 と平 行 して,秋 に 行 な う。50×50㎝ の

ワク を設 け4～5ケ 所 で行 な う。

分 解 型 一 同上 ワク 内 の落 葉 をふ る い に よ っ て選 別 し,各 画

分 を総 量 で割 っ て%を 出 し,分 解 型 を も とめ る。 この方 法 は 微生 物,

動 物,風 化 を合 わせ た もの で,堆 積腐 植 分解 の難 易 を推 測 す る こ と

が で き る。

ω 材 の腐 朽

材 の 分 布 と量 も天 然 林 の 場 合 には大 切 で ある。 材 の 中 は 特 殊環 境

の た め微 生物 相 が異 な り,倒 木 更 新 な ど も盛 ん で,生 態 的 に 庵重 要

で あ る。 材 の 朽 れ 速 度 もは か る。

倒 木,籾 株 な どの マ ッピン グは,植 物 調 査 工で行 な っ てい るので,

これ を利 用 し,腐 朽 の ク ラス別 に試 料 を 採 取 す る。

(ウ)根 の分 布

根 の分 布 は位 置 に よっ て大 幅 に異 な る。 こ こで は,根 の 中 では 比

較 的,全 面 に 分 布 す る細 根 に か ぎ って行 な う。

垂 直 分 布 一25×25×100(6711)の 土 壌 を採 集 す る。

水 平 分 布 一10×10伽 以 下 の わ くで採 集 し,洗 浄 抽 出 分 別 を行

一99一



な う。

他 に,一 般 バ ク テ リヤ,放 線 菌,糸 状 菌 や,特 殊 バ ク テ リヤ,セ ル

ロー ズ材 の分解,菌 糸 体 細 菌 な どを と らえ る方 法 もあ る が,特 殊 な分

離 法,培 養法 が 必 要 とな り,今 回 の調 査 で は実 行 に移 す の が難 しい の

で,参 考 と して資料編 に入 れ て澄いた詳4

2.調 査後 の処 理 お よび デ ー タ解 析

ω 植 物調 査

ア.群 落 の構 造 な ど(樹 高2鋭 以 上 の 樹木)

⑦ 樹 高,直 径,.D2H(直 径 ×直 径 ×樹 高)に つ い てそ の 分布 図 を

(1/50)作 製 す る。

(イ)直 径 分布 か ら胸 高 断面 積 合計 を算 定 す る。

(ウ)直 径 と樹 高 か ち,既 往 の,そ の地 域 の 立 木 幹 材 積 表 を 用 い て幹 材

積 合 計 を算 定 す る。

(⇒ 平 均 直径,平 均 樹 高,立 木 密度 な どの算 定 を,種 類 別 に行 な う。

eゆ 樹 冠 投影 図(5年 に1度)作 図 を行 な う。

イ 。生 育 状 況 樹 高2翅 以 上 の 樹木

⑦Ch-2に よ り個 体状 況 の評 価 基 準 を評価 点 に読 み かえ る。

ωCh-3に よ り季 節 状 況 の評 価 基 準 を評価 点 に読 み かえ る。

(ウ)Ch-2,3は そ れ ぞ れ,評 価 点 を合 計 し,そ れ を調 査 項 目数 で割 っ

て,総 合評 価 点 とす る。

ウ.稚 樹 の 分散 ・生 長(樹 高0.5～2皿)

⑦ 平 均 樹 高,平 均 直 径 の算 定

ω 主 要種 ご とにD2H:の 頻度 分布 図 の作 成

工.群 落 の構成 分散 な ど(樹 木 〔α5π 以下 〕ゴ 草 木 〔シダ植 物 を含 む 〕)

米4.資 料編3-1-4(3)参 照
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⑦ 生 育 状況 の マ ッ ピン グ した もの か ら,被 度,個 体数 な どの 定量 的,

定 性 的測 定

ω 高 木 性 稚 樹 の 分散 状 態

(ウ)次 年 度 か らは変 化 に 注意 す る。

オ.群 落 の構 造,分 布(地 衣,酵 苔類)

エ と同様 に行 な う。

カ.植 生 タイ プ の分 布 ・構 成(全 層 対 象)

⑦ 植 生 調 査 表 の 作 製 一群 集 単 位 の決 定

ω 常 在度,総 合 優 占度表 の 作 製 一 他 群 集,他 地 域 との比較

(ウ)植 生 図 の 作 製(1/1,000程 度)ス テ ー シ ョ ン範 囲 で5年 に1度 修

正 。

キ.生 育状 況

⑦Ch-1に よ って,評 価基 準 を評 価 点 に 読 み か え る。

α)評 価 点 を合 計 し,項 目数 で 割 り総 合 評 価 点 とす る。

ク.写 真 撮 影

⑦ 調 査 ブ ロ ック コ ー ド,調 査 区 コー ド番 号 をふ って,撮 影 した もの

を,現 像,焼 付 け し,調 査 年 月 日 ご とに整 理 してお く。 ネ ガ も同様

に保 存 す る。

(21動 物 調 査(鳥 獣)

ア.ラ イ ン'トラ ンセ ク ト法,ロ ー ドサ イ ドセ ンサ ス法

セ ン サ ス の結 果 は,優 占度(Dominance)と 最 低 密度(Lowest

Dencity)で 表 現 す るo

優 占度 とは,あ る種 が一 定 の地 域 の 鳥 相 の 中 で どれ だけ の個 体数 の

割 合 を 占 め て い るか をみ る た め の指 数 で,次 式 で求 め る。
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そ の 種 の観 察 個体 数優 占度
=%

全 種 類 の観 察 個体 数

一 方 ,最 低 密 度 とは,観 察 時 間 又 は面 積 当 りに記 録 した 鳥 類(全 体

又 は 個 々の種)の 個 体 数 の割 合 で,一 般 的 に い う密 度 で あ り,次 式 で

求 め られ る。

観 察 総 個 体最 低 密 度 =

観 察 日数 又 は総 時 間(又 は面 積)

イ トラ ッピ ング法

トラ ッピン グ法 に よ って採 集 され た 試料 は,そ の優 占度 と,ha当 り

の 推 定 個体 数 を 用 い て表 現 した。 優 占度 とは,あ る特 定 の 種 が ,捕 獲

され た 哺乳 類 中 で どれ だ け の個 体数 の 割合 を 占 め てい る か を み るた め

の 指数 で,次 式 で求 め る。

そ の種 の捕 獲個 体 数優 占度 二%

全 種 類 の捕 獲 個 体 数

次に,'除 去法 に よるha当 りの推 定 個体 数 はZippinC1958)の 方

法 に よっ て算 出 す る。 この 方 法 は,あ る時 点 に む け る生 息 数Nか ら毎

日一 定 の捕 獲 率Pで 捕 殺 され,取 り除 かれ て ゆ くネ ズ ミの数 か ら,N

を 確率 論 を用 い て推 定 す る もの で,通 常 復 元 抽 出の2項 分 布 を近似 的

に適 用 す る。 従 っ て,調 査 期 間 中,NとPと に変 化 が ない こ と を条 件

に して次 式 で求 め る。

Σ(ゼ ー1)yゼR=
Σyゼ

ΣyぢN
=

1-Qk

但 し, 1-P=q(kは 調 査 日 数)
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⑧ 昆 虫 調 査

種 々の方 法 に よっ て蒐 集 され た試 料 は 整理 し分析 に 供 され る が,昆 虫

類 の様 に種 数 及 び個 体 数 の圧倒 的 に多 い グル ー プの 処 理 には,極 め て多

くの 時 間 と労 力 が要 求 され る。 特 に種 類 の 同 定 に は 分 類 学 的 素養 を持 っ

た 経験 者 の存 在 が 不 可 欠 で,こ の条 件 が 満 さ れ ない 限 り試 料 の質 的(種

類),量 的(個 体 数)分 析 は不 可 能 で あ る。 また 試料 の ソー テ ィン グ後

の 統計 処 理 には,電 子計 算機 等 の 使 用 も必要 とな るの で,こ れ らの機 器

の 設 置 も必要 で あ る。 な お,昆 虫類 の 中 に は環 境 の変 化 に順 応 して,形

態,色 彩 等 に定 向 的 な変 異 を示 す もの が知 られ てい るの で,蒐 集 され た

試 料 は 長期 間 に亘 っ て保 存 し,比 較 検 討 に た え うる状 態 に管 理 す る こ と

が 必要 で あ る。 試 料 の 分類 整 理 が終 了 した後 に これ らを数 量 化 し指数 を

算 定 す る こ とが,堆 域 性 ある いは 環 境 の 比較 検 討 を極 め て容 易 にす る方

法 と して提 唱 さ れ てい る。 昆 虫相 と環 境 との 関係 の 分析 に も こめ様 な指

数 が提 案 さ れ て い る。

ア.多 様 性指 数

種 々多様 性 を指 標 と して,環 境 の変 化 を生 態 的観 点 か ら捕 え,種 と

そ の個 体 数 の 関係 を数的 に要 約 し て比 較検 討 し よ うとす る もの で あ る。

この様 な 多様 性 指 数 の算 出方式 は 数 多 く提 出 され てい る が,一 般 的 に

は標 本 の大 きさ に左 右 され ないBrillouinの 式 と,計 算 が比 較 的容 易

で あ るMargalefの 式 が使 用 され てい る。

⑦Brillouin式 に よる多様 性 指数

1NI=一log
`血

,n1!●n2!… ●●n、!

N:総 個 体 数

n奮:づ 番 目の 個体 数

一一103一



α)'Margalefの 式 に よる 多様 性(分 岐)指 数

S_1S:種 数
d=I

nNN;総 個 体数

両 指数 と も数 値 が高 い ほ ど 多様 性 が高 く,従 っ て よ り複 雑 な環 境 で

は 指数 の 数値 は よ り高 くな る傾 向 を示 す こ とに な る。 また 川 辺 ・桜 井

(1975)は 上 越 国 境 地 域 の ライ ト トラ ッ プで 得 られ た 蛾 類 を材 料 に

して,Brillouin式 及 びMargalef式 の双 方 につ い てそ れ ぞ れ の多 様

性 指数 を算定 した が,そ の結 果 は似 た 様 な傾 向 を示 した こ と を報 告 し

てい る。

イ.蛾 相 構 成 比 に よる指 数

ライ ト トラ ップの使 用 等 に よっ て比較 的容 易 に 多数の 蛾 類 が採 集 さ

れ る こ とか ら,蛾 相 を構 成'し てい る各 種群 の 割合 を指 数 で表 わ す 試 み

も提 案 さ れ てい る。 蛾 の幼 虫 は そ の大 部 分 が植 物 を摂 食 して成 長 す る

の で,植 生 は 蛾 類 の生 息 を規 制 す る要 因 の1つ と考 え る こ とが 出来 る。

これ らの 成 虫 は ライ ト トラ ッ プを利 用 す る こ とに よ って比 較 的容 易 に

多数 の 個 体 が 採 集 さ れ るの で 下 記 の様 な蛾 相 を構成 してい る各 種 群 の

割 合 を 指 数 で 表 わ し,環 堵 及 び地 域 の特 性 を示 す 試 み も提 案 さ れ てい

るo

⑦PG指 数

PPG= _一._X100P十G

P;p鍵 α巨 面Z(メ イ ガ科)に 含 ま れ る種 数

G:σ θoηθ砕 向 αZ(シ ャク ガ科)に 含 ま れ る種 数

PG指 数 は 山地 森 林 地 帯 く平 地 草 原 地帯 く森 林 伐 採 地 帯 の傾 向 を示

す こ とが指 摘 され て い る。 これ は メ イ ガ科 の様 な草 本 類 依 存 種 は 多
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食性の傾向があ り,樹 木 の減少 に伴 う草本類の増加が,PG指 数の

数値 を高める結果 になる と考 える。

ωAC指 数

A
AC= 一x100

A十C

A=A糀p厄p鍵 碗 αθ(カ ラス ヨ トウ亜 科)に 含 まれ る

種類

C=C碗Ooα 砺%α β(シ タパ ヨ トウ亜科)に 含 まれ る

種 数

AC指 数 は地 理 的 に北 上 す る に従 っ てそ の数 値 は 高 くな り,南 下

す れ ば そ の 逆 を示 す と指 摘 され,一 般 に 中部 山地 帯 で は50以 上,

蘭 西 以 西 の地 域 では50以 下 を示 す とい う。

(ウ)GSL指 数

LGSL
= __X100G十S十L

G:Gθo溜 砕 物 αθ(ア オ シ ャク亜 科)に 含 まれ る種数

S二S砲 γγ雇%α ε(ヒ メ シ ャク亜 科)に 含 ま れ る種 数

L:L碗 θ撹 伽 αθ(ナ ミシ ャク亜 科)に 含 ま れ る種 数

GS五 指数 も上 記 のAC指 数 と同様,地 理 的 に北上 す る ほ どそ の

数 値 は 高 くな り,南 下 す る とそ の 逆 に な る とい う。 ま た ブナ帯 で は

50～60,平 地 や低 山 帯 で は33～34を 示 す とい う。

ウ.ク モ ・ハ ム シ指数

ハ ム シ 種 数
クモ ・ハ ム シ指数 二 ク

モ種 数(非 地表 性)

ク モ ・ハ ム シ指数 は 自然 度 の 高 い地 域 ほ ど100に 近 く,逆k自 然
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破 壊 の進 ん だ地 域 では そ の数 値 は 低 く なる とい う。 これ は植 生 の単 純

化 に よ っ て植 物 へ の依 存 度 が 高 い ハ ム シの 種数 が減 少す る結 果 を反 映

してい る と考 え る ことが 出来 る。

{4}土 壌 動 物

ア 現 地 調 査 後 即 座 に行 う作 業(主 と して抽 出 作業)

⑦ 大 型 動 物

急 を要 す る作 業 で は ない が,現 地 で採 集 さ れ た動 物 に は土 粒 が 混

じ っ てい た り,動 物 の 体 液 が液 中 に浸 出 してい た りす る の で,新 し

い 液 の入 った瓶(5×10㎝ の 小 型 広 口 〔ね じぶ た 〕瓶 が適 当)に

動 物 を移 しか え て保 存 す る。

ω 小 型 節 足 動物

採 取 した土 壌 サ ン プル は,で きれ ば そ の 日の 中夜,お そ く と も翌

日にはTullgren装 置 に か け て動 物 の 抽 出 作業 を 開始 しなけ れ ば な

らな い。

DTullgren装 置 の構 造 ・規 格

Tullgren装 置 の基 本 的 構造 はKIKUSムWAet・a1・(1967)澄

よび青 木(1973)に:示 さ れ て い る。 本 調 査 用 に は,土 壌 サ ン プ

ル1個 の大 き さ(10×10×10α π,ま た は1～2Z)を 考 慮 す る

と,資 料 収 納 筒 の底 面 が 直径30㎝,ま た はそ れ 以 上 の大 き さの

装 置 を用 い た い。 現 在 わ が国 で用 い られ てい るTullgren装 置 は,

土 壌 サ ン プル収 納 筒 の 直径 が10α πの1」・型 の ものか ら,50α πの

大 型 の もの に至 る ま で種 々 の大 きさ の もの が あ ウ・熱 源 も4'OW

騨 か ら5 .・0.W利 編 球 ま で 勢 ・大 き さ ・タイ プ と も種 々

の もの が,そ れ ぞ 再 の研 究 者 に よ って用 い られ 七い る。 この よ う

な装 置 の ちが い・は,動 物 の抽 出効 率 や抽 出動 物 相 に差 異 を もた ら
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す ことが 十 分 に考 え られ る の で・ 調査 結果 の 比較 に不 都 命 で ある。

現 在,青 木 淳一(横 浜 国 立 大 学,環 境 科 学 セ ン ター)が,エ0×]0

×]0伽 あるい は1～24の 土 壌 サ ン プル を処 理 す るの に 適 当 な大

き さのTullgren装 置 を 設計 中 で あ り,ζ れ が 全 国 の調 査 に 使用

され る こ とを望 み た い 。

の 抽 出 作 業

採取 して きた土 壌 サ ン プル は紙 上 で静 か にほ ぐ し,ミ ミズな ど

の 大形 動 物 を あ らか じめ 除去 してお く。 装 置 の収 納 円 筒 の 底 の金

網 の上 に ガー ゼ を1枚 敷 き,そ の 上 に土 壌 を静 か に載 せ,所 定 の

位 置 に設 置 す る。 下 受 け容 器(4号 の規 格 瓶 が適 当)に エチ ル ア

ル コー ル(80%)を2/3ほ ど入 れ,濾 斗 の下 口の 下 に 設置 す る。

40～60W電 球 を点 灯 し,抽 出 を 開始 す る。

どの ぐらいの 時 間 で抽 出 が完 了 す るか は,土 壌 サ ン プル 量 が一

定 とし て も,土 壌 の 水 分 含 量,土 性,熱 源 の 強 さ,室 温,含 有 さ

れ る動 物 の種 類 など に よ っ て大 い に異 な るが,大 体 の め や す と し

ては,24時 間 目 ま で に多 くの動 物 が 抽 出 され,3日 間 ほ どで抽

出 が完 了 す る こ とが 多 い 。 しか し,そ の後 も念 の た め,新 しい 下

受 け容 器 を置 き,動 物 の 落 下 が続 い てい るか否 か を しば ら ぐ確 め

た ほ うが よい。舳 出 さ れ た 動 物 の 入 った下 受 け瓶 は,ア ル コール

を追 加 注 入 した の ち,蓋 をし て保 存 す る。

⑦ 小 型 湿 生 動物

採 取 した土 壌 サンプル は,で きれ ばそ の 日の 内 に,お そ くζ も翌 日

には0'Gonner装 置 にか け て 動物 の抽 出作 業 を 開 始 しなげればならない。

i)0'Conner装 置 の構 造 ・規格

小形 湿 生 動物 の抽 出 に は湿 式 の抽 出装 置,す なわ ちBaermann
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装 置 また は0900nner装 置 が一 般 に 用 い られ て い る。 わが 国 に

夢 い ては ・BA:LOGH:(1 .95.8)に 図 示 された 様 式 の ものが 作 製

され 北沢(】968)以 来 使用 さ れ て きて い る。 しか し,の ち に

北沢(1971)の 試 作 した0'Cobner装 置 は上 記 のBaermann装

置 よ り も抽 出 効果 が高 い こ とが判 明 した の で,こ こでは この装 置

を用 い る こ とに す る。 この装 置 の 濾 斗 は 直径12α πの ガ ラス製 で,

下 方 には ゴム 管 が は め こまれ て あ り,ゴ ム管 は ピ ンチ ・コ ックに

よ っ て閉 じ られ てい る。 節 は 外 径9㎝,内 径7.8㎝ の塩 化 ビニー

ル パ イ ブを高 さ5傭 に切 断 した もの を枠 と し,底 には ナ イ ロンス

トッキ ング の布 地 を ゴ ムバ ン ドに よ り取 り付 け てあ る。 熱 源 は

60Wの 白熱 電 球 で ある。

の 抽 出作業

採 土 缶1個 分 の土 壌 サ ン プル を か る くほ ぐ しな が ら,筋 の 中 に

一 様 の厚 さ に 入れ る。 これ を水 を張 っ た濾 斗 の 中 に浸 し,水 が 頂

度 土 壌 を覆 う よ うにす る。 この よ うに:し て,す べ ての サ ン プル を

濾斗 の水 に浸 した ら,60Wの 電球 を点 灯 す る。 北 沢(1971)

に よれば,電 球 下 端 か ら土 壌表 画 ま で の距 離 を15㎝,12㎝,

8α πの順 に近 づ け て ゆ き,各 距 離 で1時 間 つ つ 加 熱 し,合 計3時

間 で 抽 出 を完 了 す る とい う。 しか し,そ のた め に は,電 球 の高 さ

を調 節 で きる よ うな装 置 を 作 る こ とが 必 要 な の で,こ れ が で きな

い場 合 は 最 初 か ら10α πに 固定 して も よか ろ う。

抽 出 が完 了 した ら,濾 斗 下部 の ゴ ム管 の 下 に下 受 け瓶(4号 の

規 格 瓶 が よい)を 置 き.・ ピンチ コ ック を短 時 間 開 い て ・ ゴ ム管 内

に沈 澱 してい る動 物 を瓶 中 に流 し落 し,上 方 の余 分 な水 が落 下 し

ない 中 に再 び ピン チ コ ック を閉 じる。 これ に80%エ チ ル アル コ

一108一



一 ル を適 当 に 加 え て保存 す る
。

イ.プ レパ ラー ト標 本 の 作製

大 形 動 物 お よび小 形 湿 生 動 物 は上 記 の保 存 状 態 の ま ま 固 定 ・算定 の

業 に廻 す が,小 形 節 足 動 物 だけ は,同 定 ・算 定 の 前 段階 と して ぞ レパ

ラー ト標 本 にす る必 要 が あ る。 この 目的 の た めの プ レパ ラー トは 「集

合 プ レパ ラー ト」 と呼 ば れ,土 壌1サ ン プルか ら抽 出 され た動 物 をす

べ て,多 少 の土 粒 や ごみ とと もた,数 枚 の ス ライ ドグ ラス上 に大 型 カ

バ ー グ ラス(18×32麗 の 角型 が適 当)を 用 い て封 入 して しま うも

の で あ る。 封 入 液 と しては,ホ イ ヤ ー氏 液 を用 い る。 この 液 の組 成 は

ア ラ ビア ゴ ム粉 末309

蒸 溜 水509

抱 水 ク ロ ラー ル2009

グ リ セ リ ン209

で,こ れ らを乳鉢 内 で よ く混 合 」溶 解 し,静 置 し て,そ の上 澄 を用 い

るo

ウ.デ ー タの 記録 と集 計

土 壌 サ ンプル か ら得 られ た 動 物 を類 別,同 定 ・算 定 し,そ の結 果 を

記 録 ・集 計 し,群 粗 成 ・種組 成,・ 密度 を調 査 す る。 ま ず,こ とば の定

義 を行 な え ぱ,以 下 の と澄 りで ある。

〔群 組 成 〕:土 壌 動 物 の各 区 分(大 形,・小 形節 足,小 形 湿 生,微 小

な ど)ご とに,得 られ た動 物 を表 一7・8,ス ・9に 示 した よ うに来5

大 ま か な群,即 ち類 別 群 に類 別 し,そ の 結 果判 明 した そ の 地 点 の動 物

群 集 の類 別群 レベ ル(種 レベ ルま で い か な い)で の成 り立 ちを 「群 組

米5.資 料 編3-4-112)参 照
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米5 と呼 ぶ こ とに す る(鈴 木
,1968の 相 組 成 に当 る)。 群 組 成成 」

は 枠 法 ・打込 み法 な どに よる定 量 的 サ ン プル 澄 よび拾 取 り法 ・EACO

法 な どの定 性 的 サ ン プル に基 づ い て,す べ て の土 壌 動 物 区 分 で調 べ る

こ とがで き,集 計 用 紙1～2,4～5を 用 い る。

〔種 組 成 〕:土 壌 動 物 の各 区 分 の うちの あ る動 物 群 につ い て,得 ら

れ 斥 動 物 を種 の,レベ ル ま で 同定 し・そ の結 果判 明 したそ の地 点 の 当該

動 物 群 集 の 種 レベ ル で の成 り立 ち を 『「種 組 成 」 と呼 ぶ 。 種 組 成 は拾 取

り法 に よる定 性 的 サ ン プル に基 づ い て,小 形 節 足 動 物 の うち ダ ニ類 と

トビム シ類 につ い ての み 調 べ る ことが で き,集 計 用 紙3を 用 い る。 他

の 動 物群 に つ い て も種 組 成 を調 べ る こ とが 望 ま しい が,現 在 の と ころ

実 行 はた い へ ん 困 難 で あ る。

〔密 度 〕=土 壌動 物 の各 区 分 ご とに,得 られ た 動 物 を表 一7・18,

7・1g来6に 示 した よ う,な類 別 群 に 類別 し,そ れ ぞ れ の 類 別 群 ご と

に密 度 を算 定 す る。、実 行 上 の問 題 か ら,種 ご との 密 度 は 算 定 しない。

密 度 は 枠 法 ・打 込 み 法 な どに よる定量 的 サ ン プル に基 づ い て,大 形 動

物,小 形 節 足動 物 お よび小形 湿 生動 物 に つ い て調 べ る こ とが で き,集

計 用 紙L2お よび4を 用 い る。 来7

以 上 を一 括 して表 示 す る と表 一4・4の よ うに な る。

米5正 確 には 「類 別群 組 成」 とい うべ きで あろ うが,表 現 が 長 た ら しい ので,簡 単 に

「群 組成 」 と した いo

来6資 料 編3-4-1(2)参 照

米7資 料 編4-3-1`3}参 照
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表 一4・4土 壌 動 物 調 査項 目の デ ー タ処理

土 壌 動 物 各 区 分 に つ い て・ デー。タを とる こ とが 可能 な項 目 .

(○),一 部 可能 な項 目(△),現 在 では 困難 な:項目(×)

大 形 土 壌 動 物

小形土壌 節足動物

小形土壌 湿生動物

微 小 土 壌 動 物 ・

群 組 成

0

0

0

0

種 組 成

△

O

X

△

密 度

0

O

0

X

エ.デ ータの解析

⑦ 群 組 成

D種 別群数

動物群集 の多様 性 を表わす一つの 目安 と して,そ の郡集 内に含

ま れ る類 別 群 の数 を用 い る ことが で きる。 こ の 目的 に は,綱 の数,

目の数 な どの分 類 学 上 の 単 位 の数 を用 い る こ と もで き よ うが,こ

こで い う 「類 別群 」 を用 い るほ うが次 の2点 で優 れ てhる と思 う。

(a)類別 群 は 動物 の 分 類 単 位 の ほ か に,体 形 ・食 性 ・す み場 所 ・生

活形 な どを も加 味 して,あ る もの は逆 に統 合 してあ る の で,生 態

学 的 に一 層 意味 の あ る類 別 で あ る と考 え られ る。(b)一 律 の 分類単

位(た とえ ば 目)に わ け る とな る と,あ る も の は判 別 に専 門的 知

識 を 必要 と した り,同 様 な生 活形 を もつ もの が細 か く分れ す ぎた

りす る(た とえ ば ヤス デ 類 の場 合 な ど)。 しか し,こ の 「類別群」

に よる類 別 は一 つ の 試 み で あ っ て,人 に よ り異 な った類 別 もあ り

うるの で,こ こで い う類 別 群数 を一 つ の 指数 の よ うに 用 い るため
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に は,表 一7・18,7・'1'9来8お よび 集 計 用 紙 一1～5来9に 示

した よ うな類 別基 準 が全 国的 に 採 用 され る こ とが前 提 とな る。

lD個 々の 類 別 群 の有 無

そ れ ぞ れ の類 別群 は生 活 の様 式 が異 な り,環 境 に対 す る要求 も

異 な るか ら,そ の地 点 に どの ま うな贔 別 群 が 存 在す るか,欠 除 し

てい る か とい う事 柄 は調 査 の価 僅 が あ る。 た とえ ば,長 野 県 志 賀

高 原 の お た の 申す の平 の針 葉 樹 林 は,ガ ロア ム シの存 在 夢 よび ア

リの欠 除 と・い う2つ の 点 に よ っ て特 色 うけ る ことが で きる。 また

も っ と一 般 的 に,特 定 の 類別 群 の 出現 ・欠 除 を気候 的 な条 件 の 指

標 や,環 境 破 壊 の 指 標 とす る こ と もで き よ う。

ω 種 組 成

1)種 数

一 つ の類 別 群 の 存 在 は ,そ れ が1種 か ら成 ろ うと10種 か らな

ろ うと,類 別 群数 の算 出 に当 っ ては 同様 に1と 評 価 され て しま う

わ け で あ るか ら,種 数 の 算 出は一 層 きめ 細 か な環 境 との 対 応 を調

べ るデ ー タ とな るは ず で あ る。 た とえ ば,土 壌 性 ササ ラダ ニ類 の

種数 は,あ る地 域 の植 物 種 数 や 自然 林 ・二 次林 ・二 次草 原 ・半 裸

地 な どの 植 生 自然 度 と対応 関 係 に あ りそ うな こ とが判 明 してい る

(青 木 ほ か,印 刷 中)。 環 境 の初期 変 化 を調 べ る上 で は,種 数 は

む しろ 個体 数 よ り も有 意 義 な価 と考 え ちれ る こ ともあ る。(青 木

1973)o

iD種 数 比

あ る類 別 群 の 種 を,一 定 の基 準 に従6て グ ル ー プ分 け し(た と

来8,資 料 編3-4-1(2)参 照

*・9.資 料 編4-3-1(3,参 照
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え ば 原 始 的 な種 群 と進 化 した種 群),そ の 比 を算 出 してみ る こ と

も一 つ の解 析 手 法 とな り うる。

iiD種 組 成表

異 った環 境 を比 較 す る場 合 に,群 集 を構 成 す る全 ての .種を種 組

成 表 に ま とめ,そ の質 的,全 体 的 な 比 較 検 討 か ら,表 の 組 み か え

作 業 で,特 徴 的 な結 びつ き を示 す種 群 を浮 び上 が らせ る とい う植

物 社 会学 的 な方 法 を土 壌 動 物群 集 あ 解析 に 応 用 す る こ とが で きる。

こ の場 合,表 中の数 字 は植 物 社会 学 の場 合 と同 じよ うな被 度,群

度 な どを用 い る こ とは で きな い が,そ の代 りに こ こで は 出現 頻 度

(1～5)を 用 い る こ とにす る。 この よ うな 作業 に よ り,環 境 の変

化 に鋭 敏 な種 と鈍 な種 を識 別 す る こ と も出来,こ れ を利 用 して環

境 の改 変 状 況 を調 べ る こ と もで き よ う。

lv)種 組 成 調 査 上注 意 す べ き点

種 組 成 を調 べ る場合 に,土 壌 サ ン プ リン グの 方法 とサ ン プ リン

グ面 積 の 問題 は ぜ ひ と も考 慮 す る必 要 が あ ろ う。

ま ず 方 法 に:関 してい うな らば,従 来 は個 体 数 や現 存 量 の調 査 を

　 　 　

目的 と した調 査(定 量 調 査)に お い て,得 られ た結 果 か らつ い で

　

に種 組 成 の調 査 を行 った もの が多 い。 しか し,定 量 調 査 用 の サ ン

プル は,(a)調 査 区 の 中の あ る部 分(た とえ ば 林 床 の 夫 い落 枝 ・落

果 ・朽 木 ・朽 株 な どや樹 木 の 根 ぎわ ・岩 蔭 な ど)を 避 け て採 取 さ

れ て い る,(b)抽 出 や算定 の労 力 を考 慮 に入 れ る た め,定 性 的 調 査

の た め には 必 ず しも十 分 な量 が採 取 され てい な い,の2点 の ため

に,調 査 区 に生 息 す る種 の か な りの部 分 を把 握 しそ こ な っ てい る

こ とが考 え られ る。 この こ とはAOKI(1967)の 林 床堆 積 物 の

種 類 別 拾 取 り調 査 に よっ て暗 示 され,ま た今 回 青 木 ケ原 で行 な っ
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た 拾取 り法 と打 込み 法 の 比較 調 査 に よっ て も確 か ら しさ を増 して

きた。 この こ とか ら,種 組 成 調 査 のた め に は,や は り種 組 成 調査

用 の サ ン プル を独 自に採 取 す る こ とが 必 要 で あ ろ う。

サ ン プ リン グ面 積 に 関 し ては,理 論 的 には 種数 一 面 積 曲線 を画

い て,必 要 な最 小 面 積 を決 定 す れ ば よい わ け で あ るが,土 壌動 物

に つ い ては これ が実 際 に うま く適 用 で き な い。 多 くの 場 合,サ ン

プル面 積 を増 し てい って も,な か なか 曲線 が水 平 に 近 くな らず,

ど こま で種数 が上 昇 して ゆ くの か 見 当 が つ か な い。 恐 ら く,こ の

方 法 で得 られ る最 小 面 積 は 非 常 に広 大 な面 積(土 壌動 物 的 ス ケー

ルか らみ て)と な っ て,労 力 的 に処 理 不 可 能 な サ ン プ ル量 を採 取

しな けれ ば な らない こ とに なる だ ろ う。 そ こで,で き るだ け広 い

範 囲 を カバ ー しなが ら,し か も土 壌 サ ンプ ル の量 が 比 較 的 少 くす

み,生 息 種 の 大 部 分 を把 握 し うる可 能 性 の あ る方 法 と して,「 拾

取 り法」 が 提 案 され た わ け で ある。

(ウ)密 度

こ こで い う密 度 とは,技 術 上 ・実 行 上 の点 か ら,大 ま か な類 別 に

基 づ い た類 別 群 ご との密 度 で あ って,種 ご との 密 度 は算 定 しない こ/

とにす る。

D平 均 密 度

大 形 動 物 につ い ては50×50α πの枠10個,小 形 節 足 動物 に

つい ては10×10×10α πの採 土 缶10個,小 形 湿 生 動 物 に つ

い て は2.5×4×5㎝ の採 土 缶上 下 層1組 を20組 の土 壌 中 か

ら得 られた動物個体数 の平均値 とい.うことにな る。 平均密度㈹ ζ

と もに,調 査 結果 の精 度 を示 す た め,標 準 偏 差(SD),変 動 係

数(CM-S…D× …)・ 標 準 誤 差 ・(&旦 一 留)・ また集 中
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度 をみ るた め に森 下 の1δ を計 算 して示 す こと にす る。

iD個 体数/㎡

さ ま ざ ま な大 きさ と個数 の 土 壌 サ ン プ ルか ら得 られ た密 度 の値

を比 較 検 討 す るた め に は,土 壌 表 面C地 面 〉の単 位 面 積 あた りの

数 と して表 わ す 必要 が あ るげ 現 在 ほ ぼ 世 界 的 な慣 習 と な っ てい る

の は,こ の 単 価 面 積 を1㎡ と し,個 体 数/㎡ と して表 現 す る こ と

で あ る。 こ うす る こ とに よっ て,調 査 方法 や対 象 動 物群 が異 な っ

て も,調 査 点 ご とに密 度 の比較 的 な大 小 を論 ず る こ とが で きる。

今 の とこ ろは で きな い が,将 来 デ ー タ が集 積 され れ ば,各 類 別群

につ い て個体 数/m2を5段 階 の 等 級(た とえば,極 多 。多 ●中 ●

少 。極 少)な ど を用 い て評 価 す る こ と も可 能 に な ろ う。

た だ し,個 体数/㎡ は調査 地 点 の わ ず か なず れ,調 査 季 節 な ど

に よ り大 き く変動 しやす い値 で あ るの で,サ ン プ リン グお よび解

析 に 当 っ ては十 分 な注 意 が必要 で あ る。

iiD個 体 数 に基 づ い て算 出 され る 指数

将 来 の研 究 に よ ってい ろ い ろ な 指数 が 用 い られ る 可能 性 が ある

が,今 の と ころ は小 形 節 足動 物 に つ い て次 の よ うな指数 が群 集 の

解 析 に 用 い られ てい る。

a)A/C比 … … ダ ニ類q40α γi%α)と トビム シ(σo"θ πboZα)

の 個体 数 比 で,

全 ダ ニ個 体 数A/C比=

全 トビム シ個体 数

で表 わ され,こ の値 は 気候 と関 係 が あ り,暖 か い地 方,標 高 の

低 い と ころ ほ ど大 と な り,寒 い地 方,標 高 の高 い と ころ ほ ど小

とな る傾 向 が あ る。 関東 地 方 の 平 地 で ほ ぼ1に 近 くな る。
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b)サ 憂 ラ ダ ニ 指 数(OA-index)… … 青 木 ほ か(印 刷 中)に

よっ て提 案 され た もの で,ダ ニ類 中 に 占め る サ サ ラダ ニ類 の個

体数 割合 で,

サ サ ラダ ニ個 体数サ サ ラ ダ
ニ 指 数=x100

全 ダ ニ個 体数

と して表 わ さ れ,こ の 値 は,ま だ確 実 な こ とは い え な い が,土

壌の 有 機 物 含量 や植 生 自然 度 と関係 が あ りそ うで あ る。

{51微 生 物 関係

ア.高 等 菌類

⑦ 種 構成 な ど

採 集物 は,乾 燥 標 本 を 作成 し,秤 量 して夢 く。

種 別 リス トをつ く り,腐 生,寄 生,共 生 な どの グ ル ー プに 分 けて プ

標 徴 種,優 占種 の 選 定 を す る。'

④ 分 布状 態

重量 測 定,地 図 か ら占有 面 積,密 度,頻 度 をは か る。

(ウ)生 態的 特 質

写 真 撮 影 お よび検 鏡 を 行 ない,記 録 を褒 してお く と と もに,ラ イ

フ タ イプ を決 定 す る。

イ.土 壌微 生 物

⑦ 堆積腐 植量!

マ ッピン グ,秤 量,層 別 分画 を し,各 分画 を総 量 で 割 っ て%を 出

し,そ れ をつ ない で 分 解 型 を も とめ る と,堆 積 腐 植 分 解 の 難 易 を推

測 で きる。

(イ)分 解 型

ふ'るい 分け した後,分 解 の 図化,写 真撮 影 を行 な う。
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(ウ)分 布 と量(材 の 腐 朽)

単 位 径,単 位 長 あた りの 重 さ,分 布面 積 率 の算 出。

根 の分 布

洗 浄 抽 出 と分別 を行 な い,測 定 をす る。

菌 根 の分 布

⇔ と同様 。
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第'5章 今後の課題 と問題点

前章 までに生物学 的モ ニタ リングの調査 方法,謁 査体 系の設計 を行 な って き

た が,最 初 の 生 物学 的 モ ニ タ リン グ,即 ち 自然 環 境 の モ ニ タ リン グ につ い て の

考 え 方 そ の もの を含 め て,今 後 に検 討 す べ き課 題 や,各 項 目の検 討 に お い て今

後 に 残 さ れ た問 題点 を整 理 し,全 体 の 総 括 とす る。

第1節 モニ タ リング設 計 上 の考 え 方 に つ い て

1.生 物 学 的 モ ニ タ リン グの考 え 方

第1章 総 論 で は,本 研 究 の 目的 と して,日 本 の 自然 環 境 が 人 為 的 影 響 の

も と で将 来 どの よ うに:変化 す る のか と云 った将 来 予 測 をす る た めの:モ ニ タ

リン グの 必 要 性 を述 べ,従 来 は 物 理 化 学 的測 定 に よる モ ニ タ リン グが 行 な

わ れ て きた が,今 後 は生 物 を含 め た モ ニ タ リ/グ が 必 要 で あ る と述 べ た。

で は ・生 物 学 的 モニタリン グ と云 われ て い る もの とは どの よ うな もの と して

と らえ られ るの か,も う一 度 整 理 す る と次の様 な5段 階 に分 け られ る 。

(1)生 物 体 に 夢 け る分 析 と して(生 体 分析)

生 物 体 に 澄け る分 析 は,物 理 化 学 的 測定 と並 行 してそ の 補 助 的 な手 段

.と して 行 な われ て きた。 調 査 方 法 は,生 物 の採 集 と分 析 で あ り,調 査 地

点 と調 査 体 制 は,物 理 化学 的 測 定 に よるモ ニ タ リン グ と同様 に行 なえ る

可 能 性 が 大 き い。生 物 学 的 方 法 に よる利 点 を考 え た方 法 で あ る。

(2)生 物 指標 と して

環 境 生物 指 標 と して近 年 数 多 く研 究 が行 な われ,大 気汚 染 や 水 質 汚 染

の 指標 生物 が 選 定 され て きたが,こ の 科 学 的知 見 に基 づ き,あ る 種 の生
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物個体 を対象に,観 察 や生物体 における分析 を主体 とす る調査 で ある。

あらか じめ指標 となるべ き生物 を選定 してお くこ とに よって,広 範囲 に

わた って比較 的容 易に実施 で きる。 しか し,現 時点に澄け る評 価は可能

であ って も,多 岐 にわたる将来 の予測 を含 めた評価はか なり困難 であろ

う。

(3)生 物群集 を指標 として

前記の個体調査 を群集 あるいは個体群 として とらえた もので ある。 こ

の場合 は調査 地域 をあ らか じめ設 定 してお き,定 期的な調査 が必要 とな

る。 しか し,前 記 と同様将来の予 測 を含 めた評価は,か な り困難 であろ

う し,生 物学 的方法 のみに よる欠 点があ ることも否め ない。

(4)生 物群集 とそれ と関連 した無機 的環境 として

あ くまで生物を主体 とした調査 で あるが,生 物学,あ るいは生態学 な

どの 自然科学の対 象 と しての調査 で あ り,あ る程度の将来の予測 を含め

た評価 も可 能 となる。 ただ し調査方 法や調査体制等につ いて今 後具体的

に解決 しなければな らない点 も多 く,ま た人 間 とのかか わ りあいにつ い

て,ど ρ ように調査 を租 み入 れ てい くのか,特 に大気汚染や水質汚濁 等

の物理化学 的測定 に よるモニタ リングとどの ように関連 させてい くのか

が問題 となる。

(5)生 態系 として

生態系 の要 素 としての生物 群集 と無機 的環境 夢 よびその相互 作用や人

為的影響 を含 めて 自然壌境 を総合的 に調査 する方法で ある。 この場合,

自然科学のみ友 らず社会科学 を含 めた学 際的対 象 としての調査 とな り,

将来 の予測 と評価 お よびそ のモデルの組 み立 て も可能 とな る。 しか し,

実際面 では調査 方法 や調査体制等 について解決 しなければ な らない点 も

多 い。

一一119一



以 上 の よ うに:生物 学 的 モ ニ タ リン グの 考 え 方 は,各 種 ・各 段 階 に大 別 さ

れ る が,SCOPEに よる モ ニ タ リン グの 定義 で は 賦科 学 的 に設 計 され た

方 法 で繹 続 して環 境 の測 定 と観 察 を行 な うこ と"と され,更 に デー タ の評

価 と警 告 ま で一 貫 して遂 行 す る な らば,こ れ らす べ て の考 え 方 は い ず れ も

有 効 とな ろ う。 しか し環 境 影 響評 価 制 度 の 問 題 点 と して 将来 予 測 の 必 要性

が指 摘 さ れ,本 研 究 の 目的 とす る と こ ろ も多 岐 に わ た る将 来 の予 測 と評 価

を重 視 した。 この 点 か らは(1),(2),③ の 各 段 階 で は,一 部 を のぞ きそ れ は

ほぼ 不 可 能 で あ る し,ま た長 期 的 な展 望 も報 告 しに くい乏 考 え た。 ま た,

IBPな どの 研 究 成果 や,生 態学 研 究 の 時 代 的 背 景 を考 え た場 合,生 態系

の み な らず 人 間 活 動 との 関 連 に重 点 を勘 い た研 究 に発 展 せ ざる を得 な い こ

とか ら考 え る と,④6段 階 で は そ れ らを踏 え た こ とに:な らな い。 この た め

本 研 究 で は(5)の 段 階,す なわ ち生 態 系 と人 間 との 関 係 に 重点 をお い た 多様

性 の あ る生 物 学 的 モ ニ タ リン グ と して考 え て きた 。

従 って,こ こ では 将 来 の 到 達 目標 と して,で きるか ぎ り汎 用性 の あ る様

に設 計 を行 な った。 そ して 次項 以 下に述 べ る今 後 の 課 題 と問題 点 につ い て

も,こ の様 な観 点 か ら,ま だ十 分 では なカrっ た点 につ いて で き るだ け 述 べ

た い。

2.生 態 系 区 分

生 態 系 の 単 位 を基 に した 環 境 構 成 要 因 に基 づ く区分 につ いて は,大 別 と

しては 問 題 は な い と思 われ るが,具 体 的 な モ ニ タ リン グ,ステ ー シ ョ ンを選

定 す る に は,日 本 の実 情 に即 して ハ ビタ ー トや バ イオ ー ム と云 っ た観 点 か

ら更 に細 分 しな け れば な らない 。 本 研 究 で は3-1-1モ ニ タ リン グ ス テ

ー シ ・ンの選 定 の項 で ,若 干 の 考 察 を試 み た が,さ らに大 系 立 て た検 討 が

望 ま れ る。
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自然 環 境 へ の 人 為 的 イ ンパ グ トの量 と質 を基 準 に した環 境 の形 成要 因 に

基 づ く区 分 では,基 本 的 に3つ に 区 分 した が,具 体 的 には 何 を基 準 に す る

のか が 明 確 に で きな い。 この 区 分 の 方 法 に つ い て は,今 後 論 議 さ れ た上 で

具 体 的 な基 準 を明確 に して い か な け れ ば な らな い だ ろ う。

3.生 物 群 集 区 分

生物 群 集 の区 分 は,調 査 組 織 あ る い は調 査 体 制 上 は,こ の 様 な区 分 が 必

要 で あ ろ うが,生 産 者 ・消 費 者 ・分 解 者 と云 っ た高 次 の部 分群 集 か ら直接

一 致 しな い所 もあ る。 ま た微 生 物 群 集 につ い て は,今 後検 討 が 必 要 で ある 。

4.無 機的環境区分

無機的環境については,そ の 目的 に応 じて調査項 目は異 な った もの とな

る。 この場合では環 境の基 質 と物理 系 と化学 系の環 境系に区分 した。 しか

し生物群集 を主体 にして,そ の関連 す る無機的環境 に しぼ って選定 する場

合 には,基 本的にはその 区分は異 な らないが,か な り調査 項 目を限定 しな

ければ な らないだろ う。

第2節 調 査 体 系 の 大 綱 の 設 計 に つ い て

調査 体 系 の大 綱 の設 計 に含 まれ る モ ニ タ リン グ ス ー シ ョンの 選 定 か ら調査

体 制 の 検討 に至 る 各項 目は,別 々 に独 立 した もの と して述 べ て あ るの で は な

く,相 互 に密 接 に 関係 し合 った 一 つ の 体 系 化 さ れ た もの で あ る。 云 うなれ ば

最 初 に設 定 す べ き 目的 に よ って 全体 的 な体 系 は異 な り,あ る 程 度 の 幅 は ある

が,各 項 目別 に検 討 す る こ とは で き な い こ とを 明 記 して 澄か ね ば な らない。

しか し,現 時 点 に夢 い て 考 え られ る調査 体 系 に は,不 明 な点 も多 く,モ ニ

タ リン グ調 査 が開 始 され る前 に は,そ の 目的 に応 じて再 度 の 検 討 と,開 始後

一121一



調査 が進 む に 従 って拡 大,充 実 をは か るべ く,一 連 の シス テ ムを 見 直 さな く

て は な らな い 。

1.モ ニ タ リング ステ ー シ ョンの 選定

モ ニ タ リン グス テ ー シ ョンの選 定基 準 は,生 態 系 の 単 位 に よる区 分 と

人 間 との 接 触程 度 に よる 区分 を セ ッ トに した もの を基 本 とす る が,調 査 体

制 上 の 問 題 や,既 存 の 観 測 シス テ ムや 研 究地 域,面 積,設 定 後 の 管 理体 制

等 も同 じ比 重 で加 味 しなけ れ ば な らな い。 この た め,.選 定 基 準 とな るべ き

項 目 を列 挙 す る に とど ま った が,今 後 は モ ニ タ リン グス テ ー シ ョン を シス

テ ム化 す るた め,ど の 項 目を優 占的 に考 慮 す る べ きか考 え てい く必要 が あ

る。

森 林 ス テ ー シ ョンに つ い て は,人 工林 は除 外 す る と したが,耕 地 な ど も

含 め て調 査 手 法 を若 干 変 更す る こ とや,ま た これ とは 別 の大 系 と して今 後

何 らか の 形 で:モニ タ リン グを考 え て 行 か なけ れ ば な らな い 。

草 地 ス テ ー シ ョンに つ いヌ・ほ ・ 自然 草 地 自体 と して の ス テ ー シ ョンの設

定 は,特 定 の大 規 模 な湿療,原 野 を除 いて 特 に 行 わ な い が,隣 接 す る森 林

の一 部 や河 川,湖 沼,海 洋 に 派生 す る草 地 だ け で な く,風 衝 ハ ィ デや高 茎

草 原,湿 原 等 調 査 上 の 便 等 の問 題 も多 いが今 後 は 独 自め ス テー シ ョン と し

て選 定 す る場 合 も ある 。

具 体 的 な候 補 地 域 の選 定 につ いて は,モ ニ タ リン グス テ ー シ ョンの選 定

基 準 を満 た すべ き昏 地 方 の状 況 を熟 知 した地 元 の 専 門学 者 グル ー プや,行

政 機 関 の 協 力 が必 要 で あ り,そ の 上 に立 った全 国 的規 模 での モ ニ タ リン グ

ス テ ー シ ョン網 を構 築 して い か ね ば な らな いだ ろ う。 従 って,数 ケ所 の モ

ニ タ リン グ ス テ ー シ ョンか ら調 査 を開 始 す る と して も ,全 国 的規 模 も し く

は 各 地 方 的 規 模 で の モ ニ タ リング ス テ ー シ ョン網 を設 計 した 上 で,開 始 す

一122一

ρ



る必要 が あ る。

2.ス テ ー シ ョンの 設 定 調 査

既 存 資料 の 内 容 とそ の収 集 方 法 に つ い て,詳 細調 査 の 内容 につ いて は,

今 後具 体 化 す る必要 が あ る。

3.地 域 環 境 調 査

資料 の 収 集 に よ って 把 握 で き る もの につ い ては 問題 とは な らな いが,生

物.群集 の 状 況 につ い て は特 に 移 動 ・分散 す る行 動範 麗 の 広 い鳥 類,獣 類,

ネク トン等につ いて は ス テー シ ョン内 だ け に と どま らず,現 地 調 査 を行 な う

必 要 もあ る。 そ の場 合 何 を対 象 に して調 査 方法 を ど うす る のか につ い て,

今 後 検 討 を要 す る。

4.無 機的 環 境 調 査

無機 的環 境調査 につ い て は,目 的 に応 じて 調査 項 目を検 討 しなけ れ ば な

らな いが,こ こで は2段 階 に分 け てみ た。 そ の 内生 物 群 集 と関係 して,ど

こ ま で調 査 項 目を取 り入 れ て い くか,ま た具 体的 な調 査 方 法,デ ー タ処 理

方 法 に つ い て今 後詳 細 な検 討 が 必 要 で ある 。

も

5.生 物群集調査

生物群集調査は,生 物の種 類数 も多 く群集構造 や生活様式 も非 常に複雑

で あるため,調 査項 目や調査方法,解 析 方法 も無数 にあ り,ま た未知の要

素 も無数 にある。最初 に設定 した 目的に もよるが,モ ニタ リング調査 で最

も有効 かつ信頼性の ある情報 を得 られ るかが基本的な問題 であ り,本 研究

では この点か ら生物群集 調査の検討 を行 な った。従来 行 なわれた生物群集
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調 査 は,あ る地 点 につ い て一 回 限 りの 調 査,あ るい は せ いぜ い1～3年 間

の短 年 月 の 間の 調 査 の た め の もの で あ り,そ の 調査 自体 に よ る影 響 はほ と

ん ど問題 に な らなか った。 しか し,モ ニタ リング調 査 は長 年 月 に わ た って継

時 的,継 年 的 に調 査 をす る ものであるから,調 査 ζい う行 為 自体 が,そ の 場

所 の生 物 相 や環 境 に 影 響 を及 ぼ し,そ の た め に環 境 が 改 変 され て しま う危

険 性 も大 き い。 この 点 を 注 意 して現 時 点 に お い て得 られ る範 囲 で,で き る

か ぎ り検 討 した が項 目に よって は ま だ検 討 の不 十 分 だ った点 や,今 後 研 究

開 発 を行 なわ なけ れ ば な らな い点 も多 ぐ残 され た。 い ず れ に して も,現 在

我 々の も っ てい る知 識 は限 られ た もの で あ って,モ ニ タ リン グ調 査 開始 前

に は再 度 の 検 討 と,開 始 直後 に は研 究 を重 ね る うちに,実 行可 能 な項 目を

完 成 させ る必 要 が あ る。

以 下各 項 目に述 べ る。

(1)植 物 群 落 調査

草 本 群 落 や 水 界植 物群 落 で は,現 存 量 の 把 握 の た め ある程 度 広 い 所 を

Sampleaヱeaと して,そ の 中 で ランダ ム に刈 り取 る 方法 を 提 案 した が

実際面 で どの よ うな影 響が 出るのか予想 もで きない。 この点 については

調査 を実際に長 年月 にわ た っ七行 ない,各 種の研究 開発 をす る以外に:は

問題 の解決 には な りえ ない。

生育状況の調 査 では,チ ェックシー ト㊧内容 につ い ても今後調査が進

むにつれて再度 の検討が必要 とな ろ うが,最 終的 な評 価の基準 をど こに

お くのかが最 も重要 な点 であ り,他 の調査 との比較 において今後検討 が

必要で ある。

水界植物 群落 では,陸 上 と同様の精度 でマ ッピングを行 な うことがで

きるか,特 に河川 に澄いて は水が常 に流動 してい るた め今後 問題 となろ

う。調査 面積を拡 大 し,優 占種 に よる図示 による大 雑把 な方法 の方が有
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効 で あ る とす る見 方 もあ ろ う。

植 物 群落 調査 に よる行 為 自体 に よる影 響 も問 題 とな る。 毎 木 調 査 や マ

ッピン グに よって,調 査 区 内 の 林 床 植生 や草 本 群 落 が 非 常 に踏 み 荒 され

る。 今 回 の フ ィー ル ド調 査 に お い て もか な りそ の影 響 が 大 きか った。 植

生 の回 復 は速 や か に 行 なわ れ る 場 合 もあ るが,稚 樹 な どを踏 ん で しま っ

ては 今 後 の調 査 を続 け る意義 が な くな って しま う。従 つて植生調 査内区 に

は 必要 最 低 限 度 の 調 査 員 しか立 ち入 らな い よ うに 心掛 け る と と もに,木

道 な どの施 設 を設 け る こ とに よ って植 生 を破 壊 しない よ うにす る こ とが

必要 とな る。

(2)動 物 調 査

動 物 調査 は 渡 り鳥 や 留 鳥,獣 類 な ど季節 的変 動 を含 め た 行動 圏 の カバ

ーが ス テー シ ョン内 で は 困 難 で あ るた め ,本 研 究 で は彼 らの 移 動 の途 中

龍 録 に と どめ る こ とに した 。 しか し,今 後 必 要 が あれ ば地 域 環 境調 査 の.
壁

中 で聞 き取 りや 実 際 に 現 地 調査 を行 な う方 向 で検 討 しな け れ ば な らな い

だ ろ う。

(3)昆 虫 調 査

昆 虫類 は種 類数 が 多 く,生 活 史 も多 様 で ある た め,各 種 の調 査 方 法 を・

組み合 せ る こ とに よ って ス テ ー シ ョン内 昆 虫相 の 全体 像 をほ ぼ 把 握 で き

る ものと思われるが ・他面左お疹 くの昆虫 が調査 か ら残 され る こ とも考 え られ

る。 このた め こ こに示 した方 法 以 外 の 併用 や,新 しい採 取 方法 も考 え て

い か なけ れ ば な らな い だ ろ う。 ま た,ぐ ん 煙 法 な ど一 時 的 にせ よ,調 査

地 域 の昆 虫 をほ ぼ 全 て 採 取 す る こ とに なる の で,そ れ が長 年 月に わ た っ

て行 な われ る と,調 査 自体 の影 響 が で る こと も考 え られ る。 そ のた め牽

ニ タ
,リング に即 した調 査 方 法 を薪 し く開 発す る必 要 もあ る だ ろ う。

(4)土 壌動 物 調査
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土 壌 動 物 の 調 査 にお い ては,土 壌 の 堀 り起 し,土 壌 の 持 ち去 り,踏 み

荒 し,動 物 の 採 集(殺 して しま う)と い う行 為 が つ き ま とい,調 査 の精

'度 を高
め よ うとす れ ば す るほ ど,こ れ らの行 為 の影 響 は 大 き くな って ゆ

く。 調 査 区 を非 常 に大 き く とれ ば,こ れ らの影 響 は集 中的 で な くな る た

め に緩 和 され るので あるが,調 査 区 を あま り広 くす れ ば,異 質 な環 境 が 入

って きて調 査結 果 の 比 較 をす る場 合 に,結 果 の ちが い が 時 間要 因 に よる

ものか 空 間 要 因 に よる もの かの 判定 が 困難 に な って しま う。

以 下,土 壌 動 物 の 調 査 区 分 別 に これ らの影 響 を考 察 してみ る(表 一

51)

表一5・1土 壌動物の調査行為自体が調査区内の生物相や環境 にあたえる影響

土壌動物の区分

大 形 動 物

小形筋 足動物

小形 湿生動物

微 小 動 物

調 査 法

枠 法

捨取り法

打込み法

打込み法

脱指綿法

調査項目

種 組 成

密 度

種 組 成

圏密 度

密 度

種 組 成

堀薄し土壌

面積

大

大

中

中

極小

轍

大

中

中

申

極小

踏荒し面積

大

大

中

中

小

持去 り土壌

面積

0

大

中

小

0

体積

0

中

中

小

0

持去り動物量

大

中

中

小

極小

ア.大 形 動 物

50×50α π の枠 を10個,し か も地 下,50㎝ ま では 調査 す る必 要

が ある の で,そ の た め に 堀 り起 した土壌 は 相 当 な量 に達 す る。 大形 動

物 は現 地 で 肉眼 採 集 す る の で,土 壌 は他 所 へ 持 ち 出す必 要 は な く,調

査 後 に 堀 った 穴 に戻 す こ とは で きる が,土 壌 構 造 を も と通 りにす る こ

とは不 可 能 で,そ の 部 分 は耕 転 した結 果 に な って しま う。1回 の調 査
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に よる土 壌 の堀 起 こ し量 は,面 積 に:して 計25㎡(踏 み荒 し面 まで入

れ る と20"の,体 積 に して1250Zに 達 す る。 この ような作 業 を年

1回 と して も毎 年 続 け て ゆけ ば,調 査 区 の か な りの 部分 が た が や され

た よ うに な って しま う。 また現 場 での 作 業 は数 人 が1組 に:なって行 な

うこ とが 多い の で,調 査 幹 の周 辺 のか な りの面 積 が踏 み荒 され る こ と

に な る。 採 集 した動 物 は す べ て ア ル コ ー ル また は ホル マ リン に浸 債 し
1

て持 ち帰 る た め に,調 査 地 点 か らの動 物 の 除 去量 も少 くな い。 この よ

うに環 境 の改 変 量,動 物 の除 去 量 とい う点 か らみ て,大 形動 物 の調 査

は調 査 区 を最 も大 き く荒 す こ とに な る。

イ・小 形 節 足 動 物

密 度 調 査 の た め に は10×10×10α 彦の 採 土 缶 を10個 打 込 む の で

あ るか ら,1回 の調 査 に よる土 壌 の 堀取 り量 は面 積 に して計1000砿

体 積 に1210Zで,大 形 動物 の場 合 に く らべ れ ばず っ と少 な い が,こ

の土 壌 は 元 に戻 す こ とをせ ず,装 置 に よ る動 物 抽 出 の た めに 持 ち帰 っ

て しま うこ とが 問題 で ある。 ま た,小 形 節 足 動 物 に 関 し て は 種 組 成

調 査 用 の サ ンプ ル を別 に採取 す るの で,こ の分 が1回 の調査 で 約10

～20Z必 要 で ,こ れ も持 ち帰 る こ とに な る。 更 に 種 組 成 調査 の た め

のサ ン プル は,3×3鋭 の枠5個 を設 定 して,そ の 中 を歩 き まわ りな

が ら拾 い取 るの で,1回 の 調査 で計45㎡ の 面 積 が 踏 み 荒 さ れ,土 壌

表 層 部 が 撹 乱 さ れ る こ とに な る。 この よ うに して土 壌の 堀 り起 し量 や

動 物 の 除 去 量 は 大 形 動 物 の 場合 よ りも小 さい が,踏 み荒 し面積 は大 き

くな る。 それ に± 壌 の除 去 とい う問題 が 加 わ る。

ウ.小 形 湿 生 動 物

密 度 調 査 の た め に,25×4×5翻 の採 土缶 を第1層 に20個,第

2層 に20個 打 ち込 むの で,1厨 φ 調 査 に よ る土 壌 の 堀取 り量 は,面
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積 に して計200㎡,体 積 に して2Zと な り,前2者 の 場 合 よ りず っ

と少 な くな るが,こ の 土 壌 は 装 置 に:よ り抽 出の た め に持 ち帰 る点 は 小

形 節 足 動 物 の場 合 と同 じで あ る。1つ の採 土 缶 は 小 さい け れ ど,こ れ

を多 量 に しか も第2層 ま で打 ち込 む た めに,実 際 に 撹 乱 され る土壌 の

量 は も っ と多 くな る で あ ろ う。 動物 の 除去 量 はそ れ ほ ど問 題 に な るま

い・。

エ ・微 小 動 物

種組 成 調 査 の た め の 脱 脂 綿 法 は,い わ ば トラ ップ法 の 一 種 で あ るの

で,土 壌 の 撹乱 は ほ とん どな く,土 壌 の持 ち去 り も ない。 動 物 の除 去 .

量 は 全 ぐ問 題 にな らな い。

表 一5・1に は 調査 行 為 の 影 響 の大 小 を相対 的 に:評価 して,調 査 動

物 区 分 ご と に示 して あ る。 調査 区 の 広 さ に も よ るが,表 中 で 「大 」 と

あ るの は わず か な 回数 の 調 査 でか な りの影 響 が で そ うな場 合,「 中」

は 毎年 調 査 を続 け れ ば長 い 間 には影 響 が 出そ うな場 合,「 小 」 は そ の

影 響 が 小 さ くて す み そ うな場 合,「 極小 」 夢 よび 「○ 」 は 問 題 にな ら

な い場 合 と考 え て よい と思 う。

さて こ の問 題 を解 決 す る には ど う した らよか ろ うか。 現 在 の と ころ

考 え られ る方法 は,調 査 法 をす べ て トラ ップ法 に変 更 す る こ と しか な

い と思 わ れ る。 そ の よ うに した場 合 次 の よ うな利 点 と欠 点 が 出 で こ 主

う。(表 一5・2)
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表一5・2土 壌動物の調査 をすべて トラ ップ法に変えた場合の

調査行為の影響 の減少(利 点)と 欠点の推定

土壌動物の区分

大 形 動 物

小形筋足動物

小形湿生動物

微 小 動 物

調査法

ベ イ ト ・ トラ ツブ

羽 化 ト ラ ツ ブ

わ ら トラ ゴブ※

ガ ー ト・トラ:yブi※

脱 指 綿 法

調 査 項 目

種 組 成
個体数(相対量)

種 組 成
個体数(絶対量)

種 組 成
個体数(相 対量)

個体数(相対量)

種 組 成

堀起 し
土 壌

中

0

小

申

極 小

踏荒れ
面 積

小

小

小

小

小

持 去 り

土'壌

0

0

0

0

0

持去り
動物等

大

中

中

小

極 小

欠 点

地表排徊性
動物のみ

羽化する昆
虫類のみ

全 種 は とれ

な●い

全 種 は とれ
左噂い

(※:ま だ開発されていない方法)

⑦ トラ ップ法 の利 点

表 一5・2に 示 し た よ う に,ト ラ ッ プ 法 に し た 場 合 に・は,ト ラ ッ

プを仕 掛 け る た め に土 壌 をわ ず か に動 かす だ け で す み,堀 起 し土 壌

や踏 荒 し面 積 は ず っ と少 な くな り,持 ち去 り土 壌 は0に な る はず で

あ る。'こ う して,持 去 り動 物(動 物 除 去)の 量 はそ れほ ど変 らな い

に して も,調 査 行 為 の た め に環 境 を改 変(破 壊)す る こ とは 最小 限

に くい とめ る こ とが で き よ う。

トラ ップ法 の も う一 つ の大 き な利 点 は,技 術的 に困 難 な と ころ が

な く,ほ とん ど経 験 を必要 とせ ず,だ れ に で も実 行 で き,労 力 も少

くてす み,ま た調 査 者 の ちが い に よる差 が 出 に くい こ とで あ ろ う。

ω トラ ップ法 の欠 点

トラ ップ法 の第1の 欠 点 は,そ の 場 に生 息 してい るすべ て の種 を

調査 す る こ とが で きない こ とで あ る。 大形 動 物 に つ い て いえ ぱ ベ イ

ト・ ト ラップ では シデ ム シ ・オ サ ム シ ・ハ ネ カク シな ど,地 表排 徊
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性 あ るい は飛 翔 可 能 な昆 虫 類が 主 に得 られ,ミ ミズ そ の他 多 くの

重 要 な大形 土 壌 動 物 を集 め る こ とが で き ない。 また,羽 化 ト ラ ッ

プは成 虫化 す るぱ あ い に羽 を もった形 とな って地 上 に:出現 す る昆

虫 類(ハ エ ・アブ ・ガr甲 虫な ど)で,幼 期 土 壌 動 物 とい わ れ る

ものだ けが得 られ,一 生 を土 の 中 で過 す 全期 土 壌 動 物 は集 め る こ

とが で きない。 小 形 節 足 動 物 の た あの わ ら トラ ップ や小 形 湿 生 動

物 の ため の ガー ゼ ・ ト ラ ップは,そ の よ うな もの も考 え られ る と

い うだ け で,ま だ 開 発 され ては い ない もの で あ る。 これ を用 い た

と して も,恐 ら くは そ の 場 に生息 す る種 類 を全 て集 め る ことは で

きない だろ う。 しか し,こ れ らの トラ ップの 利用 に つ い て は 研 究

してみ る価 値 が あ りそ うで あ る。

トラ ップ法 の 第2の 欠 点 は,個 体数 の相 対 的 な量 は 調 べ る こ と

が で き て も,絶 対 的 な量,す なわ ち密 度(単 位 面 積 あた りの 量)

を調 べ る こ とが で きな い 点 で ある 。絶 対 量 が 調 べ られ るの は 羽 化

トラ ップだ けで あ って,残 りの トラ ップ法 は,種 間 の比 較 に み い

て,ま た場 所 間 の 比 較 に 澄 い て どの種 が大 き な個 体 数 割 合 を 占め

るか とい った 相 対 的 な比 較 しか で き ない。

以 上 の こ とを 勘 案 す る と,改 変状 況調 査 の た め の 調 査 対 象 お よ

び調査 手法 に:関 して,次 の よ うな結 論 を 下 さ ざる を え ない 。

D大 形 土 壌 動 物 は全 体 と して は 調査 対 象 と して不 適 当 で う る。

の 大形 土 壌 動 物の 一 部 の もの は,ベ イ ト ・ トラ ップ 澄 よび羽 化 トラ

ラッ プに よって 調 査 が可 能 で あ る。

而D小 形 節足動 物 を従 来 の方 法(打 込 み法 や 拾取 り法)に よ って調

査 す る こ とは好 ま し くな い。 す ぐれ た トラ ップ法 を開 発 す る必

要 が あ る。
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iv)小 形 湿生 動 物 を従 来 の方 法(打 込 み法)に よ って調 査 す る こ と

は,あ ま り好 ま し くない が,実 行 不 可能 で は な い。 す ぐれ た ト

ラ ップ法 の 閣 発 も研 究 す る必 要 が ある 。

V)微 小動 物 は 従 来 の 方法(脱 脂 綿 法)に よ り調 査 が 可 能 で あ る。

(5)プ ラ ンク トン,ベ ン トス,ネ ク トン

水 界 の生 物 につ いて は,環 境 庁 水 質 保 全 局 等 で,詳 細 な検 討 が 進 め ら
1

れ てい る の で,本 研 究 では概 要 に と ど めた 。 これ らにつ いて は,モ ニ タ

リン グ調 査 とい う視 点 か ら,今 後 調 査 手 法 の詳 細 な検 討 が望 まれ るが,

以 下若 千 今 後 の課 題 と して ふれ て お く。

プ ラン ク トン につ い て は,季 節 変 化 や 年変 化 だ け で な く 日変 化 に よる

時 間 的 な分 布 変 動 に 配 慮 が必 要 で あ る。 また 汀線 か らの水 平 分 布 や,水

深 な どの 垂 直分 布 だ け で な く,開 水 面 と水 草群 落 内 な どの比 較 も配慮 す

る必 要 が あ る。調査時には,同 時 にPHや 水 温,水 中 に溶 解 す る化 学 成 分

等 の 無 機 的環 境 を調 査 す る必要 がら る。 また,環 境 条 件 とブ ラン グ トン

の 生 存,増 減,移 動 との 関係 は 非 常 に 複雑 で あ るた め,こ れ らの 現 象 を

解 析 す る場 合,培 養 あ るい は餌 育 す る な ど実験 的 に確 か め る必要 が あ る。

以 上 の 様 な諸 点 につ い て 今後 詳 細 な調 査 方 法,実 験 方 法 等 の 詳細 な検 討

が 必 要 で あ る。

ベ ン トスに つ い て は,生 活 場 所 に よって調 査 方 法 が 異 な るため,そ の

統 一 を どの よ うにす るか,ま た生 活 史 が 複雑 な た め,ま だ 種 名 の不 明 な

点 も多 く,生 物 分 類 の未 完 成 の と ころ もあ り,問 題 が 残 って い る。調 査

と同 時 に水 質条 件 や 底質 条 件 な どの無 機 的 環 境 を調 査 す る必 要が あ る。

ネ ク トン につ い て は,回 遊 す る もの が あ り,漁 獲 統 計 調査 な どを併 用

す る こ とに よ って あ る程 度 カパ ー で きる が,現 地 調 査 方 法 に つ い て,特

に 分 布 や 生 活 史 の研 究 を新 し く開 発 して い く必要 が あ るだ ろ う。
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(6)微 生 物 調 査

微 生 物 につ い ては,調 査 技 術 上 の 問題 や,研 究 者 の質 ・量,培 養 設 備

等 の 問 題 が多 ぐ,こ こでは 高 等 菌 類 ど土 壌 微 生 物 調査 につ い ての 検 討 に

と ど ま った。 しか し,と の他 に病 理 で取 り扱 われ る もの や2空 中 の もの,

水 界 微 生 物 な ど生 態系 の 中 で微 生 物 の は たす 役 割 りは大 き く,今 後 検 討

す る こ とが望 まれ る 。

6.特 殊 調 査

特 殊 調査 につ い て は,現 在 の 科学 的 知 見 も乏 し く,調 査 者 の質 的 ・量 的

な問 題,実 験設 備 の 問題,調 査 手 法 上 の 問題 等 実 質 的 に確 決 され なけ れ ば

な らな い 点 が多 い。 ま た最 初 に述 べ た 様 に,モ ニ タ リン グ調査 の 考 え 方 に

も よる が,.こ れ らの特 殊 調査 が モ ニ タ リン グ調 査 と して な じむ もの なの か

と云 っ た 点 も含 め て,今 後検 討 さ れ る こ とが望 まれ る。

.7.デ ー タ処 理

デ ー タ処 理 に つ い て は,調 査 体 制 に よ って異 な るが こ こで 設 定 した 場 合

に は,こ の様 な一 連 の過 程 が必 要 と考 え られ る。`しか し,実 際具 体 的 には,

現 時 点 に お いて示 せ な い面 も あ り,今 後 詳細 な検 討 が 必 要 で あ る。以 下 各

項 目別 に,今 後 の課 題 と して 残 され た点 につ いて述 べ る。

(1)リ ア ル タイ ムベ ース デー タ処 理

調 査 サ ンプル⑳ 保存 方 法 が最 も重 要 な事 で あ り,現 時点 では 方 法 的 に

ま だ 十分 な処 理 が 確立 さ れ て い ない もの もあ り,今 後 研 究 開 発 を して い

か ね ば な らな い。

(2)デ ー タ解析 処 理

モ ニ タ リン グで は,場 所 と場 所 との 比較,即 ち空 間 的 な解 析 のみ な ら
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ず 過 去 との対 比,即 ち時 間 的 解 析 を行 な わ な けれ ば な らない 。 生 物 群 集

につ いて は モ ニ タ リン グ に有 効 と思 われ る解析 方 法 を若 干 示 した が,各

生 物 群 集 間 及 び,他 の 要 因 間 を含 め た総 合 的 な解 析 方 法 を具 体 化 す る こ

とは,現 時点 で は不 可 能 と云 わ ざ る を得 な い。従って,今 後,モ ニ タ リン

グが 開 始 さ れ た段 階 で順 次具 体 化 して い く必要 が あ る もの と思 われ る。

そ の た め現 時 点 にお いて は,モ ニ タ リン グ ス テー シ ョンを設 定 して,モ

ニ タ リン グ調 査 を開 始 す る こ とそ の もの が意 義 ある もの と云 え る。

・(3)解 析 後 の評 価

評 価 方 法 につ い て は,モ ニ タ リング 調査 のみ な らず 他 の 多 くの 学 際 的

研 究が あ って始 め て 確立 す べ き もの で あ り,今 後 モ ニ タ リング評 価 専 門

委 員 会 な ど各 専 門 分 野の 学 識 経 験 者 に よる検 討 を得 た 上 で,真 の 評 価 が

行 なえ る も¢1と考 え た い。

(4)資 料 の 収 集

資 料 の収集 につ い ては,地 域 環 境 調 査 で若 干 述 べ たが,具 体 的 な 資料

名 や 収 集 方 法(外 部 デー タの デ ー タバ ンク シス テ ム)を 今 後 詳 細 に検 討

.す る必要 が あ る と思 われ る。

8.調 査 体 制

モ ニタ リング調査の実施に当 っては,調 整機 構の存在 が不可欠 で あるが,

本研 究 においては,中 央調整機 構 と地 区調整機 構及び外部の専 門研究者や

研 究組織 の協 力の もとで実施 され.るよ うに設計を行な った。 しか し現時点

では調整機構内部の要員 や,外 部の協 力体 制を早急 に確保す ることは困難

と云 わ ざるを得 ない。従 って,中 央調整 機構 は最低 限度必要 として も,地

区調整機構 は独 自の もの として設 けない ことも考 え られ る。 この場 合は,

都道府 県やその附属試験場,各 大学,あ るいは他 の学術組 織等 の外 部の研
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究 組 織
,に実 際の 調 査 を委 託 せ ざる を得 な い で あろ う。 しか し調 整 方 法 の統

一 や ,ス テ ー シ ョンの管 理 な どの調 整 を どの ようにす るの か と云 った,詳

細 な検 討 が 必 要 とな る。い ず れ に して もモ ニ タ リング調 査 の実 施 に 当 って

は特 に生 物 系の 調 査 にお い ては,調 査 方 法 や 分類 に就 熟 した研 究者 の確 保

が 重 要 な もの といえ,今 後 この点 につ い て の検 討 が 望 まれ る。

以 下各 項 目別 に検 討 す る。

(1)中 央 調 整 機 構

モ ニ タ リン グ調 査 の 設 計 では,各 調 査 項 目 ご とに マニ ュア ル の作 成 と

今 ま で述 べて きた よ うな課 題 や 問 題 点 な どを解 決 す べ く,新 しい調 査 方

法 や 測 定 用具 な ど の研 究 開 発 が 必 要 と思 われ る。 ま た研 究 者 の養 成 のた

め に は研 修 や 訓 練 も必要 で あ るが,こ れ らを調 整機 構 内部 で行 な うの か

あ る い は外 部 機 構 との協 力 の も とで 行 な うか が 今 後 検 討 が 望 まれ る。

デ ー タ処 理 では,解 析 方 法 や 評 価 方 法 に つ い ては す で に述 べ た が,報

告 の形 式 やデ ー タ保 存 シス テ ム につ いて は 今 後 詳 細 な検 討 が 必要 で あ る。

(2)地 方 調 整 機 構

地 方 調 整機 構 につ い て は,最 初 に述 べ た様 に多 くの 問 題 点 が あ り,今

後 詳 細 な検討 が 望 まれ る。

③ モ ニ タ リン グス テー シ ョンの管 理

管 理 の 方 針 は モ ニ タ リン グス テ ー シ ョンの 選定 方 針 や 調査 計 画,実 施

計 画 と密 接 に関 係 して い るた め,今 後 これ らの 諸 点 が 決 定 しだ い詳 細 な

検 討 が必 要 で あ る。 ま た基 本 的 に は法 制度 に よる ス テー シ ・ンの 確 保 と

管 理 に つ いて も,今 後 考 え て い か ざ るを 得 な い で あ ろ う。

第3節 調 査 体 制 系 の 細 部 設 計 に つ い て

調査 大系 の細部設計 は,森 林 ステー シ ョンにつ いてのみ行 なったが,草 地,
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河 川,湖 沼,海 洋 の各 ス テ ー シ ョンにつ い て も細 部 設 計 を行 な う必 要 が あ る

だ ろ う。 森 林 ス テ ー シ ョン では,第3章,大 綱 の 設 計 に 従 って よ り具 体 化 し

た が,モ ニ タ リング ス テ ー シ ョン内 で の調 査 項 目 と して は,無 機 的 環 境 調査

及 び特 殊 調 査 は,現 時 点 に 診 い て ま だ今 後 に残 され た 問 題 点 が 多 い た め,こ

れ らが解 決 した 上 で,詳 細 な検 討 が望 まれ る。

一135一





第2部 ブ イ ー ル ド調 査





第2部 フ ィ ー ル ド調 査

1.調 査 の 目 的

第1部 において,モ 三タ リンク調査体系φ設計 を行な.6た 渉,こ の中で調

・査の主題 とい うべ き生物群集調査手法の検討では
,生 物 め種類数 も多 く,群

集構造や生活様式が非常に複雑 であ う,調 査すべ ぎ項 自とそ の手法 も無数に

あ り,ま た未知 の要素 も無 数たある ことか ら,多 くの問題点が残ってい る。

従 ってジ これちの問題点 を解決すべ く,今 後新 しい生物群集 のモニタ リング

調査手法 の研究闘発 や,実 際kキ 』 タ リング調査 を開始 してか らの畿 良等 に

よらそ,実 行可能 左謁査手法 を萌確に し;・1その結果 を,'・受ニ ュァル化す る必

要声 ある。'

今回,生 物群 集調査手法 を検討 した中で,重 要'と考 え られ る問題点 のい く

つか を取 りあげ,今 後 のモ三タ リング調査 の設計 に資すぺ く検討 を行 なった。

その一部 として,森 林生態系 と して,富 士山麓青木 ケ原,草 地生 態系 として

多摩川中流部 の河川敷 の両地区において フィール ド調査 を行 なった。各調査

地 で鳳 』詣 査項'目ど し七㌃土壌動転`'示 塞輪乳動物,植 物群落 を取 りあげた

が,;謁 査時期が晩秋で あっだたあ検 討チペ き項 自が限 られた。また;モ ニタ

'『リングという視 点かち1回 の調査ではな く継続的 な調査研究 をすべ きこ とな

ど1今 後,こ の様 な調 査研究 を続 けて実施す る必要が ある もの と恵われ る。

各謁査項 目にかける目的 に:つい'では,そ れぞれに 述べ た6

な夢,土 壌動勃調査 につい ては青木淳一(横 浜 国立大学環境科学 セシター)

小型哺乳類調査 については 阿部学(林 業試験場 ・保護部),棺 物群落 につい

ては大沢雅 彦(東 京農工大 ・農学部)の 指導の もとで行 なった。
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2.調 査地概票

(1)青 木 ケ原

富 士 山 北 西 の山 麓 には,西 暦864年 か ら865年 にか け 七 富 士 山 の 中腹

か ら流 れ 出 した 青 木 ケ 原丸 尾 溶 岩 流 が あ る。 これ は,西 湖 と本 栖 湖 に 向 っ

て 大 室山 か ら扇 状 に東 西8㎞,,南 北6㎞ の広 大 な地 域 を 占め,そ の上 に は,

ヒノ キ,ツ ガの 優 占す る林 分 が 発達 し,通 称 青 木 ケ原 と呼 ば れ て い る 。青

木 ケ 原 には,溶 岩 が 流 勲性 の 強 い享 武 岩質 で あ るた め,非 常 に 多 くの溶 岩

洞 穴 が あ る。 ま た溶 岩 流上 の 凹 凸地 形 で ある た め,落 葉 層(Ao)は 厚 く

堆 積 して,溶 岩上 あ るい は そ の割 れ 目な どに土 譲 が 形成 され て は い る が,

そ の発達 は まだ未 熟 で あ る。 気 象条 件 は,冬 期,夏 期 を通 じて 降水 量 は 多

く.年 間2000即 を越 え,多 湿 地 とな っ て い る。 気 温 は,風 穴 な どか らの

冷風に よって林 床 の 気温 は 低 くな っ て い る。植 生 は,シ ノ ブ カ グ マ=ヒ ノ

キ群 集 の 太平 洋 型 と して ア セ ビ亜群 集 に 同定 され,下 位 単 位 と して ホ ツ ツ

ジ変群 集,ア カ マ ツ変 群 集,ヒ トツバ カエデ 変群 集 に:区分 さ れ て い る(宮

脇 昭/富 士 山 の植 生/1971)。 動物 相 は,植 生 の 変 化 や, .林 床 温度,湿

度 ・ 食草 な・ど.と関係 して・ 蝶 類 や地 中性 小 攣 哺 乳 類 の垂 直分 布 を乱 し,,高

地 性 の もの が 低標 高 ま で下 る現 象 が判 明 して い る。 ア リ蓼 は,局 地 環 境 に

左 右 さ れ て 分 布 し,.ム カデ や ヤ ス デ類 は,周 辺 地 域 よ り少 な く,一 般 に動

物 相 は単 純,貧 弱 で あ ろ う と予 想 され て い る。 しか し低部 で は広 葉 樹 が混

生 して い るの で,鳥 類 の種 類 や 密度 も多 く,夏 季 あ る種 の小 型 の蛾 が・多 数

発 生 す る。 また,ツ キ ノ ワ グマは 富 士山 地 域 では 青 木 ケ 原 を 伝統 的 な棲 息

地 とす るが,そ の数 は少 な い。(富 士山 地 域 の動 物 相/黒 田長 久 編/重9Z1)
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図'一6・1青 木 ケ原 調査 地点 図

今 回 調 査 地 点 として設 定 した位 置 は,富 岳風 穴 駐 車場 よ・り,東 海 自然 遊

歩 道 に沿 ら て 約500隅 入 っ た地 点 で,図 一6・1に 示 した とお りで あ る 。
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(2)多 摩川中流 域河川融

多摩川は,山 梨 県塩山市の笠 取山 に源 を発 し,途 中,日 原川,秋 川,浅

川・野 川な・ど幾多の刺'河lllを 統合 して東京都大『区羽 田肋 いて東京湾

に注 も 蘇 約1
.20㎞ に 絃 ぶ 一 級 測liで ある・

…源 流 か ら青梅 市 付 近 ま では ,山 間 を東 に向 う て 流 れ,ら わ ゆ る奥 多 摩 の

渓 谷 を 形作 っ てい る。 皆梅 市付 近 か ら下 流 で は河 川 敷 の発達 が 見 られ,下

流 へ 向 うに従 い 安 定 した 高 永敷 を 有 し,特 に:,日 野 橋 付 近 か ら多 摩水 道 橋 ・

に 至 る中流 地 域 では 高水 敷 が よ く発達 し,種 々の植 物 に よ り被 覆 さ れ て い

る 。 多 摩水 道 橋 か ら下 流 で は,高 水敷 の約50～80ト%が レク リェ ー シ ョン・

用地 な ど,人 間生活 の 場 と して 様 々に利 用 され てい る。

今 回調 査 地 と した 浅 川 合 流 点 付 近 は,右 岸 よ り浅川 が 合 流 し,『広 い 川 原

を右 してい る・河川敷 は陸部が約80%を 占め・その 筋 人工地勘 ずか
.

5%た らず で あ り,質 の 高い 変 化 に富 ん だ 川 原が 残 存 し,良 好 な1自然 環境

の 残 され た地 域 といえ る』,。この 付 近 の川 原 は 貧栄 養 性 の マル バヤ み ズ ソウ

蒲1灘 巌二離続 二購 翻1購 ,
タ7/1972)・ 動物棚 ・葺富轍 覆植勿や偽 璽搾 力1蜘 ことか

ら・他地域砒 べ豊かで樋 謁 瓢 朝 ㌦抑 骸 鳥とも略 く貼

れ,特 に ボ オ ジ ・類'ヒ バ リ,カ ワ ラ ビ ワヂ カ刀 ガ モ,コ ガ モ な どが 多 ぐ ・

生 息 す る(東 京 都 公 害 局/自 然 翼 境 保 全 に関 す る基 礎調 査 報 告 書/197の 。

昆 虫類 では 植 物 に依 存 度 の 高 い カ メ ム シ類,峨 類 等 が多 く生 息 して い ると

予 想 さ れ る。

調 査地点 は・ 図 印6・2に 示す とお りで あり・土擁 動物及び 棺生調査は,

関戸橋左岸上流河川敷,小 型哺 乳類調査は,1が 浅川合流点付近,丑 が是政

橋左岸上流河川敷 である。
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3.青 木 ケ原における調査

(1)青 木ケ原の土壌ダニ調査 一 打込み法と捨取 リ法の比較を考慮 して 一

1目 的

ダ ニ ・トビム シな ど,土 壌 中 に生 息 す る小 形 節 足 動 物 の調 査 に お い て,

現 在 わが 国 で最 もふ つ うに用 い られ て い るサ ンプ リン グ法 は,5×4×5㎝

の 方 形 の採 土缶 を何 個 か 土壌 に打 ち こむ 方法 で あ る。(こ の 方法 を こ こで

は 「打 ち込み法 」と呼ぶ).こ の方法 は,土 騨 物ゐ定量調査 のため賭

え られ た もの で ある が(青 木,1962),地 表 面,特 に森 林 の 地 表 面 の よ

う'に,さ ま ざま な堆 積 物 が 存 在 す る複 雑 な場 所 にお い て は,動 物 の 集 中 分

布 の度 合い が 高 く,こ の 分 法 に よった の で は生 尽 す る種 の一 部 を逃 して し

ま う危 険 性 が 高 い こ とが 推 測 され る。 そ の こ とは,群 馬 県 榛 名 山 に 澄 い て

行 な わ れ たAOKI(1967)の 地 表 堆 積 物 の 材料 別 サ ン ブ リソ グ に よる調

査 結 果 か ら も,確 か ら しさ を増 して きた。

そ こで,調 査 地 点 に生 息 す る種 を で き るだ け逃 さ ない 方 法,つ ま り一 層

確か な定性調査に向いた市法 として,「 拾取 り法 」を行 な うことを試み,

従来 の 「打 込 み 法 」 と比較 して,得 られ る種類 の ちが い を調 べ,同 時 に採

土 缶 の 個数 や 調 査 枠 の個 数 が,個 体 数 や種類 数 の算 定 に どの よ うなか か わ

りを もつ か とい う点 に つ い て も調 ざ る こ とを 目的 と した。

ま た,青 木 ケ原 は モ ニ タ リン グ ・ス テ ー シ ョンの一 候 補 地 で もあ り,土

壌 ダ ニ相 につ い て もわ ず か な調 査(鈴 木 ・青 木,1971)し か行 われて い

ない の で,調 査 結 果 そ の もの に も意義 が あ ろ う。
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:皿 方 法

調 査 地 点 は 青木 ケ原 の北 部,富 岳 風穴 の西 方 α5㎞ ほ どの と ころ で,高

木 層 は ツガ と ヒノ キ を主 体 とす る林 分 で あ り,今 回 植 生 の調 査 が 行 なわ れ

た 地 点 に隣接 した 場所 で あ る。 調 査 は1976年11月9日,20×20祝 の

大 枠 内 に3×3泓 の調 査枠 を5個(AんE)適 当 に設 置 した(図 一6・3)。

打 込 み 法 と拾 取 り法 に よるサ ン プ リン グは,す べ て この5個 の 枠 内 で行 な

っ た。そ れ ぞ れ の方 法 は以 下 の通 りで ある。

〔打 込み 法 〕 縦5げ㎝ ×横5㎝ ×深 さ5㎝ の 採土 缶 を1ヒ)の 枠 内 に7個

ラ ン ダ ムに打 ち こみ,堀 り とっ た土 壌 を一 ま とめ に して,こ れ をbシ リー

ズ と呼ん だ。 同 じ枠 内 に更 に7個 の 採 土 缶 を ラ ンダ ム に打 ち込 み,こ れ を

cシ リー ズ と呼ん だ。 缶 を打 ち込 む に 当 って は,従 来 のや り方 に した が い

朽 木 ・太 い落枝 ・落 果 ・切 株 ・岩上 の コケ な どは避 け た。

〔拾 取 り法 〕 一 つ の枠 内 に お い て,落 葉 ・落 枝 ・腐 葉土 ・上 層土 ・太

い枯 枝 ・落果 ・落 下 樹 皮 ・朽 木 ・・朽 株 ・コケ ・きの こ な ど,目 に つ くもの

をす べ て素手 で,な るべ く枠 内 の広 い範 囲 か ら拾 い集 め て一 ま とめ に し,

これ をaシ リー ズ と呼ん だ。aシ リー ズ の資料 は定 量 時 に採 量 した わけ で

は な いが,そ の量 が 体 積 に してb+cの 量(1.46>に ほぼ 匹 敵 す る よ う

に配 慮 した。

この よ うな方 法 で5個 の 枠(A・B・C・D・E)の そ れぞ れ か ら,

a・b・cの3シ リーズの 資 料 が 採 取 され,合 計15個 のま とめ た サ ンプ

ルが 集 め .られ た 。得 られ た 資料 は 直 ち に横 浜 国立 大学 の研 究 室 に 持 ち帰 り,

中 形Tullgren装 置 に別 こに 投 入 し,40W電 球 を三 日間照射 して 動物 の

分 離 抽 出 を行 なっ た。 抽 出 さ れ た 動物 は 集合 プ レパ ラー トと し,顕 微鏡下

で種 の 同定 と個体 数 の算 定 を行 なっ た 。今 回 の研 究 対 象 と した動 物 は,土

壌 小 型 節足 動 物 の うちの サ サ ラダ ニ類(ダ ニ 目:隠 気 門 亜 目)の み で あ る。
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図 一6・3青 木 ケ 原 調 査 に お け る サ ン プ リ ン グ の 方 法,A・B・G・D・E

3×3・ 解 の 粋,こ れ を20×20拠 の 枠 内 に5個 と る 。 そ れ ぞ れ の 枠 内 で 拾

・取 法 に よ る サ ン プ ル(a:1～2
.6分),お 込 み 法 に よる サ ン プ ル(b:

5×4×5の 缶7個, 、c.:5x4×5の.缶7個).を 採 取 し た 。
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皿 結 果 お よ び考 察

打 込 み 法 と拾 取 り法 に:よ って得 られ た サ サ ラダ ニ類 の種 類 と個 体 数 は ,

表1。6。1に 示すとカリであったoた だし,ク ワガタダと 属 丁βθ砺6P妨 伽9マ

ドダ ニ属8吻 掬bθ 砧 θμ α・ ナ ミダル マ ヒ ワダ ニ属L和C耐 姦0%伽 εおよ

び ツブダ ニ属OPP毎 の 一 部 は酷 似 した種 が 多 く,集 合 プ レパ ラー トで は

種 の識 別 が 困難 で あ っ た た め,2～ 数 種 を ま とめ て あ り,種 数 の算 出 に あ

た っ ては便 宜 的 に1種 と して 取 り扱 らて あ る。

ア.種 組 成

表 一6・1に み られるように,合 計74種 の サ サ ラダ ニ類 が 採 集 さ れ,

この うち打 込 み法 に よっ て得 られ た種 数 の 合計 は52種,拾 取 り法 に よ

る ものは68種 で,拾 取 り法 の ほ うが16種 だ け多 くの種 を得 た こ とに

な る。二 つ の方法 に よる 出 現の 片寄 り具 合 を調 べ て み る と,両 方 で ほぼ

同 じよ うに得 られ る種(第1群)は ナ ミ7ブ ダニ以下38種,打 込 み法

の ほ うに片寄 って 出現 した種(第2群)は ツブダ ニ の一 種 以 下9種,拾

よ

取 り 法 の ほ う に 片 寄 っ て 出 現 し た 種(第3群)は キ バ ダ ニ 以 下27種 で

あ っ た 。 し か し,こ の う ち で1頭 だ け1回 出 現 し た の み の 種 に:つ い て は

何 と も ら え な い の で,こ れ に 該 当 す る12種(第2群,第3群 の う ち,

点 線 の 下 に あ る 種)を 除 く と,ツ ブ ダ 『 の 一 種Opp`αS既1,ナ ガ コ

ソ デ ダ ニ の 一 種1)γo`oγ 秘o`β8SP 。A,ハ ラ ゲ ツ ブ ダ ニ 瓢 αθん%6``o

ツ8幅 幅8θ`OS砺 ヘ コ ダ ル マ ヒ ワ ダ ニLdoσ 励 ん0%伽SθO伽0α%%ε ・

コ ブ ヒ ゲ ツ ブ ダ ニOPPぜ α 勿`Poγ8α,マ ドダ ニ モ ドキS%oホob8墨bれ α

勧 加 デc協 αεα の6種 は 拾 取 り 法 よ り も 打 込 み 法 に よ っ て 得 ら れ や す く,

逆 に,キ バ ダ ニ1弛p砺 γo砺go6鎚o働 α伽8・ ヘ リ ダ ル マ ヒ ワ ダ ニ

Bγ αθんγ6励 ん07蕗%ε 泓αγgd脆 α`塾 乱,ヒ ビ ワ レ イ ブ シ ダ ニCα?'αbOd8S

バ 悔os%8,ツ ブ ダ ニ の 一 種OPP`αsp.41.,フ ジ イ レ コ ダ ニ の 一 種
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Pγ0虚0γ`わ0虚 偽`乞 α εP.,コ ガ タ イブ シダ ニCα γαbod88Pθ 働毬θ%`α一

勧8ホ ソ コ イ タダ ニの一 種J処 α6αbα砺8sp.A・ セ ム シ ダ ニの一 種

H8物 απ幅08P..B.そ の 他計19種 の ダニ は 打 込み 法 よ り も拾取 り法

に よっ て 得 られや す い と考 え て よか ろ う。

最 も数 多 く得 られ た種 を比較 す るた め に,方 法 別 に優 占種 を選 出 して

み る と,打 込 み法 に 誇い て は,1位 ナ ミツ ブ ダ ニOppiellanova,

2位 ク ワガ タ ダニ属71θ ♂Oo8p椀%SSPP.・,3位 マ ドダ ニ属S%β`Obθ`一

bθZめ8P鈴,4位 ヨス ジ ツブ ダ ニQ%αdγOP餌 α 興 αd幅oα 幅 π碗 α,

5位 オ オナ ガ ビ ワ・ダニ1恥 吻POc腐 んo%物8ε 匁Bの 順 で あ った が ,

拾 取 り法 では,1位 ク ワ ガ タダ ニ属,2位 ナ ミ ツブ ダ ニOPP宛i砲

%o"α,3位 ビ ワダ ニモ ドキE卯Oo規 んo幅4iα 而%%拓 εs碗 α,

4位 ヨス ジ ツ ブダ ニQ%αdγOPP毎 ⑳ αdγ宛 α恒%碗 α,5位 チ ビメ ク

ラサ サ ラ ダニM協 αoo%o地 ゲ%SP写97π αθ%sの 順 で あ った 。

この よ うな,結 果 的 に 見 られ た種 組成 の差 異 は ど うして現 われ た の で

あ ろ うか 。従 来 行 な わ れ て きた打 込 み 法 に お い て は,た とえ ば 森林 に お

い ては,樹 木 と樹 木 の 間 に あ っ て落 葉 の ほ か は林 床 に何 も特 別 な もの の

存 在 しな い と ころに採 土 缶 を拍 ち込 み,樹 木 の根 際近 く,岩 かげ,朽 木

論 よびそ の下,太 い落 枝,コ ケ,き の こ,落 下 樹 皮,落 果 な どは意 識 的

に避 け る よ うに して きた し,ま た打 ち込 み が 不 可 能 な場 合 もあっ た 。 し

か し,拾 取 り法 に 澄 い て は,そ の よ うな場 所 や物 体 も,目 につ くか ぎ り

で き るだ け サ ン プルす る こ とを心 掛 け る よ うにす る ため,そ うい う環 境

に特 に集 中 して い る種,つ ま り打 込 み 法 では 得 られ ない種 まで を捕 え る

こ とが で き・ それ が 表1の 第3群 に当 る種 ま で を得 る こ とが で きる とい

う結果 に なっ た の で あ ろ う。.しか し,第3群 に く らべ れ ば種 数 は,は る

か に 少 な い が,第2群 の種,つ ま り打 込 み 法 に く らべ て拾 取 り法 で は得
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表 一6・1 肯木ケ原 の'リ'サラダニ群集組成7打 込 み俵 と拾取 り法 による比較.表 中 の数字は採染 され たグ昌の婁数一

＼

サ サ ラ ダ 昌 槌 名

方 俵

枠

シ リー ズ

第

i

群

第

2

打込み法(b,cそ れ ぞれ缶7個)

A

b

ナ ξツプダ昌OPP`6``6730"α

クワガタダ昌の散樋 望160`066p九8鮎88pp.

マ ドグニの数樋3"ρ`Ob6`b8``α8PP.

9ス ジツプグニQ昌"470P㍗`09UαdプicOγ 蓄鶴菖`0

オオナ ガヒワダニ80九7PU6九`ゐ07`謡8δP.β

ビワグニモ ドキ 〃卯 ・c幅 如 面 βμo,,画 鴎 お 画mα

ナ ミグルマ ヒワダニの数繭"バ00ゐ 晒OT露 己S8PP.

チ ビノクラツ'ツ'ラ≦ダニ 轟fα`α`0鴨0`九 γ"δ3)ン9鵬"8肱8

ミズ タマグ～レ'マヒワグニ βr"Cぬy`九`九 〇π`"8ゐ 払孔gα7fo嬰8

ア ラノイレコグニ3`δ θα7`OCα7μ88`760払`脇8

ナガコソデグニのr種Pγo`07`bo`6δ8p.8

カゴメグルマヒワ5ダニ βγα6九〃σゐ`ん073i包8ゴ%gO`冨a

ムモ ンダルマヒワグニ8,・ αoゐ7cゐ 納o偏 媚`π 捌%副 α`%8

ハラミゾグニの一{種 βp貿 〇九皿"ηπ歪α8p .!1

コワク㌔ダノレマ ヒワ:ダニ 正海OGゐ`九 〇πiu8p67'7〕 処8∫5`%8

ヒメヘソイレコタ'二 翫 ン30砂 馳 αγd堕

オ トヒメグニの一r棚SG九6`bτ 嘱占α`885孔 β

マルタマゴグニC"``7・oγ4b君`α`"`o

ツキノ ワグ昌1Vo瓢 九θ7・鵬α7しπ1;¢7L"π"

ヨツクポダニFo88678,胆89媚dゲ ゆ θγ頁 伽8

ムカシササ ラダニPα'α8αGα7"8九 〃8`γ`0面 鵬8

ヘソイレコグニの一租R吻80`7碗`α8p.A

ナ ミダル マヒワダニLで00九`九 〇7房μ8伽`87'網dで 君S

クモガタグルマヒワダニ β7"〇 九7σ九`九〇7`f処8.6`806π θα己67L8`8

ヘ ラゲグルマ ヒワグニ870。 初 。h仇 。π砲 δz6`側 α鈷 佃 飴

フクレゲマ ドダニSμo`066`66μ`o`o.リ{88`o

ッブグニの同種Opp画6p.20

ハナ ビラオニグ昌1VO`九7脇8b恥`巨 α`μ8

ヒレア シダニP曜OP侮7。`四 働 脇8`砺 伽8

チピゲグルマヒワダニL`00九`九 〇η{秘88θ``7}ごO価

イナヅマダル マヒワダニPOρ6``06九`九 〇7Lfu8``α`iσ 払6

ナ ミコバネダニC6γ α`038`68加8d`oσ7i8

イレ'コグニ¢噌P九`九`γ06α7・ 鶴88⑳ ●五ノ

ヒラタオ ニ5ダニP`α`〃7LO`九7昌8Pθ8`i∫ βγ

ツブグニの数種0ρP`08PP.

オオア ミメオニグニNo`ん γ脇8bO7酬8`6μ8

7ジ イレコタ'二.jPr・0`07砧o`7瀦`α"ゐ σ77απ8ρ η81∫97

ヒロズツブグニOPθ70払`OPP砧788`o`"

ッブダニゆ一租0㍗P`α8P.1

ナガ コソグニの朔種P70`07砧 α`888p.4

ハ ラグツブグニ 醒β6九μ8``0"β τ昌7`88`08α

ヘコグルマヒワグ昌 ムfoO婦 加 雅5鯛6㎝G6膨8

コブヒゲ ツブダニOPP`o面P6γ βα

マ ドニダニモ ドキS塾 σ`ob6`b1;`o`14607σ 秘`α`α

ツルギマイコグニA`OPO。 ゐ軌0π ε鴎 α7`iodα0`y島8

群1
イテモ ンジグニの一頼 β78π皐1乙`弘88p.1色

エンマグニ 翫 物`OP8助70蹴`08

第

3

キ'ζタ●昌 」9昌P`6τ・0`69α8168α7加 ¢`瓢8

ヘ リグルマ ヒワグニ 飾 ασ勉0耐 ゐ0π動8"β7・gi㎜`μ8

ヒビワレイブシダニCα7・ α占Odθ8γ`鵡08"8

ツブグニの一櫛Oppfα8P.41

フジイレコダニの門租P70`o再 酔`γ 臼 宛8P.

コガタイブシグニCo7α 占0468Pδ πゴo"`β`"8

3解ソコイタタ'二¢}一r種 」「πσ"6α`688P ・∠L

セムシグニの一種H87"己 ατ鵬fα 卵.B

セン・グニの一種A碗09η8勧8P.8

ツブダニの一種Oppfα8P .42

オオギグニL`oπ θ76川 αθ隅8πo"oθ9払 爵殉6θ

ツブグニの一種OPP毎8P。3

マキバネグニのト→租C九"〃 菖Obα`888P.β

クナガオニタ'二 砺 譲7ω 納 孤8`…9お6`・ 脇8

ウスイPグ ル マヒワダニ 酎06削 九〇恒 媚8輸P'幽

ジュズダニの 一麺0α'凶8{4α88P.(大)

ヒノイブシタ'二Cα70bOdθ8π``雅 恥 σ協 恥

イテモンジダニ 餅 δ,π昭 媚 四 δη仔 θγ

ヤハズツノバネダニPα 短c厄P`6γ 画 直8`翰C`o
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られ ない 種 もあっ.た こ とは注 目 しなけ れ ば な ら ない 。 これ は 予 期 に反 し

た こ とで,や や 理解 に苦 しむ が,拾 取 り法 に お い て は,い わ ゆ る 「土 」

の部 分 の 採取 量 が相 対 的 に 少 な く,や や深 い 層 に 多 く生息 す る種 を逃 が

した こ とに な る ら しい。

イ.種 数

打 込 み法 に く らべ て,拾 取 り法 に よっ て得 られ る種 の 数 の ほ うが多 い

ことは表6・1か らも容 易 に見 当 が つ ぐが,も う少 し詳 しい比 較 を して

み る。 同 じ調 査 枠 内(3×3鋭)の 中 で,採 土 缶 を7個 打 ち込ん だ場 合

(bシ リー ズ 吾 よびcシ リーズ)と 拾取 り法 との比 較 が 表6・2… ←よび

表6・3に 示 して ある 。拾 取 り法 に お いて は,1枠 あた り31～40種

(平 均37.0種)が 得 られ たが,打 ち込み 法 で はbシ リーズ が20～31

種(平 均25.8種),cシ リー ズが17～37種(平 均25.6種)で あ り

平 均 して拾 取 り法 よ 抄も11種 あ ま り少 な くな っ て い る。 種 数 比 でみ る

と,拾 取 り法 は打 ち込 み 法 の約1.5倍 の種 を捕 え て い る こ とに な る。

表 一6・2拾 取 り法(の と打 込 み 法(缶7個,b)に よる

出現 サ サ ラ ダニ種 数 の 比較

枠.名

A

B

C

D

E

平 均

A十B十C

十D十E

種 数

a

39

37

38

40

31

37.0

68

b

24

20

31

29

25

25.8

43

種 数 差

a-b

15

1?

7

11

6

11.2

25

種 数 比

a/b

1.63

1.85

1.23

ユ.38

1.24

1.48

1.58

特 有 種

ab

20:5

22:5

11:4

15:4

14:8

16:5

3ユ:2
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表 一6・3拾 取 り法⑰ と打 込 み 法(缶7個,c)に よる

出 現 サ サ ラダ ニ種 数 の 比較

粋 名

A

B

c

D

E

平 均

A十B十C

十D十E

種 数

a

39

37

38

40

31

37.0

ss

b・

21

22

31

3?

17

25.6

45

種 数 差

a-b

18

15

7

3

14

11.4

23

種 数 比

a/c

1.86

1.68

1.23

1.08

1.82

1.53

1.51.

特 有 種

ac

22:4

20:5

12:3

12:8

19:6

17:5

24:4

A～Eの5枠 をすべ て合 わせ た もの の 種 数(表6・2,表6・31D最 下 欄)

に つ い てみ る と,拾 取 り法 で は68種 が 得 られ た の に対 し,打 ち込 み 法

で は43～45種 しか得 られ ず,そ の差 は23～25種 とな り,種 数比 に

してみ る と,や は り拾 取 り法 のほ うが約1.5倍 と な る。

しか し,採 土 缶 の 数 を2倍 に し,.1枠 内 で14個 打 ち込ん だ 場合(b

+cシ リーズ)に は,拾 取 り法 との差 は匹 く らか縮 ま っ て くる。 そ の結

果 は表6・4に 示 す とお りで,打 ち込 み法 に よる種 数 は1枠 あた り28～

38種(平 均33.0)と 上 昇 し,拾 取 り法 に よる種 数 との差 も平 均4.0

種 に な り,種 数 比 も平 均1.13と なっ て くる。5枠 を合 わ せ た 場合 には

合計 種 数 が52'種 とな り,拾 取 り法 との差 は16種,種 数 比が1.31と

な っ た 。

この よ うに,採 土 缶 の 数 を増 す ほ ど,調 査枠(3×3伽)の 数 を増 す

ほ ど,打 込 み 法 ・拾 取 り法 ともに種 数 が 増 大 して ゆ くが,こ の様 子 を も

う少 しわか りやす くみ る た め に,調 査 枠 を1個(A),2個(A+B)

5個(A+B+C+D+E)と 増 して ゆ くに従 って,種 数 が
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表 一6・4拾 取 り法(a)と 打込 み 法(缶14個,b+c)に よる

出現 サ サ ラダ ニ種 数 の 比 較

枠 名

A

B

C

D

E

平 均

A十B十C

十D十E

種 数

a

39

37

38

40

31

37.0

68

b-f-c

31

28

3?

38

31

33.0

52

種 数 差

a一(b+c)

8

9

1

2

0

4.D

16

種 数 比

a/b+c

1.26

1.32

1.03

1.05

1.00

1.13

1.31

特 有 種

a:b十c

16:8

16:7

7:6

11:'9

13:13

13:9

22:6

どの よ うに増 加 して ゆ くか を グ ラ フ化 してみ る と,図 一6・4の よ うに

な る。 これ は 種数 一 面 積 曲線 の一 種 と考 え られ 左い こ と もな いが,横 軸

の 面 積 の増 大率 が 低い こ と,枠 を密 着 して 増 大 させ ず に各 枠 が 離 れ て い

る こ とな どか ら,多 少 意 味 が異 っ た もの に な っ て しま ってい る。そ のた

め か,グ ラ フはほぼ 直線 に近 く,こ の調 子 で枠 数 を増 して いっ て も,ど

こま で種 数 が 上昇 をつ づ け るか見 当 が つ け に くい。そ こで,や や別 な見

地 か ら眺 めて み る と,打 ち込み 法 に よるb,c,b+cお よび拾 取 り法

に よるaの グ ラ フは ほぼ 平 行 して上 昇 し,枠 数 を増 す こ とに よって互 い

ゆドのり

に 近 よって くる こ とが な く,枠 数 を増 して も方法 の ちが いが そ の ま ま種

数 の差 に反 映 して しま うこ とを物 語 っ て い る。 拾 取 り法 で しか得 る こ と

の で きに くい種(表 一6・1の第3群)が 相 当数 あ る ことか ら,打 ち込 み 法 に

お い て枠 数 をい くら増 や して や って も,拾 取 り法 の種 数 に は追 いつ ぐこ

とが な さそ うで あ る。 ま た,打 ち込 み 法 で調 査 枠 を5個 とって 得 られ た

種 数 は,拾 取 り法 で は わず か2枠 で得 られ て しま うこ と もわか る。 しか
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し,こ の調 査 か ら,種 数調 査 の た め に何 個 の枠 を とれ ば よい か とい う点

に 関 して り 回答 は得 る こ とが で きな い。

70

so

サ

セ多5
0

慈

藝

暑40

30

セo

拾取 り法a

b←G打 込み法(缶14個)

C打 込械(節 個)

b打 込み法(缶 咽

i
(A)

2

ぐA←B)

3

(A+B+C♪

4

(AtB

†C+D)

5
(AtB+C
+D+E)

枠(3x3m)の 数

図 一6・4 調査枠数 の増加 と種 数の増加の関係

方法 のち がいに よる差を示す
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ウ.個 体 数

今 回 の調 査 は 方法 の ちが いが 種組 成 や種 数 の調 査 結 果 に及ぼ す影 響 を

み るた め に計 画 さ れ たの で,個 体 数 に関 して は十 分 な資料 を得 る こ とが

で きな か った が,い くつ か の参 考 に な るデ ー タが得 られ た 。拾 取 り法 は

定 量 的 な サ ン プ リング法 で は ない の で,こ こで は触 れ ず,打 ち込 み 法 に

よって 得 られ た デ ー タだけ か ら得 られ た 結果 を表 一6・5に 示 して あ る。

各 枠 内 のbシ リーズ 診 よびcシ リー・ズ(と もに 缶7個 分,計140曜 ×

深 さ5㎝)の 個 体 数 は76～685と 大 きな ば らつ きをみ せ,1泓2あ た り

の個体 数 に換 算 した値 も5,429～48,930,こ れ を枠 内 で平 均 して も,

17,179～44,608と,一 ぱ らつ きが 大 きい 。 現在 ま で の経 験 か らい うと

A枠 の2万 以 下 の値 か らは ダ ニ群 集 が 貧 弱 だ と判 定 す る こ とに な る し,

C枠 お よびD枠 の4万 以 上 の値 に基 づ け ば,こ の場 所 は ダ ニ群 集 が,か

な り:豊か で あ る とい う判 定 を下 す こ とに な る。

この ζ うな こ とが あ って は困 るの で・ サ ン プル 面積 や数 の検 討 が 必 要

に な るが,こ の調 査 では各 シ リー ズ内 の7個 の サ ン プル(5×4×5㎝)

を一括 して ま とめ て しまっ て あ るの で,こ れ を1単 位 と し,3×3常 の

枠 内 に 缶 を7個 あ る いは14個 打1ら摯!し窪 場 合 に・ そ の枠 を何 個 く らい

'とれ ば よ
い か とい う検 討 を して み た 。表 づ6・6に は そ れぞ れ の場 合 の

Is指 数,お よび そ れ に基 づ い て計 算 され た必 要 枠 数 が掲 げ て あ る。 こ

れ に よる と,信 頼 度95%と した場 合,誤 差 を10%以 内 に とどめ る た

め には 少 くと も52個 の枠 が必 要 とい うこ とに な り,こ れ は ほ とん ど実

行 不 可能 な値 で あ る。 誤差 を20%以 内 に と どめ る とい うこ とに す れ ば,

必 要枠 数はbお よびb+cシ リー ズ で13～15個,cシ リー ズで33個

と な り,十 数 枠 な ら実行 不 可能 どは い え な い が,そ の 場 合 に打 ち込 む 缶

の 数 は 合計100～200個 とな り,こ れ は 非 常 な労 力 を必要 とす る仕 事

と な る 。
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表 一6。5打 込 み法 に よっ て得 られ だサ サ ラダ ニ の 個体 数

枠

艦A

B

c

D

E

シ リー ズ

b

C

b

C

レ

c

b

C

b

C

個 体 数

(缶7個 当り)

3'25

156

241

409

639

538

685

564

583

76

個 体 数/㎡

シリーズ毎

23215

11.143

17215

29215

45.644

38.429

48.930

40.28?

41.644

5.429

枠内平均

17.179

23.215

42U37

44.608

23.536

全 平 均

30.115

表 一・6。6 打 込 み 法(3×3皿 の 枠 内 に5×4Xき αrのサンプル缶 を打 込 む)
に よる個 体 数 調 査 に おけ る1δ 指数 と,そ れ に基 づ い て計 算

さ れ た必 要枠 数(信 頼度95%)

枠 数

5

5

5

枠 内内

サンプル数

7

7

14

シ リ ー・ズ

b

C

b十c

枠内平均

個 体 数

4946

348.6

834.2

1δ

1.13

1.32

1.14

必 要 枠 数

誤差10%

51.8

130.2

57.3

誤差20%

13.0

325

14.3
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w結 論

土 壌 小 形 節 足動 物 の うちサ サ ラダ ニ類 を対 象 と し,富 士 山 麓 青木 ケ原

で行 なっ た調 査 だ け に基 づ い て考 察 した結 果,次 の ような こ とが い え る。

群 集 の質 的 な調査 を 目的 と し、 そ の場 所 に生息 す る種 を で き る だけ 完 全 に

押 え る た め には ・ 従来 の打 込 み 法 よ りは拾 取 り法 の方 が 適 して い る。 そ の

場 合,3×3皿 の枠 を何 個 設 定 す る か に つい ては。4～5個 で よさそ うで

ある が・ この点 に 関 しては 東 に調 査 検 討 す る余 地 が あ る。 ま た,打 込 み法

に よるほ うが得 られ や すい とい う種 が 吟 くつ か存 在 した ことは 注 目すべ き

で,こ の点 を考 慮 して,拾 取 り法 の や り方 を少 し改 良 す る必 要 が あ ろ う。

量 的 な調査 ・ す な わ ち個 体数 な どの算 定 の た め に は。採 土 缶(こ の場 合 は

5×4×5伽)を 用 い る打 込 み法 に よ らざる を得 ない が,缶 の大 き さや数

を どの よ うに した ら よいか とい う点 に つ い ては.あ ま り検討 さ れ てい ない。

今回 の調 査 結 果 か らは・3×3皿 の枠 内 に7～14個 の缶 を打 ち込 ん だ場

合,そ の よ うな枠 を少 く と も十 数 個 は 設定 す る必要 が あ る こ とが わか っ た

が・そ のために必要 な作業量(特 に動物分離坤出後 の算定作業)は 極 めて

'
大 き≦・実行 に困難 を伴 なう ことが わか った。
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《2)吉 木ケ原小型哺乳類調査一ベイ トと トラップ別による調査手法検討一

1は じめ に

自然 環 境 が種 々の人 間活 動 に よ り改 変 ざ れ てい く様子 を解 明 す るた め に9

環 境 庁 は 昭和48年 度 に 自然 環 境 保 全調 査 を 実施 したが,今 後 は 動 物 相 の

変 化 に も注 目 した 調査 が実 施 され るべ きで あ る との反 省 が な され,こ れ を

受 けて,自 然環 境 の改 変 を最 も的 確 に表 現 す る手 法 の開 発 が要 請 され る に

至 っ たo

本 事 例 研 究は9哺 乳動 物 を対 象 と して,環 境 の 変 化 を把握 す る の に適 し

た動 物 の 選 定並 び に合理 的 な調 査 手 法 の 開発 を'目的 と して計 画 され た。

まず,調 査 対 象 動 物 の選 定 に当 って は91)身 近 に・ しか も豊 富 に存 在

す る こ と.2)調 査手 法 が確立 され て い る こ と,3)環 境 の変 化 に呼 応 し

て 速 や か に移動,分 散 を行 な うこ と,4)指 標 性 が高 い こ と,な どの条 件

を 満 た す こ とが必 要 で あ る。

'
1)の 条 件 に関 しては,今 後 全 国 の あ らゆ る環境 下 に数 多 くの モ ニ タ リ

.ンブ ス テ ー シ ョンが設 定 され る こ とを考 慮 に入 れ る とき,た とえ ば,ク マ

や シ カ,サ ル とい っ た大 型 哺 乳類 は極 く限 定 され た壌 境 条 件下 に しか 生 息

で きず,普 遍化 が困 難 で あ る。2)に つ い て は,他 の如 何 な る条 件 を満 た

した と して も,調 査 手 法,た とえ ば,捕 獲法,個 体 数 推 定法 な どが確 立 さ

れ て い なけ れ ば,水 面 に映 っ た月 影 で ある。3)に 関 しては,人 為 の影 響

に よ り少 な か らず理 境 が改 変 され た と して も、 移動 能 力 が低 か った り,生

息 環 境 に対 する適 応能 力 が高 い もの では,環 境 改 変 の状 況 を的 確 に 反映 し

な い こ とが 憂慮 さ れ る。4)に 就 い て は,た とえば,ド ブネズ ミの よ うに。

富 士 山 頂 か ら小 笠 原 の山 中 に ま で,さ らに は都 市域 内 に ま で広 く分 布 して

い る種 で は 。微 妙 な 環 境 変 化 を追 跡 して い く こ とは 困難 で あ る。 ただ し,

ドブ ネズ ミの場 合 は,イ タ チ,テ ン、 キ ツネ,フ ク ロ ウ9ワ シ9タ カ な ど
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の捕 食 者 が生 息 し得 る よ うな優 れ た環 境 では 生 き延 び る こ とが 困難 で あ る

とい う特 性 を有 して い る と ころ か ら却 っ て環 境劣 悪 化 の 指標 と して 使用 で

き る とい う一 面 を持 っ て お り・ この意 味 では拾 て難 い動 物 で ある。

掬 て ・ 上 に述 ぺ た すべ て の条 件 を満 た す哺 乳動 物 と して は ノ ネ ズ ミ類 が

挙 げ られ よう。 本調 査 の対 象 と して考 え られ るノ ネ ズ ミ類 と しては 。 層エ ゾ

ヤ チ ネズ ミ・ ミカ ドネ ズ ミ9エ ゾア カネズ ミ9ヒ メネズ ミ,カ ゲ ネ ズ ミ,

ヤ チ ネ ズ ミ・ ア カネ ズ ミ9ハ タ ネズ ミ・ ス ミス ネ ズ ミな どが あるoこ れ ら

の小 哺 乳類 は全国 津 々浦 々の 自 らに適 した生 息 環 境 を選 択 し,広 く,か つ

豊 富 に分 右 して い る。 しか も、 食 物連 鎖 系 の底 辺 に位 置 して い る と ころか

ら,個 体数 も豊 富 で,多 少 の捕 獲 に も耐 え得 る とい う利 点 を持 っ てい る。

今 こ こに'参考 ま でに各 々の 種 に つ い て代 表 的 な生 息 環境 を一 覧 表 に した

(表 一6・7)。

以 上 の理 由か ら,今 後 哺 乳 動 物 を対 象 と した環 境改 変 状況 調査 に ノ ネズ

ミ類 を用 い る こ とを推奨 した い。

表 一6・7ノ ネ ズ ミ の 種 別 生 息 環 境

地方

生 息

環 境

北 海 道

本 州

四 国

九 州

造 林 地

牧 草 地

ゴ ル フ 場

エゾヤチネズミ

ハ タ ネ ズ ミ

ス ミ ス ネ ズ ミ

ハ タ ネ ズ ミ

ス ミ ス ネ ズ ミ

疎 林

二 次 林

エ ゾア カネズ ミ9

カラフトアカネズミ

ア カネ ズ ミ

ア カネ ズ ミ

ア カ ネ ズ ミ

森 林

(原 生林様)

ヒ メ ネ ズ ミ

ミ カ ド ネ ズ ミ

トウホクヤチネズミ

ヒ メ ネ ズ ミ

ニイガタヤチネズミ

カ ゲ ネ ズ ミ

ヒ メ ネ ズ ミ

ヒ メ ネ ズ ミ
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皿 調査目的

ノ ネ ズ ミ類 に対 する調査手法 が他の哺乳動物 のそ れ と比較 して著 しく発

達 してい る背景 に・森林 加害獣 で ある とい う理 由が あった。 この森林被 害.

を軽減す るため.に,調 査手法 が発葦 し、今 日の防除技 術が確立 され た。

と ころ が。 さ きに 述 ぺ た ノ ネ ズ ミ類 は す べ て林 木 に加害 す る とは 限 らな

い。 た とえ ば,ア カ ネズ ミや ヒメ ネズ ミは 、林 木 に対 して無 害 だ と され て

い る。 従 っ て,被 害 防 除 の対 象 とな るの は,エ ゾ ヤ チ ネズ ミ,ハ タネ ズ ミ,

ス ミス ネズ ミ とい った野 激 で あ る。 この よ うな苦 情 か ら,野 激 調査 の道 具

か らベ イ ト(餌)に 至 るま で,こ れ ら森 林 加 害 獣 を 中 心 に開 発 が進 め られ

て 来 た。 林 木 の 樹 皮 をか じって 樹 木 を枯 死 さ せ る ノ ネズ ミの食 性 は,元 来

草 食 性 の もの で ・ 林 木 に加 害 しな いノ ネ ズ ミは種 子 食 蜂 で ある とい っ た大'

きな差異 が あ る。 従 って,ベ イ トと して用 い る基 材 も対 象動 物 を何 に選 ぶ

か に よっ て 自つ と異 なっ て来 る。

一 方 9ト ラ ヲプ に して も,林 木 を加 害 す る ノ ネ ズ ミは専 ら地上 採 食 性 で9

地 下生 活 が 中 心 で あ るの に対 して1ア カネ ズ ミや ヒ メ ネズ ミに 至 っ て は,

樹 洞 とか人 工 の巣 箱 をね ぐ ら と して しば しば利 用 す る とい う よ うに、 生 活

形 態 が著 し く異 な る と ころか ら。両 者 に向一の トラ 。ブ を用 い る こ とに も

疑 問 が残 る。

この よ うな幾 つ か の問題 点 を解 決 し,最 も合 理 的 な調 査 法 を確立 す る こ

と を 目的 に本 調 査 を実 施 した。
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皿 調 査 方 法

これ まで に ノ ネ ズ ミを対 象 と して 用 い られ て来 た調 査 用 具,ベ イ トの代

表 的 な もの を 用い て 下 記 の 方法 で調 査 を実施 した 。

ア.ト ラ ップの種 類 に関 す る検 討

今 まで に極 く普 通 に 用い られ て来 た シ ャー マ ン トラ ップ,ス ナ ッブ ト

　

ラ ヅブ,カ ゴ ワナの3種 の トラ ヅブ を用 い,ノ ネ ズ ミの種 によ る嗜 好性,'

嫌 忌性 の程 度 を明 らか に す る 目的 で,同 一 ブ ・ ッ トに3種 の トラ ップを

設 置 し,同 一 の ベ イ トを 用 い て捕 獲 率 を求 め た 。

調 査 面積 は50拠 ×100鋭 で,こ れ を縦,横 各10餌 間 隔 に碁 盤 目に仕

切 り,各 交 点 に3個 の トラ ップ,合 計150個 を セ ッ トした 。 ベ イ トに.

は,サ ツマ イ モ と生.ピ「 ナ ツを 同「 トラ ップ内 に仕掛 け た 。

イ.ト ラ ップの 数 に 関 す る榛 討一1.』,

縦50m,横100拠 の調査 地 内 に上 記 の方 法 に 従 って50プ ロ ットの

ステ ー'シ:ヨンを設 け,各 プ ロ ッ トに1個 の ス ナ ッ ブ トラ ップを置 いた調

査 区 と,3個 の ス ナ ッブ トラ ップ を置 い た調 査 区 を設 け,両 調 査 区内 の

1ネ ズ ミの 捕 獲 の 状 況 を 比較 した 。 従 っ て,前 者 は5・0個 の トラ ップを,

後者 は150個 の トラ ップ を用 い た こ とに なる 。

尚,こ の 場 合 ベ イ トに は,サ ツマイ モ と ピー ナ ツを 同一 トラ ップに仕

掛 け た 。

ウ.ベ イ トに 関す る検 討一1

縦50祝,横100解 の調 査 区 域 内 に上 記 の方 法 に よ り50の プ ロ ッ ト

を設 け,こ の 内48ヶ 所 の ブ ・ ッ トに各 々4個 の シ ャ ーマ ン トラ ップを
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設 置 し,中 の ベ イ トを エ ン バ ク,ピ ー ナ ツ,サ ツ マ イ モ,ヒ マ ワ リ と い

っ た 具 合 に 各 々異 に し て セ ッ ト し た 。 従 っ て,使 用 し た シ ャ ー マ ン ト ラ

ッ プ は,合 計192個 に 達 し た 。

エ.ベ イ トに関 す る検 討 一 皿

上 記 ウ と同 じ面 積 内 に50デ ロ ッ トを設 け,各 々の プ ロ ッ トに2個 の

カ ゴ ワナ を セ ッ トし,片 方 に はサ ツマ イモ と ピー ナ ツを,残 りの カ ゴに

は サ ツマ イモ と ヒ マ ワ リの種 子 をつ け て セ ッ トした。 トラ ップ数 は 合計

100個 を使 用 した 。

w調 査 期 間

調 査 は,1976年11月8日 か ら11月13日 ま で の6日 間 に わ た っ て 実

施 し た 。 こ の う ち 調 査 法3,ベ イ トに 関 す る 検 討 一1は5晩6日 の 調 査 を

実 施 し た が,残 層り の 調 査 は,4晩5日 の 調 査 を 実 施 し た 。 各 々 の 調 査 日 程

は 次 の 通 り で あ る 。

1.ト ラ ッ プ の 種 類 に 関 す る 検 討,Nov9～13,1976

2.ト ラ ラ ブ の 数 に 関 す る 検 討 一1,nNov9～13,1976

3.ベ イ トに 関 す る 検 討 一1,Nov8～13,1976

4,ベ イ トに 関 す る 検 討 一 ∬,No凱9～13,1976

V調 査結果並び に考察

これ まで に述ぺて来 た調査 目的 と方法 によって実施 した結果を,各 調査

方法別 に述べてみたい。
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ア.ベ イ トの 種類 に 関 す る検 討

各 々ベ イ トを異 に した4個 の シ ャー マ ン トラ ップを,48ブ ・ットに合

計192個 セ ッ ト した結 果 得 られ た ノ ネ ズ ミの 数 は 表 一6・8の 通 りで あ

る。 この 表 に も示 され て い る如 く,合 計192個 の トラップに かか った ノ

ネズミは合 計16体 で あ る。但 し,こ こで は食 虫 類 の ヒメヒミズ,D勧 θo-

040%p`菖 伽 師 γ掬 と トガ リネ ズ ミ,SOγ θ劣S雇 幅 αを除 き,ヒ メ

ネズ ミ1生pOd傭%8α γgo暢 θ%s16体 につ い て検 討 を加 え る。

捕 獲 され た16体 の ヒメネズミの うち,ヒ マワリを ベイ トと して 用 い た ト

ラップ に よっ て捕 獲 され た佃 体 は合計10個 体;9ピ ーナツの トラップで捕 獲

され た 個 体 は5個 体,エ ン六ク'の トラップに か か っ た もの は1個 体 で あっ

た。但 し,こ の エンバク にか か っ た1個 体 は隣 接 す る とマワリを摂 食 した

あ とエンバクの トラップ に入 っ た もの で,ト ラップに 故 障 が なけれ ば 本来 ヒ

マワリの トラップに よっ て捕 獲 さ れ てい る個 体 と考 え られ るの で
,こ こで

は ヒマワリに よっ て捕 獲 され た 個体 を11個 体 と して扱 う。

この結 果 か らも明 らか な よ うに,全 捕 獲 個 体 数 残 り5個 体,約'31%

の 個 体 が ピ ヅ ・・ツに誘 引 され た こ ζに な る・ 従 っ て 沙 な く と も ヒメ

ネ ズ ミの捕 獲 を員 的 とす る と きには ヒマ ワ リの 種子 の 方 が ・ ピー ナ.ツ

よ 診 も有 効 で あ る こ とが 知 られ た。

一 方
,サ ツマイモの トラップで は1頭 も捕 獲 さ れ ず,少 な くと も ヒメネズ ミ

の捕 獲 には サツマイモ を ベイトと して 用 い る こ とは,無 意 味 で あ る こ と.が,

うかが え る。 これ は ヒメネズミの本 来 の食 性 が 種 子 食 性9で あ る こ とを裏付

け た結果 とい え よ う。

筒,当 調 査 地 域 の1ha当 りの ノネズミの 個体 数 を推 定 す る 目的 で,杉

山 式 の 推定 式 を 用 い たが,個 体 数 の推 定 は不 可能 で あっ た 。
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調 査 地:

調査 期:聞:

目 的3

備.考3

表 一6・8ベ イ ト 別 捕 ・獲 数 1

I

Nov・8～1391976

ベ イ ト別

オー。ル シ 『ヤ ー一マ ン.1個 所4個 ×48個 所g計192ト ラ.ブ

ベ イ ト3エ ン バ ク,ヒ マ ワ リ,ピ ー ナ ツ,サ ツ マ イ モ

Date

1↓/9

1]j/10

1レ{1

Statian

ILO

Species

Aoao

u

〃

ii

//

〃

D.P.

A.ao

ii

n

Sex B。W Note

ヒ マ ワ リ

ii

ii

a

ピ ー ナ ツ

ヒ 》 ワ リ

!/

ii

エ〉〃～ク(ヒ

マワリ 。

尽 レ乞あと)

ヒ マ ワ リ

Date

加

1],/12

M

Stati㎝

IIU

Species

DbPa

A.a.

ii

n

O

n

Sorer

曲 血to

a

A.8.

a

Sex B.W Note

エ ンパ ク

ヒマ ワ リ

a

n

ピー ナ ツ

n

エ ンバ ク

ヒマ ワ リ

ピー ナ ツ

a

A.a.

DoP.

S'。S。

:.A7)o(Zθ7π ～るε αγ9θ7Lホ θ%s

:P写 糀 θ00(ZO%Pん 侃 づγ08ホ γぜε

:Soγ θ①sん づrη'孟ρ

ヒ メ ネ ズ ミ

ヒ メ ネ ズ ミ

ト ガ リ ネ ズ ミ

一162一



当調 査 の 結果 に お いて,特 に注 目に値 す る こ とは,シ ャーマントラップ

に よって1個 体 の カゲ ネズ ミも捕 獲 さ れ て い ない こ とで あ る。 この調 査

地 と小 径1本 をは さん で相 対 す る林 内 で,シ ャー マ ン トラ ップ,カ ゴ ト

ラ ッ プ,ス ナ ップ トラ ップの3種 の トラ ップを 用い,ベ イ トを統 一 した

調 査 にお い て も,シ ャー マ ン トラ ップで は1個 体 ¢1カ ゲネ ズ ミも捕 獲 さ

れ て い な い 。 しか し,他 の トラ ップに よって10個 体 もの カゲ ネ ズ ミが

捕 獲 され てい る。

これ らの調 査 結果 を合 わ せ 考 え る と き,少 な くと もカ ゲネ ズ ミの捕 獲

に は シ ヤー マ ソ トラ ップは 適 して い .ない よ うに考 え られ る。

イ.ト ラ ップの数 に 関す る検 討一1,丑

林 内 を走 る 自然遊 歩道 を狭 ん だ 両 側 に各 々0.5haの 調 査 地 を2ケ 所

設 け,片 方 の調 査 地 に50個(1),他 方 に150個(H)の ス ナ ッブ ト

ラ ップを仕 掛 けて 調 査 を 実施 した 。

この結 果,1'の 地 点 で は ヒ メネ ズ ミ16個 体,カ ゲネ ズ ミ,Eo地 θηo認 ε

Kαgθ%s7個 体,ア カネ ズ ミ,.Apod伽%88pθ040ε%81個

体,合 計24個 体 の ノ ネズ ミが 捕 獲 され た。(表 一6・9)

この 地 域 の 個体 数 を推定 した と ころ,1ha当 り約258個 体 とい う結

果 を得 た 。

次 に,Hの 地 点 では ヒメ ネズ ミ17個 体,カ ゲネ ズ ミ4個 体,合 計21

個体 の ノ ネ ズ ミが捕 獲 され た 。.(表 一6・10)

これ か ら この地 域 の個体 数 を推 定 した ところ,1ha当 り約68個 体 の

ノ ネ ズ ミが 生 息 してい た ことに な る 。
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表 一6・9ト ラ ッ プ1個 に よ る 捕 獲 数

調 査 地81y

調 査 期 間3Nσ 晒9～13ゲ19・76

'目 ・的:ト ラgブ の個 数 別

備 考3'ズ ナ.ブ トラ..プ ・1個所1個50ト ラ,ブ

.ベイ ト:サ ツマ イモ+ピ ー・ナ ツ

Date

1/10

il/ii

Species

A.a.

〃

u

D.p.

A.a.

//

//

//

a

//

//

ii

A.s.

E.k.

Note Date

11,/ii

11イ13

Species

E.k.

a

Aa.

Dp.

E.k.

S.s.

Aa.

//

〃

u

E.k

//

!/

Note
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表 一6・10ト ラ ッ プ ・3個.に よ る 捕 獲 数

調 査 地3皿

調 査 期 間8Nov・9～13,1976

目 的3ト ラ.プ の個 別数

備 考81個 所 に3ス ナgプ, .50個 所1'50個

ベ イ ト εサ ツ マ イモ 十 ピー ナ ツ

Date

11ノ 征0

a

11/11

Species

Aoas

ii

a

a

u

d

a

2

DoPa

ii

Eoko

Aoao

ii

Note

σ

トラップに血痕

Date

11/11

11/12

11/13

Species

A.a

ii

DoP.

Aoa.

n

n

EoKo

DoPo

Aoao

a

n

Eoko

ii

Note
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前 に も述 べ た よ うに,こ の調 査 地 域 は細 い小 径 を狭 ん だ両 側 に設 定 し

た こ とに よ り,環 境 条 件 は 非 常 に類 似 して い る。 しか し,こ こで捕 獲 さ

れ た個 体 数 か ら,1ha当 りに生 息 す る推 定 個体 数 に両者 の 間 で大 き な

差 がみ られ た。 この両 地 域 で 用い た トラ ップ も,ベ イ トも全 く同 じで あ

り乍 ら この よ うな差 異 を生 じた 原因 は,1個 所 に設 置 した トラ ップの数

に 起因 す る もの と考 え られ る 。

両者 を 比較 し,さ らに周 辺 で調 査 した過 去 の資料 な どか ら推 定 して,

当調 査 地 域1ha内 に:生息 す るノ ネズ ミの個 体 数 は,調 査 地 丑に:近い も

の と考 え られ る。

従 っ て今 後 プ リベ イテ ィ ン グ(初 日又は2,3日 間 は トラ ップの バ ネを

セ ッ トせ ず,ベ イ トだ け食 わせ,そ の 後 トラ ップ を仕 掛 け る方 法 。餌 慣

ら しと もい う。)な しに トラ ッピ ン グす る場 合 には,1プ ロ ッ トに置 く

トラ ップは 多い 方 が 望 ま しい とい,う結 論 に達 した。

ウ.ト ラ ップに関 す る検 討 一1

ベ イ トを統一 し,3種 の トラ ップを 用 いて,ト ラ ップの種 類 毎 の捕 獲

率 を求 め た ところ1次 に記 す 結果 を得 た。即 ち,ス ナ ップ トラ ップ で捕

獲 され た もの は 合計14個 体,ヒ メ ネズ ミ10個 体,カ ゲネ ズ ミ4個 体,

カ ゴワ ナ で捕 獲 され た もの は,合 計14個 体,ヒ メ ネズ ミ8個 体,カ ゲ

リ

ネ ズ ミ6個 体,シ ャ ー マ ン ト ラ ッ プ で 捕 獲 さ れ た も の は 合 計4個 体,す

べ て ヒ メ ネ ズ ミ,総 計32個 体,ヒ メ ネ ズ ミ22個 体,カ ゲ ネ ズ ミ10個

体 で あ っ た 。(表 一6・11)
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表 一6・11ト ラ ップ別 捕 獲 数

調 査 地3皿

調 査 期 間3:Nσv・9～1391976

目 的:ト ラ.プ 別

備 考:シ ャー マ ンpカ ゴg.ス ナgブ

ペ イ トは 各 サ ツ マ イ モ+ピ ー ナ ツ

1'個 所 に3種 トラ.ブ 各1,50個 所 計150ト ラ.ブ

Date

iz/io

11ノ(11

Species

A.a,

〃

n

ii

//

DoP.

Aoaa

Eok.

A.a.

E,ko

//

ii

Aoa,

ii

ii

D.Po

Aoao

n

D,Po

Aoao

a

Note

ス ナ,ブ

ii

カ ゴ

ス ナ,ブ

シ ャ ー・マ ン

ス ナ ッ プ

萎離 騨
ス ナ ヲ ブ

カ ゴ

u

ス ナ'ッ フ●

カ ゴ

ス ナ ッ プ

ii

カ ゴ

ス ナ ッ プ

ii

シ ャ ・一 マ ン

ス ナ,プ

シ ャ ー マ ン

カ ゴ

Date

11/h

11/12

11/13

Species

DoPo

E,k.

A,ao

a

Eoko

Aoa,

//

Eoko

u

//

aPo

-A.a .,

u

D,Po

E,ko

Aoaa

D.P.

//

Aoao

Note

ス ナ,プ

カ ゴ

〃

ス ナ ッ プ

カ ゴ

〃

ス ナ ッ プ

//

ii

カ ゴ

ス ナ9ブ

カ ゴ

u

ス ナ9プ

カ ゴ

シ ャ ・一 マ ン

ス ナ,プ

n

//

EokooEothenomyskageus

一一is7一 一



この結 果 か らみ る限 りでは,ス ナ ッブ トラ ップ とカ ゴ ワナ に よる捕 獲

率 の差 は み られ ず,全 体 に対 す る割 合 は,各 々44%で あ っ た。 一 方,

シ ャー マ ン トラ ップに よる捕 獲 は,全 体 の約12%で あ った 。 この と と

か らノ ネ ズ ミの捕 獲 には,ス ナ ッブ トラ ップ又 は カ ゴワナ の効 率 が 良 く,

シ ャー マ ン トラ ップは余 り効 率 が 良 くな い こ とが 知 られ た。

特 に,カ ゲネ ズ ミは シ ャー マ ン トラ ップに よって1個 体 も捕 獲 され て

い な い こ とに注 目す る必 要 が あ る。

当調 査 地1ha内 に生 息 す る ノ ネズ ミの個 体 数 を推定 した と ころ,約

110個 体 で あ る こ とが 判 明 した 。

エ.ベ イ トに関す'る検 討 一n

こ こで は トラ ップに カ ゴ ワナ を 用い,使 用 す る ベ イ トを異 に して調 査

を行 な っ た 。即 ち,1プ ロ ッ トに2個 の カゴ ワナ を配 置 し,片 方 に サ ツ

マ イモ と ピーナ ツを仕掛 け,他 方 に サ ツマ イモ と ヒマ ワ リの種 子 を セ ッ

トした 。

この結 果,前 者 の ベ イ トに よっ て合 計2個 体(カ ゲ ネズ ミの み),後

者 の ベ イ トに よって 合計14個 体,(ヒ メ噸ネズ ミ11個 体,カ ゲネ ズ ミ

2個 体,ア カネ ズ ミ1個 体),総 計16個 体 の ノ ネ ズ ミが捕 獲 され た。

.(表一6・12)
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表 一6ゼ12ベ イ ト別 捕 獲数 一H

調 査 地8

調査期聞 言

目 的:

備 考:

v

No▼ 。9～13,1976

ベ イ ト別

ヵ ゴ1個 所2個g50個 所g計100個

ペ イ ト:サ ツ マ イ モ+ピ ー ナ ツ

サ ツ マ イ モ+ヒ マ ワ リ

Date

ii/io

ix/ii

1x/12

Species

A.a.

//

//

//

a
壁

u

A.s.

E.k.

n

u

//

Aa.

11

//

//

II

Note

ヒ マ ワ リ

//

ii

〃

n

//

!/

ピ ー ナ ツ

〃

ヒ マ ワ リ

a

//

//

//

//

〈
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この結 果 か らサ ツマ イモ と ピー ナ ツに よっ て捕 獲 され た個 体 は,全 体

の13%,一 方,サ ツ マ イモ と ヒマ ワ リの種 子 に よっ て捕 獲 され た個 体 .

は 全体 の87%に な り,こ こで も ヒマ ワ リの種 子 の誘 引 力 の強 さ が伺 い

知 られ た。

さ きの ベ イ トに関す る検 討 一1,の 嗣 査 結 果 に 夢い て,ピ ー ナ ツに誘

引 され た 個 体 が31%で あ っ た のに対 し,ヒ マ ワ リの 糎子 に 誘 引 され た

もの が69%で あ っ た こ とを考 え 合 わ せ る に,ヒ マ ワ リの種子 が極 め て

誘 引性 の 高い こ とが再 確 講 され た。

当調 査 地域1ha内 に生 息 す るノ ネ ズ ミの 個体 数 は,約64個 体 と推

定 され た 。

今 回 の 全調 査 期 間 を通 じて捕 獲 さ れ た ノ ネ ズ ミ並 びに食 虫類 は 合計

148個 体 で あっ た 。(表 一一6・13)そ の 内訳 を み る と,ノ ネ ズ ミで

は ヒメネ ズ ミが87個 体 で 全 ノ ネズ ミに対 す る割 合 は74%で,青 木 ケ原

ケ原 の優 占種 で あ る こ とが うか が え る。 次 い で カゲ ネズ ミで26個 体,

全 体 に 占 め る割 合 は22%で あ った 。 最 も少 なか っ た のは ア カ ネズ ミで

5個 体,全 体 の 約4%で あっ た。

ベ イ ト別,ト ラ ップ別 の捕 獲 状 況 を ,動 物 の種 類 毎 に表 現 した もの が

(表 一6・14)で あ る。 この うち,食 虫類 の ヒ メ ヒ ミズ と トガ リネズ

ミを除 い たノ ネズ ミ3種 の ベ イ ト別,ト ラ ップ別 捕 獲状 況 を グ ラ フに し

た ものが 図 一6・5で あ る。
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表 一6・13ベ イ ト別,ト ラ ッ プ 別 合 計 捕 獲 数

調査地

1

5晩 トラ ップ

ベ イ ト別

丑

4晩 トラ ップ

ベ イ ト別

皿

4晩 ・3ス 才

ッブ トラ ップ

IV

4晩

1ス ナ ッ ブ

ト ラ ッ プ

V

4晩
ベ イ ト別

4晩

カ ゴ トラ ッブ

サ ツマイ モ 十

ピー ナ ツ

種 名

ヒ メ ネ ズ ミ

ヒ メ ヒ ミ ズ

ト ガ リ ネ ズ ミ

ヒ メ ネ ズ ミ

カ ゲ ネ ズ ミ

ヒ メ ヒ ミ ズ

ヒ メ ネ ズ ミ

カ ゲ ネ ズ ミ

ヒ メ ヒ ミ ズ .

ヒ メ ネ ズ ミ

カ ゲ ネ ズ ミ

ア カ ネ ズ ミ

ヒ メ ヒ ミ ズ

ト ガ リ ネ ズ ミ

ヒ メ ネ ズ ミ

ゐ ゲ ネ ズ ミ

ア カ ネ ズ ミ

ヒ メ ネ ズ ミ

カ ゲ ネ ズ ミ

ア カ ネ ズ ミ

ハ タ ネ ズ ミ

捕 獲 数'

16

2

2

22

10

8

1?

4

昌4

16唱

7

1

2

1

11

4

1

5

1

3

11

ベ イ ト ・ト ラ ッ プ

ヒ マ ワ リ

ピ ー ナ ツ

コ ン バ ク

サ ツ マ イ モ

ス ナ ッ ブ

カ ゴ

シ ャ ー マ ン

ヒマ ワ リ十サ ツマ イ モ

ピーナ ツ十サ ツマ イモ

ノ ネズ ミ

11

5

0

0

14

14

4

14

2

食虫類

2

0

2

0

8

0

0

調 査 地 合 計 捕 獲 数

ヒ メ ネ ズ ミ

カ ゲ ネ ズ ミ

ア カ ネ ズ ミ

ハ タ ネ ズ ミ

合 計

87

26

5

11

129

ヒ メ ヒ ミ ズ

ト ガ リ ネ ズ ミ

16

3

合 計 19
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表 。6・14ベ イ ト別,ト ラ ッ プ 別 の 捕 獲 状 況

調査地

1

5晩

ベイト別一1

丑

4晩

ト ラ ッ プ 別

V

4晩

ベイ ト別 一 丑

Bait
Nov.

ヒ マ ワ リ

ピ ー ナ ツ

エ ン バ ク

サ ツ マ イ モ

ス ナ ッ プ

カ コ,

シ ャ ー マ ン

ヒマ ワ リ十

サ ツマ イモ

ピー ナ ツ十

サ ツマ イモ

9110

●

●

●●

●

● ・

●●○

●●△

●○

●

●●

●

11

●●△

●●

△

●●○△

●●△△

●●○

●○

●● ×

●○

0

12

●

●

●

●○△

00

●●○

●○

●●○

●●

0

13

□

●●

●

□

●△

△

0

●

●

(●:ヒ メ ネ ズ ミ ○:カ ゲ ネ ズ ミ ×:ア カ ネズ ミ ム:ト ガ リネ ズ ミ ロ:ヒ メ ヒ ミズ)
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図 一6・5

(鋤

100

50

ピo与 ギoス'カ シ

ワ ナ ナ ヤ1

う 呈 タ ・ ゴ 毒
ツ 診 事 ブ γ

マ ツ

4耳 モ

バ イ ト別,ト ラ ップ別 ノ ネ ズ ミ捕 獲 状 況(ノ ネズミ3種)

V【 ま と め

小 哺 乳類 を 用 い て環 境 の変 化 を的確 に捉 え る手 法 を 開発 す る 目的 で,従

来 か ら用 い られ て来 た3種 の トラ ップ と4種 の ベ イ トを使 って,捕 獲 試 験

を行 なっ た。

この種 の テ ス トを 実 施 す る に 当 って は,可 能 な限 り類 似 した 理壌 下 で実
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施 す る こ とが望 ま しいが,幸 い に して 青 木 ケ原 とい うほy均 一 な植 生 を持

つ 広 い 面 積 の調 査 地 が得 られ た 。

当調 査 結果 を み る眼 りで は,ト ラ ップ に関 しては,ス ナ ッブ トラ ップ と

カゴ ワ ナに よる捕 獲 数 には 変 りが ない が,シ ャ ー マ ン トラ ップで は捕 獲 数

が 急 激 に悪 くな っ てい る。

一 方
,ト ラ ップの数 に関 す る調 査 で は,1プ ロ ッ ト1個 の トラ ップ設 置

法 では,合 計24個 体 が 捕 獲 され た が,1ha内 の個 体 数 の推 定 値 は258

個 体 とな った の に対 し,1プ ロ ッ ト3ト ラ ップの 方 式 で 捕 獲 した個体 数は

合計21個 体 で,1ha当 りの生 息 推 定 数 は68個 体 とな り,両 調 査地 域 の

環 境 が 極 め て類 似 して い る に もか か わ らず,個 体 数 の推 定 値 が 極 端 に異 な

って い る 。'この 原 因 は,ブ リベ イテ ィ ング を実施 しな い た め,毎 日の捕 獲

実 数 が 推定 式 ・に都 合 の 良 い右 下 りの 曲線 が得 られ な か っ た こ とに よる。従

って,プ リペ イテ ィ ング を 実:施 しない短 期 間の 調 査 で は トラ ップ数 を多 く

した 方 が 誤差 が少 な くな る もの と考 え られ る。

今回 実施 した調 査 は,'調 査 事 例 の 少 な い もの か らの結 論 で あ るた め,十

分 に信 頼 の お け る結 論 とは 言 ら難 い。 そ の証 拠 は,本 来 な らば ベ イ ト間 の

差 や トラ ップ間 の捕 獲 率 の差 を求 め るた ～φに:は各 々検定 が 必 要 で あ るが,

今 回 の少 な い資料 で は検 定 に か か らない。

しか し,こ の 実 験 結 果 か らは 少 な くと もノ ネズ ミの捕 獲 に適 した ベ イ ト

や トラ ップの 種類 に 関す る或 る傾向 は 明 らか に され 得 た と考 え てい る。

今 後 の 方 向 と して,今 回 は 森林 棲,特 に原生 林 に 好ん で生 息 す る ノ ネ ズ

ミが 主 な対 象 とな って い るが,こ の ほ か草 原棲 の ハ タネ ズ ミや エ ゾヤ チ ネ

ズ ミを対 象 と した テ ス トを 実施 す る必 要 が あ る。
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(3)青 木 ケ 原植 生調 査 一 森林 群 落 事例 調査 検 討 一

1調 査 の 目的

植 生 変化 モニ タ リン グス テ ー シ ョン の うち森林 群 落 に 関 す る調 査 方法

を検 討 した。 以下 は主 に、 野 外 調査 に お け る測 定 項 目、 基礎 デ ー タの と

りま とめ方 に っ い て述 べ,一 部,デ ー タ解 析 につ い て もふ れ る。

皿 調 査 区の 設定

調 査 区 は,必 要 な方 形 区 の形 と大 きさ を検 討 で き る よ うに930皿X30皿

の正 方 形 と し、 さ らに ロー ブ で5πX5π の小 区 画 に区 切 っ た。 こ⑳ う

ち,,今 回調 査 を行 な った の は毎 木 調査,林 床 植 生 調 査 は20伽 ×30皿

の範 囲 θ群 落 断面 図 は5皿 ×30伽 の範 囲 で あ る。

皿 調 査 項 目

ア 。毎 木 調査

胸 高(L2皿)以 上 の 全て の木 本gツ ル植 物 に関 して1本1本 の個

体 に個 体 誉 号 を付 して表 一6・15に 示 した よ うな調 査 表 に従 っ て毎

木 調 査 を行 な う。 項 自は表 に あ る よ うな 個体 番 号,種 名,個 体 の位置

(x、y座 標系 で),胸 高 直径,樹 高,板 下 高,幹 の 傾 斜方 向、 樹冠

の 広 が り(x,y座 標 系 で),そ の 他 で あ」る。

イ 。樹 冠 投 影 図 。群 落 断 面 図

毎 木 調 査 と 並 行 し て 樹 冠 投 影 図 を,樹 冠 の 重 な り 具 合

に 注 意 しなが ら描 く。 群 落断 面 図 は測 高 ボ ール な どを用 い て,で き る

搾け忠実 に幹の傾斜 ・枝 のは り方。葉群 のつ き方等 に注意 して描 く。

これ らは一 部毎 木 調 査 の デ ー タ と重 複 す る。

樹 冠 投 影 図 は,樹 木 位 置 図 をか ね る もの で あ る が,地 形 が完 全 に平

担 な所 以 外 で は,ボ ケ ジ トコ ンパ ス(牛 方 式 トラコ ン な ど)な どを用

い て,各 樹 木 個体 の位 置 を測量 し、 同時 に徴地 形 図 を作成 して夢 く。
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表 一6・15 毎 木 調 査 結 果

N,O.

XY

1_1

1.一1

2-1

2-1

2-1

2-1

2-1

2-1

2'1

2-1

2-1'

2-1

3-1

3-1

3-1

3-1

3-1

3-1

s-1

3-1

3-1

3-1

3-1

4-1

4-1

距離飯)

X

25

2.5

5.2

5.85

α6

6.3

6.2

6.7

5.?5

9.2

9.2

9.7

11.5

122

13.4

14.6

14.2

13.8

14.3

14.5

14.7

14

13.6

15.5

15.4

Y

0.3

L5

1.5

21

1.7

1.9

2

4

4.7

0.95

0.95

32

1.1

0.5

1.2

1.5

1.4

1.8

年.3

Z3

28

36

4.3

0.7

麗

樹 種

ウワミズ.
サ:クラ

ソヨゴ

ツ ガ

ソヨゴ

ソヨゴ

ソヨゴ

ソヨゴ

ヅ ガ

ソヨゴ

アオノ吻

アオハダ

ヒノキ

不 明

ミズメ

ミズメ

ミズ メ

ヤマハゼ.

ウラジロ

ヤマハゼ

ツ ガ

クロバイ

アカシデ

ヒノキ

ヒノキ

ムラサキ、
".'

正【D

(伽)(㎝)

10

5.5

4

28

28

26

29

〔L5

7.0

3.2

ao

12

4

4.5

4

26

3.2

25

26

18

23

28

5.5

14

34

235

8.8

36

3

2

28

24

15.8

11

四

銘

1L8

16

26

20

1.4

22

0.s

2

23.4

1.6

1.4

6.8

9

2

枝

下

高
泌

45

4.5

1.8

r

L8

22

21

25

生2

Lg

L65

6

■一

24

2'

雫

1

L3

-

8

1

L8

L4

4

1.5

傾

斜
二
局

/

SlOE
260

/

o

-

wss

-

E2s

一

一

一

一

一

一

S3U

一

一

一

枝 張 り(鋭)

X

十

生6

00 .6

0.i

-

27

1.9

3

24

1.7

1

1.5

1.2

-

1.O

o.s

O.3

欄圓鳳.

0.3

-

o.s

1

2

0.s

24

L8

25.

23

21

,

0.4

0

eO .65

0.6

32

Ll

l

L2

-

1.1

0.s

o.s

-

0.3

-

45

0.9

U.0

21

L8

0s

Y

十

5.1

4

1.4

-

0.8

。1.2

25

2

1.4

1.1

1.4

1

-

0.9

0.s

O.5

-

0.3

1.7

3.7

1.2

Lz

O.3

L8

0.4

0.5

0G

O.5

-

22

3

-0.2'

24

39

1.3

1.6

1.4

ロ

ー

0.6

1

-

0.4

-

o.s

O.5

0.2

2?

1

27

備考

落葉

枯そん

枯 そん

同一株

枯

)同 一

腐木

枯

枯

枯
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4-1

4-1

4-1

4-1

4-1

4-1

4-1

4-1

4-1

4-1

5-1

5-1

5-1

5-1

5-1

5-1

5-1

5-1

5-1

5-1

5-1

5-1

6-1

6-1

6-1

6-1

6-1

6-1

6-1

1-2

15.4

17.2

19.2

19.4

19.8

19.0

18.9

18.6

18.7

1駄7

20.7

20.6

2L9

22

222

21.4

21.3

23.6

23.4

23.4

24.4

23.9

25.5

25.4

26.3

27.5

28.6

28.9

29.7

1.1

22

27

0.s

O.7

1.9

1.95

21

1.95

1.95

2.6

0.2

23

24

28

3.1

3.7

3.7

3.6

3

3

1.3

0.9

2

24

22

29

ユ

1.5

0.7

砿

ミズメ

ウツギ

易主iグ

不 明

アカミノイヌツゲ

n

11

11

ナナカマ ド

不 明

不 明

ツ ガ

不 明

ヒトツバ

不 朋

ヒトヅバ

//

コハウチワ

ガマズミ

n

アオハダ

コハウチワ

ツ ガ

不 明

ヅ ガ

不 明

ソヨゴ

n

ツ ガ

不 明

28

Z1

24

42

25

37

2

25

5.5

3

26

18

3.2

12

37

?.5

7.5

7

23

as

4.6

8

22

35

16

23

25

2

1.11

4.5

1.6

1.2

1.5

1.8

22

28

1.2

1.6

24

1.2

1

35

2

9.8

9.0

4.6

4.4

6.4

0a

23

a2

5

17.6

2

226

1

1.4

1.6

1?.5

9.0

2

0.6

1.8

1.8

i.s

22
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ウ。林 床 植生 の調査

林 床 は 草 本 類 だけ で な く,胸 高 以 下 の木 本 も全 て含 め て 調査 す る。

林 床 の 全種 類 につ い て ・5痂X5皿 の 小区画 ごと に被 度 と高 さ(最 大

自然 高)を 測 定 す る。 被 度 は土 地 面 積 あた りのパ ー セ ン ト被 度 を用 い

る。 主 な林 床優 占種 に つ い て は、 そ の分布 域 を地 図 上 に描 き被 度 分布

図 を作 る。高 木 性 実 生 に つ い て は・ なるべ く。 分布 図 を作 る。 本数 が

な い場 合 はθ5π ×5皿 の区 画 ご とに9種 類 別 の実 生 本 数 を 出 す。 ま

た、 調 査 区 内 の高 木1本1本 につ い て,そ の樹冠 下 に み られ る種 類 別

の実 生 本数 を カ ウン トす る方 法 も用 い る こ とが で き る。 実生 に関 す る

以 上 の調 査 は,全 て実 生 の高 さ の測 定 を伴 な う もの とナ る。 判 別可 能

な時 は、 実生 の年 令 も数 え る。

さ らに林 床 の状 態 と して。倒 木,根 株,露 岩 等 の 位 置 と広 が り,微

細地 形 の記 載等 を で き る だけ 詳 し く行 な う。

y基 礎 デ ー タの と り まとめ

ア 。一 般 的 事 項

調査 した生 まの デ ー タは ・ 全て整 理 して保 存 す る の を原 則 とす る。

従 っ て一 定 の様 式 の デ ー.タ ・シ ー トを 印刷 して用 意 し,全 て そ れ に書

き込 め る よ うに して お く。 野帳 な どに記 入 す る と。 あ とで 整 理 す る と

き に不 便 な こ とが あ る。 調査 用 紙 は 規格 をそ ろえ て(た とえ ば,

JIS-A4>調 査 後gす ぐに調 査 者 以 外 の もの が.デ ー タの落 ちが な

い か ・ 不 明 な点 が な い か を チ ェ ック し,全 て一 緒 に と じこん で お く。

表 紙 には ・調 査 年 月 日9調 査 場 所9調 査 者,チ ェ ック者9種 名 の同 定

責 任 者 な ど を明 記 してお く。 次 に 各 調査 項 目に?い て 以 上 の基 礎 デ ー

タ を も とに一 般 的 な と りま とめ 法 を述 べ る。

L毎 木調 査:調 査 用紙 に あ らか じめ用 意 して お いた 胸 高 断面 積(BA)
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の らん に61本 ご とに幹 の 胸 高断 面 積(BA=D㌃/4)を 求 め て 記入 す

る。 そ の後 必 要 に 応 じて,こ のBAを 集 計 し・種 類 別 の胸 高 断 面 積 合

計,種 類 別,直 径 階 別 の胸 高 断面 積 合 計,さ らに 小 区画 ご との胸 高 断

面 積 合 計(表 一6・16)な ξを求 める。 同 時 に。 それ ぞ れ の場 合 に

幹 の 本 数 密度 な ど も記入 してお く。 集 計 した 区 画 あた りの胸 高断 面 積

合 計 を100と した 各種 の相 対 胸高 断 面積 合 計 を,そ れ ぞ れ の種 の相

対 優 占度 と して 求 めて お く。 枯 死立 木 につ い て は,生 立 木 の場 合 と同

じ測 定 を行 ない,上 記 の表 に、 す べ て かつ こで く くって 記入 す る。

イ。樹 冠 投 影 図 、 群 落断 面 図

これ らの図 は,1/100程 度 の縮 尺 が描 きや す い。 で きるだ け,野

外 で,細 か い 点 に注 意 しなが ら図 示 して お く。 部 分 の計測 を して来 て,

室 内 で 図化 す る方 法 は,測 りま ちが いや 細 かい 点 を見 逃 す こ とが 多い の

で。 あま りよ く ない。 樹 冠 投影 図,樹 木 位 置 図 な ど も座標 で記 録 して 来

て,室 内 で図 化 す る方 法 は,位 置 の誤 記 載 を発 見 で きない。 群 落 断 面 図

で は,個 体 間 の干 渉 な どが技 張 りな どに あ らわれ て い る ことが 多 い の で,

そ の点 も注意 して描 く。

以 上 の デー タは,な るぺ く早 い う ちに トレー シ ン グペ ーパ ーに写 し と

っ て,細 か い点 や わか りに くい点 を直 して お く。 トレ ース図 の他 に原 図

を コ ピ ーな ど して保 存 して お く ことは い うま で もない。 幹 の位 置 と樹 冠

の位 置 が ずれ て い る こ と も多 い ので,両 者 を直線 で つ な い でお く。

ウ。林 床植 生 の調 査

林 床 枝 生 は木 本 層 とは異 な る環 境 傾度 に応 じた植 生 パ タ ー ン を示 す こ

とが 多 い の で,独 自の調 査 体 系 が 必 要 で ある が,木 本 層 との対 比 の 意 味

もあ る の で,こ こで は5糀 ×5皿 の 小 区画 ご とに デ ー タ を集計 し,さ ら

に 調査 区 全体 を 集 約 して お く。
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表 一6。16種 類別,小 区画別 の胸高断面積合計

plotNo
SP＼

ツ ガ

ソヨゴ

ヒノキ

モ ミ

ミズ メ

アオ ノ、:ダ

ァカミノイヌツゲ

ヒトツバカ卑デ

ウラジロノキ

ウワミズ ザクラ

ヤ マハゼ

アカシデ

ムラサキシキブ

ウツギ

ナナカマ ド

コハウチワカエデ

ガマズミ

ヒロハツリノサ

功

チョウジザクラ

コ'シ トネ リコ

ヤマモミジ

タカノツメ

コシアフラ

ミ'カ エデ

不 明

計
匪f酢

匿繍

1-1

(iKsas)

1433.?

1433.?

16Q.8

2-1

・(10.21七196
.1)

戦偲
1109.4

2 7.6

8236.1

2203.2

3-1

1430.1

136.3

310.0

1 20

(1}(0.5)

(2)(6.9)

11.5

(1×201ユ)

7479.9

42085

4-1

163.6

1 20

413ユ

11.8

1

1

1

al

1.1

4.5

2.5
1(1)(1.1)

11.91.7

1 1.1

5一 一1

19621

1 8.0

3107.3

251.8

24?

(3xs7s

9--339

367承

6-1

亥・纏)

235

1(1〕a1(0.8)

ち648.3

2244ユ

駁2催)

α2騰

3209.3

4120

315.6

515ユ

4109.1

(1)(0.5)

1433.7

(2)(09)

11S

13ユ

11.1

14.5

251.8

24.?

5.6

亥6×270.5)

3023.6
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SP

lotNo

ツ 幽ガ

ソヨゴ

ヒノキ

モ ミ

ミズ メ

アオ門ダ

アカミノイヌツゲ

ヒトツバカエデ

ウラジロノキ

ウワミス続 クラ

・ヤマハ ゼ

アカシデ.

ムラサキシキブ

ウツギ

ナナカマ ド

コハウチワカニデ

ガマズミ

ヒロハ ツリ!サ

'コナラ

チ ョウジザクラ

コバノ トネリコ

ヤマモミジ

タカノツナ

コシアブラ

ミネカエデ

不 明

置

生 個体

1枯れ個体

1-2

163.6

1 62

1283.5

156.?

(1×6a6)

4410.0

163.6

2-2

11661.9

4343.5

1 3ユ

150.3

1

1

1

勧卜

0.8

25

1.5

1020&3.6

0 0

3一 一2

21464.8

2669.9

1 1.5

1283.5

62419.7

0 0

4-2

2270.4

337ユ

(1)(7.1)

1 3ユ

6310.6

7.i

5-2

1145.3

293.?

486.0

3241.4

10566.4

0 0

6-2

2717.9

1346.4

?226

1

2

8.0

8$

13.--()3.?

0 0

538幽 謬6

5407.1

61432.0

310.8

皿15a4

5136.3

(1)(7ユ)

1283.5

311.9

156.?

125

1283.5

28.8

11.5

3241.4

68740
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SP
lotNo

ツ ガ

ソヨゴ

ヒノキ

モ ミ

ミズメ

アオ7》ビ

アカミノイヌツゲ

ヒトツバカエデ

ウラジロノキ

ウワミズ 売クラ

ヤ ψ「》ビ

アかシデ

ムラ抑 シキプ

ウツギ

ナナカマ ド

コハウチワカエデ

ガマズミ

ヒロハツリノサ'

コナラ

チョウジ舜クラ

コバノトネ リコ

ヤ マモ ミジ

タカノツメ

コシアフラ

ミネ旗 デ

不 明

1-3

21040.1

7294.0

計 生酬g1鋤
枯れ個体 0 0

2-3

1213.8

1

1

1

1

1

25

イL9

3ユ

25

0β

(1}(?0.9)

6227.?

3-3

253.4

1

1

2

os

0.5

4ユ

(lK153.9)

658.8

170.911153.9

4-3

145.4

363.4

1 20

123.8

21343

i 25

10.8
(2)(35.2

5-3

321121

1216.4

2 5.2

10272.2162333.1

235.210 0

6-3

1660.5

1490.9

19621

424.2

145

iiss

216ユ

4071.9

410.8

?07.3

964.1

25

53.?

141.9

2.5

19.6

52

1.3

4ユ

ゐ

16ユ

0.8

--Z17T.9

0 0
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,PlotNo

ツ ガ
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.タカノ ツメ
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不 明

計
生 個 体

枯れ個体

1-4

1467.6

535.4

(1)(28.3)

129372

128.3

2-4

83912

(1×132?)

1

1

1

9ユ

?1

認

315.4

∫
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且41L1
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3-4
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119.6
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4-4
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567.0

1 1.1
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0 0

5-4

17ユ

1172.0

128.2

1

2

7ユ

1.2
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(1)(1.5)
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1 1.5

6-4
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217.2
(1)(3.8)
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i 3.8
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7ユ

188.8
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7.1
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1.1
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林床 植生 の調査項 目は種類別 のパ ーセン ト被度 と最大高 であるが・ こ

の被度 と高 さ を掛け あわせた体積近似値 は,植 物体現存量 と相 関が高

いので,こ れ を種 の量 と して用いる。 重量 に換算 して木本層 の植物体

量 と比較 したい ときは,あ らか じめ体積近 似値 と重量 との関係 を主要

な種 について求めてむけば よい。 この体積近似値は,一 種 の積 算優 占

度 であるが,こ れにつ いて も小区 画 ごと,ま た区画全体 につ いて・ 相

対 優 占度 を求 めてお く。

林床構成種 について,必 ず しも生物学 的 な意味 の佃体 である必要は

ないが,単 位性 のは っき りした もの(た とえば,サ サの桿 な ど)で,

数 を数 え られ る ものは,密 度 を求 め て齢 く。

高木性実生 については・小 区画 ごと,調 査区 ごとに種類別g高 さ別

に本数 を集計 する。 また,高 木 の樹冠下 にみ られ る高木性樹種 の種別

の実生本数 を,樹 冠 を構 成す る種類別 に集計 してお く。

ヤ 予 備調査結果

今回の予備調 査は、 あ くまで調査手法 の検討 とい う事 が主眼 なので,

種名 の同定 など十分確定 してい ない点 もある。

ア。調査 に要 した時間 と人数

方形 わ く(30皿 ×30恥5π ×5π の小区画)の 設定

3人X2時 間

林床枝生 のマ ヅピング,林 床状態 の図示,実 生 のマ.ピ ング

(30皿X20皿)

2人 ×12時 間

群落断面図(30伽 ×5π)

2人 ×3時 間

毎木 調査(胸 高以上の全個体 の胸高 直径,樹 高、枝下高,樹 木位置

一201一



測 定,樹 冠幅 測 定,樹 勢 の記載,30π ×20皿 に ρ い て)

3人 ×18時 間

以 上 の全 て を集 計 す る と

2人 ×45時 間

とな るo

イ。調 査 面 積 の検 討

5π ×5皿 の 小 区 画 ご とに集計 した幹 本数,胸 高 断 面 積 合 計 を もと

に』 必 要 な調 査面 積 を稼 動 平 均 法 に よって検 討 した のが 図 一6・12

で あ る。 わ く数 が 増 大 す る につ れ て,小 区 画 あた りの 幹 本 数,胸 高 断

面 積 は一 定 の平 均 値 に収 れ ん して行 く。 この一 定 とみ な せ る値 の10

%以 内 の値 を示 す わ く数 を必 要 な数 とすれ ば,幹 本 数,胸 高 断 面 積合

計 ではrわ く数 で10個 ・ 面 積 で25ρ ㎡ 程 度 で よい こ とに なる。 し

か し,種 数 一一 わ く数 関 係 に な る と費 も う少 し大 きな面 積 が必 要 でg

わ く数 で16～17個,面 積 で 約400㎡ とな る。

結 局 ・ 種 組 成 ・ 幹 本 数 ・ 胸 高 断面 積 合 計 のす べ て を瀬 足 させ る面 積

は400㎡ 以 上 とな る。 この調査 区 で 出現 した最 大 抵 高 は ツガ の20協

で あっ たが,こ れ ま で経 験 的 に,群 落 の サ ン プ リン グ面 積 は 最 大 高

を一 辺 とす る方 形 区 が 適 当 とされて いた が,こ こで の結 果 は ほ ぼ こ の

経 験 則 を満 足 させ る。

林 内 の撹乱 をで き るだ け 少 な くす るた め に は 直方 形 の 講 査 区 が望 ま

しい が,長 方形 で こ の面積 を得 る には10皿X40～50皿 程 度 のベ

ル
.トを 設定 す れ ば よい。

ウ。樹 高 の測 定 精度

毎 木 調 査 の なか で樹 高 の測 定 は,精 度 を上 げ る の か難 し く,ま た労

力 もかか る もの で あ る。 調 査 区IZ)う ち5πX30π の範 囲 につ いて9
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ミ

樹高 を 目測 と測 高 ボ ー ル を用 い た実測 とで比較 し た のが 図 一6・13

で あ る。5皿 以 下 では 自測 と実 測 は比 較 的 よ く合 うが,そ れ 以 上 に な

る と.3..だま た ま合 う場 合 もあ るが,2π か ら5皿 程 度 の誤 差 が あ る。

しか し,樹 高,枝 下 高 な どは群 落 の階 層 構 造 と して基 本 的 な量 で あ

るか ら・測 高 ポ ール な ど を用 い て,で き る だけ正 確 に測 って お く こ と

が必 要 で あ る。

実
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図 一6。13 樹高 の目測 と実測 に よる比較
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uデ ータ解 析法

同一 調査区(永 久 コー ドラー ト)に おけ る数 回以上のデータが集 積 さ

れた段階で,初 めて具体的 な群落内容 の解析 が行 なわれ るので,こ こで

は有用 と思 われ る群落解析 法 を リス トア.プ するκとどめる。

ア。群落構造解析

種類構成,群 落 の種多様性,優 占型の判定,生 活型(生 育型,繁 殖

型 を含 む)解 析,生 態群 の抽 出。群落階層構造(樹 高頻度分布 を含む)

直径階分布,種 個体群の分散 構造,種 の個体群構造。

イ 。群落パ タ・一ンの解析

上記1の 結果 を時系列的 に比較 すれば,時 間方向 でのパターンが把

握 できるが,そ の他 に,2時 点間の群落間の類似度,種 間の時系列的

に みた分布相関 な どが基本的 な解析手段 となる。
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4.多 摩川 中流域河川敷におけ る調査

《'1)多摩川の河川敷の土壌ダニ調査 一 引き抜き法による検討 一

1目 的

河 原 や 山 岳 の礫地 帯 の よ うな と ころ で は,従 来 の採 土 缶 を地 面 に打 ち

こむ 方法(打 込 み 法)を 行 な お う と思 っ て も不 可能 で あ る。 そ の よ うな

場 所 で土壌 動 物 を調 査 す るの に は ・ どの よ うな方法 が考 え られ るだ ろ う

か 。 こ こで は広 い意 味 で の 「拾 取 り法 」 を適用 せ ざる を え ない こ と がわ

か っ た の で,植 物 体 を1本1本 引 き抜 く方 法 を行 ない,調 査 枠 に よる ダ

ニ相 の差 、植 物 種 に よる ダ ニ相 の差 が どの よ うな もので あ るか を調 べ る

こ とを 目的 と したσ

皿 方 法

調 査 地 は 関戸 橋 の た も との 多摩 川 の北 岸 で,川 岸 か ら約1'5π の と こ

ろ に,3×3π の枠 を3個 隣接 させ て 設 定 した。 す ぐ背後 の一段 高 くな

っ た地 帯 に はオ ギ の密生 す る群 落 が あ るが,調 査地 点 は一 面 に転 石 が敷

きつ め られ てお り・そ の 間 か らセ ンダ ン グサ属 の,草 本 を主 と した植 物

がか な りの 密度 で 生 じて い る。 調 査 枠 の す ぐ近 くで行 われ た植 生 調 査 の

結果 は表 白6・17に 示 す とお りで あ る。

土 壌 ダ ニ相 調査 用 の サ ンプ ル と して は,枠 内 で最 も 目につ く草 本 を枠

ご とに・・10本 以 上 引 き抜 き,地 下 部 のみ を切 り取 って 別 々に ポ リ袋 に

納 めた。 そ の際 ・植 物 体 と もに持 ち上 け られ た土 壌 は,上 方 か らみ て最

大7㎝ 四 方 ほ どに な る よ うに ・余 分 を切 り捨 てた。 この方 法 は 青木 ケ原

で行 わ れ た 『拾 取 り法 」 に準 ず る もの で あ るが,こ こで は仮 に 「引 抜 き

法 」 と呼 ん で お く。3個 の枠 内 か ら引 き抜 かれ た植 物 の本 数 は表 一6・18

に示 す とお りで ・枠 に よって 片寄 りが あ るが,こ れ は そ れぞ れ の枠 内 に

多 い 植 物 が 多 く引 き抜 か れ た た め で あ る。
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表 一6。17 多摩川河 川敷 にわける土 壌ダニ調査地 点の

植生(6×6皿 枠内)

a3

十

十

十

十

十

十

十

・十

十

十

十

十

十

*
コ セ ン ダ ン グ サ

*

カ ワ ラ ノ ギ ク

峯
ス ス キ

*
ア レ チ マ ツ ヨ イ

*

カ ワ ラ バ ノ、コ

*
ヨ モ ギ

*

ア メ リ カ セ ソ ダ ン グ サ

ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ

ノ イ バ ラ

ム ラ サ キ エ ノ コ ロ グ サ

マ メ グ ン バ イ ナ ズ ナ

メ ドハ ギ

イ タ ド リ

カ ラ ス ノ エ ン ド ウ

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十'

オ オ イ ヌ ノ フ グ リ

ヘ ク ソ カ ズ ラ

ア レ チ ノ ギ ク

ア メ リ カ ア リ タ ソ ウ

ナ ギ ナ タ ユ ウ ジ ュ

ヤ ハ ズ ソ ウ

ヘ ラ オ オ バ コ

カ タ バ ミ

ホ ウ キ ギ ク

シ ロ ツ メ ク サ

ヒ メ ジ ョ オ ン

イ ヌ ホ オ ズ キ

カ ワ ラ ニ ガ ナ

(*印:土 壌 ダ ニ 調査 用 にサ ンプ ル され た植 物)

表 一6・18土 壌 ダ 昌調 査 枠(3×3皿)内 か ら引抜

か れ た植物 の本 数

調 査 番 号

ヨ モ ギ

カ ワ ラ ノ、ノ、コ

ス ス キ

セ ンダ ング サ属

ア レ チマ ツ ヨイ

カ ワ ラ ノ ギ ク

A

2

0

2

7

1

2

計 14

B

1

2

3

4

3

0

13

c

3

1

1

2

3

1

11
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これ らの 植 物体 の地 下 部 か らの土 壌 ダ ニ の 抽 出は,青 木 ケ原 の 場合 と

同様,中 形Tul19ren装 置 を用 い た が9植 物根 に よっ て土壌 が か らめ ら

れ てい るた め抽 出 に は余 分 な時 間 をか け 、40W電 球 に よ り4日 間照 射

を行 な っ た。

:皿 結 果 お よ び 考 察

ア 。全体 お よび枠 別 の結 果

そ れ ぞ れ の調 査 枠 か ら得 られ た サ サ ラダ ニ類(成 虫 のみ)の 種類 ・

個体 数 。個体数 割 合 は表 一6・19に 示 す とお りで あ る。 種 数 合計 は

A,BgC枠 が そ れぞ れ11,17p18で あ った が,3枠 を合 わ せ

る と25種 に なっ た。 河 川 敷 の中 で も転 石 が敷 きつ め られ,土 壌 有機

物 もき わ めて 少 ない ところ に9こ れ だけ の種 数 のサ サ ラダ ニ類 が生 息

して い る こ とは,意 外 で あっ た。 最 も個 体 数 の多 か った'もの は,ク ワ

ガ タダ ニTθ 古o-cθPbθ%s砂ciα ホ%s.サ カモ リコ イ タダ ニQ?'砧 α一.

施 臨 εαんα餌oγ弱 プ リソデ ダ ニ の一 種GαZ鰯 α ,εp。Bの3種 でD

どの 枠 に もか な りの個 体 数 が生 息 してお り,こ の調 査 地 点 の ダ ニ群 集

の主 要 な構 成 員 と考 え られ る。 この うち,1番 目 の ク ワガ タダ ニは ず

ぱぬ け て個 体数 が 多 勢け れ ど も・ きわめ て 多 様 な環 境 に 出現 す る種 で

あ り,2番 目 のサ カモ リコイ タ ダニ も畑 地 な どの土 壌 環 境 の劣 悪 な と

ころ に多 くみ られ る種 で あ り。 洵 川 敷特 有 の種 で'はない。 しか し,3

番 目の プ リソ デ ダ ニの一 種 は現 在 ま で の と ころ記録 の 少 ない種 で,こ

の種 が数 多 く出現 した こ とは興 味 が あ る。

調査 枠別 に眺めてみ ると,種 組成はか な り異 なっていて。3枠 に共

通 した 種 は7種 だ け で,全 体 の28%,逆 に1枠 のみ に 出現 した種 は

11種 あ って,全 体 の44%に 達 した。 枠 間 の種 類 似度(Jaccard

指数)を 算 出 して み る と,ArB:33.3,A-C33L8・B-C:66.7と

一208一



表 一6。19 多摩川の測 傲 にかける引抜き法によるササラダニ類の調査(3×3皿 の枠を

3個 設定),表 中の数字は実際に得られた個体数と個体数割合(カ9コ 内,%)

調 査 枠 記 号

サンプル重量(乾 重9)

クワガタダ

サカモリコイタダ

フリソ:テiダニの一循重

チビクラ リソ吻 と

トクソ ワガタタ.ニ

ノサ ビラオ昌タ:三

チミツフタ」

ヤマトモンツキダニ

チビメクラササラダニ

マ ト汐'二の一 種

ビワ:ダニモ トキ

ジュズタと の一 種

コフ汐伽マヒワタ:ニ

オオナガコソラ蓼と

イテモンジiタヒ

ヒメヘソイレコタ:ニ

オ トビメタと の一・種

ノvくビロオ トビメダニ

コンポウオ トビメタと

マジ〃ζヤシタ』

ミズタマタンレマヒワタと

ナガコソデタと の一 種

ツフヌニ の一種

ヒメイブン…タと

ヒメハラミゾダニ

71θσ孟00θPん θ2るS勿θ3σめ%S

Q7拓 α観 αsα んα吻07弱

G塀 婦 αsp。B

L¢00ん 診ん0?露%εSθZZ7L¢ ん②

Z1θ虚00θPん θ%ε0%sp②dθ7謡 α診払8

ハ碗 ん勉8b②o乞 砺 α孟%s

Cpμ βμ α%o砂 α

77吻POoん 地(幅%8ゴ αpo%盛 θ%8

ル毎,乙α007レ0ホん?。268P2/9ημθ%S

S勿0孟obθZbθ 孟乙α8P。

物PO轟 ん0悔 βμ αm舳 沽②88砺 μ

1煽Lθ6面 θ8P.

励 α0ん卸0んZん0%盛%Sσ7'α0れ ②8

P70`0γ 砧 α`θ8sp。B

刃7θ雁 乙粥 α"θ?Lぢ/c?・

五物80孟 γぢ師 α αγ伽 α

8c1しθZo砂 ②bα診βssp● β

ミ

SOん θ乙0γ ②Z)α診θ8孟 αθ7堀9α 孟268

SOん θ乙0?・ぢbα めθS

翔%6孟07・ 砧 α θS8P.

掛 α0ん210んbo7し 盛%8ん%⑳ ρα?・盛0%ε

片0診0?'盛 δαホθ88P.孟

・・(勿σP盛α8P
。41

Cα7αbodβs海 盛π鉱86%乙%8

:βP侃0ん ηβ7協 盛αPα μ ¢dαPα0ゼ ∫ぢ0α

種 数 計

個 体 数 計

Al

1.045

128(絵6)

9(5.8)

6(3.9)

3(1.9)

2(Z3)

1(0.7)

1Cal)

2C1.3)

1(0.7)

1(0.7)

1(0.7)

11

155

B巳

L466

ss(mss)

18(8.3)

36(16.7)

2Co.9)

3(L4)

1(0.5)

10(4.6)

iCo5)

1一(0.5)

1(0.5)

7(3.2)

18(8.3)

9(4.2)

4(1.9)

4(1.9)

lCos)

1(0.5)

17

216

Cl

1.033

卿(56.4)

姐 〔10.9)

2硬5.5)

2〔0.5)

4(1.1)

1(03)

1(0.3)

4α:皿0)

4(1.1)

21(58)

班33)

41ユ)

9(L1)

1(03)

硬0.8)

1(0.3)

1(0.3)

1(0.3)

18

367

計

3.544

姻(5&8)

田(9.1)

碑(&4)

7(1.0)

藪1.2)

3(0.4)

並(1.6)

2(0.3)

1(0ユ)

1(0.1)

1(0.1)

1(0.1)

1(0ユ)

1(0.1)

47(6.4)

塑(3.0)

30(4.1)

1(く22)

8(1.1)

5(0.7)

1(0ユ)

鋭0.4)

1(0ユ)

iCo.1)

iCo.i)

25

738
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な りゆlB枠 とC枠 の種 組 嘆 は か な9似 て い る が・A枠 はか な り異 なっ

て い る こ とが わ か る。 今 回 の調査 枠 の数 が少 な い の で なん と もいえ な

い が ・種 組 成 の調 査 の た め に は,3枠 とい う数 は少 な さす ぎ る こ とは

確 か で あ ろ う。

イ。植 物種 別の 結 果

本 調 査 地 点 の よ うな場 所 に お い ては,土 壌 有機 物 も少 な く、 土壌 も

コ ンパ ク トな状 態 に あ るた め・ 土 壌 ダニ類 の生 息 域 は植 物 根 を中 心 と

した 根 圏 部分 に限定 され て くる だ ろ う ことが推 察 され る。 そ の場 合 に,

植 物 の種 が異 なれ ば,当 然根 の張 り具 合 もちが うで あろ う し,特 定 の

植 物 の根 か ら分 泌 さ れ る分 質 の存 在 も考 え られ る の で,お そ ら くは植

物 の 種 に よっ て ・ そ の根 圏部 分 に生 息 す るダ ニ 相 に ちが い が 出て くる

で あろ う と考 え られ た。

そ こで,調 査 枠 の別 は 無 視 し,植 物 種 ご とに ダ ニ各 種 の 出現 率 お よ

び個 体数 割合 を算 出 して み る と表 一6。20の よ うに なっ た。 そ の結

果,全 体 のサ ン プル 数 が少 ない の で あ ま り確 か な ことは い え な い が,

カワ ラノ ギク の地 下 部 の ダ ニ が種数 ・個 体数 と もに著 し く少 ない こ と,

スス キの 地下 部 の ダ ニ相 が比 較 的貧 弱 で ある こ と な どがいえ そ うで あ

る6特 定 のダ ニ の種 と特 定 の櫃 物種 との結 びつ きが み られ るか ど うか

とい う点 は最 も興 味 の ある問題 で あ るが,こ の調 査 κ関 す るか ぎ りで

は 明 り ょ うな結 び つ き関 係 は な さそ うで あ っ た。 強 い てい うな らば,

サ カモ リコイ タ ダニQγ 砧 α施Zα εαんα翅oゲddが ヨモ ギ とカ ワ ラバ ハ

コの 地 下 部 に・ 他 よ り も高 頻度 で数 も多 く出現 して い る傾 向 が うか が

え る く らいで あ ろ うoヒ メヘ ソイ レ コダ ニR吻S碗S窃 宛 αγd%α と

カ ワ ラバ ハ コ,オ ♪ ヒ メダ ニ の一 種Scん θZoγ 砧 α姥s8夙Bと ヨモ

ギ ・ ハ ナ ビラオ ニ ダ ニNo読 物8b宛 弱 毎 施8と ヨモ ギ の間 に も結 び
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表 一6・20 多摩川の河 川敷に診ける引抜 き法 によるササ ラダニ類の

調査,こ こでは調査枠の別 を無視 し9抜 取 った草本 の種

別 に出現率 と個体数 割合(カ ッコ内,%)を 示 す。

植 物 名

調 査 本 数

サンフ:ル重(乾 重9)

クワガタダニ

サカモリコイタダニ

フリソデタ'』の一種

イチモソ艶タと

コンボウオ トビメダニ

ノソくビロオ トビメタニニ

ヒメヘソイレコダニ

チビ捗 伽マヒワダニ

オ トヒメダ埼 種

トクジ ワガタタ.ニ

ナミツフ汐』

マツノヤ シタと

ミスタマタンレマヒワダニ

ヤマトモンツキタと

コンrホウナガコソデタと

ヒメイブシ劉ニ

チ ビトメクラヴサラタと

ノサ ビラオ≒タと

オオナ加 ソ吻 と

ジ遡'二 の 一種

コフ三ズルマヒワタと

ツフヌニ の一種

マ ト寡二 の一種

ビワタ』モ トキ

ヒメハラミゾダニ

種 数 計

個 体 数 計

ヨ モ ギ

6

613

(ン6(45.8)

1シ6(12.3)

4レ6(6.1)

3冶(105)

'{シ6(2 .2)

1ン6(2.8)

:ン6(1.1)

:レ奄(1ユ)

∈レ6(9.5)

1ン6(a4)

:レ6(0.6)

:レも(1.7)

レ6(0.6)

レ6(0.6)

3/6(上7)

15

179

カワラノ〉、コ

3

496

シ3(30β)

3∠3(20.0)

3冶(7.7)

2冶(5.4)

:レ3(0.8)

ン3(6.9)

2f3C13.8)

:レ¢(3.1)

:レ3(6.9)

1/3(0.8)

ン3(0.8)

コノ3(0.8)

1ン3(1.6)

:レ3(08)

14

130

ス ス キ

6

1238

⑥右(66.1)

:レ6(1.8)

を6(14.3)

シ6( 、a6)

:レ6(1.8)

:レ6(0.9)

2'6(1.8)

:レ6(8.0)

:レ6(0.9)

:レ6(α9)

10

112

セノタン

13

361

1?,/13(76.3)

τ43(62)

$Z3(6.2)

X1.3(46)

:レi3(05)

レ13(0.5)

:レi3(1.0)

2/13(1.0)

:レ43(05)

2x13(1.0)

:レi3(05)

レ13(0.5)

:レi3(05)

L43(0.5)

14

194

瑚
7

146

◎々 (70.9)

2々(4.5)

5%ICus)

1ン?(7.3)

コ/7(0.9)

ン7(qg)

:レ?(09)

:レ7(0.9)

多ク(1.8)

カワラノギク

3

523

ル3(923)

:レ3(7.7)

9,2
110 13

合 計

38

3375

3iy38(凪8)

1駅B(91ン

2を38(&4)

齢8(6.4)

1シ38(1.1)

5/3sC22)

.◎を8(3.0)

シ38(1.0)

5召8(4.1)

シ38(12)

シ38(1.5)

5・38(0.7)

シ38(0.3)

%8(03)

:レ38(0.4)

:レ合8(0.1)

:レ38(0.1)

3冶8(0.4)

:レ38(0.1)

2/38(0.3)

:レ召8(0ユ)

:レ38(0.1)

:レ¢8(0ユ)

:レ38(0.1)

レ38(0.1)

25

738

(*コ セ ンダングサ,ア メ リカセンダ ングサ,セ ンダングサ の4種 を 含 む)
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つ きが あ りそ うに もみ え る が9デ ー タ が少 く,確 か な こ とは い え な い。

w結 論

河川 敷 の石 の 多い 地 帯 で は,採 土 缶 を打 ち こむ とい う従 来 の 「打 込 み

法 」 に よる調 査 は実 行 が不 可 能 で あった が,定 性 的 な調 査 を 目的 とす る

な らば,植 物 を引 き抜 い て.そ の地 下 部 とそ れ に付 着 す る土 壌 をサ ン プ

リング す る こ とに よ りゅ土 壌 動 物 の調 査 が可 能 で ある こ とが わ か った。

この方 法 は 「拾 取 り法」 に準 ず るが,特 に 「引抜 き法 」 と呼 ぶ こ とに す

る。 そ め除 に,植 物 の種 に よっ て,そ の根 圏 部 分 に生 息 ナ るダ ニ相 に差

異 が あ る可 能 蜂 が み られ た の で,で き るか ぎ り多 くの植 物 種 に わ た っ て

サ ン プ リング をす る こ とが 望 ま しい と考 え られ る。 調 査 枠 の数 に つい て

は十 分 に検討 で き なか っ たが,今 回行 な っ た よ うに3×3伽 の枠3個 で

は不十 分 で あろ う。
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(2)多 摩川 河川敷小型哺乳類調査 一 ベイ ト別,ト ラップ別調査

手法検討 ・一

1は じめに

自然環境が種 々の人間活動 に より改変 を受け たとき,そ の影響度 を哺

乳動 物 を通 じてみるための調査手法 を検討す る目的 で,1976年11月

8日 か ら同13日 までの6日 間,山 梨県南部留郡 上九一 色村 にある青木

ケ原原 生林 内において,小 哺乳類 のノネズ ミを対象 に調査 を行 なったが,

前者 が被 度 の高 い原生林内で あったのに対 し,当 調査は明る く開 けた多

摩川の河川敷 のノネズ ミを対 象に して調査 を実施 した。

青木 ケ原 に生息 するノネズ ミが森林棲の ヒメネズ ミで あった のに対 し

て,今 回は河川敷に生育す るスス キ群落 に生息 する カヤネズ ミが中心で

あったo

この ようκ 今回は対象 とす るノネズ ミを異 に した トラップとペイ トに

対す る反応 をみ る ことができた。

皿 調査 目的

河川敷 の ように開けた環境 を生息地 としているノネズ ミを対象に,ト

ラ ップ別 の捕 獲数 を比較 する,ことを目的 と してい る。

皿 調査地 の概要

調査地 は,浅 川が多摩川 に合 流する地点 の東京都 側 の河川敷で ある。

当調査地 の付近にはススキその他の禾本科植物 のほ か,疹 が生 い茂川,

周辺 には農耕地 の放棄 した ものが残存 してい る。

本 調査 では,周 辺の地形や土地利用状況 が複雑 で ある ところか ら,特

に一 定面積 に仕切 った調査区を設けず,付 近一 帯 に ランダムに トラ.プ

をセ ットした。

この調査地 とは別 に,同 じ多摩 川の河川敷 で是政橋 のや 、上流地点 に,
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同 じ調 査 目的 を似 っ て調査 地 点 を設 け た。 当 調査 地 は単 調 な河 川 敷 が広

が って お りっ.比 較 的 均一 な環 境 とい うこ とが で き る。

調査 対 象 地周 辺 は,ヨ シが 川 に沿 っ て細 く帯 状 に広 が り,直 ぐ横 は大

きな礫 か ら成 る河 川 敷 に移 行 してい る。

当調 査 地 にお い て も特 に調 査 区 画 を 設 け る こ とを せず9帯 状 の ヨシに

沿 って トラ ジブを セ ラ トした。

W調 査 方 法

上 に述 べ た2つ の調 査 地 に お い て,下 に示 す よ うに各 々異 な っ た調査

法 を採 用 した。

ア 。調査 地1(浅 川 。多 摩 川 合 流 点)

調 査 は,シ ャー マ ン と カ ゴの2種 の トラ.プ を各 プ ロ.ト に1個 つ

つ,計2個 宛 セ ッ トす る方 法 を取 っ た。 さ らに,こ の1プ ロ.ト2個

の トラ ヲプに は各 々異 な っ た ベ イ トを仕 掛 け た。 即 ち,1)シ ャー マ

ン トラ ップに サ ツマ イ モ と ヒマ ワ リを用 いgカ ゴ トラ.プ に サ ツマ イ

モ と ピー ナ ツを 用 い た トラ ・プ を20個 所 咋合 計40個 設 置,2)シ

ャー マ ン トラ,ブ に サ ツ マイ モ とエ ンバク を用 い,カ ゴ トラ,ブ に サ

ツマ イ モ と ピーナ ツを用 い た トラ ップ を20個 所,合 計40個 設 置,

3)シ ャー マ ン トラ,プ にサ ツマ イ モ と ピーナ ツ,ヒ マ ワ リの種 子 を

用 い た トラ ップ を20個 所 に合計40個 設 置 した。 従 って,こ Σで述

ぺ た3種 の方 法 に よる トラ,プ は合 計120個 セ ッ トした こ とに なる。

イ 。調 査 地 皿(是 政 橋 上 流)

当 調 査 地 では,シ ャ ー マ ン トラ ジプ と カゴ トラ ップの2種 の トラ ジ

ブ を用 いpペ イ トには各 々サ ヅマ イ モ と ピー オ ツを用 い,両 トラ ップ

に よる捕 獲数 の差 をみ る こ とに した。

各 プ ロ.ト に は シ ャ ー マ ン とカ ゴの 両 ト ラ9'プ を各1個 宛,計2
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個 の ト ラ 。 ブ を50プ ロ.ト に 設 置 し た 。 従 っ て,合 計 ト ラ ッ プ 数 は

100個 に 達 し たo

V調 査 期 間

調 査 は 調 査地 別 に下 記 の期 間 実 施 した。

調 査 地 一11976年12月8日 ～12日

調 査 地 一 皿1976年12月7日 ～12日

M調 査 結 果 並 び に 考 察

ア 。 調 査 地 一1

当 調 査 地 で 捕 獲 さ れ た ノ ネ ズ ミ は,カ ヤ ネ ズ ミ.1臨 θγo副8伽 伽 碗 粥

と ハ ツ カ ネ ズ ミ,ル 飢87卿86%『Z%sの2種 で あ っ たo

毎 日 の 捕 獲 状 況 を 示 し た の が 表 一6・21で あ る 。

表 一6・21ト ラ 。 ブ 別 ノ ネ ズ ミ捕 獲 数

調 査 地31

調査 期 間:Dec・8～12、1976

目 白勺3ト ラ,プ 男曝

備 考:シ ャ?マ ン60個gカ ゴ60個,計120個60個 所 に設 置

力訳 サジ々 イモ,ピサ ツ),涛 一マン(サツ.マイモ,ヒマワリ)一20個 所

カコ嘱サツマイモ,ピ。ナソ),シャーマン(サツマイモ,エンレジ)一 〃

カゴ(サツマイモ,ピ→ ツ,ヒ・汐 リ),シャーΨ(切 々イモ,ヒ≒ナツ)一1ケ所2個

}計40ト ラップ
.20個 所

Date

12/9

12/10

〃

12/11

u

12/12

a

Species

Mom,

n

Musomo

M,mo

〃

a

n

Notｰe

シ ャ ー マ ン ー エ ン バ ク ・ サ ツ マ イ モ

シ ャー マ ン ー ヒ マ ワ リDサ ツ マ イ モ

シ ャ ー マ ン ー エ ン バ ク,サ ツ マ イ モ

シ ャ ー マ ン ー ヒ マ ワ リgサ ツ マ イ モ

カ ゴ ー ピー ナ ツ,サ ツ マ イ モ

カ ゴ ー ピー ナ ツgサ ツ マ イ モ

シ ャ ー マ ン ー エ ンバ ク,ピ ー ナ ツ

サ ツマ イ モ

M.m.:M② σγo瑠s餌 伽 協%s

Mus.m。:M%s催So拐%s
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調 査期 間 中の4晩5日 の トラ.ピ ン グに よって 捕 獲 され た カヤ ネ ズ

ミは合 計6個 体 、 ハ ツ カネ ズ ミは わず か1個 体 で あっ た。

捕 獲 さ れた ノ ネズ ミの トラ ・プ別 の捕 獲 状 況 をみ る と、

シ ャー マ ン ト ラ ジブに よっ て捕 獲 され た もの は合計5個 体(71%),

ヵ ゴ トラ,ブ に よっ て 捕 獲 さ れ'た ものは 合計2個 体(29%)で あ っ た。

今回 の調査 結 果 か らみ る限 りでは,カ ヤ ネ ズ ミの捕 獲 には シ ャーマ

ン トラ.プ が適 してい る よ うに見受 け られ る が,調 査 を実施 した 時期

が12月 とい う寒 い 時期 で あっ た と ころか ら,捕 獲 個体 数 が 少 な く,

これ だ け の 資料 か らノ ネ ズ ミの種類 に よる トラ.プ の適 、不 適 を判 断

す る こ とは差 し控 え た い。

イ 。調 査 地 一 ∬

当調 査 地 で捕 獲 され た ノ ネズ ミは9調 査 地1で 捕 獲 され た もの と同

じ く,カ ヤ ネ ズ ミ とハ ツ カ ネ ズ ミの2種 で あ った。

調査 期 間 中 の5晩6日 の捕 獲 状況 は表 一6・22に 示 した。 カ ヤ ネ

ズ ミは合 計13個 体 、 ハ ツ カ ネズ ミは合 計2個 体 で あっ た。

トラ ップ別 の 捕 獲 状況 をみ ると,シ ャー マ ン トラ ヲブ に よっ て捕 獲

され た もの は合 計12個 体(80%お カ ゴ トラ ヲプ に よっ て捕 獲 され た

ものは わ ずか3個 体(20%)で あ った。 カ ゴで捕 獲 され た3個 体 の うち

1個 体 は,同 一 プ ロ.ト に仕 掛 け た シ ャー マ ン トラ 。プ が既 に別 の カ

ヤ ネズ ミに よっ て 占拠 され てい た。 従 って ・若 し この シ ャー マ ン トラ

ップ が別 個体 に よっ て 占拠 され て い なけ れ ば,カ ゴ トラ ップ に入 らず

に或 い は シ ャー マ ン トラ ジブ に入 っ て いたか も知 れ ない 個 体 で あ る。

ここで は この可 能 性 を否 定 は しない が・ 敢 え て修 正 す る こ と も しな い。

この ように当 調査 地 に お い て も,前 述 の調 査 地1の 場 合 と同 様 に,

カヤ ネ ズ ミは シ ャ ーマ ン トラ ジブに よって多 く捕 獲 さ れ て い る。 これ
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表 一6。22 トラgプ 別 ノ ネズ ミ捕 獲数

調 査 地:1【

調 査 期 間3Dec・7～ ユ2,1976

目 的3ト ラ.ブ 別

備 考8シ ャー マ ン50個,カ ゴ50個,計100ト ラ ・ブ

カゴ(サ ツマイも ピーナツ 第 シャーマン(サ ツマイモ,ピrナ ツ)

一・1プ ロ.ト2個 ,5,0個 所 、 計100ト ラgブ

Date

12/8

12/9

12/10

i2./11

12/12

Species

M.m.

ii

n

ii

//

ii

h/lus,m,

M,m.

n

a

u

u

Mus.me

M.m.

Note

シ ャ ー卿 マ ン

//

//

a

ii

カゴ(臨蘇鵡 議論)

シ ・ヤ ・一・'マ ン

1/

n

ii

a

カ ゴ

シ ャ ー マ ン

捕 獲 個 体0

//

カ ゴ
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ら の 事 実 か ら
.推 し てg9カ ヤ ネ ズ ミ 崎 カ ゴ ト ラ.プ よ り も シ ャ ー マ ン ト

ラ.ブ の方 を よ り好 む の では ないか と考 え られ る。

しか し,さ き の調 査 地1の 項 で も述 べ た よ うに,捕 獲個 体 数 が 少 な

い の で・確 定 的 な こ とは言 え ない 。

た だ,両 調 査地 の結 果 を通 して み る限 りで は,カ ヤ ネ ズ ミは シ ャー

マ ン トラ,プ を好 む 傾 向 が 強 い とい う こ とは言 え よ う。・

ハ ツ カネ ズ ミは,2個 体 と もシ ャー マ ン トラ ップ に よっ て捕 獲 され

て い るo

W'ま と め

調 査 地1,皿 の 結果 を ま とめ てみ る と,カ ヤ ネ ズ ミが合 計19個 体

(86%)に 対 して.ハ ツ カネ ズ ミが合計3個 体(14%),総 計22個 体 で あ

っ た。 これ ら の うち,シ ャr一マ ン ト ラ.ブ に よっ て捕 獲 され た ものは

17個 体(う ち・・ッ カネ ズ ミ3個 体),カ ゴ ・トラ.ブ に よって 捕 獲 さ れ

た ものは5個 体(す べ て カヤ ネ ズ ミ)で あっ たσ

こ の結 果か ら,全 捕 獲 個体 数 に対 す る シ ャー マ ン トラ9ブ の捕 獲率 は

約77%,カ ゴ トラ ヲぞのそ れ は23%と な った。 この よ うなわ ず か な

調 査 結 果 か らPカ ヤ ネ ズ ミの捕 獲 に は シ ャー マ ン トラ,プ が適 してい る

と は断 言 で きな い が,さ き に述 べ た事 例 研 究 一1の 調査 結 果 で は 。 シ ャ

ー マ ン トラ.プ に よる捕 獲 率 が著 し く低 くなっ て い る こ と 』対 照 的 で あ

る。 この こ とは,対 象 とな るノ ネズ ミの種 類 に よっ て トラ ジブ の 選択 が

な さ れ るぺ き で あ る との示 唆 を与 え た こ とに な る。

今後 ・ 同様 な調 査 を異 な っ た種 の ノ ネズ ミを対 象 に資料 の蓄 積 を計 っ

て い くこ とが 望 ま れ る。
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(5)多 劇il河川敷植生調査 一 草本群落事例謂査検討 ・

1目 的

モ ニ タ リン グス テー シ 目ンに 夢 け る草 本群 落 の調 査手 法 につ い て・ 多

摩川 河 川敷 にお い て事 例 調 査 を行 な う と と もに。 調査 地 の 設定 方法,測

定 項 目,基 礎 デ ー タの と りま とめ方,デ ー タ解析 につ い て検 討 した。 こ

の 中 には ・森 林 群 落 と共 通 す る もの が多 い。 また,多 摩 川 河 川 敷 の事 例

調 査 では ・ 調査 時期 が 晩 秋 で あっ た た め,他 の季 節相 を もつ 種 類 は す で

に消え.← かも 枯茎や種名 判定困難 な ものが多い。そ のため,調 査地 の

選 定 や,野 外 調査 方法 、測 定項 目 な どが限 定 され,そ の一 部 につ いて の

み検 討 に ど どま っ た。

:皿 多摩川 河川 敷 に お け る調 査 方 法

調査 区 は 、二 つ の異 な る群 落 が含 まれ る よ うに8×8伽 の方 形 区 を設

定 し・ さ らに ロー プで2×2皿 の小 区画 に 区切 っ た。 各 小 区 画 に つ い て,

ZM学 派 法 に よる植 生 調査 を行 な い,区 分表 を作成 した。 ま た、 マ.ピ

ン グ を行 ない・ 自然 草 丈 な どを測 定 した が,前 述 の様 な点 か ち、 個 体数

の カ ウ ン トは 行 なっ て い な い。 調 査 結 果 につ い て は,以 下 の 検討 事 項 に

含 まれ てい る。

皿 草 本 群 落 調査 方 法

ア 。調 査 区 の設 定

調査 区 の 設定 を行 な うた め,モ ニ タ リング ス テー シ ョ ン全域 に つ い

て,ZM学 派 法 に よ る 植 生 調 査 を 行 な い ・ 組 成 表 を 作 成 し

(表 一6。23参 照)・ 植 物 群 落 の単 位 を決 定 す る。 そ して,区 分 さ

れ た単 位 に基 づ き植 生 図 を作成 す る。 この 場 合,群 集,亜 群集 。 フ ァ

シス な ど,下 位 単 位 に区 分 され る。

な為 植生 調 査 と同 時 に,微 地 形 や 微 気象,土 壌 条 件 等 環 境 条 件 と
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表 一6。23多 摩 川 中 流域 群 落 区 分表 作製 例

順序番号縮
種 数

面 積 ㎡

i

2畠2

5

4

2

1-1

6

4

314,

2-1

9

4

1-2

6

4

5

2-4

8

4

6

1-4

9

4

7

1-3

10

4

8

2の3

10

4

9

3-1

12

4

10

4-1

1

4

--

4-2

4

3-2

z

4

13

3-3

4

14

4-4

9

4

15

4-3

7

4

4-4

5

4

チ ガ ヤ:草 地 区 分 種

チガヤ5。55・54・54044044043・33。3十 十1。11兜 孝 一← 十 。 。

ヨモギ 十 。 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 。 十 。

オ 桓 …∋モギ 十 。1・1。 十 十 十 十1・12。2十 十.十 。 。

ス ス キ 地 区 分

規

ヤエムグラ 十

十 十 十1。25。55。54044。44。4

十 十 十 十 十 十

伴生種および偶生種

クサイ

カラスノエンドウ

メトハギ.

オニウシノケクナ

イヌトソサ

謝

イタドリ

ヤ ㌧スソウ'

ムラサキニノコロ

ヒメムカシヨモギ

ツルマメ

》

オ ギ

オオマツヨイクザ

ノイバラ

コマツナギ

ヨ シ

カワラヨモギ

ワスレクサ
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の 関係 を あ らか じめ推定 して お く必 要 が あ る。

植生 図 に基 づ き,代 表 的 な群 落 に 、 図 一6・14の 様 にStudyarea

を設 定 す る。

studyarea

い
二f"

ll

samplearea

bufferarea

(少 な くと も10肌 幅)

measurementarea

図一6・14草 本 群 落 調 査 区 の 設定 方 法

(Newfould1967改 変)

Studyarea内 に,Sampleareaを 設 け ・基 本 的 に は メ プシュ

法 を用 い た規則 抽 出法 に よっ て コ ・ドラー トを決 め,非 破 壊 的 な測 度 を

用 い る。 ま た・Sampleareaを 除 いたmeasurementarea内 で ・

例 え ば ラ ンダ ム サ ン プ リング法 な ど を用 い て ・現 存 量,生 産 量 の推 定

を行 ない,あ らか じめ 関 係 を求 め て お く。

た だ し・ 多摩 川河 川敷 の様 な,河 川 や湖 沼 ・ 海洋 に派 生 した草 地 で

は,汀 線 よ り垂 直 にベ ル ト トラ ンセ ク ト法 を用 いて,代 表 的 な各 植 物

群 落 が 含 ま れ る よ うにす る。

イ 。調査 項 目

(ア)マ ・ ピン グ
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森 林群 落 の林 床 植 生 調査 と同様 に・2×2糀 の小 区 画 ご と に被 度,

高 さ(最 大 自然 高)・ 本数 を測 定 し,分 布 図 を作 る(図 一6。15

参 照)。 た だ し・ 多摩 川 河川 敷 で は ・本 数 の 測 定 は 行 な っ て い な い。

必 要解 応 じて断 面 図 を作成 す 為。

ω 生 産量,現 存 量 の測 定

サ ン プ リン グ を行 な う コ ドラ ー トの大 き さ は,群 落 の背 丈 や植 物

の粗 密 に よっ て 異 な るがp25×25㎡,50×50㎡D1×1㎡,

2×2㎡ な ど使 い 分 け る。 ただ し.そ の周 囲 が か な り荒 され ゼ例 え

ば1㎡ の サ ンプ リング に よって4㎡ ちか くの群 落 が使 い ものに な ら

な くなる こ とを考 慮 して実 施 す る。 地 上 部 と地 下 部 に分 け,地 上 部 は

は属 別 に 刈 り取 り,葉 身,葉 柄g茎,花 茎,花 な どに分別 し,生 重

量 ・乾 重 量 を測 定 す る。 また葉 面積 の 測 定 も行 な う。 地 下 部 の測 定

も行 な う。 これ を各 季 節 に行 な うこ とに よ っ て生 産 量 が 求 め られ る。

ウ。基 礎 デ ー タの整 理

森 林 群 落 と同 様,一 定 の様 式 の デ ー タ ・シ ー トに記 入 し,と りま と

め て お く。

げ)マ,ピ ン グ

マ.ピ ン グ調査 に よ り,各 種 の植 物 群 落 の測 定 が導 き出せ る。 以

下,一 般 に 行 なわ れ て い る群落 測 度 の 整理 項 目 を列 記 す る と,頻 度,

相 対 頻度,平 均 面 積,種 類 密度,相 対 密 度.数 度,DFD指 数 ポ 積

算 優 占度,フ ィ トグ ラ フ指数,群 度 等 で あ る。 多摩 川 河 川 敷 にお け

る被 度 を整 理 す る と,表 一6。24の よ うに な る。 ま た3こ れ を模

式 図 で示 す と,図 一6・16の よ うに な る。

1イ)生 産 量 ・現 存 量 の推 定

地 上 部,地 下 部,そ の他各 測 定項 目 ご と に,平 均 現 存量.平 均 値
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D
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スス キ

メ ドハギ

オ ニ ウシノ ケ グサ

E

F

G

且

オ トコ ヨモ ギ
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カ ラス ノ エ ン ドウ

クサ イ

I

J

K

L

イ ヌ ドクサ

ス ギナ

ム ラサ キ エノ コ ロ

ヒメム カシ ヨモ ギ

M

N

O
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Uヌ ルデ

Vオ ギ

Wヨ シ

Xワ スレグサ

YCarex・SP

(数 字は 最 高 自然
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表 一6・24 種 類 別 。 小 区 画 別 の 被 度(%)

順 序 番 号

調査弛番号(x-y)

植 被 率 ㈲

チガヤ

ヨモ ギ

オ トコ ヨモ ギ

クサイ

スス キ

ヤエ ム グ ラ

カ ラスノ エ ン ドウ

メ ドハ ギ

オ ニ ウシノ ケ グサ

イ ヌ ドク サ

スギナ

イ タ ドリ

ヤハズ ソ ウ

ム ラサ キ エノ コ ロ

ヒ メ ム カシ ヨモ ギ

ッル マ メ

ヌルデ

オ ギ

オオ マ ツ ヨイ グサ

ノ イバ ラ

コマ ツナ ギ

ヨ シ

カ ワ ラ ヨモ ギ

ワス レグサ

CarerS.P

1

2一 一2

90.2

0.5

0.5

1.0

&5

2

1一 一1

93.4

1.2

o.2

0.4

o.2

o.i

3

2一 一1

43.6

ao

1L9

o.s

0.3

1.8

4.0

o.i

0.3

4

1-2

96.5

o.2

0.5'

0.1

0.1

0.5

5

2-4

59.1

0.5

o.a

1.5

5.2

0.2

1&4

5.5

s

1一 一4

47.4

22

1.0

19.0

0.8

0.1

o.s

2.0

1.2

7

1-3

90.2

1.2

1.2

1.0

22

0.4

3.2

o.2

o.1

o.2

8

2-3

5丘8

6.5

2.5

7.8

1:0

17.2

9

3-1

18.6

25

120

L5

3.9

o.i

0.5

5.8

o.2

o.s

Q.5

1.0

5.2

o.s

0.2

o.i

10

4-1

1.5

1.5

23.4

?.5

3.0

0.2

0.5

ao

3,5

0.2

11

4-2

128

L8

↓8

0.4

38.2

0.3

o.2

0.2

20

12

3一 一2

120

o.i

1.5

84.8

0.5

4.5

0.5

13

3-3

?.5

28

o.a

75.0

3.0

1.2

1.2

0.5

22

L5

25

22

14

3一 一4

42

1.8

1.8

6?..0

1.5

o.a

20

o.2

25

15

4一 一3

o.Z

91.5

a8

1.0

1.0

Zo

0.5

16

4-4

1.0

7.a

8.0

20

LO
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調 査 区

被

数

度

度

123456789101112・131415ユ6

種 名

チ ガヤ

ヨモ ギ

オ トコ ヨモ ギ

ク サ イ

ス ス キ

ヤ エ ム グ ラ

カ ラス ノ エ ン ドウ

メ ドハ ギ

オ ニ ウ シノ ケ グサ

イ ヌ ドク サ

ヌ ギ ナ

イ タ ドリ

・ヤ〈 ズ ソ ウ

ム ラサ キ エノ コ ロ

ヒメ ム カシ ヨモ ギ

ツル マ メ

ヌ ルヂ

オ ギ

オ オ マ ツ ヨイグ サ

ノ イバ ラ

コ マ ツナ ギ

ヨ シ

カ ワ ラ ヨモ ギ

ワス レ'グサ

CarexsP,

図 一6。16 草本群落 被度模式図
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の信 頼 範 囲等 を整 理 して お く。

1Vデ ー タ解 析

以 上 の様 な測 定 を,各 季 節g数 年 以 上行 ない,デ ー タが集積 す る ζ と

に よっ て,解 析 が行 なわ れ る こ とにな る。 森 林 群 落 と共 通 す る もの が多

い が,有 効 と思 われ る もの を列 記 す る と以 下 の よ'っな ものが あ る。

¢r)フ ロ ラ的 解析

種 組 成(ZM学 派法 に よ る)g生 活 型(休 眠型,生 育 型.繁 殖型).

指 標 植 物(帰 化 植 物 率).生 態 群,個 体 群。

(イ)構 造 的 解析

分 散 構 造 。断 面(層 別)構 造 、 種 間 構造 。

(ウ)生 産 構 造

現 存 量(層 別.地 上 。地 下),生 産 量 ・ 生 産 構造 。

←)群 落 パ タ ーン の解 析

分 布 相 関p落 落 の座 標 付 け。

け)草 地 の状 態診 断

特 に半 自然草 地 に おい て は ・ フ ァク タ ー と しての 人 為 も入 るの で・ こ

れ が必 要 とな ろ う。
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第3部 資 料 編

資 料 編 は,本 編 の 各項 目に 対 応 す

る 資 料 か ら成 ってお り,各 項 目の

番 号 はg本 編 の番 号(章 一 節 一項)

と 対 応 す る もの で あ る 。





1-1-1本 研 究必要性 の背景

(1)従 来の開発に対す る反省

自然や環 境は,今 や無 意識 に眺め られた抽 象的 な存在 ではな く,科 学的

な性格付 け を必票 とす る対象 として,取 り上 げ ざる を得ない状 態に きてい

る。1950年 代か ら60年 代 にわたった,か って の歴史 に例を見 ない経

済の高度成長 と全 国的な開発 に よって,大 気 も水 も土壌 も,こ れ らが受容

し得る正 常 な変化の限界 を超えて,昔 なが らの姿 を失い,入 や生物の生活

圏 の生態学 的均衡 をい ちぢる しく破壊 した。 この結果,大 多数 の国民か ら

は,こ れ以上 の重化学工業 と産業,人 口の都市集 中等は,現 在 お よび将来

の国民 の運命 を危機 にお とし入れ る恐れがあ る とまで考え られ るに至って

いる。 そ して,自 然環境 の悪化 が人的被害を生 ず るに至 って,よ うや く事

後措置が講ぜ られ る といった場合 が多か った。 しか し・ レば しば関係環境

の事後調査 が泥縄式 に行 なわれ,例 え膨大な資料 が得 られて も,そ の時点

の もので しかな く,十 分その結果が生かされ ない場合 が多い。 同 じ場所 に

過去の観測成積が あれば,結 果 の判断は容易 になされ るはず である。 その

ため,自 然 保護 や環 境保全優先 の立場か ら,生 態学 的究 明 と してIBPの

活動 が,全 国的規模 での 自然環境 の基礎 調査 と して 自然環境保全訥査が行

なわれ,ま た,徹 底的 な事前 調査 を銘 うった環 境影 響評価制度 の制定が期

待 されてい る。

(2)lBP(国 際生物事業計 画)か らMAB(人 間 と生物圏事業計画)へ

ICSU(国 際学術連合会議)は,1962年 の会合 で7つ の部問 をも

ったIBP(国 際生物事 業計画)を 決定 し,『1964年 正式 に発足 した。

IBPの 目ざす ものは,地 球上の各地域 の生 産力 と人類福祉 に関する生物

学的基礎 の国 際的協 同研究 であった。 わが国で も,そ うした国際情勢に対

応 して,日 本 学術会議 にIBP特 別委員会 がで き,最 近の 自然保護 に関す
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る研 究 活 動 は このIBPが 一 つ の 中心 にな って行 な わ れ て きた。IBP8

年 間 の成 果 は,環 境変 化 の予 測 とそ の理 論 に対 して大 きな貢 献 をす る こ と

は うた が い ないが,ま だ きわ めて不 完 全 な もの で あ り,環 境 観 測 デ ー タ を

全 地 球 的 な観 測網 に よっ て充 実 してい く必要 が指摘 され た。IBPは,

1973～74年 を ま とめ と して,ユ ネ ス コが1970年 よ り計 画 中 の ,

生 態 系 と人間 活 動 との関 連 に:重点 をお い たMAB(人 間 と生 物 圏 事 業計 画)

へ と受 け つ が れ る こと に な り,着 々 と計 画 が 進 め られ て い る。

(3)MAB(人 間 と生 物 圏事 業 計 画)

1970年,ユ ネ ス コ総 会 に て決議 され,人 間 とそ の環 境 の 間 に ある相

互 関係 を研究 す る た め の生 態学 的 ア ブ ・一 チ を強 調 す る国 際協 力 研究 計 画

(政 府 間 事 業)で あ る。 そ の 目的 は,1.生 物 圏 の 資源 の合 理 的 な利 用 と保

存,2人 間 とその 環 境 との間 の相 互 関 係 に 関す る 自然 科学 的及 び 社会 科 学

的基 礎 の 発 展 で あ る。 ま たそ の 内容 は,1.自 然 地 域 の保 護 とそ こに存 す る

遺 伝 物 質 の保 護,2.生 態 系 の構 造 と機能 を明 らか に し,生 態 系 の変 化 過程

・・人 為 的影 響 に焦 点 を あわ せ た 研 究
,3.環 境 に 関す る教 育 ・訓 練及 び情 報

の 普 及 であ る。 国 内的 に は,文 部 省科 学 研 究費,特 定 研究 「人 間 の生 存 に

か か わ る 自然 環境 に 関す る基 礎 的研 究 」の一 部 で,MAB関 連 の研 究 が 実

施 され て きた が,組 織 だっ た 研 究 はさ れ て い な い。

一環 境 庁 内部 資料 よ り一

(4)環 境 影 響 評 価

中央 公 害 審議 会 は,1974年 に 「環境 影 響評 価 の運 用 上 の 指 針 に つ い

て(中 間報 告)」 と題 して,環 境 悪 化 を未 然 に防 止 す る た め,各 種 の 開発

行 為 等環 境 に著 しい影 響 を 与 え る恐 れ の あ る もの につ いて は,そ れ が環 墳

に与 え る影 響 を事 前 に予 測 し,あ らか じめ チ エ ック す る環 境 影 響 評価 制度

(環 境 アセ ス メン ト)の 体 制 の 整 備 を図 らなけ れ ば な らない とされ た。
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か し・ この中で問題点 と して,環 境影 響評価 におい ては,発 生源条件等

につ 今て一定 の仮設条件 を設 けて予測 を行 ない,あ るいは現在の科学的知

見 の もとで予測評価 せ ざるを得 ない と云 う制約が あるとされてい る。 また,

この ような条 件 のもとでは,事 後の常時監視 と追跡 調査 を適切 に実施 し,

フィール ドパ ックを行 な うことが重要 とされ てい る。

(5)自 然環境保全調査

昭和48年 度 に実施 された 自然環境保 全調査 では,環 境寄与度調査 と銘

うっ て,自 然環境 と人間活動 との関係 を解 明すべ く,関 東地 方を対象 に植

生 現存量,植 生 生産量, .鳥類 生息数 の調査 が行 なわれた。 この調査 は,自

然環境保 全法第5条 「基礎 調査 の実施 」に定 め られ ている条文に根拠 を置

ぐもの であ り,誇 夢むね5年 ご とに自然保護 の基 礎調査 と して実施 され,

昭 和53年 度 に第2回 の調査 が予定され てい る。 しか し,第1回 の調査後,

問題点 と今後 の課題 として,植 生 だけ でな く,野 生 動物 やさ らに基盤 とな

る地形 ・地質 ・土壌等の 自然環境 の現状 と改 変状況 を総合的 に把握 し,特

に現状 だけ でな く,過 去 か ら現在 に至 る時 間系列的 な問題 を含ん だ動態的

な改変 状況 を把握 す ることが重要であ るとされ た。 これに伴 い,自 然環境

のモニ タリングシステムの確立 が今後の検討課題に なる ことが指摘 されて

い るo

⑤ モ ニ タ リン グ

1972年,ス トック ホル ム で開 催 され た国 連 人 間 環 境 会 議 で は,入 間

環壕 の 宣 言 を行 ない,そ の勧 告(行 動計 画)の 中 で,環 境保 護改 善 の 資料

として,よ り よい生活環 境 の た め の計 画 と管 理,天 然 資源 管理,国 際 的 に

重 要 な汚 染 物 質 の把握 と規 制,開 発 と環 境 な ど6項 目を あげ,こ れ らの全

部 に共 通 す る各 種条 件 の国 際 的 な モ ニ タ リン グの実 施 が 提 案 され た。 この

こと を会 議 に提案 したICSUの 中に で きた,SCOPE(環 境問 題 科学
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委 員 会)注1)は,重 要 か つ 当 然 な活 動 の1つ と して,環 墳 の モ ニ タ リン

グ の 問 題 を と りあ げ,す で に そ の 活 動 を 開始 してい る。 そ の仕 事 の内容 は,

UNEP(国 連 の環 境 計 画)のGEMS(GlobalEnvironmental

M。nitoringSystem)とICSUの 各 種 の団体 との協 力 を考 慮 に:入れ

て 行 な われ てい る。 わ が 国 で も,こ れ らを機 会 と レて,日 本生 態学 会 は,

同 環 境 問 題 専 門委 員 会 の審 議 に:基づ い て,"モ ニ タ リン グは,羨 境 の空 間

的 時 間 的 変 化 を正 確 に つ か ん で,人 間 の 生 存環 墳 と 自然 の保 全 上 欠 くべ か

ら ざ る重要 な資料 を提供 す る と し,日 本 の 実 情 に即 した全国 規 模 の計 画 を

樹 立 す べ き で ある 〃 と,実 施 要 領 につ い て の参 考 意 見 を付 して,時 の 環境

庁 長 官 に要 望 した(1972)。 注2)こ れ ら に掲 げ られて い るモ ニ タ リ

ング の 内容 は広 く,そ の適 用 範 囲 や 方 法論 的 に も多 岐 にわ た っ て い る が ,

従 来 か ら云 わ れて い る モ ニ タ リ ング は,物 理 化学 的 な観 測方 法 に よ るモ ニ

タ リン グ と,生 物学 的 な モ ニ タ リング に大 別 され よ う。

注1)SCOPE(環 境 問 題 科学 委 員 会)

1970年,ICSU内 に,環 境 問 題 に:関す る科学 委 員 会,す なわ ち

(ScientificComrnitteeonProblemsoftheEnvironm-

ent)が 発 足 した。第1回 委 員 会 で合 意 に達 したSCOPEの 当 面 の任

務 は 次の 如 きもの で あっ た。

1)自 然 科 学 ・社 会 学 ・経 済 学 そ の他 の各 科 学 分 野 の協 力 をふ くむ,広

汎 な環 境 問 題 の研 究 の推 進 を め ざす◎

2)環 境 問 題 の研 究 に たず さ わ る諸 団体 の活 動 を たす け るた め,総 合 的

な環 境 の監視 と学 術 的 な助 言 の セ ン ター と して の役 割 をは た す 。

3)さ しあ たって の活 動 と して は,人 間 に よる環 境 変 革 お よび そ の人 間

生 活 へ の影 響 に関 す る情 報 の集 積 ・総 合 ・評価,環 境 測定 方 法 の 評価
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検 討 ・進 行 中 の研 究 に対 す る 情報 提供,信 頼 で きる科 学 的知 識 や 建 設

的 な意 見 の刊 行 な ど を行 な う。

4)問 題 の 緊急 性,研 究 の困難 さ,発 展途 上 国 な どにお け る重要 性 な ど

を考 慮 しつ つ,順 次 特 定 の 壌境 問 題 を と りあげ て集 中 的 な考 察 を こ こ

ろ み,そ の現 状,各 関 係 機 関 のは たすべ き役割,将 来 必 要 な研 究 の 内

容 や規 模 な どを明 らか にす る(学 術 会 議 の翻 訳 に よ る)。

日本 国 内 で は,IBPが1974年 で終 了 した の で,小 委 員会 を と り

あえず 学 術 会議 内 の環境 科 学 特 別 委 員 会 の 部 会 と して い る。

一 ス コー ブ リポー ト1 .環 境 ア セス メ ン ト,環 境 情 報科 学 セ ン タ ー

注2)生 態学会要望書

環境モ ニ タリングについての要望書

環 境諸性質の定期 的継続調査(モ ニ タリング)は,環 境 の空間的,時

間 的変化 を正 確に把握 じ,人 間の生存環 境 と自然 の保全 をはか るため に

欠 くべか らざる重要 な資料 を提 供す る。

本年6月 にス トックホル ムに 澄い て開催 され る国連人間環境会議 に,

地球環境 モニ タ リング組織 が提案 され る㊧を機会 に,白 本生態学会 は,

同環境問題専門委員会の審議の結果 に基 づ き,モ ニ タリングの実施 に関

す る意見 を述べ,政 府 の積極的 な対処 を要望す る。 モニタ リング実施 の

要領 については,添 付 の日本生態学会 の意見を参 照された い。

ま た,モ ニタリングに よって得 られた結果の うち,生 態学 に関す る分

野 の解釈 につ いては,日 本生態学会 は政府 に協 力す る用意が ある。

要 望 事 項

1.国 連人間環境会議 に,国 際学術連合会議(ICSU)の 環境問題 科

学委員会(SCOPE)か ら提案 され る地球環境 モニタ リングの計 画
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は,こ れ を前 向 きに 受 け い れ られ た い。

2政 府 は国 連 会 議 の結 果 如何 にか か わ らずSCPEの 提案 を基 本 と し,

日本 の実 情 に即 した全 国 的 規 模 の モ ニ タ リン グ計 画 を樹 立 し,可 及 的

速 や か に実 施 に移 さ れた い。

3・ モ ニ タ リング に よっ て得 られ た デ ータ は,す べ て速 や か に公表 さ れ

た い。

(7)物 理 化学 的 観 測 方 法 に よ るモ ニ タ リング

従 来,モ ニ タ リン グ と云 え ぱ,一 般 に は,空 気,水,土 壌,こ の他 日本

で は 公 害 基本 法 が 指定 して い る騒 音,振 動,地 盤 沈下,悪 息 な ど,環 境 条

件 の変 化 を直接,物 理 的 また は化 学 的方 法 で 観測 す る こ とと理 解 さ れが ち

で あ り,現 に,各 省庁 や各 地 方 自治 体 等 で数 多 く実施 され て い る。 そ して,

大 気 汚染 や水 質 汚濁 に つ い て,連 続 自動 測定 に よって,ま た手 分 析 に よっ

て,き わ め て多 数 の測 値が 得 られ る よ うにな っ た◎ しか し,こ れ だけ で は,

満 足 な方 法 とは 云 い が た い。 環境 に は この他 に生 物 サ イ クル が あ る,こ の

要 素 が 加 わ って 始め て総合 さ れ た生 態 系 の単 位 が成 立 し,全 体 の 認 識 が 可

能 に な る。 本 報告 で も・ この様 な観 点 か ら,生 物学 的:モニ タ リ ング を重 視

し たが,も ちろん両 者 の間 は,両 輪 の 関 係 注L2)に あ り,両 者 を 同時 に,

あ るい は 平行 して取 り扱 うこ とに よっ て,環 境 の全 貌 は い っそ う明 らか に

な る と云 っ て も過 言 で は な い。

注1)生 物学的モ ニタ リングの長所

σう 総 合 性

理 化学 的測定 では,そ の原理上,単 一物質 のみ を とらえ る場合 がほ

とん どであるが,生 物は生存 の全 てをかけ環境 を表現するわ けである
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か ら,生 物学 的方法では,複 数の要 因の相互 作用や未知の因子 を含 め

て全体 と して生 じた結果 を総合 的に知 る ことが できる。

ω 広 域 性

理化学的測定 では,継 続的 自動測定装置 を経費の点 か ら地点 にす き

間 な く設 置す るわけ にはいかず,広 い場所 にわ たった連続 した観測は

不可 能 であるが・生 物学 的方法 では・空間 的に も点ではな く・広 喚範

囲にまたが った場所 としての,平 均 的な状態 を知 る ことがで きる。

(ウ)集 積 性

理化学 的測定 では,こ の頃開発 されつつ ある継 続的 自動測定装置 も

技 術的にまだ完全 とは云えず,時 間的に間断 がない ような観測 は不可

能 であるが,生 物学 的方 法 では,生 物 の変化 は固定的で永続 性が ある

ため,時 間的経過 の要素 を含み生成 か ら現在に至 る集 積結果 と して知

る ことが できる。

⇔ 直 裁 層性

理化学 的測定のデ ータは,経 験や生物検定の実験 をとお さない と,

そのままでは人間や生物環境 の鑑定 には結 びつか ないが,生 物は本質

的に人 間 と相 同性 であるか・ら,生 物学的方法で得5れ たデー タは,人

間へ の影響 として直載 的に理解 を得 るこ とが で きる。

け)警 告 性

理 化学 的測定 では,人 間 を含めた生物相に与え る実際の作用 に対す

る情報は得 られないが,生 物学的方 法では環 境 の悪 化に より,人 間に

危害 が及 ぶ ことに先行 して生物 破壊 などが生 じ,警 報 とその検 出機構

を提供 す ることが可能 で ある◎ 更 に,今 後 の環境 を管理する上 で,根

本 に存在 す る原 因を明 らかに してい くこと も可 能で ある。
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注2)生 物学 的モ ニ タ リング の短 所

生 物 学 的 モ ニ タ リン グ の短 所 は,本 研 究 で検 討 す べ き,ま た今 後 の課

題 とな るべ き事 項 を多 く含 ん で い る。

⑦ 調 査 方法,解 析 手 法 等 の統 一 が 困難 で あ る。

日本 の 自然環 境 は,多 彩 で複雑 で あ り,生 物 の種 類 も多 い。 ま た生

物 サ イ クル は,よ り複雑 で あ る。 全 国 的 なモ ニ タ リング システ ム を実

施 す る には,で き る限 り統 一 され た調 査手 法,解 析 手 法 を と らなけ れ

ば な らない が,相 手 が生 物 で あ る ため 対 象 そ の ものや そ の反 応 の ぱ ら

つ きが 大 き く,一 ・般 に数 多 くの 調査 地 につ いて数 多 くの サ ンプル を取

り扱 か わな け れ ば な らない。 また得 られ たデ ー タの ぱ らつ きが 多 く,

解 析 手 法 そ の もの が ま だ十 分 開発 され て い ない。

σ).生 態 系は 複雑 で あ る。

生 物 は,環 境 要 因 を複合 的,総 合 的 に知 る とい う長所 と と もに,そ

の こ と 自体が 得 られ たデ ー タの解析 を困難 に して い る。..

(ウ)調 査 には専 門 的知 識 が必 要 で あ る。

理 化 学 的 測定 で も,計 器 の取 り扱 い の よ うな複 雑,高 度 の技 術 が 必

要 で あ るが,生 物 の 種類 数 は 多 く,取 り扱 う専 門 分 野 も細 分 化 され て

い る た め,生 物 学 的方 法 で は1人 あ る い は数 人 で 万能 とい うこ とは不

可 能 で あ り,各 専 門分 野 ご とに最 低 限 分 類 に対 す る基 礎 知 識 と,調 査

方 法 に対 す る指 導 と訓 練 が 必要 で あ る。 この ことが,全 国 的 な モ ニ タ

リン グ に夢 け る調 査 手 法,解 析 手 法 の統一 を困難 に して い る一 原 因 で

あ る。

⇔ 数 量 化 が 困難 で あ る。

理 化 学 的 測定 で は,PPInに よる環 境 基 準 や毒 物 の安 全 基 準 設 定 が

な され るがF一 これ らの設 定 基 準 は技 術 的 に困 難 で あ り,こ の数 値 に
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は 議論 が多 い一 ・生 物 学 的方 法 で は,ppmの よ うな精 確 さ は期 待

され ず,な か には 相 当 鋭 敏 な反 応 は ある に して も,1ppmの 差 は 多

くの生 物現 象 には 認 むぺ き差 は生 じな い。

け)管 理 法 に格 別の 留 意 を 必要 とす る。

理 化 学 的測 定 で も・計 器 類 に 周 到 な管理 が 必要 で ある が,生 物 学 的

方 法 で は,相 手が 生 物 で あ る ため,そ れ とは違 った 意味 で管 理 に配慮

が必 要 で あ る。 生 物 で あ るか ら,個 々の もの は死 は ま ぬが れ な込 し,

ま た 自然遷 移 が 進行 し変 化 して い くわ け で あ る が,直 接 人 為 的影 響 や,

特 に調査 自体 に よっ て,調 査 地 そ の ものが破 壊 され て は,今 後 の 調査

は望 め な くなっ て しま う。

(8)生 物 学的 モ ニ タ リン グ

生 物指標,す なわ ち環 境 と結 びつ いた 生物 現 象 の変 化 につ い て の研 究 は,

生 物 学,あ る い は生 態 学 研 究 の命 題 の一 つ で あ り,わ が 国 に お い て数 多 く

研 究 報告 さ れ て いる。 ク レ メ ン ツ以来,生 物 指標 は,環 境 変 化 の 内容 や程

度 を最 も敏 感 に反 映 す る,云 わ ば 生 物測 器 の役 目を 果 た す生 物 的現 象 を指

し,優 占生 物 と云 われ 乙 もの よ り も環 境 との癒 着 の 強 い 概 念 を意 味 す る も

の とされ て き た。 林学 や 農 学,水 産 学 と去 っ た応用 学 の 分野 にお い ては,

古 くか ら生産 とい う観 点 か ら,生 物 指 標 の考 え方,あ るい は 研 究 が な され

て きて い る。 ま た,近 年 の 自然環 境 の悪 化 に伴 ない,前 項 の物 理 化 学 的観

測方 法 に対応 して,生 物 指 標 に よる研 究 が 数 多 く行 な われ る よ うに な った。

これ は ・生 物 指標 とか バ イオ メー タ(生 物 計)と 云 わ れ,従 来 生 物 学 的モ

ニ タ リン グ と云 われ て き た もの で あ る。'多 くの研 究 は,〃 環 境 を反 映 した

生 物 現象 〃あ る いは"生 物 現 象 を とお して環 境 を診 断す る 〃に:と ど ま り,

内容 的 に も必 ず しも満 足 で き る も ので は ない。 ま た長期 的 な展 望 と して は

有 効 では な い。 このた め,本 研究 で述 べ る生物 学 的 モ ニ タ リン グは,こ の
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生 物 の もつ 指標 性 とい う事 が 基 本 理 念 で あ り,従 来 の生 物 指 標,あ るい は

バ イオ メー ター で得 られ た研 究 成 果 も有 効 に活用 して い なけ れ ば な らない

が,生 物群 集及 びそ の無 機 的 環 境 を含 ん だ 生 態 系 と してモ ニ タ リング す る

とい う観 点 に立 脚 してい る。

環 境 の改 変 状 況 を監 視 す る モ ニ タ リン グ の実 施 に あたっ て,生 態系 概 念

に基 づ く この生 物学 的 モ ニ タ リン グ の設 定 が 重要 に な る理 由 は,次 の様 に

要 約 され るで あろ う。

σう 生 物 と無 機 的 自然 との相 互 作用 そ の もの と して形 成 され る物:質循 環,

エ ネル ギ ー 循環 の系 を吟 味,検 討 す る ことに よっ て,外 力に よる環 境へ

の影 響 を総合 的 に把 握 す る こ とが で き る。

α)環 境 を 改変 す る外 力 の量 と質 を,あ る ま とま っ た地域 内生 態 系 に対 す

るイ ンプ ッ ト,ア ウ トプ ッ トの シス テ ム フ ロー の 関係 で,客 観 的 に評 価

す る手 がか りが得 られ る。

(ウ)㈲ とσ)の デ ー ター を利 用 す る こ とに よっ て,シ ミュレー シ ョンモ デ ル

の設 定 が可 能 で あ り,モ ニ タ リング の結 果 を環 境 アセ ス メ ン トに導 入 す

る こ とに よっ て,住 み よい環 境 の積 極 的 な.創造 に寄 与 す る ことが で きる。

(9)既 存 の 生 物 学的 モ ニ タ リン グ調 査

生 物 学 的 モ ニ タ リング 調査 を既 に:行なっ て いる 例 と して,IBPな どの

基 礎 研 究 や,個 々 の生 物 群 集,あ るい は各 種 の追 跡 調 査 と して は見 る こ と

は で きる が,組 織 と して総 合 的 に行 なわれ て い る もの と して は数 例 に と ど

まっ て い る。

海 外 の 例 と して は,ア メ リカ合 象国 の 自然 研 究 地 域(reserchnatural

area)注1)が あげ られ る。 自然研 究 地 域 は,自 然 生 態 系 の研 究 と教 育

を 目的 と して 指 定 さ れ,す ぐれ た 自然 環 境 の 保 護 に役 立て られ るの み で な

く,公 害 問 題 を も含 め た広 義 の環 境 保 全 計 画 の一 環 と して 遂行 され て い る。
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ま たわ が国 では,愛 知 県 の環 境 指標 林 注2)が あげ られ る。 これ は,愛 知

県 環境 部 が,環 境 保 全 対 策 推 進 の一 環 と して,昭 和50年 に名 古 屋市熱 田

神 宮 社叢 をは じめ6ケ 所 の 身 近 に残 さ れて い る森 を,「 環 境 指 標 林 」と し

て選 定 し,今 後長 期 間 に わた り,こ の森 全 体 の変 化 や地 域 環 境 を評 価 し,

自然 保 護 に 資す る も ので あ る。 これ らは,本 研 究 で検 討 し よ う とす るモ ニ

タ リング と本質 的 に は 同等 で あ る が,自 然 研究 地 域 は,す ぐれ た 自然 環 境

の保 護 や教 育的 機 能 が 重要 視 さ れ,自 然 の状 態 に あ る生 態系 の例 を提 示 す

る もの と してべ 一ス ラ イ ン地 域 に:おけ る対 照区 と して の モ ニ タ リング用地

を 目指 す もの で ある。 本 研 究 では,こ れ らの機 能 も副 次 的 に は含 ま れ,対

照 区 と して のモ ニ タ リング用 地 のみ な らず 同時 比較 と して の 中 間地 域 や 高

影 響 地 域 も取 り入 れ る もの で あ る。 愛 知県 の環 境 指標 林 は,わ が国 にお け

る最 初 の もの と して意 義 は 大 き く,方 法論 的 に も今 後 改 良 さ れ て行 か れ る

もの と思 わ れ る が,本 研 究 では,こ れ を踏 まえ て 中央 行 政 レベ ル で取 り扱

か わ れ るべ き全国 的 規 模 の もの と して展 開 させ る もの で あ る。

注1)自 然研 究地域

自然研究地域の紹介(国 立公園281/1973)と 題 して,松 下和

夫氏 が,訳 され た ものを,要 約す る と以 下の と夢 りで ある。

1自 然研究地域

① 定 義

自然研究地域 とは,自 然が可能なか ぎり維持 され てい ると ころに澄い

て,自 然 に起った物理 的 な,な い し生物 的な単位か ら構成 されている地

域である。

② 自然研究地域 の 目的

研究 と教育のために,物 理 的,な い しは生 物的な何 らか の 自然 の特色
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を・で きるか ぎ り自然 のまま保存(Preserve)す ることにある。

③ 自然研究地 域 の選定基準

自然研 究地域 の多 くは,で きるだけ 自然 の特色 が損 なわれてお らず,

自然状態が保 たれてい る所 が選ばれているが,必 ず し も原生状態 でな く

て もよい。規模 については,自 然 の特色が外部か らの重大 な影響 か ら保

護 されるだけ の十分 な広 さがあるのが理 想的で ある。近づ きやすいか ど

うか とい うことや,過 去の研究の歴 史 も考慮 されなければな らない。

④ 自然研究地域の管理基準

自然 研究地域 の管理 の基本 と しては,選 定 した 自然 の特徴が保存 され

る範 囲内で 自然の遷 移にまかせ ることである。研究,教 育 目的の利用 も

自然 の遷移や,そ の特徴 の保存 と適 合す る ものでなければな らない。

⑤ 自然研究地域の 目標

目標は,自 然生態系の 多様性 をで きるか ぎ り保存す る ことで ある。

2歴 史 的展望

米国 に夢いそ,科 学 目的のための 自然研究地 域の必要性 を,自 然資源

と自然科学 の分野 にたずさわる科学者が となえ,1927年 にア リゾナ

の コ ロナダ国有林内 に最初 の 自然研究地域が創設 された。その後 ,自 然

研究地域 に対す る関心 は高 ま り,多 くの科学者 組織,専 門 の協会,政 府

の機関が加 わ り,そ の重要 性は学会 の外部 に澄いて も認め られている。

3.現 在 お よび将来 の計 画

① 連邦 の 自然 研究地 域 プ ・ク ラム

自然研究地域 プ ロ・グラム推進 の主体 は,連 邦 の土 地管理 関係機関 であ

る。 各機関の活動は,自 然研究地域の連邦委 員会 に よって調整 されてい

る。そ してそ の長期的課題は,ア メ リカのすべ ての重要 な 自然 生態系を

代表 しうる保存地域 の大系 をつ くりあげ るこ とにある。
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② その他 の計画

イ リノイ州 で 自然研究地域制度が創設 されて以来,そ れにな らって二

十余 りの州 で 自然 研究地域制度 が法的 に確立 されてい る。

皿 環境 保全計画 におけ る自然研究 地域の利用

次の点 か ら,環 境保全計画 において 自然研究地 域 の役割は大 きい と云え

るo

第1点 。本質 的に自然 の状 態にある生態系の例 を提供 する。

第2点 。 自然研究地域は法 の規定 に よって恒久 的に保護 される地 域であ

るの で,長 期間の研究 に適 している。

また 自然研 究地 域は,環 境保全計 画に次の四点 にお いて大 ぎな貢献 を しう

るo

① 基 準デ ー タの収集地 を提供 する とともに,さ まざまな観点 か らの長

期的 モニ タ リングの場所 とな ること。

② 自然生態系の構造 と機能 を研究す る場を提供 する こと。

③ 自然界 に存在す る生物体の種の7●一ル を保存す る こと。(稀 少な,

ない しは絶滅 しつつ ある種 を含めて)

④ 科学的 な研究 ・訓練計 画に際 して,特 別 の機 能 を果たす こと。
6

以 下 略 す が,次 の様 な 目次 が 含 ま れ てい る。

L基 準 デ ー タ収 集 と,モ ニ タ リングの た めの用 地

① モ ニ タ リン グ

② 自然 の コ ン ト・一 ル

2.統 合 的生 態 系 研 究計 画 の ため の用 地

3.種 の プ ー ル

4.自 然 研 究 地 域 の教 育 的機 能

皿 自然 研 究地 域 が 存 在 す る こ と に よる環 境 保 全 へ の 貢献
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注2)愛 知県環境指標林

愛 知県 の環境 指標林 は,既 に調査第1報 として 「環境 指標林 調査報告

書q⊃ 」(愛 知 県/1976)に 報告 さ れ て い る。

そ の調査 の概要 につい ては,愛 知県 に:夢け る「環境指標 林 」の構想(岡

田久 入/林 業技 術阻419/1977)と 題 して述 ぺ られて い るの で,

これ を抜 粋 す る と以 下 の と夢 りであ る。

ア.環 境 指標 林一 覧

次表 に示 す と凄 りで あ る。

表 一7・1環 境 指 標林 一 覧

環 境 指標 林

現 況

立 地1 樹 林 地 の 概 要

羅 の土地擁 形 閣 林

i保存

相 【状況

④熱田神宮社叢

(名古屋市熱田区)

②鷲津砦公園及
び長寿寺寺叢

(名古屋市緑区)

③白山神社社叢

(鶉 井市二)

④大県神社社叢

(犬山市字宮山)

⑤観音 寺寺 叢

僑姉 荒尾)

⑥ 日長神社社叢
(知多市口長)

都 心 部

新興住宅地

住 宅 地

農地と山林
との接点

工業地帯と
住宅地との
接点

エ業地帯と
住宅地との
接点

(台 地中位面)

斜面 ・台地

(高位面)

人工地形

(高い盛土地)

斜 面

極急斜面

20

3

o.s

8

o.s

3

クスノキ,カ シ,
シイ,ヤ ブツバ キ,
ムクノキ,ケ ヤキ

を混 じた樹林

スダジイ林

暖温帯牲常緑広葉樹
林

暖温帯性當緑広葉樹林

スダ ジイ林

スダ ジイ林

良好

良好

良好

良好

良好

良好

人的影響

一部立入 りー

自動車廃ガ
ス

一部立入り
一部宅地化

一部立入り

一部立入り

一部立入り

工場の大気
汚染

一部立入り

選 定 理 由

都心部に残され
た森の代表例と
して,自 動車廃
ガス,熱 汚染等
の影響を知るの
に適当である

宅地化等開発の
影響を知るのに
適当である

周囲からの影響
は他に比べて中
程度であるが,住宅地

に残され
た森の代表例と
して適当である

大気汚染,宅 地化等
の影響が少

なく,対 照林 と
して適当である

工場からの大気
汚染等の影響を知る

のに適当で
ある

臨海埋立地に接
して残された森
の代表例として
適当である

罎 .気 濾

;'1>ｮ

春日井市

}③

ρr,■ 、
ら ノ　ほロロ ロロず ロ

　 さ ゑ も 　　 　 　ら
ダつ ロ'"① う一「

・・F一 囎曹'、!く ρ ・

ノ

②

勢伊 ⑤ 、
湾 東海市
知多市rｮ

イ.50年 度 調査 概 要

(ガ 樹 木活 力指標

① 環境指標林における樹木活力指標

② 環境指標林 に澄け る林床植生の活 力指標
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9)動 物(昆 虫)

① 落葉層 に棲 息 する甲虫類 の調査

② 地表性歩行 虫類(ゴ ミムシ)お よび埋葬虫類(シ デ ムシ)の 調査

③ 狩猟 蜂(カ リパチ)の 生態調査

(初 年度 は① の調査 のみ)

(ウ)大 気汚染

①PbO2法 に よる硫黄酸化 物量

② 降下媒塵

③ 自動測定器 による汚染物 質の経年変化

④SO3,降 下媒塵,雨 の調査

⑤ スギ葉 中のSO3の 調査

1-1-3モ ニ タ リン グの 目的

1971年8.月,国 連人 間環 境会 議 を準備 す るた め に招 集 され たモ ニ タ リ

ン グ と監 視 に 関す る政府 間 ワー キ ン グ ・グル ー プ会議 は,世 界 的規 模 の環境

モ ニ タ リン グ ・シス テ ムの 目的 を次 の よ うに決 議 した(UN,1971)。

(a)(D環 境 の 中 で起 こる 自然 の変 化 と人 間 が起 こす変 化 に 関 す る定量 的 な

知 識 と,そ れ らの変 化 が 人 類 の健 康 と福 祉 に:対 して あ たえ る影 響 に関 す

る知 識 を増 す ご と。

㈹ 環 境 につ い て の理 解 を増 す こ と。 と くに資 源 を管理 す る基 礎 と して

生 態 系 の 中 で ダ イ ナ ミ ック なバ ランス が いか に維 持 され て い るか を知 る

こ と。

(b)環 境 保 護 の手 段 を考 え や す い ように重要 な環 境 変 化(自 然災 害 も含 む)

をすみ や か に警報 で き る ように す る こ と。

(c)す で に あ る モ ニ タ リング機 構 の効 率 を チ 三 ック で き る よ うにす る こと。
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最 適 な 工 学技 術 開 発 を計 画 で き る よ うにす る こ と。

以 上 の行 動 に よ り,現 在 あ るい は将 来 の人 類 の健 康 と安 全 を守 る こ と。 ま

た環 境 とそ の 資 源 を うま く管 理 す るた め に必 要 な情 報 を提供 す る こ と。

この 自的 は,国 連 人 間環 境会 議 に提 案 さ れ て,こ の 会議 が 行 動計 画 をつ く

る 際 の基礎 とな った。

一 ス コー プ リポ ー ト2環 境 モ ニ タ リング
,

環 境 情 報 科学 セン ター 一

2-2生 態 系

ア メ リ カの代表 的生 態 学 の教 科 書 で あ るオ ダ ム の 「生 態 学 の基 礎 」第3版

で は,生 態 系 を 「あ る地 域 の全 生 物 とこれ と相互 に 作用 し合 う物理 的環 境 と

を含 み,そ の系 に診け る エ ネル ギー の流 れ が 明 らか に周囲 と区 別 さ れ う る栄

養構 造,種 組成,物 質 循 環 を成 立 させ てい る よ うな単 位 」 と定 義 して い る。

この よ うに生 態 系 を ひ とつ の機 能 系 と して と らえ る見 方 は,今 日 の生 態系 研

究 の 主 流 となっ て い る。 この立 場 か らは,生 態 系の 構 成要 素 と諸 過 程 は,ふ

つ うつ ぎの よ うに分 類 さ れ て い る。

ま ず生 態 系 の構成 要 素 と して は,

(1)基 質 とそ の状態:基 質 は 大 き く水,大 気,土 壊 の3つ に 大別 され る。

そ の状 態 と して は,温 度,湿 度,降 水,水 流,風 な ど。 そ の季 節 的変 化,

日変 化 な ど。

(2)物 質循 環 に 加わ る無 機 物 質:炭 素,酸 素,窒 素,燐,二 酸 化 炭 素,水

な ど。

(3)生 物 と無機的構成要 素の両者 を結ぶ有機化合物:タ ンパク質,炭 水化

物,脂 肪,腐 植酸 など。

(4)自 栄養生物 あるいは生産 者:無 機物 か ら有機物 をつ くりあげ る能 力を
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もつ生 物。 お もに大型 あるいは単細胞の緑色植物であるが,光 合成 お よ

び化学合成 を行 う細菌類 も含 まれ る。

(5)動 物 あるいは大型消費者;他 栄養生物 であ り,他 の生物体 または固形

の有機物 をロか ら摂取 す るもの。

(6)分 解者 あるいは小型消費者:他 栄養生物 であり,複 雑 な有機物を分解'

し,分 解産物 を吸収,自 栄養生物(生 産者)に 利用可能 な無機物に転形

す る。 診 もに細菌,糸 状菌 な ど。

なお・5と6は いずれ も他栄養生物 で あり,う えにのべ た栄養摂取方法 の

違 いに よる区 分は便宜的な もの にす ぎない。他 栄養生物は うえに区分 どはべ

つに,生 きてい る生物 を食 う生体食生物 と,死 ん だ生物体 あるいはそれ に由

来す る有機物 を栄養源 とす る腐食生 物 とに:わけ る こともで きる。

つ ぎに生態系 内の主要 な過程 としては,

(1)エ ネル ギーの流れ:太 陽 エネルギー に源を発す るエネルギー の流れは,

生態系の存在状 態を支配 す るとともに,一 部は自栄養生物 に よって有機

物 の化 学 エネルギーにかえ られ,生 態系の生物的要 素の あいだを流れて

各段階 で熱 と して発散 され る。

(2)食 物連鎖 関係:こ の関係 に乗 って各種生物 のあいだ を物質 とエネルギ

ーが運 動す る
。食物連鎖 は,生 きてい る植物体 ない しはその一部 を直接

消費 す る生体食生物か らは じま るグ レイ ジング(植 食)食 物連鎖 と,生

物 の遺体 を消費す る腐食生物か らは じまる腐 食食物連鎖 とにわけ られる。

(3)種 組成 の時間的空間 的変 化。

(4)栄 養物質 の生物地球化学 的循環:生 態系の科学 の うち,こ の過程 を研

究対象 とす る学 問分野 を生 物地球 化学 と よぶ。

(5)系 の発展 と進化。

(6)系 の制御:系 の安定 性の維持。 破壊 か らの回復。.
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一 環 境 情 報 科 学4-1
,1975-

2・ 一1-3(1)地 球 モ ニ タ リ ン グ 対 象 生 態 系

SCOPEは,地 球 モ ニ タ リ ン グ の 対 象 生 態 系 と し て,次 の 様 な も の を あ

げ て い る 。

1)Tundraツ ン ド ラ

2)Coniferousforest針 葉 樹 林

3)Deciduousforest落 葉 樹 林

4)Tropicalf。rest熱 帯 林

5)Savannaサ バ ン ナ

6)Thormscruf有 棘 灌 木 林

7)Grass1鋤d草 原

8)Deser5t砂 漠

9)Openocean大 洋

10)Upwellingarea湧 昇 流 海 域

11)Coastalshelf沿 岸 陸 棚 海 域

12)Estuary河 口

13)EpicontinentalorSemi-enclosedsea沿 岸 浅 海 域 ま た は 半

閉 鎖 海 域

(2)イ ギ リ ス の 自 然 保 護 地 域

1966年,イ ギ リ ス の 自 然 保 護 協 会 は,自 然 保 護 の 対 象,し た が っ て モ ニ

タ リ ン グ の 対 象 と な る べ きhabitatを,自 然 保 護 地 域(NatureReserve)

と 名 づ け て,次 の よ う に 列 挙 し た(Stamp)。

.MaritimeandSubmaritim。,海 洋,海 岸
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1.Maritimegrassland,海 岸 草 原

2Salt-marsh,塩 沼 沢

3.MudflatoτSandyshore,泥 の 浅 瀬,砂 の 海 岸

4.Sand-dune,砂 丘

5Shingle,砂 礫 の 浜

6.Seacliff,海 岸 断 崖

7.Estuaryl河 口

8.Off-shoreisland,沖 の 島

・InlandGrasslandandH:eath,内 陸 草 涼 ,ヒ ー ス 荒 原

1.Uplandgrassland,高 地 草 原

2Lowlandgrassland,低 地 草 原

aL。wl。ndh,ath,低 地 ヒ ー ス 荒 原'

4.Northem"wet"heath,北 方 湿 地 ピ ー ス 荒 原

5.Arctic。alpine,北 極 圏 高 地

・:FenandBog,沼 沢,湿'原

1.:Fenandfen-woodland,沼 沢,沼 沢 林 地

2Raisedbog,高 層 湿 原

3.Blanketbog,ブ ラ ン ケ ッ ト湿 原

4.Southernvalleybog,南 方 渓 谷 湿 原

・Freshwater,淡 水

1.Sti11,止 水 域

2.Running,流 水 域

3.Freshwaterisland,淡 水 中6島

・Woodland,森 林 地

1.Oak,ナ ラ(Q%θ γo%8属)
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2.

a

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

Beech,ブ ナ(.Fα 鮮8属)

Ash,セ イ ヨ ウ ト ネ リ コ(Fγ ατ弓れ・勧s,属)

Birch,,カ ン パ(Bθ 伽`α 属)

Alder,ハ ン ノ キ(A乙 秘s属)

Mixeddeciduous,落 葉 樹 混 合 林

Pine,マ ツ(P伽 鵬 属)

Juniper,ビ ャ ク レ ン(」%%蓉pθ γ%s属)

Yew,イ チ イ(71α ¢%8属)

Mixedconifer。us・anddeciuous,針 葉 樹,落 葉 樹 混 合 林

そ の 他

・Other且abitats,他 の 立 地

1.Inlandcliff,内 陸 の 断 崖

2.Gorge,山 峡

aRivershingle,砂 礫 河 川

・GeologcalorPhysiographic,地 質 学 的 ま た は 地 文 学 的 立 地

・SpeciesReserves,種 類 の 保 存 .

一 自 然 保 護 ハ ン ド ブ ッ ク ,東 京 大 学 出 版 会 一

3-1-1モ ニ タ リン グ ステ ー シ ョンの選 定

(1)日 本 の フ ロラ 地域 区分

1.北 海 道 区 石 狩 地 溝 帯 以北 の 北 海 道 お よびそ の属 島 。 エ ヅ マ ツ,ト ド

マ ツ,ア カエ ゾ マ ツ,ミ ズ ナ ラ,ハ ル ニ レ,ア サ ダ な ど針 広 混 交 林 に よ

っ て 代 表 され る。

2.北 陸区 石 狩地 溝 帯 以 南 の北 海 道 南 部,阿 武 隈 高 原 を 除 く東 北 地 方 の

大 部 分,新 潟県 か ら福井 県 まで の北 陸 地 方。 ブナ,ミ ズ ナ ラ,ヒ ノ キ ア
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1北 海 道区IV中 部 山岳区

11北 陸 区V西 日本区

IIa北 部亜 区Va山 陰亜 区

Ilb北 上亜 区Vb内 海亜 区

m関 東 区Vcソ ハ ヤ紀亜 区

ma房 総亜 区VI琉 球 区

孤 小笠 原区

。男,急

櫛
＼
0

a

0ｰV
S

_ノv・ ワノ
ノi餐 一'

Vc

く

4

a
c

Ila

1

熱

紮
O

e

O

a

i
。V旺

!

図 一7・1日 本 の フ ロー ラ地 域 区 分

ス ナ ロ,キ タゴ ヨウが 多 く,ヒ メモ チ,エ ゾ ユズ リハ,ユ キ ツパ キ,ハ

イ イ ヌ ガヤ,チ ャボ ガ ヤ な どに特 色 が見 られ る。

3.関 東 区 福 島県 の 阿 武 隈 山 地 か ら関東 地 方 にい た る地 域。 南'部 は シイ ・

タ ブノ キ,ア ラ カシ な ど常縁 広葉 樹 が 多 く,平 野部 は ク ヌ ギ,ク リ,コ

ナ ラ,ケ ヤ キ,イ ヌ シデ な どが 支 配的 で,山 地 は ブ ナ,イ ヌ ブ ナ,ミ ズ

ナ ラの 落葉 広 葉樹 の 多 い地 域 か ら シ ラベ,オ オ シ ラ ビ ソ,コ メ ツ ガの針

葉 樹 の 多 い地 帯 とな っ て い る。

4.中 部 山岳 区 中 部 地 方 の標 高600rn以 上 の山 岳地 帯 で北 陸 地 方 を除
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く。 ミズ ナ ラ,ブ ナ,シ ナ ノ キ な ど落 葉 広 葉 樹,シ ラペ,オ オ シ ラ ビソ,

コ メ ツ ガな ど針 葉 樹 が 多 いの は 関東 区 と同 じで あ る。 しか し ヒノ キ ,サ

ワ ラが 目立 ち,チ ョゥ セ ン ゴ ヨ ゥ,ヤ ェ ガ ワ ヵ ン.㍉ ヶ シ ョゥヤ ナ ギ な

ど アジ ア大 陸 要 素 の 隔 離 分 布地 とな り,ま た 高 山植 物 に もそ う した 系統

の固 有 種 が 多い。

5西 日本 区 東 海 地方 と近 畿 地 方以 西 の本 州,四 国,寿 よび九 州 本 島 と

種 子 ケ島 お よび屋 久 島。 ス ダ ジ イ,コ ジイ,マ テバ シイ,イ チ イ ガ シ,

ア ラカ シ,ク ス ノ キ,イ スノ キ な ど常緑 広 葉 樹 に よっ て 代表 さ れ る。 と

くに南 部 の ソハ ヤ キ地 区 に は コ ウヤ マ キ,ト ガ サ ワ ラ,キ レ ンゲ シ ョ ウ

マ,イ ワザ ク ラ,ク サヤ ツデ,テ バ コモ ミジ ガ サ な ど中部 支 那 と近縁 の

種 類 に:富む 。

6.琉 球 区 屋 久 島 南 部 の トカ ラ海 峡 以 南 の奄 美 大 島 お よび琉 球 列 島。 リ

ュ ウキ ュ ウマ ツ,ア ダ ン,ノ ヤ シ,オ キ ナ ワ ウ ラジ ロガ シ,ヤ エヤ マノ

ボ タ ン,オ ヒル ギ,ヤ エ ヤ マ ヒル ギ,ヒ ル ギ ダ マ シな どイ ン ドー マ レイ

系 の亜 熱 帯 ない し熱 帯 性植 物 に 富 む。

7.小 笠 原 区 小 笠 原 諸 島 と硫 黄 列 島。 タ コノ キ,オ ガサ ワ ラビ ロ ウ,ム

ニ ン ヒメ ツバ キ,ア デク,テ リハ コ ブ ガ シ ,オ ガサ ワ ラグ ワな どイ ン ド

ー マ レイ系 の熱 帯 性植 物 が 多 く
,琉 球 区 に近縁 で あ る。 しか しオ オ ハ マ

キ キ ョ ウ,ワ ダ ン ノ キ・,シ ロテ ツ な ど ミク ロネ シア系植 物 が少 数 な が ら

存 在 す る 点 で特 色 が あ る。

一 生態 学講 座 ,植 物地 理 学,共 立 出版 一

(2》 ス テ ー シ ョ ン の規 模

森 林 ス テ ー シ ョン の規 模 は,生 物群 集,特 に行 動範 囲 の広 い鳥獣 類 の テ

リ トリー を考 慮 す る必要 が あ る。 四手井(1960)は,ク マの 生息 環 境
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と しては 一 頭 のク マ のテ ソ ト リー の10倍 以上 の面積 が 必要 で あ り,適 正

規 模 と して1000ha以 上 を提 案 して い る。 また 田村 は(1965),

大型 哺 乳 類 の テ リト リー か ら見 る と,1000～2000haの 広 が りが

最 小 限必 要 で ある と して い る。 一 方 鳥 類 につ い ては,千 羽(1972)は,

繁 殖 期 にみ られ る テ リ ト リーが 基 準 に され,小 型鳥 類 で は,一 番 当 り0.5

～1 .Oha,中 型 鳥 類 で は,2.0～2.5haが 最 小 の 面 積 で あ る と され,

一 種 類 の生 息 を維 持 す る に は,最 低10番 ぐ らい の生 息 量 が 必要 で あ る こ

とか ら,最 低20～30haの 広 が りが 必要 で あ る と して い る。

この よ うに見 る と,大 型 獣 類 の テ リ トリー につ い て は,広 い面積 を必要

とす る た め,こ こで は,渡 り鳥 等 を含 め てス テ ー シ ョ ン内 の移 動 の 途 中記

録 に と どめ,こ れ を補 う もの と して地 域環 境調 査 で考 え る もの とす る。従

っ て,ス テ ー ション の規 模 と して は,鳥 類 ㊧ テ リト リー を基 準 と して20

～50ha以 上 とす るの が適 当 と考 え られ る。

(3)半 自然草地の類型

表 一7・2わ が 国 の草 地 の類 型 と優 占種(沼 田,1971)

遷移
気候帯

亜 帯

冷温帯

初期の広葉草地

コ ヌ カ グ サ

ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ

ハ ル タ デ

ム カ ジ ョ モ ギ 属

(Erigeronspp,)

正 常遷移 の草地

イ ワノ ガ リヤ ス

ス ス キ

サ サ 属(SasaSPP.)

ス ス キ

サ サ 属

(SasaSPP.)

分岐遷移の草地

ナ ガ バ グ サ

ウ シノ ケグ サ

シ バ
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ブ タ ク サ

温 帯 ム カ シ ヨ モ ギ 属

(Erigeronspp.)

メ ヒ シ バ

亜 熱 帯 シ マ ス ズ メ ノ ヒ エ

ス ス キ

チ ガヤ

ネ ザ サ

ト キ ワ ス ス キ

ネ ザ サ 属

(Pleioblastus,)

ネ ザサ

ギ ヨ ウ ギ シ バ

コ ウ ラ イ シ バ

一図説鋤 生態学潮 倉書店一
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(4)河 川 の 自然性

表 一7・3河 川 自然 性判 定表

凡例

N:Natura1一 自然の状態が保 たれ ている。

D:Develoed一 開 発 さ れ,あ ま り 自然 で ない。

0:0ther 一一前二者 に きめ られ ない。

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

zs

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

河 川 名

石 狩 川

標 津 川

岩 木 川

北 上 川

名 取 川

都 道 府 県 名

北 海 道

北 海 道

青 森

岩 手 ・ 宮 城

宮 城

雄 物 川'秋

上1

田

山

阿武 川 .福 島 ・ 宮

久 慈 川

鬼 怒 川
・鳥 川

荒 川

養 老 川

多 摩 川

相 模 川

阿賀野川

神 通 川

i

九頭竜ll

富 士 川

信 濃 川

長 良 川

大

木 曾 川

櫛 田 川

野 洲 川

由 長 川

淀 川

加 古 川

大 邪 川

口 野

新 宮 川

千 代 川

斐 伊 川
高 梁 川

太 田 川

錦 川

吉 野 川

土 器 川

肱 川

物 部 川

渡 川

筑 後 川

嘉 瀬 川

本 明 川

球 摩 川

大 野 川

大 淀 川

川 内 川

比 謝 川

福 島 ・ 茨 城

栃 木 ・ 茨 城

群 馬

埼 玉 ・ 東 京

千 葉

東

山 梨 ・ 神 奈 川

福 島 ・ 新 潟

岐 阜 ・ 富 山

石 川

福

山 梨 ・ 静 岡

長 野 ・ 新 潟

岐 阜 ・ 愛 知 ・三 重

長野 ・肢阜 ・愛知 ・三重

重

滋 賀

京 都

滋 ・ 尿 都 ・ 阪

兵

奈 良 ・ 大 阪

奈 良 ・ 和 歌 山

奈 良 ・ 和 歌 山

鳥 取

島 根

岡 山

広 島

山 口

高 知 ・ 徳 島

香 11

愛 媛

高

愛 媛 ・ 知

熊 本 ・ 福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿 児 島

沖 縄

理的改変"

0

0

N

0

D

0

D

D

N

N

D

N

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

0

D

D

N

D

0

D

D

0

N

0

O

0

0

D

0

D

0

N

0

0

0

N

N

D

0

0

0

0

水 質

0

N

N

D

D

N

0

0

D

N

N

0

D

D

D

0

D

D

0

D

0

0

N

N

0

0

N

D

D

0

0

N

N

N

0

0

0

0

N

N

N

0

N

0

N

0

O

N

D

備 考

幹 川流路270㎞,周 年 汚染

178阯 季節的汚染

64ダ ム左 し

100Km,ダ ムあ り,Fe,Zn

251㎞,Fe,Cu,流 もダ ム

52㎞,ダ ムあ,

149㎞,支 流玉 川の砒素PH

230Bm, ダ ム,口

225Km,ダ ム は な い。C6.p.

124㎞,ダ ムな し

利根 月大支流1501㎞,ダ ム多

碓井川ふ くむ神流川合流CdHg

177㎞,下 流 田,

70㎞,下 流 は 市 原,'五 井 工 業,タ'ム

115㎞,利 水発達,砂 利禁止

210㎞,発 電所50ケ 所,第 二水侯病

126㎞,239万KW発 電,イ タ イ イ タ ィ病

721軌 ダム多 し,崩 壊地,改 修

116,グ ム 為

128㎞,発 電 所6'0ケ 大 出力45万KW

377i㎞,97万KW河 ロ放 口路

160㎞,上 流発電

180≦ ダ ム16596

1931』 』 「農工 」上水利 用,67ケ180KW

87Km,ひ9.230KW,、 し(

55㎞,平 時ほ とん ど水 な偽。 天井 川

95Km,グ4 ,

7引 ㎞,多 くの ダ ム ・

90Bm,

72㎞,下 流 河道 変,堺 市へ

138㎞,紀 ノ川口まで吉野 川水質N

■58㎞,上 流ダ ム多い

5'5㎏ 発電所20ケ 所2850KW

121㎞,12ケ 所発電3.5万KW

117㎞,18ケ 所5万KW

109㎞,31ケ 所21万K凪 上水工 業水

107Km,に ダ ム2

ユ13Km,20ケ25KW

38㎞,タ ム ン

72】 ㎞,鹿 ノ ダ ム の

45,タ ム4

・185㎞
, ≧o

ユ43㎞, 10, ,

55㎞,」 ん 三い ≦ダムの

24Km,ダ ム な い

115㎞,ダ ム多 い

110 グ ム

106Km,ダ ム2,季 節 汚

1301㎞,南 九州の電源地,ま た カン ガイ

131軌 ゴ ザ, る

■

一 自然 環 境 調査 報 告 書,環 境庁 一
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(5)河 川 形態

河 川 は ふ つ う上 ・.中・下 流 に分 け られ る。 瀬 と淵 の 分布 の仕 方 をみ る と,

上 流 で は一 つ の蛇行 区 間 に 多 くの 瀬 と淵が 存 在 し,中 ・下 流 で は瀬 と淵 が

一 組 しか ない。 前者 の よ うな地 形 的 特徴 をA型 ,後 者 をB型 とい う。 ま た,

瀬 か ら淵 へ の 流れ こみ の よ うす をみ る.と,上 流 では 滝 の よ うに落 ち こむa

型 ・中流では波立 ちなが ら流れ こむb型 ・下 流では懸 とん ど波立 た ないc

型 の特 徴が ある。 こうした河川形態 の特徴 か ら,上 流域飴 型,中 流域Bb型,

下流域Bc型 に分け ることがで きる。 河川の勾配 は連続的に変化す るので・

これ らの河川形態型の あいだには,中 間由な移行型がみ られ る。

河川区 と河川形態型は 次の ようにな る。

山地'渓流区Aa型

〉 上流域山地流く
中間渓流区Aa-Bb移 行型

中 流 区Bb型 一 中流域

平地流← ≠流区 一 移行型〉
下流域

下 流 区Bc型

平面図 縦断図

一鞠 拶4鴨
Bb型」 ・ミ 影Σ.i一 _』㌔'ミ獣 一) .塾 笏 〃勿霧 拗 μ

・ 、 ●・ ・'・ ・ し.

Bc型 ・ 亀 、、

.・=,'`一 一一一.,ぎz〃 乏。,〃 ㌧%ル 物 〃 〃/ジ

図 一7・2河 川 の3つ の型

一 淡 水生 物 の生 態 と観 察,築 地 書館,1975一
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(6)生 物の生育環境 によ る湖 沼の分類

表 一7・4生 物 生産 か らみ た湖 沼 標式 と,そ の特 徴(吉 村;湖 沼学,1937よ り作成)

湖 盆 形 態

分 布

水の物理

的性質

水 質

生 物

水 色

透 明 度

そ の 他

pH

溶 存 酸 素

そ の 他

生 産 力

ク ロ ロ フ イ

ノレa

植 物 プ ラ ン

ク ト ン

動 物 プ ラ ン

ク ト ン

隠

調 和 型 沼

貧 栄 養 湖

深 い.湖 棚 の 幅 狭 い

深 水 層 は表 水 層 よ り容 量 大

山間 の湖

北 海 道 の平 地 の 深 い 湖

藍 また は 緑 色

5m以 上

中性付近

全 層 飽和 に近 い

N<α20ppm

P〈 α02ppm

小.200mgC/㎡/日 以 下

0.3～2.5mg/㎡

10～501ng/㎡

貧 弱.ケ イ 藻 が 主

貧 弱.甲 穀 類 が 主

種 類 数 ・ 量 と も に 豊 富

ナ ガ ス ネ ユ ス リ カ 幼 虫 な ど

マ ス,ウ グ イ

沿 岸 植 物i

少.深 部 に ま で 生 え て い る

底 質 有機 物 少.ケ イ藻骸 泥

富 栄 養 湖

浅 い.湖 棚 の 幅広 い

深 水 層 は 表 水 層 よ り容 量小

北 海 道 の 泥 炭地 を除 く全 国の 平 地

の浅 い湖

緑 ～ 黄 色

5m以 下

中 性 ～ 弱 ア ル カ リ 性,夏 期 表 層 が

強 ア ル カ リ性 に な る 場 合 も あ る

表 水 層 は 飽和 また は過 飽 和

低 水層 は少 ない

N>0.20ppm

P>α02ppm

大.200mgC/㎡/日 以 上

5^一140mg/m3

20^一140mg/m2

豊:富.夏 に ラ ン 藻 に よ る 「水 の 華 」

が で き る 場 合 が あ る

豊 富.ワ ム シ 類 増 加

種 類 数 減少

ユス リカ幼 虫,貧 毛 類増 加

コ イ,フ ナ,ウ ナ ギ,ワ カ サ ギ

多.浅 所 に の み 生 え る

骸 泥 ～ 腐 泥

非 調 和 型

腐 植 栄 養 湖

浅 い.水 ゴ ケの 湿原 に囲 ま れ,湖

の岸 は 突 出 湖岸 を なす こ と あ り

泥炭 地 の 水 ゴ ケ湿原 中の 池

森 林 や広 い沿 岸 植 物 帯 に囲 ま れ た

平 地 の湖 沼

薄 茶 ま た は コ ー ヒ ー 色

一 般 に 濁 る が
,澄 ん で い る こ と も

あ る

高 層 湿 原4～5

そ の 他6～6.5

飽 和 す る こ と が な い

(80～90%)

N,P化 合 物 は 多 い

腐 植 質 多 量

K]近nO2消 費 量2(ト100ppm

電 気 伝 導 度(ohm1/cm)

{毫鷹 原1濃llザ
FeO.1^一2ppm

小

ツ ヅ ミ 藻,鞭 毛 藻 が 主

種類数少

種 類 数 少 。 量 も 少 な い

フ サ カ,ト ン ボ の 幼 虫

な し(サ ン シ ョ ウ ウ オ)

ジ ュ ン サ イ,オ オ ヒ ル ム シ ロ が 多

い.イ,ス ゲ,ミ ズ バ シ ョ ウ,

ミ ツ ガ シ ワ が 粗 生

沈 水 植 物 貧 弱,車 軸 藻 な し

腐植 泥

湖 沼

酸栄 養 湖(含 鉄 栄 養 型)

特 色 な し

活火 山,硫 黄泉 の 多い 地 域

東 北 日本 に 多 い

青
一 定 し な い

水 温 は等 温 に な りやす い,時 に は

乱 れ る

1～5

電 気 伝 導 度(011m-1/cm)

1×10'4以 上

Ca,SO4が 主 成 分

C1,:Fe,Mnが 多 い

一 定 し な い

貧 弱.ケ イ 藻 が 主(ハ ネ ケ イ ソ ウ,

ホ シ ガ タ ケ イ ソ ウ,デ ィ ア ト マ)

貧 弱.(カ メ ガ タ ツ ボ ワ ム シ,ゾ ウ

ミ ジ ン コ,ミ ジ ン コ,デ ィ ア プ ト

ム ス,マ ル ミ ジ ン コ)

ユ ス リ カ 幼 虫

ウ グ イ,ア ブ ラ ハ ヤ

ヨ シ は 量 は 少 な い が 存 在 す る

酵 苔 類 が 多 く,顕 花 植 物 少.

大 形 群 苔 類(Lθp面 面c砲%彿,

∬αPゴ020α)

白 色 泥,灰 色 泥,朱 色 泥

ア ル カ リ栄養湖

わ が国 に は な い。 ア フ

リカの 中央 帯 溝 帯 の

み に 分 布

10^一11

p且 が 高 い の は 熔 岩 中

のNa2CO3解 離 し

よ る

大

ラ ン 藻(ア ン ス ロ ス ピ

リ ス)に よ る 「水 の 華 」

が 発 生 す る こ と が あ る

ワ ム シ の み

ア イ フ ヒ フ

セ ビ レ ナ ガ ナ マ ズ

一 池 沼 の 生 態 学 ,築 地 書 館 一
一255一
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表 一7・5地 域別 の湖沼 の栄養型 に よる分類

湖沼型

調

和

型

湖

沼

非

調

和

型

湖

沼

貧
栄
養湖

中

栄

養

湖

富

栄

養

湖

腐

植

栄

養

湖

酸

栄

養

湖

北 海 道

摩周湖,パ ンヶ湖

然別湖,支 笏湖

倶多楽湖,洞 爺湖

サ ・マ湖,能 聖湖

風蓮湖,阿 寒湖

厚岸湖,小 向沼

渡島夫沼 ・小沼

半月沼,湧 洞沼

塘路湖,濤 沸湖

藻琴沼,網 走湖

根室温根池

阿寒尊菜沼

渡島尊菜沼

頓別湖

屈斜路湖

東 北

小川原湖,田 沢湖

沼沢沼,十 和田湖

大鳥池,吾 妻五色沼

一ノ目潟,三 ノ目潟

田螺沼,板 戸沼

舟形長沼,舟 形白沼

檜原湖,小 野川湖

秋元湖,津 軽十二湖

鷹架沼

伊豆沼町 長沼

名鰭 沼,八 郎潟

万石浦,松 川浦

内沼,柿 沼,仏 沼

八甲田山高層湿原池

桁倉沼,細 沼

淳島大沼

潟沼,蔵 王御釜

恐山湖

磐梯五色沼

猪苗代湖

関 東

中禅寺湖

芦ノ湖,菅 沼

切込湖,刈 込湖

湯ノ湖,西 瀧 丸沼

大尻沼,尾 瀬沼

榛名湖,赤 城夫沼

霞 ケ浦,北 浦

神ノ池

館林城沼

印旗沼,手 賀沼

渦沼,外 浪逆浦

苗場山高屠湿原池

:草津自根御釜

北 陸 東 海

坊ケ池

高浪池

武周池

青木湖

加茂湖 欄

野尻湖

河北潟

福島潟

柴山潟

水月湖

鎧潟

諏訪湖

涌池

柳久保池

木崎湖

白樺湖

霧ケ峰高屠

湿原池

雨池

白駒池

白馬木池

志賀高原蓮

池

水月湖

日向湖

大沼池

東 海

西湖

本栖湖

山中湖

河 ロ湖

精進湖

浜名湖'

近 畿

琵琶湖

余吾湖

伊庭内湖

山 陰

多鎗池

中ノ海

宍道湖

浮布ノ池
.

神西湖

蛇池

蓮池

湖山池'・

九 州

池田湖

大浪池

六観音御池

六幡池

高千穂御池

鰻池

鐘池

住吉池

霧島御池

藺牟田池

霧島不動池

一 池沼の生態学,築 地書 館 一
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(7)湖 沼 の 自然性

表 一7・6湖 沼 自然 性 判定 表

凡

例

N Natural 自然の状態が保たれている。

DDeveloped開 発 され あ ま り・自然 で な い

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

.14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

241

25馬

26

2?

28

29

30

31

32

33

34

湖 沼 名

屈 斜 路 湖

支 笏 湖

洞 爺 湖

厚 岸 湖

摩 周 湖

阿 寒 湖

大 沼

† 和 田 湖

宇曾利 山湖

小 川 原 湖

千 沼 ケ 原

春 子 谷 池

潟 沼

田 沢 湖

板 戸 湖

五色沼湖沼群

沼 沢 沼

霞 ケ 浦

北 浦

外 浪 逆 浦

澗 沼

中 沼

中 禅 寺 湖

湯 の 湖

尾 瀬 沼

赤 城 大 沼

棒 名 湖

印 旗 沼

手 賀 沼

新 零 池

山 零 池

震 生 湖

芦 ノ 湖

加 湖

都道府

県 名

物理的

改 変

COtherそ の他(前 二 者 に きめ られ な い)

北海道
//

〃

//

O

ii

//

青 森
!!

//

岩 手
//

宮 城

秋 田
//

福 島
a

茨 城
//

//

//

//

栃 木
//

群 馬
//

u

千 葉
a

東 京
n

神奈川
//

新 潟 ・

0

0

D

O

N

N

N

N

N

O

N

O

O

N

N

N

O

O

O

O

O

N

N

N

N

O

N

D

D

N

N

O

D

D

水質

0

0

0

0

N

O

O

O

O

O

O

O

O

O

N

N

O

D

D

D

O

O

O

D

O

O

O

D

D

O

O

O

O

D

1番号

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

湖 沼 名

柴 山 潟

河 北 潟

水 月 湖

三 方 湖

山 中 湖

河 口 湖

西 湖

精 進 湖

本 栖 湖

諏 訪 湖

野 尻 湖

白 樺 湖

青 木 湖

中-網 湖

木 崎 湖

涌 池

深 見 池

松 原 湖

白 駒 湖

丸 池

琵 琶 湖

浜 名 湖

田 貫 湖

八 丁 池

琵琶湖(北)
〃(南)

余 呉 湖

伊 庭 内 湖

中 海

宍 道 湖

諏 訪 の 池

池 湖

饅 池

都道府

県 名
石 川

p

福 井
//

山 梨
!/

〃

a

〃

長 野
//

//

//

u

//

//

//

1/

//

a

a

静 岡
u

v

滋 賀
u

//

a

鳥 取

島 根

長 崎

鹿児島
ii

物理的

改 変
D

D

D

D

D

D

O

D

O

D

O

D

O

O

O

D

D

D

N

D

O

D

D

N

O

D

D

D

D

D

D

O

O

水質

D

D

O

.0

0

0

N

O

N

D

O

D

N

O

O

O

O

O

N

D

D

O

O

N

O

D

O

D

D

O

D

O

O

(言D67湖 沼

一 自然環境保 全調査報告書 ,環 境庁 一
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(8)海 洋猿境 の生態区分

海浜域1漂 泳界は1層 のみか らな る。漂泳界 お よび底生界 のすべて を通

して,好 光性植物 に.よる1次 生産が活発 にお こなわれ る。

沿海 域:漂 泳界は2層 か らなる。 好光性植物 は漂泳界の最上部(上 部 表

層 に限 られ,そ れ以外のすぺ ての漂泳界お よび底生界 では好陰

性植 物 による1次 生産がお こな われ る。

外洋域 二漂泳界は3・～7層 か らなる。1次 生 産は漂泳界の上部(上 部お

よび下部表層)で のみお こなわれ,そ れ以外のすべて の層 ・帯

は消費 ・分解層で ある。

←一一一沿岸域(COASTAL>一 一→一 一 一一一一外洋域(OCEANIC>一 一

i港 醗E)(ゴ 欝 詳 猟
→

潮 上 肯

(Supralittora

1飛沫限界

陣 均最高
!水浸面

(M。d・。・羅 駕 溝 、 …上 部表層(U・P…p・p・h…)　 藷 篠 …下1畿罪

(Tra穐siti。naD

(u認 欝(u,P講 臨 、に)

下部漸深露(下 部漸深層Lowerbathypelagic)伽 姻)

(濤 轡 一
幕超深海底(H

8da1)＼
も

図 一7・3海 洋 環 境 の 生 態 区 分

大 綱 はHedgpeth(1957),Pεrさs(1957),P6r6s&

Picard(1958,1964),Zeロkevitch(1963),堀 越(1970)な どによってv・るが,

三の点 で新 しい試 みがなされてい る。

平 均 低 潮 面

20‾60tH

150一一200m

500-700m

000→500m

Ca.3000m

Ca.6000m

超 深 海 層(H
adoPelagic)

一 海 の生 態学 築地 書 館 ,1972一
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(9》 外 洋域 の調 査

昭 和50年 度 日本近 海 海 洋 汚染 実 態 調査報 告 書(1976,3/環 境 庁

水 質保 全 局)で は,海 洋 汚 染 モ ニ タ リング調査 と して,日 本 周辺 海 域 に お

け る総 合 的 な調査 参実 施 され てい る。 そ の調査 地 点 は,図 一7・4に 示 す

とお りで あ る。
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コ

選
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誌ムのる

陶13・5678㊨,

}。
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裁{i諜熱
Oloozo

o

ゐ 一

oo

0

・。。 乙。。5。 。・・

一一陶400

x'30ｰ

20ｰ

図一7・4調 査地点図
一昭和50年 度日本近海海洋汚染実態調査報告書,壊 境庁一
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G① 日本近海の海流
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日本 海流(黒 潮)

　　　レ ヨ 　

)

こ≦ト ㌧
北赤道海流

t

'
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ノ 、

＼

50。
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30ｰ

■一rレ ・ → 一一圏り夢

赤道反流

2dｰ

10ｰ

図一7・5日 本 の付 近 を 流 れ る海 流

(実 線 は暖 流,点 線 は寒 流 を示 す)

一 生 態 学講 座 ,水 界 生 態系,共 立 出版 一
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qゆ 海域 の 自然性

表 一7・7海 域 自 然 性 判 定 表

N:(Natura1)自 然 の 状 態 が 保 た れ て い る 。

D●:(D。v,1。P。d)醗 さ れ あ ま り 自然 で 静 。

0:(Other)前 二:者 に き め られ な ～(。

海 区

1石 狩後 志海岸

2陸 奥 湾

3陸 中 海 岸

4仙 台 湾

5秋 田 海 岸

6東 京 湾

7相 模 湾

8伊 勢 湾

9富 山 湾

10大 阪 湾

11鳥 取 海 岸

12広 島 湾

13燧 灘

ユ4宇 和 海

15周 防 灘

16玄 海 灘

17鹿 児 島 湾

都道府県

北 海 道

森

山=二石 一ア'

宮 城

秋 田

東京 ・神奈川 ・千葉

神 奈 川 ・ 静 岡

愛 知 ・ 三 重

富 山

大 阪 ・ 兵 庫

鳥 取

広 島

愛 媛 ・ 香 川

愛 媛

山 口 ・福 岡 ・大 分

福 岡

鹿 児 島

水質等理化

学 的 性状

'透明度

O

N

N

(D)

(D)

D

N

(D)

N

O

N

(D)

D

(D)

(D)

D

N

COD

N

N

N

(:N)

O

D

(1Φ

0

0

0

N

(}φ

D

N

(D)

N

N

海岸の利用改変状況

海岸線利用
改変状 況

N

D

N

N

N

D

N

D

O

D

N

D

D

N

D

D

N

海岸陸域土
地利用状況

N

パ

N

N

N

D

D

D

O

D

N

D

D

N

D

D

N

水産生物

(貝 類)

D

N

D

N

D

D

伊 豆半 島東海岸

を含む。

淡路島東海岸 を

含む。

一 自然 環境保全調査報告書 ,環 境庁 一
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3-1-2 候補地域 選定のための既存資料

表一7・8既 存 資料一 覧表

既 存資料 名 ・文献 名

基

礎

資

料

原生 自然環墳保全地域

自然環箋保全地域

国立公園

国定公園

都道府県 立 自然環境保全

地域

同 自然公園

鳥獣保護区

同特別保護区

都道府県 立鳥獣 保護区

同特別保護区

天 然記念物

(天 然記念物事典)

(天 然記念物緊急調査)

JCT(P)ハ ン ドブック

(自然保護地域及び候補地)

半 自然草原保護地域案

生態学会将来計 画,資 料

Nα1(野 外研究地域)

保 護 林

関 係 機 関

環 境 庁

//

//

//

都 道 府 県

a

環 境 庁

//

都 道 府 県

ri

文 化 庁

(同文化財保護部)

(同)

JIBP

日本 生 態 学 会

//

林 野 庁

発行年度

(1x72)

(1970)

1970

1974

1966

備 考

3ケ 所

2ケ 所

27ケ 所

50ケ 所

275ケ 所

290ケ 所

4
,.55ケ 所

173ケ 所

2252ケ 所

491ケ 所

736ケ 所

24ケ 所

26ケ 所

学参林等
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既

存

研

究

地

域

参

考

資

料

自然環境保 全調査

鳥類観 測ステーション

(わ が国 の鳥獣)

IBP特 別研究地域

各地方自治体環境指標林等

各大学 附属演習会

公害研究所,及 び関係

機関調査 ・研究地域

林業試験 場,及 び関係

機 関調査 ・研究地域

農業技術 研究所,及 び

関係機関調査 ・研究地域

水産試験場,及 び 関係

機関調査 ・研究地域

大気汚染測定局

各地方自治体大気汚染

測定局

水質測定点

(全 国公共用水域水質

年鑑)

気象観測所

(気 象業務法観測篇)

水 力調査所

環 境 庁

p

(同)

JIBP

各 地 方 自治 体

文 部 省

公 害 研 究 所

(国,各都道府県立)

林 業 試 験 場

(国,各都道府県立)

環 境 庁

各 地 方 自治 体

環 境 庁

(同)

気 象 庁

建 設 省

1976

(i97s)

(1976)

愛知県等

19ケ 所

678ケ 所

全 国約4600地 点

全国 約1600ケ 所
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(1)自 然壌 境保全地域

表 一7・9 自 然 環 境 保 全 地 域 の 概 要

地 域 名

早 池 峰

(自 然環 境 保 全 地 域)

南 硫 黄 島

(原生 自然環境保全地域)

大 井 川 源 流 部

(原 生 自然環境保全地域)

稲 尾 岳

(自 然環 境 保 全 地 域)

屋'久 島

(原 生 自然環境保全地域)

位 置

岩 手県 北 上 山 地

'東 京 都 小 笠 原 諸 島

(火 山列 島)

静岡県赤石山脈南部

鹿児島県大隅半島南部

鹿児島県屋久島西南部

面 積

(ha)

1,370

36?

1,]18

37?

1,219

自 然 環 境 の 特 色

高山 ・亜高山植 生及 び典型 的な天然林 の残 された地域で あって,し か もわが国 におけ

る蛇紋岩山:地の 自然 の最 も代表的 な例 である。 また,固 有 の植 物の種類 が特に 多 く,

植物群落の類型.種 類共 に多様 である。

また,ブ ナ帯 よ り高山帯 に至 る典 型的 な植 生の垂 直分布が観察される。

硫黄 島の南約60梅,円 鍾形 をな して海岸 か ら直ち に急峻 な918π の山 とな り,小

笠 原諸島中の最高峰 を形 づ くってい る。

植生は熱帯 性 と亜熱帯 性の ものが混生 し,頂 上付 近は蘇 苔林が発達 し,木 性 シダ も

存在す る。 また海鳥 の繁殖 地 で もある。

標 高1,500況 位 ま では,ツ ガ を優 先 し,イ ヌ ブナ.ク リな どを ま じえ た温帯 性 の針

葉 樹林,1,300～1,600那 の平 担 な尾 根 は,温 帯 落 葉 広葉 樹 林,1,700π 以上

は,亜 高 山帯植 生 を示 し,針 葉 樹 が 多 くな り,森 林 限 界 に 至 る。 中 部 日本 か ら関 東 に

か け て の典 型 的 な群 落 が 多 く一一括 保 護 に適 す る 。 ま た,多 種 の哺 乳 類 が 見 られ る。

本 州 中部 以 南 の西 南 日本 低 地 の 極相 林 で あ る常緑 の 照葉 樹 林 が 極 相 の状 態 で残 存 して

い る。 イ ス ノ キ,ウ ラ ジ7ガ シ を主 体 と した林 分か ら標 高 が増 す につ れ,ア カ ガ シ,

ヒ メ シヤ ラが混 生 し,'さ らに モ ミを主 体 と した 林 分 が 発 達 す る。 また,こ の 天 然林 に

は,哺 乳動 物,鳥 類,昆 虫類 も豊 富 で ある。

標 高800～1,700皿 の 地域 に は樹 齢900～1,200年 の ヤ ク ス ギの老 大 木 が 生

育 して お り,世 界 的 に も貴 重 なス ギの優 占す る温 帯 性 の 原 生林 が 残 され て い る 。

一 自然環境保全長期構想策定参考 資料 より一
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⑦JOT(P》 ハン ドブッ ク

表一7」0自 然保 護地 域及び候補地(主 に20ha以 上 の森林 群落 を抜粋)

地
区
区
分

北

海

道

地

区

名 称

知 床国立公 肉

知 床 岬

雄 阿 寒 岳

雌 阿 寒 岳

屈斜路針広混タ琳①

大雪山国立公園

十勝川針広混交林①

登別原始林

1/5万 図幅名

知床岬,知 円別

ルシャ川,羅 自

宇登呂,春 苅古丹

峰浜

知床岬,知 円別

ルシヤ川

阿寒湖

阿寒湖

屈斜路湖

西達布,十 勝岳

志比内,当 麻

佐幌岳,十 勝川上流

旭 岳,大 雷山

然別湖,糠 平

石狩岳,上 友湧別

上士幌,芽 登 温泉

十勝川 上流

徳舜瞥山

標 高 ㈲

20-1661

20-1254.2

500-1371.2

600-1500

140-371

700-2290

600-1000

500-1000

面 積(ba)

41.375

8.667

4.617

450

101.42

231.929

947.1

178

保 匪 区 分

国

立

0

0

0

◎

0

0

0

0

国

定

天
然
記

0

保
護
林

0

0

朱.
保
護

摘 要

原始的森林

先端部の海岸断崖

上の植物群落

原始林,高 山植物

ア カ エ ゾマ ツ及 び

エ ゾマ ツ林

アカエゾマツ原生

林,月 陽 温泉を囲

む平担地単相林

大雪山全域の植物

辟落

エ ゾマ1ツ,ト ドマ

ヅ極 相 林

カツラ,ホ オノキ,ハ

リギリ,イ タヤカニデ

等,落 葉 広葉 樹 を

主 とす る原 生林
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地
区
区
分

北

海

道

'

地

区

東

北

地

区

名 称

野 幌 原 始 林

導 岩 原 始 林

円 山 原 始 林

歌オブナ自生北限

水上針紬 林

沙流川原流地帯原生

林

北見置戸地方原生淋

根室半島西部落石付

近のアカエゾマッ群落

蔦温泉ブナ糊
・

八 幡 平 高 原

1/5万 図幅`名

江 別

札

.幌

札 幌

:札 幌

藻 琴 山

千 栄

常 元

落 石 岬

根室南部

入 甲 田 山

八幡平,鮪 山

標 高 ㊥

so

100-530

40-226

60-224

350

goo-isoo

360-1390

50

600-1000

700-1700

面 積(ha)

41

284.68

57.33

91.44

零220

743.29

33.583

40

1.000

7.352

保 護 区 分

国

立

0

0

国

定

天
然
記

0

0

0

OO

保
瞳
林

O

O

♂

未
保
護

0

0

摘 要

カ ツラ,ミ ズ ナ ラ

カエデ,.ホ オ ノキ

ェ ゾマ ツを混 える

原生 林

カ ツ ラーオ ヒ ・ウ

シ ナノ キ…アオ ダモ

シナ ノ キーサ ワシバ

シナ ノ キーオ ヒgウ

トト。マツーオクヤマシダ

等

カツラ林 と シナノキ ー

エ ゾィ タヤ林

ミズナラ林,オ 昌クルミ

ーオ ヒ ・ク林

ト ドマ ツ林 な ど

ブナの純 群落

針葉 樹極 相林

エ ゾ マツ,ト ドマ ツ

を主 とす る針 葉樹 林

エ ゾマ ツ ー ト ドマ ツ

麟

泥炭 上の湿 地 性

ア カエ ゾマ ツ林

ブナ林

ブナ林上限からアオ

モリトドマツにむよぶ
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地区

区
分

棄

北

地

区

名 称

船越大島のタブノキ

自生地
.

三貫島タブノキ自生地

月山,弥 蛇 ケ原

三面朝日連峯

仮豊山,大 日岳

吾 妻 連 峰

飛 島

須金岳スギーブナ天

然林(自 生山学術参

考保護林)

横沢山アカマツ天然林

平庭高原D自 然放牧地

立丸峠のミズナラ林

1/5万 図幅名

霞 露 岳

釜 石

月山,大 鳥池

朝 日岳

飯豊山,大B岳

福島,吾 妻山

飛 島

鬼 首

野 辺 地

陸 中 関

土 淵

標 高 ㊥

o-ioo

0-101.9

1000-1979.5

1200-2128

1200-2024

0-50

400-844

100-200

goo-iooo

面 積(ha)

7.325

37

7.431

7.296

2412

30

19.47

罐29.42

300

100

保 唖 区 分

国

立

0

0

0

0

0

国

定

0

0

天
然
記

0

0

0

護
林

0

0

未
保
護

0

摘 要

タブ林およびオオパ

イボタの自生,三 陸

海岸にかけるタブノ

キの北限 自生地

北限近 くのタブノキ

自生地

ブナ帯とその上部の

ミヤマナラ,ダ ケカ

ンバを主 とする落葉

広葉樹林

ヤハズハン!キ,ミャマ

ハンノキ,ダケカンバな

ど落葉広葉樹林

ブナ林とシラペ,コ

メツカを混えるオオ

シラビソ林

タブ林

スギ ・ネズコ ・ナナ

など針広混交の天然

林,沢 にはケヤキ ・

トチなどあ リ

アカマツ天然林

シバ型牧野

ミズナラ林

北上山地の天然林

中屈指の存在
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地
区
区
分

東

北

地

区

関

東

地

区
A

中

部

の

部

を

含

む
v

名 称

金華山島 自然保瞳地域

東オヒラ瞠 ノll搬場

ニ ツ箭 山6森 林

和尚山イヌブナースズ

タケ林

八 溝 山 原 生 林

入 丁 池

天 城 山

雄 山

八丈財,タ ブ林

箱根神申ブナ,ミズナラ林

1/5万 図幅名

金華 山島

岩 ケ 崎

川 前 平

小 川

塙

修 善 寺

修 善 寺

八 丈 島

小 田 原

標 高 ㊥

20-450

300-450

600-800

800

1000

1100-x4106

740-813

800

1200-1300

面 積(ha)

900

75

200

9.4

35

127

1623

300

保 護 区 分

国

立

0

0

00

0

0

国

定

天
然
記

保
護
林

朱'摘
保

護

要

○ モミーイヌシデ林

ブナ林

○ ススキ群落を主 とす

る広大な軍地IBP

研究地域

○ 尾根筋ヒメコマツ,中

腹モミ,谷 イヌブナ

阿武匿山地に残存す

・る天然林

イヌブナを主 とする

林

○ 八溝山脈最高峰の頂

上付近にある大平洋

型ブナーミズナラ林

ブナを主 とする原生林

天然林

三宅島火山地帯,火

山荒原植生原生林

スグジィ・タブを主とす

る常緑広藁樹林

大平洋型ブナ林
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地
区
区
分

名 称

窟士山原始林

関 富士山南百斜面のブナ

ー ミズ ナ ラ林

天城山万三郎岳のブナ

東 一ミズナラ林

地 臓越
のシラカシーウラ

ジロガシ林

区,鰍 山ブナ ●ミズナラ

林

^札 掛(大 山中腹のモミ・

中
ツガ林)部

の

一 大山山麓の植物落

部

を

含

む

一

大山山麓のアラカシ ー

ウラジロガシ林

笠森寺社寺林

真魯半島のシイ,タ ブ

林

、/,磁 名

富士山,山 中湖

御 殿 場

停}東

修 善 寺

真 .壁

秦 野

9秦 野

秦 野

姉 崎

熱 海

標 高 ㊥

900醇1300

600

600

700

600-1200

600

80

20

面 積(ha)

278.11

1000

39

2500

200

63.5

100

保 護 区 分

国

立

0

0

0

0

0

国

定

0

0

0

天
然
記

0

0

保
護
林

朱
保
護

0

摘 要

青木 ケ原熔岩流 上に

成立医 ツガを主としヒ

.キ,サ 卿 九 。,

マツなとの原生林,一部

にブナ林もある。

スズタケを持っブナ

林

万三郎岳山頂付近に

発達 したブナ林お よ

び天城峠周辺のブナ

林

シラカシーウラ ジロ

カシ林

ブナ林でアカガシ混

生

モ ミ・ツガの混生林

山麓か ら山頂にかけ

ての自然鮭 の残存

林分1シ ラカシ ーウ

ラジ ロガ シ林,モ.ミ

。ツガ林等

アラカシ,ア カガシ,ウ

ラジロガシの林

スダシイ,イ チイガラシ,

ヒメユ ズ リハ,シ イ

琳

シ イ,タ ブ を主 とす

る常緑 広 葉樹 林
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地
区
区
分

関

東

地

区

ハ

中
部
の

部

を
含
む
》

中

部

地

区

名 称

誘 戸の シラカ シ ーウ ラ

ジロ カ シ林

多 摩 川 流 域

北岳 ・荒川千丈,赤 石

山麓のオオシラピソ,

シ ラビソ林

白山国立公園

八 ケ岳 シ ラ ピソ ・オ オ

シ ラ ピソ林

鳳 来 寺山 のア ラカ シ,

シ ラ カシ林 とモ ミ ・ツ

ガ林

雄島(大湊神社)

常緑広葉樹林

1/5万 図幅名

-

藤 沢

東京西南部

大河原 ・赤石岳

自鳥 ・白山 ・経 ケ岳

自川村 ・自峰 ・下梨

八 ケ 岳

三河大野

三 国

標 高 ㊥

2500一

300-2702

2000

6B4.2

30

面 積(㎞)

200

500

47.402

200

19

保 護 区 分

国

立

0

0

国

定

0

0

0

天
然
記

0

保
護
林

未
保
護

0

0

摘 要

シラカシ,ウ ラジロ

を主 とする常緑広秦

蹴

多摩川申流から下流

にかけての典型的河

辺:草原

亜 高 山の シ ラビ ソ ー

オ オ シ ラピソ林

400。800下 部夏 緑

広 葉 樹 林帯

500-1500ブ ナ1帯

900-2500タ ケ カ ン

パ帯

シ ラ ピソ ーオ オ シ ラ

ビソ林

ア ラカ シ.ヤ マモ ミ

ジ,ウ リカエデ,ケ

ヤ キ,イ ヌシデ,そ

の 上部は ッグ,モ ミ

ゴ ヨウマ ツ林 が ある

中央 台地 の タガ 林,

ヤブ 昌,ケ イ ・モ チ

ノ キ・ シ ・ダモ 等 を

有 す る。
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地
区
区
分

中

部

地

区

近

畿

地

区

名 称

八幡野八幡官

来宮神社 ・社叢

伊勢神官神域林

(内官)

伊勢神官神域林

(外宮)

大台ケ原頂上ブナ原生

林

頂仙岳 シラベ林

仏教 岳原生林

大杉台原 生林

高野 山 ツ ガ林

丸木崎悔岸性暖帯林

1/5万 図幅名

東

伊 勢

伊 勢

大 台 ヶ原

山 上 ケ嶽

'山 上 ケ 嶽

』:大台 ケ 原

高 野 山

島勝 ・尾鷲

標 高 ⑭

90

100

100

1,600

1,718

1,915

800

300

300

面 積(㎞)

100

100

300

100

200

500

30Q

300

保 護 区 分

国

立

0

0

0

0

0

国

定

O

天
然
記

O

0

0

0

護
朱
保
護

摘 要

スダジイ,ア カガシ,ウ

ラジロガち イチイガシ

ダブノキ,ク ネノキ林

床に イズセンリ8ウ'

リ昌ウビンタイ・ヘラシ

ダが あ る

シイ ーサ カキ群集,

シイ ・・タイ ミン タ・チ

バナ群 集

シィ ーサ カ キ群集,

タイ ミンタ チパナ

太平洋岸のブナ林中

大面積

洲最南部のシラベ

,オ オヤマレンゲ

の自生がある。

トウヒ,シ ラペ林の

南限オオヤマレンゲ

蹴

ナースズタケ群生む

よび常緑広葉樹林

ツガ ・モミの天然林

コゥヤマキの優占す

る林分あり

シイダブ林 ・紀伊半

島の海岸性 森林 とし

最大
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地
区
区

多

近

畿

地

区

中

国

地

区

名 称

.与喜 山暖 帯 林'

審 日山原 始林

那智原始林

大塔山上部暖帯林

千石 平 ブ ナ林

粟槍川の照葉樹林

竹野佐津海岸

大 山 山 頂

1/5万 図幅名

桜 井

奈 良

那1智

粟 槍 川

高 見 山

河 原 川

城崎 ・塩江

大 山

標 高 ㈲

200-300

200-49?

200

300-800

1,400

280-850

20-100

1100-1711

'面 積(h
a)

31.04

100.29

70

210

100

100

isa.2

672

保 護 区 分

国

立

0

0

国

定

天
然
記

0

0

δ

保
護
林

未
保
獲

O

O

摘 要

コ ジイ ーク ロパ イ群

集,コ ジィ を主 とし

イチ イ ガシ,ツ クバ

ネガ鉱 アカガシ,カ ゴノ

キ ・タブが 多 い ・

コジイを主 と しツクバ

ネガシ,イ チイガシ,ア ラ

カシ,カ ゴノキ,イ スノキ

1があるoコ ジイ。クロ

'r群 集 で あ る。

ヵ シを主 とす る常緑

広 葉樹 林 ・

主赫 は ツ幼 コウ・ヤ

マキ,ト ガサワラ02層

アカ群 ウラ伽 糊

ヒメシャラ,3層 リ'カキ,

シキミ,山 頂(1エ12喝

を被 うブ ナ林

プナースズタケ群集

280-600ウ バ メガ

シ ・コジ イ

ア ラカ シ」ユズ リへ ・

タイミンタチ'サ,ヤ ブ

ニgケ イ,シ キミ,'リ'カ

キ,600以 上は 針葉

樹林,屋 根 で は ヒノ

キ,ツ 九 トガサ ワラ

ツバキ,タオ サカキ等

の常緑広葉樹林

キ亨ラポク純林,ブ ナ

原生林,高 山植生
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地
区
区
分

中

国

地

区

名 称

船 上 山

三 瓶 山

瀬戸内海国立公園

厳 島

鉢伏高原の草原群落

扇の山》よび氷の山

ブナ林

音 水 渓 谷 林

比婆山のブナ純林

1/5万 図幅名

大 山

三 瓶 山

和歌山 ・神戸 ・須磨

大阪西北部 ・明石 ・

洲本 ・由良 ・鳴門海

峡 ・高砂 ・姫路

厳 島

村 岡

若桜 ・村岡 ・大屋

市場

大屋市場 ・板根

多 里

標 高 ㈲

600

600-1128

200-530.4

900-1200

1,300

400-950

1,000-1,250

面 積(い)

31

141

宅83軌35

?50

1.500

1,000

150

保 護 区 分

国

立

0

0

0

国

定

0

0

0

0

天
然
記

0

0

保
護
林

0

0

0

未
保
護

摘 要

ブナ原 生林

ブナ,コ ナ ラ,ケ ・ヤ

キ,ク リ,ミ ズナ ラ

ホォ ノキ等 の落 葉 広

紺

アヵマツ林 を主 と し,

ウラジロガシーサカキ群

集,ウ パメガシ群集,

モミーシキシ群 集,ツ

ガ,イ ヌガシ群 集 等を

有す る。

ススキ,ト ダシバ,シ バ

放牧 地

ブナ,ヤ マモミジ,コ ハ

ゥチク・裏B本 型 フサ

林が成立÷る。

ウラジロガシ,ヤ マク)レ

マ,ソ ヨゴ1コ カンスゲ,

イワウチワか らなる ウ

ラジロガシ林,渓 流沿

いにニシrオシろ トチ,表

日本 と裏 日本 の 両面

の要素 を もつ 自然林

縫

ブナーク・モジ群藩
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地
区
区
分

中

国

地

区

名
参

三 段 峡

刈尾山のブナ林

冠 山 の ブ ナ林

恐撫 山のブナ林

大佐山のブナ替

三 徳 山

小 鹿 渓

自兎神 社樹叢

大野見宿弥傘

神社社叢

1ン5万 図幅名

三 段 訣

木 都 賀

津 田

三 段 峡

木 都 賀

倉 吉

倉 吉

鳥取北部

鳥取南部

標 高 ㊥

400

800

1200-1339

1000-1346

i,ooa

300-800

500-800

20

20

面 積(㎞)

1,000

100

600

200

100

243

75.95

2a3

30

保 護 区 分

甲
立

国

定

0

0

0

0

0

夫
然
記

0

0

0

♂

O

保
護
林

0

朱
保
護

摘 要

ブナ林,ト チノキ林,

ツガ林,ウ ラジロガシ

林,ミ ズナラ 林,イ ヌ

ブナ林,コ ナラ林 及び

:草原

フナrク ロモジ 。ミャマ

カンスゲ群 落

ブナrク ロモジ・ニシノ

ヤマタイ・→!ン タ・チノサ

群 落,シ オジ群 落

ブナ ・クロモジ群 落,ブ

ナーチシ燭 サ 群 落

ブナ・クロモジ群 落

ススキ・トダシレく群落

ブナ ー帽シマザナ群落

ウラジ㊨ガシ,ヒ メ7オ
'

キ論.ア カガ シ群

瀦

ウラジロガシ,ア カガシ

等,常 緑 広葉 樹 林,

300ゆ ナ 出現

ク ロマツ林(シ イ・モチ

ノキ ・ヤブニジケイ)

シイーモテノキ群落

(モ チノキ ・ク ロコ)

タブ林(モ チノキ ・アオ

キ ・ウラジロガシ)

シイーヤブ昌,ケ イ群 落

シイーモチノキ ・ヤダケ

群落,タ ブ・rモチノキ

群落

一276一



地
区
区
分

中

部

地

区

四

国

地

区

名 称

峨 帽 山 樹 林

沖の山のブナ林

三国山のブナ林

大万木山の 自然林

天狗石山のブナ林

上蒜山のブ≠原生林

人形仙のブナ林

深 入山の草原

.剣山地 原 生 林

室 戸 岬 海 岸

石鎚山地原生林'

1/5万 図幅名

室 積

坂 根

鳥取 南 部

頓 原

大 』 朝

湯 本

央 津

三 段 峡

剣山3北 川 ・大栃

豊 戸 岬

新居浜 西条 昌比

原 石鎚山

標 高 ㊥

o-ii7

1,300

1,250

1.200

1,191.8

1.100

1,000

800-900

0-185.1

1,000-1,920.6

面 積 侮)

3222

100

ioo

300

50

100

ioo

100

400

3.2

4,500

保 薩 区 分 ・

国

立

国

定

0

0

0

天
然
記

0

0

保
護
林

未
保
霞

0

0

0

摘 要

アカマツ林,コ ジイ林

ブナ酵 ツ マザナ群落

ブナ'チ シマザザ群落

ブナ,ク ロモジ群落

ブナーヂンマリサ 群落

汐 ～ ススキ,ト ダ汐 ξ

群落,ク ロマツ林

ブナ●サツマザザ群集

シノミ唖トダシバ群 集

ブナーデ矧 サ 群 集

ススキートダシバ群 落

剣 山 の ブナ林,サ ワグ

ルミ林,ウ ラジロモミ林

コメツが ゴヨウマツ林

シコクシラペ林

タブ副ホソパカナワラピ

群集,ア コウ群 集

ウバメガシ群 落

面河 ～ 石鎚 山の ウラ

ジロガシを と も欧 うヅ

ガ林,ブ ナ林,シ コク

シラペ林,岩 黒 山の

ウラジロモミ林,{弄 吹

山の ブナ林,瓶 ケ森

～寒 風 山 の フナ林,

ダケカンパニ 次 林,笹

ケ峰のシコクシラベ林
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地
区
区
分

四

国

地

区

名 称

面河山シラペ天然林

足摺岬暖温帯林

弦楊山 ウパメガシ;林

滑床,鬼 ケ城黒尊山地

のモ ミ林わ よびブナ林

大山紙社のクスノキ群

松山城山の暖帯林

大野 ケ原ブナ林 とササ

鯨

篠 山 原 生 林

横倉山モ ミ,ヅ カ,カシ

林とイワシデ林

久保谷山暖温帯替

あお・ざれ山ツガ,ブ ナ

およびサワグル ミ林

つづ ら川山暖温帯林

1/5万 図幅名

石 鎚 ψ

土 佐 清 水

宿毛 ・柏島

宇和島 ・岩松

土 生

松 山北部

椿原,久万

岩 松

越 智
畔

田野 々,窪 川

大 栃

大 用

標 高(功

1,532

20-200

20

800-1100

40-80

40-130

1,200

200-1,000

700

'300 -600

1
　

!800-1.100

200

面 積 価)

3268

100

25

720

26.9

60

1.000

500

60

625

180

100

国

立

保

国

定

0

0

0

護

天
然
記

◎

0

区

保
護
林

0

0

0

♂

分

朱
保
瞳

瞥

0

0

0

摘 要

シラペ林

。琳 瞬 林,,

パメガシ林,ス ダシイ●

アカガシ林

ウバメガシ・タイミンタ

争・サ 群落

アカガシ,イ スノキを と

もな うモミ林 診 よび

ツガ林,ツ クシシャクナ

ゲ を とも な うブ ナ ・

アカガシ林

ク スノ キ群落

シイ ・ア ラ カシ林

県 立 自然公 園,ブ ナー

ナリ'林,ザ ワグルミ林.

二 次的 サ サ璋:地

ア カ ガシ林,ハ りモ

ミ林,ヒ ノキ林

アカガシ林,モ ミ林

ヅカ ヒノ キ林

モミーツか 常 緑 カシ

林 とツガーヒノキ林

ツ ガ林 と 上部 のブ ナ

ースズタケ林,渓 谷 の

サ ワグル ミ林

モ ミ(ツ ガ),イ スノキ

(常 緑 カシ)林
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地
区
区
分

四

国

地

区

九

州

地

区

名 称

沖の島暖温帯林

高 絹 山 ブ ナ林

久住高原の草原

黒岳の天然林

北 向山国有林

屋 久 島

甑 岳針葉樹林

巣の浦夷守,猪 尾

針広秦交林

霧 島 山モ ミ ・ツ ガ'ア

カマ ツ天 然林

1/5万 図幅名

柏 島

松 山北部

久

久

隅

住

住

府

屋久島東北部 ・西北

「部
,屋 久島東南部 ・

西南部

霧 島 山

霧 島 山

霧 島 山

標 高 ㈲

20-400

900

700-800

800-1,556

200-800

1,100

500-1,100

1,000-1,400

面 積(加)

50

25

漏500

5,000

8216

6,100

1,39&51

保 匪 区 分

国

立

0

0

0

0

O

0

0

国

定

天
然
記

0

O

保
護
林

0

0

0

未
保
護

0

0

摘 要

タフ㌔ホソパカナワラピ

群 落,ウ パメガシ群 落

900π前後砺 サ林

下限域 アカガシ,ツバ

キ等が混生

ススキ群団

ブナ 印ツクシシャクナ

ゲ群 集,モ ミを欠 くモ

ミーシキシ群 集,オ ヒ

,ウ ・・タイ§ンタチパ

燃

ウラジロガシーサカキ群

集,イ ス亜 群集,ス

ダ シイ フ7シ ー ス

シイ鯛タシロルリミノキ

群 集3イ スノキ亜群

集 レ ・ヤクスギーイスノ

キ群集,ナ カキーソヨ

ゴ亜群 集,タ ンナナ

ワフタギ ーツクバネソウ

亜 群集 等

モミ,ツ ガ,ア カマツを

主 とす る針葉 樹林

針葉樹 ・広i職;天

鰯

高千穂岳・中岳・新

然岳・韓国岳の尾根

筋を含む地帯と大浪

池一帯のモミ・ツガ

アカマツ天然林
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地
区
区
分

九

州

地

区

名 称

洲渠白嶽原始林

英彦山針 ・広混交林

中摩翠畑山のブナ林

祖 母

岩 戸 山 樹 叢

沖の 島原始林

平 尾 台

御 岳 村 有 林

B向 ライン(双 石山)

の天然林

菅内大臣針・広混交:林

1/5万 図幅名

小 茂 田

吉 井

那 馬 渓

三 田 井

口 之 津

沖 島

行 橋

竹 田

日 向青 島

八:方 嶽

標 高 ㊥

400-5ユ9

1,000-1,200

600-994

800-1,757.5

20-96.2

50-240

400

300一?00

200

400

面 積(旭)

7922

6270

50

595

100

1,927

20

2250

保 護 区 分

国

金

国

定

0

0

0

0

天
然
記

0

0

0

0

0

0

保
護
林

O

0

朱
保
護.

摘 要

イスノキ,シ イノキト

アカガち オガタマ

ノキ,タ ブノ屯から

なる常縁広簾嵐林

スギ・モミ・ツガ広

繍

ササ淋床を久くブナ

琳

古祖母の北面および

母山の東面モミ,ッ

ガ,アカマツその他の

針葉樹 ・広葉樹天然

林

イスノキ,

タブ,ホ ソバタブな ど

を主 と した森 林

カルスト地形 上 め ス

スキ:草原

スタジイ群 団の アカガ

シ,ミ ヤマシキミ群集g

ウラジロガシ創サカキ

集の イス亜 群集,ア

カマッ群 団の アカマツ

ーオンツツジ群集

スタ'ジイ,タ イシン」タチ

ノサ 群 集,イ チイガシ

群集9ア オガシ,シ ロ

ヤマシiダ群 集,ア カマ

ツ,オ ンツツジ群集,

ウラジロ,サカキ 群集

イ唖 群 集

針 ・広葉 樹 天然林
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地
区
区
分

九

州

地

区

名 称

西 の 浦 茂 道

マ ツ 天 然 林

平家 山国有林

宇 佐 八 幡 森

1/5万 図幅名

水 俣

別 府

宇 佐

標 高 ㊥

20

1,023

io

面 積(㎏)

44.90

40

20

保 護 区 分

国

立

国

定

天
然
記

保'護

林

0

朱
保
護

0

0

摘 要

マツ天然淋

モ ミ・シキ ミ群 集

スダジイーソイミンタテ

バナ群 集
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(3》 半 自然草原保護地 域案

日本生 態学会,及 び同 自然保 護専 門委員会は,1974年,「 半 自然草

原保護地域案 」と して.次 の様 な24地 域を提案 している。

北 海 道 地 区 一野付半 島放牧地,上 ノ国八幡牧 場,仁 山高原

東 北 地 区一尻屋崎放牧地,田 代平放牧 地,法 量 牧野,外 山牧野,

種山牧野,東 北大学農学 部附属川渡総合農場:草地

中 部 地 区 一大幡野草地,菅 平高原,霧 ケ峰高原,曽 爾高原,砥 の

峰 高原,美 ケ原高原

中国,四 国地区 一高清 水高 原(人 形峠),三 瓶 山:草地,隠 岐島峯 の床草

地,四 国 カルス ト

九 州 地 区 一久住 草地,俵 山草地,都 井 岬半野 生馬生息地,壱 岐 島

シバ草地,与 那 国島東牧 場

(4)生 態学将来計画 資料甑1

野 外研究地域 の侯補地 として次の地域が提案 され てい る。

⑦ 太 田嘉四夫氏

阿寒,北 見置 戸,オ ホー ツク沿岸海浜,斜 里,知 床半島基部,網 走

α)石 塚 和雄氏

下北 半 島,十 和 田,八 甲田地域・,金華 山島,裏 磐梯地域,飯:豊 山地域

(ウ)嶋 田発氏

東北 大学川渡農場

⇔ 高杉欣一氏

秩父渓 習林 隣接地

㈹ 佐 々木好之 ・田中亮 氏(中 国地区 の意見)

広島県佐伯郡 宮島町三 ツ丸子 山

㈲ 田川 日出夫 ・小野 勇一氏
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霧 島えびの地区

㈲ 渡 辺定 元氏

生態学会 の選定 した10地 区,国 有林 の保護林

以上 の他 に坂 ロ勝美 氏は,研 究用保護地域 として次の様 な地域 を提案 し

ているo

久 島(照 葉樹林 帯 に於け る老年期 の天 然林)

八 丈島(や Σ隔離され た照葉樹林)

大 隅半 島(照 葉樹 林)

紀伊半 島(同 上)

北 アル プス中部西 面(亜 高 山性針葉樹林)

仙丈岳 周辺(同 上)

遠 山川上流地帯(同 上)

鬼怒 川上 流地帯(同 上聖)

奥 只見(ブ ナを主 とす る夏緑林)

十 和田湖 周辺(同 上)

渡 島半 島(同 上)

夕張岳 周辺(北 海道 に最 もひろ く分布す る針広混交林)

利別川原 流付近(エ ゾマツ,ト ドマ ツを主 とす る天然生林)

日高地区(ブ ナ を欠 く夏緑林)

和床半 島(同 上)

木 曽地方 ヒノ キ天然生体

秋 田地 方スギ天然 生林

津軽半 島 ヒノキ アス ナ ロ天 然生林
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(5)保 護 林

表一7・11主 要 な保 護 林 の 晒 覧 表

匿 分 名 称

学術参考'知 駒 学 術 参 考 保 履 躰

:大 雷 〃

川湯7カ.エ ゾマ ツ原生 林

十勝 川 トドマツ・エゾマツ
原 生 林

十 勝 川 上 流 原 生 林

天卿 山高 山植 物 保 護 林

日 高 原 生 保 匪 林 、

± 橋ヒノキアスナロ保 歴林

後 潟 学 術 参 考.保 護 林

大 聾 山 〃

早池峯山 高 山棺 物保 護林

桃 洞 佐 渡 ス ギ 保 霞 林

大平 山 ヒメ コマッ保 瞳林

院 内 峠 ス ギ 保 畷 林

男鹿 山学 術参 考 保 霞 林

'
山 の 内 ス ギ 保 蔭 林

檜 原 学 術 参 考 保 護 林

飯 豊 学 術 参 考 保 護 林

小 川 学 術 参 考 保 優 林

甲武信 岳掌術 参 考保 護林

沖 新畑学 術参 考 保 蔭 林

小 笠原学 術参 考 保 霞 林

光岳中尾根学術参 考保 護林

光岳中尾峰学術参 考保 匪林

岩 岳山学 術参 考 保 顧 林

小 川入学 術 参考 保 護 林

賎 母 学 術 参 考 保 霞 林

千 丈ケ岳学 術参 考保 護 林

蛇 谷 学 術 参 考 保 匝 林

大 杉 谷学 術 参考 保 霞 林

三 瓶 山学 術 参考 保 霞 林

自髪 山学術 参.考 保 霞 林

英 彦 山学 術 参考 保 顕 林

面 積
(ha)

嵩3・16

536

ios

962

9.540

177

205

iio

153

120

×384

644

56?

228

569

268

235

x942

ioo

L770

130

z.soz

X304

283

199

409

io2

176

iaa

saa

XO2

208

ゴ82

設定年

昭47

〃44

昭30

〃30

〃48

..qg

a48

〃41

大7

昭39

大13

昭47

〃46

〃46

〃48

〃48

〃30

〃42

n44

〃47

〃25

a45

'〃48

〃48

n46

a37

n37

〃47

u41

〃43

〃31

大4

昭3

位 置

北海道中頓男町

〃 上川町

〃 弟子屈町

〃 新得町

" ."

〃 札幌市

グB高 村

〃 厚沢部町

管森県 青森市

〃 大畑村

岩手県 川井村

秋・県譜

〃 河辺町

〃 雄勝町

〃 男鹿市

山形県 戸沢村

群罵県 上野村

新漏県 鹿瀬柑

;ミ城県北茨城布

埼ヨ諏 大滝村

山梨県山中湖町

東京都小笠原村

静岡県本川根町

〃 水窪町

〃 奪野町

長野県 上松町

,〃 南木曽町

石川県吉野谷村

ua

三重県 官川村

島根県 大田市

高知原 本山町

福岡原 添田町

施 業
方 法

施 集見
合せ

〃

禁 伐

票 伐

禁 伐

施 集
見合せ

禁 伐

択 伐

禁 伐

〃

〃

施 業
見合せ

〃

〃

蒙 伐

h

施 葉見
合せ 『

禁 伐

施 桑
見合せ

禁 伐

〃

施 業
見合せ

禁 伐

〃

〃

n

〃

〃

n

〃

〃

内 容 備 考

蛇文岩地蕾に成立すうアカエ
ゾマツ林

アカエゾ・エゾ・トド原生赫
(石 狩川源流原生林)

7カ エゾマツ原生林

トドマツ ・エゾマツ原生林

〃

高 山 植 物

エゾマツ ・トドマツ林

ヒノキアスナロ ・トドマツ林

ヒノキ7ヌ ナロ林

u

高 申 植 物

ス,ギ 天 然 林

ヒメコマツ林.ブ ナ林

ス ギ 天 然 林

ブ ナ,林

ヌ ギ 天 然 林

シオジ林,重 高山性針秦樹林

ブナ林,亜 高山性針葉樹淋

ブナ,コ ナラ等温帝性落葉広

葉樹林

亜高山性針剰 駐林

ハリモ ミ純林

亜熱帯性植生群落

モ ミ ・ツガ林

〃

ヤシオツツジ群生地

ヒノキ天然 林

ヒノキ,サワラ,コウヤマキ林

ブ ナ 林

n

モミ・ツガ林 ・ブナ林

ブナ林 ・コナラ林

ヒ ノ キ 林

モミ林 ・ブナ林

(旭 川営林局)

委冒薗国歯'

〔帝広営林局)'
阿寒国立公園内

奏纏魏
(〃)
(a)

(札 幌営林局)

(〃')

(函 館営林局 》

〔青森営林局)

(〃)

(N)

(秋田営林局)

泉%の 姑
をかねる

(〃)

(〃)
一都天然記念物

(n

〔前橋営林局)

金硬晶
(東 京営林局)

竪・塞噛

魏盤 益

(〃 》

自》益
(〃)

(〃)

(長野営林局)

(〃)

(大阪営林局)

(〃)

翻巽継 畿
(〃)

{高知営林局)

(熊本営林局1
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区 分

学術参考

劇心2保匪

風致保匪

名 称

御 池 学 術 参 考 保 瞳 林

祖母山学術参考 保 護 林

東霧島学術参考 保 亜 林

北霧島学術参考 保 護 林

御 池 学 術 参 考 保 騒、林

稲尾岳学術参考 保 護 林

南霧島学術参考 保 護 林

屋久島学術参考 保 霞 林

国割岳学術参考保 霞 林.

花 山学 術 参 考 保 匪 林

屋久島笛二学術参.考保腫林

野 生 鳥 獣 保 歴 林

ア オ サ ギ 保 匪 林

コキクガシラコウモリ保翫林

竃沢7オ サ ギ保 匪:林

鶴間ケ池学術参考保瞳林

笠 堀 学 術 参 考 保 護 林

国.見岳学術参考 保 匪 林

日 高 風 致 保 護 淋

大鳥 湖 風 致 保 唖 林

新 甲 子 風 致 保 護 林

万 座 風 致 保 護 林

湯 川.渓谷 風 致 保 匪 林

羽 鳥 湖 風 致 保 瞳 林

竜 の 山 風 致 保 護 林

鳥 甲 風 致 保 護 林

往郷 山 風 致 保 護 林

梓 川 筋 風 致 保 護 林

莫 ケ 原 風 致 保 護 林

黒河 内浦 風致 保 匪 林

御 岳 風 致 保 唖 淋

塩 川 風 数 保 護 林

大 河 原 風 致 保 瞳 林

双 六渓 谷 風 数 保 護 淋

北 の 俣 風 致 保 護 林

蛇 谷 風 致 保 霞 林

銀 閣寺 山 風致 保 唖 林

大 杉 谷 風 数 保 厘 林

駒 前 風 致 保 謹 林

鹿久 居 島 風致 保 護 林

大 山 風 数 保 獲 林

五家 荘 風 致 保 霞 林

面 積
(ha)

130

128

×301

324

507

388

993

×270

458

666

3,045

42

2.5

zz

4

23

×900

221

d43

zso

z2s

326

292

345

252

571

496

572

657

x748

344

308

2,237

981

332

ム602

zo2

567

338

822

a2sa

817

設定年

昭46

大8

大14

大14

昭32

昭38

大14

大10

昭45

昭45

大10

昭48

〃48

〃42

〃45

〃48

〃48

〃42

昭48

〃48

〃38

〃38

〃48

〃48

〃48

〃40

〃45

〃46

n48

〃43

〃42

〃48

a48

a45 .

位 置

〃48

〃48

〃48

〃43

〃34

a48

〃,48

〃46

熊本県 泉 町

大分県 諸方町

謝 詰翻

宮崎県えびの布
鹿児島県牧園町

宮崎県 高崎町

鹿児島県大恨古町
内ノ補町

〃 牧園町

〃 上屋久町

〃 〃

〃 下屋久町

〃 上屋久町

北悔逆 斜里町

・〃 札幌市

岩手県 岩泉町

山形県 南沢町

〃 ・八幡町

新 潟 下田村
'
熊本県 矢郁町

北海道 日高町

山形県 朝日村

福島県 西郷町

群馬県 縞恋村

福島県=本 松布

〃 天栄町

〃 山都町

長野県 栄 村

〃 末島平村

〃

〃

n

〃

1/

〃

岐阜県

安曇村

武石村

長谷村

王滝村

大鹿村

〃

神岡町

〃 〃

石川県吉野谷村

・京都府 京榔市 .

三重殊 本官町

兵鯨 波賀町

岡山県 日峯町

島聖県 大山町

熊本県 八代郡

施 集
方 法

禁 伐

〃

〃

u

.,

〃

n

〃

〃

〃

〃

禁 伐

〃

u

施 集
見合せ

〃

禁 伐
.〃

択 伐

禁 伐

択 伐

〃

〃

〃

〃

a

〃

票 伐

〃

u

択 伐

〃

施 集
見合せ

鴨

択 伐

蒙 伐

〃

n

〃

〃

択 伐

禁 伐

内 容

モミ、。ツガ林 ・ブナ林

7カ マツ林かよぴ照案樹林～
ブナ林への移行

照葉樹林からブナ林への移行

〃

〃

シイ ・タ ブ林

照葉樹林からブナ林への移行

ヤクスギ●モミ=ンガ●腰 痢脇

〃

〃

〃

置 鳥 の 保 匠

ア オサギ道内唯一 の棲息地

コキクガ シラコ、ウモ リ棲息地

アオサギ棲息地

モ り7オ ガエル棲 息地

カモ シカの棲急 地

べ,コ ウサンシ置ウウオ棲 息地

エゾマツ ・トドマ ッ天然林

ブナ林

〃

ア2・モ1持 トヤツ ・シラベ ・トウヒ林

カラマツ。ブナ ・ミズナラ天然林

ブナ ・ミズナ ラ天然林

ス ギ・ヒメコマ ツ・ブナ天然淋

ブナ林

モ ミ ・ツガ林

落葉広 葉樹林(3ヶ 所}

カ ラマ ツ ・モ ミ 。1雄産樫琳

シラペ ・コメツガ ・ツガ 。カ

ラ▼ ツ林

ヒノキ ・サ ワラ林

シラベ ●コメツガコ林

〃

じノキ ・カラマ ツ人工 林,ミ
ズナ ラ天然林

ヒノキ ・カラ。マツノ㌧:D林,コ

メツ ガ 。トウ ヒヲミ然P林

アオモ リ トドマ ツ ・ブナ ・カ
ンパ林

.東 山連峰 の風致

大杉谷渓谷 周辺

鹿久 居 島周辺

大山周辺(13ケ 所)

莞 ミ・ブナヲ課淋

備 考

(熊 本営 林局)'

(〃)

壷嵯噛
(〃)

(〃)

(熊本営林局}

(〃)

{〃)霧
島屋久国立公園

(〃)
・〃

{〃)
〃

〔 〃)
〃

(北 見営林局)

(札 幌営林局)

(青森営林局)

(秋 田営林局}
スギ人工林

(〃)

(前 橋営林局)

(熊本営林局)

(札 幌壱林局)

(秋 田営林局)

(前 揺営林局)

(〃 》

(〃)

(〃)

(〃}

(畏 野営林局)

(〃)

(〃)

(〃)

齢髭益
C〃.)

()

(〃 ・)

(名古屋営林局)

(〃)

(大 阪営林局)

(〃)

()

(〃)

(〃)

大 山 隠 鼓 国
立 公 園

(熊 本営林局)

注)100ha以 上の保殴林のみ掲上した。

一 自然保護ハンドブ,ク,東 大出叛会 一
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(6)鳥 類 観 測 ステ ー シ ョ ン

表 一7・12鳥 類 観 測 メ テ ー シ ・ンー 覧

菅の印は建物のあるステーシ・ン

ス テ'一 シgン 名

級

う
ア

葦

シ

冒

ン

'級

ス

テ

1

シ

ヨ

ン

斎 浜 頓別 ・クッチャロ湖

菅風 運 湖

菅下 北 半 島

新 浜

条福 島 潟

菅婦 中

菅織 田 山

菅出 水

菅沖 縄

斎 サ ロ ベ ツ

天 売 島

ユ ル リ・モ ユ ル リ島

大 黒 島

蕪 島

滝 沢

貫 島

蒲 生

志 賀 高 原

神 栖

多 摩 山 ロ

御 蔵 島

菅田 富

須 走

柏 崎

菅恵 那

岡 崎

冠 島

角 島

筑 紫 野

八 重 山

設置年度

昭和47

49

48

47

47

48

48

49

49

47

47

48

47

4?

49

48

47

47

47

47

48

47

47

47

47

47

4?

4?

49

49

所 在 地

北海道枝幸郡浜頓別町

北海道根室市

青森県むっ市

千葉県市川市

新潟県豊栄町

富山県婦負郡婦中町

福井県丹生郡織田町

鹿児島県出水市

沖縄県本島

北海道天塩郡豊富町

北海道苫前郡羽幌町

北海道根室市

北海道厚岸郡厚岸町

青森県八戸市

岩手県岩手郡

岩手県釜石市

宮城県仙台市 ・亘理郡

長野県下高井郡

茨城県鹿島郡 ・千葉県香取郡

埼玉県 ・東京都 ・神奈川県

東京都御蔵島 ・三宅島

山梨県中巨摩郡田富町

静岡県駿東郡 ・山梨県南都留郡

新潟県柏崎市

岐阜県瑞浪市 ・土岐市

愛知県岡崎市 ・名古屋市

京都府舞鶴市

山口県:豊浦郡角島

福岡県筑紫郡

沖縄県八重山諸島

主 な 対象 鳥

小 鳥 類

小 鳥 類

サ ギ ・シ ギ ・カ モ 類

小 鳥 類

〃

〃

小 鳥 類

ウ トウ ・ウ ミネ コ

海 鳥 類

ウ ミツバ メ類

ウ ミ ネ コ

小 鳥 類

オ オ ミズ ナ キ ドリ

シ ギ類 ・小 鳥 類

イ ワ ツ バ メ

小 鳥 類

カモ類 ・小 鳥類

オ オ ミズ ナキ ドリ

ツ バ メ

小 鳥 類

//

〃

バ ク セ キ レ イ

オ ォ ミズ ナキ ドリ

小 鳥 類

一 わが 国 の烏獣 ・壌境 庁 ・一
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(7)lBP特 別研 究地域

IBP特 別 研究地域は,次 下の様 な もので あった。

水俣特別研究地域

志賀山特別研究地域

川渡特別研究地域

びわ湖(貧 栄養湖)

日光(中 栄養湖)

すわ湖(富 栄養湖)

裏磐梯湖 沼群(無 機酸性湖)

児 島湖(河 ロ人 口湖)

ユー ラップ川(サ ケ ・マス湖上河川)

吉 野川(日 本 の典型的河川)

厚 岸湾 ・仙台 湾(北 方冷水海域)

相 模湾 ・駿河湾(黒 潮海域沿岸部)

燧灘(瀬 戸内海)

なお,JCT(P)の 部 門では,主 調査地 域(大 雪,八 甲田,中 部 山岳,

石槌,霧 島)お よび補充 調査域(天 北,金 華 山島,川 渡,裏 磐梯,尾 瀬,

富士,南 アルプス,夫 台 ケ原,鳥 取砂丘,宮 島,魚 梁瀬,屋 久 島)を 設 け

て,わ が 国の 代表 的な自然地域の植物群落 の類型化 と自然保護 の研究が行

なわれ たo
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(8)国 設大気汚染測定局

表 一7・13国 設大気汚染 測定 局一覧(1976年 現 在)

測定局

札 幌

野 幌

仙 台

蒐 岳

鹿 島

筑 波

市 原

東 京

川 崎

新 潟

名古屋

京 都

大 阪

尼 崎

松 江

倉 敷

宇 部

北九州

大牟田

設置年度

42年 度

48年 度

46年 度

49年 度

45年 度

48年 度

44年 度

40年 度

41年 度

46年 度

43年 度

49年 度

40年 度

n

44年 度

43年 度

42年 度

41年 度

45年 度

所 在 地

札幌市北19条 西12丁 目 北海道公害防止研究所屋上

江男肺 西野幌703北 海道自治研修所敷地内

仙台市本町3-8-1宮 城県北庁舎屋上

宮城県遠田郡涌谷町小塚字桜清水2-1-5

茨城県鹿島郡神栖町息栖 鹿島地帯特産指道所敷地

茨城県新治郡新治村大字永井987茨 城県青年の家敷地

市原市郡本1,325千 葉県郡本浄水場敷地内

東京都新宿区百人町4-420-3東 京都立衛生研究所敷地内

川崎市東渡 田2-52-2川 崎市田島保健所屋上

新潟市大山2-8-1新 潟市健康保険新潟病院構内

名古屋市千種区田代町鹿子殿81愛 知県ガンセンター敷地

京都府綴喜郡八幡町大字八幡荘・」惇 石不動

大阪市東成区中道1-3-62大 阪府公害監視センター内

尼崎市東灘波町4-16-21尼 崎市中央保健所敷地内

松江市大輪町420-1島 根県松江衛生総合庁舎屋上

倉敷市美和町1-13-33倉 敷東保健所敷地内

宇部市神原町1-4639-1宇 部市婦人職業センター敷地

北九州市小倉北区井堀2-7-1北 九州市朝日ケ丘病院敷地

大牟田市有明町36大 牟田市役所庁舎屋上

一環 境庁 内部 資料一
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3-2(1)モ ニ タ リン グ ステ ー シ ョン設定 の模 式

,一 一一一 一 一 、 、 、 、'、 、
ノ 　 ヘノ 　

/＼ ＼

/一 、 ＼ ＼

'＼ ＼

1、
、 ＼

1鷹 続 響 蝋1
1'1

1キ)楚 　 ス ・/モ

1(ウ)　 一リングステ　 /1

＼,鱗 繍 ㌧ノ1
＼,ノ/シ

＼_一 一ミ 　 　 　 　 へ 　 コ ヨ
(ガ

.地区プロ・ク ン

図一7・6モ ニ タ リン グ ス テ ー シ ョン設定 模 式 図

(ア)地 区 プ ロ ッグ

調 査 体 制 の整 備 上,研 究機 関 や行 政 区 分 を考 慮 して,日 本 全 域 を,い

くつ か の ブ ロ ック に区 分 す る。

④ モ ニ タ リン グス テー シ ョ ン候 補 地 域(孝 地域 環 境調 査 地 域)

日本 の 自然 環境 を代 表 す る地 域 を,地 区 ブ ロ ック内 の諸 状 況 を考 え た

上 で,モ ニ タ リングス テー シ ョ ン の候 補地 域 と なる。 そ の まま ス テ ー シ

ョン とな る場 合 もある が,広 範 囲 とな る場合 に は,地 域 環 境調査 の 対 象

地 域 と な り うる。 また,異 なる 生 態 系 間 では,こ の地 域 が 重複 す る場 合
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もあ る。

(ウ)モ ニ タ リン グス テー シ ョン

モ ニ タ リング調 査 で は,定 期 的調査 地 域 と して,バ イオ ー ムや ハ ビ タ

ー トと な るべ き地 域 を ,モ ニ タ リン グス テー シ ョン とす る。 ス テ ー シ ョ

ン内 は,自 然 毫蓑境 保 全 地 域 等 に より,保 全 され 管理 され る。

←)調 査 区 域

植 生 調査 区,動 物 調査 区,気 象観 測地 点等,い くつ か の 調査 を総 合 的

に行 な う地 域。

㈹ 調 査 区

各調査項 目毎 の基本 的な調査 のための地区で,ネ 久的 た固定 され,コ

ド ラー ト(方 形 区)又 は帯 状 ト ランゼ ク トとなる。 大 きさ は,各 調査 項

目に よっ て異 な る。

㈲ 調 査 地 点 ・観 測 地 点

面 積 は 有 しな い が,鳥 獣 調査 地 点 や気 象 観 測地 点 な ど,基 本 的 な調 査

の た め の地 点 で,永 久 的 に固 定 され る。 また,基 線 を設 定 して,等 間 隔

に設 置 す る場 合 も あ る。

㈲ 調査 コ ース

鳥 獣 調 査 の ライ ン セ ンサス や ロー ドサ イ ドセ ンサ ス な ど,基 本 的 な調

査 の た め の コー ス で,永 久 的 に固定 さ れ る。

ω 既存資 料

自然環 境 を対象 とする科学は総合的な ものであ り,自 然科学的な アプロー

チ と社会科学 的 なアプ ローチに大別 できる。 ここでは とくに前者 に限 ってい

る。 自然科学的方法 を具体的に述 ぺれば,各 科学 の体系 に もとつ く固有性質

調査 と,こ れ らの相互 関係お よびその総合 体系 の解析 になる。 この固有性質
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●

調 査 す なわ ち,特 定 の題 目 ・対 象 を 表示 した地 図 は主 題 図(thematic

map)と 呼 ば れ,現 在,各 行政 機 関 で整 備 され つ つ あ る。

表一7・14主 題図の種類とその作成状況

作 成 機 蘭

国 土 地 理 院

国 土 庁

(国±地理院,大学)

(地質調査所,大学)

(麟 疑囎)

(国 土 地理院)

(各 県)

総 理 府 統 計 局

建 設 省.針 画 局
(各 県)

建 設 省 道 路『局
(国 土 地理院)

北 悔 道 開 発 庁
(国 土 地理院)

北 瀞 道 立 地 下'
資 源 調 査 衝

国 名

地 形 図

〃

地 勢 図

地 方 図

日 本

国 際 図

国 土 基 本 図

± 地 利 用 図

土 地 条 件 図

湖 沼 図

風水害 ・地震災書匪査図

雷 書 予 防 調 査 図

地 形 分 類 図

表 層 地 質 図

土 壌 分 類 図

利 水 現 況 図

土地剰用可能性分級図

土 地 分 頻 図
(地形,表 層地質,土 壌)

日 本 人 ロ 地 図

1.市 区町村人ロ分布図

2・"人 ロ増波図

3.〃 麗業別就粂者臨図

へ 大都市への通動通学人ロ

臥 市区町村別世帯と住居

わが国の人ロ集中地区

都 市 地 盤 講 査

自動 車 交 通 量 図

北梅道土地利用図

地 質 図

水 理 地 質 図

縮 尺

1:50.000

1:25.000

1:200,000

1:500,000

i:i,ooo,ooa

1:LOOO.000

i:zsoo

i:s.ooo

1:25,000

1:10,000

1:10,000
1:SQOOO

i:s.000-
1:20.000

i:saooo

i:so.ooo

1こ50,000

i:5QOOO

1:200,000

1:500,000

1:LOOOρ00

〃

i:i.soaooo

1:500,000

1:】」500レ000

i:so,ooo

1:2000
1:5QOOO

i:20aooo
i:soaooo

1:200,000

1:50.000

i:ioaooo

なもの,200万 分の1以 上の小縮尺図を除く)

作 成 年

昭41～43

昭43

昭41

昭35

昭28～
昭40～

昭35～

昭30～

昭38～42

昭29～ 毎年
4枚程度

〃

〃

超41～

詔42～

昭39～41

昭25年国勢調査
以後5年 毎の国
勢調査のたびに
作成

昭42～43

〃

〃

〃

昭44

昭37

昭35～

融

昭43
昭和39年以後3
年毎の全国道路
交適情勢調査の
たびに作成

昭37～41

侮 年 数 敦

地 域

全 国

近い 将来 全国

全 国

〃

〃

〃

平 野 部

総合開発特定地域等
都布地域

慈… な 湖 沼

災 書 地 域

主 として北陸 地方

サ ンプル 地 域

〃

〃

主 要 水 系

県 単 位

全 国

全

大

全

全

主

全

〃

〃

国
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3-3リ モー トセンシングに よ るモ ニタリング な らび に,モ ニタリン グ

システ ム

ア.リ モFト セ ン シン グ に よるモ ニ タ リング

リモー トセ ン シン グ は,環 境 計 測 の た め の一 つ の技 術 で あ る。 環 境 モ ニ

タ リング に際 して も,こ の点 が認 識 され なけ れ ば な らない。 一 般 の環 境 計

測 技 術 に加 えて,リ モ ー トセ ン シ ングが 環境 モ ニ タ ー に利 用 され る の は,

つ ぎの利 点 が あ るた め だ が,短 所 に 対す る配 慮 が必 要 で あ る。

長 所

働 環 境 計 測 を面 的 に実 施 で きる。

(イ)環 境 計 測 の 時間 的 再 現 性 が可 能 で あ る。

(ウ)調 査 対 象特 性 の電 磁 波 ス ペ ク トル 特性 で表 示 す るた め,広 域 に わ た

る デ ー ター解 析 が迅 速 か つ,容 易 に実施 で きる。

⇔ デー タ表示 が,ア ナ ログ,デ ィジ タル の両 者 で可 能 で あ り,デ ィジ

タル 処 理 と,他 の一 般 デー タ との併 用に よっ て,コ ン ピコ.一 ター 処 理

が可 能 で あ る。

短 所

⑦ 環 境改 変 現 象,ま た は,対 象 の表 面 の情 報 しか収 集 す る こ とが で き

な いo

α)点 と して の計 測 に 限 界 が あ る。

(ウ)計 測 日時 が天 候 に左 右 され る。

←)デ ー タ解析 例 が 少 ない 場 合 が あ り,リ モー トセ ン シ ン グの可 能 性b

域 をで ない 場合 が あ る。

上 記 の長 所 澄 よ び短 所 を勘 案 して,今 回 の環 境 モ ニ タ リン グ に対 す る,

リモ ー トセ ンシ ング の導 入 は,次 の様 に,事 例 別 に整 理 して 考 え る必 要 が

あ る。 す な わ ち,基 本 的 に は環 境 計 測 の一 つ の新 しい技術 と して採 用 す る。
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そ して,採 用 す る場 合 には 次の3点 が可 能 性 と して考 え られ る。

(力 環境 計 測 の精度 を,面 的 に高 め る た め の補 助 手段 と して採 用 す る。

ω 質 的 に新 しい情 報 を収 集 す る 手段 と して採 用 す る。

⑦ 情 報 の量 的,質 的拡 大 を図 る手段 と して採 用 す る。

表 一7・15リ モー トセ ンシン グ の モ ニ タ リン グ利 用

モ ニ タ
.リン グ 利 用

環境計測の補助手段

新 しい情報 の収集手

段 と して

情報の量的 ・質的,

拡 大の手段 として

モ ニ タ リング 内容

水質調査,地 質 ・土壌 調査,

植生量調査,生 産 力調査

熱 汚染調査,植 生 の質 の調査

アルベ ド・デー タの収集

大気拡散,滞 溜 調査

土地利用 の過去,現 在 の実情分析

緑 地の質 ・量 の解析

イ.リ モ ー ト セ ン シ ン グ に よ る モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム

リ モ ー ト セ ン シ ン グ は 環 境 計 測 の 技 術 で あ り,こ れ の モ ニ タ リ ン グ シ ス

テ ム は,表 一7・ ・15を 参 考 に し て,無 機 的 自 然 環 境 の モ ニ タ リ ン グ シ ス

テ ム に 組 み 込 ま れ る 。 リ モ ー ト セ ン シ ン グ 用,モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム に 含

ま れ る 調 査 項 目 を 整 理 す る と 表 一7・16に な る 。
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表 一7・16モ ニ タ リン グ シス テ ム に含 まれ る 調査 項 目 と内容

調 査 項 目

大気

水(生 物反応)

水(化 学反応 ・

物 理反応)

土

植生

その他

調 査 内 容

熱汚染,大 気の拡散,滞 溜現 象,

気温分布

水:質(プ ラ ン ク ト ン)

水 の拡散,水 質(SS),濁 水 負 荷 と濁 水

拡 散,ア ル ベ ド

地 質 ・土壌 調査,ア ル ベ ド,崩 壊 地 調査,

土 壌 水分

植生量,生 産力調査,植 生 の質,

緑地 の量 と質,± 地 利 用 の 実 体,ア ルベ ド

ウ.リ モ ー トセ ン シ ン グ用 セ ンサ ー の選択 とグ ラウ ン ド トルー ス

モ ニ タ リング の コ ス トダ ウン と現 時 点 にお け る リモ ー トセ ンシ ン グの応

用技 術 の 限界 を考 え,利 用 す る セ ンサ ー は,カ メ ラ方式 と し,ス キヤ ナ ー

方 式 は熱 映 像 を 除 い ては採 用 しな い。

カ メ ラ方 式 で は ∴ マル チ バ ン ド方式 と通 例 の モノ バ ン ド方 式 とす る。 こ

れ らの2つ の カメ ラ方 式 の 利用 お よび,特 殊 乳剤,レ ン ズ フ ィル ター の併

用 に よっ て,モ ニ ター 対 象別 に工 夫 を こ らす心 要 が あ る。

リモ ー トセ ン シン グ に よる環境 計 測 は,現 段階 で は,ま だ応 用 初期 の段

階 で あ るた め に・ 実 際 に これ をモ ニ タ リング調査 に利 用 す る場 合 に は,写

真 撮 影 日に同 時 に地 上 調査 を 実施 して,写 真 解 析 に よる 画像 処 理 結 果,地

上 に 澄け る状況 との 対応 関係 を明 確 に して夢 く必要 が あ る。
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表 一7・17'セ ン サ ー お よ び,記 録 方 式 と 調 査 内 容

センサー:埼よび記録 方式

熱映像

'マルチ パ ン ドカ メ ラ:方式

モノバン ドカメラ方 式;

赤 外 線 カ ラー写 真

モ ノバ ン ドカメ ラ:方式

白黒普通写真

モノバンドカメ ラ=方式

カ ラー 普 通写 真

調 査 内 容

熱汚染,大 気 の拡散,滞 溜現象,

気温 分布,水 の拡散,濁 水の負 荷 と

濁水拡散,生 産力調査,地 温,水 温

有 機 水 質(ク ロロ フ ィル,藻 類,赤 湖 な ど),

無 機 水質(い わ ゆ るSS),

濁 水負 荷 と濁 水 拡散,ア ルベ ド,崩 壊地 調査,

地 質 土 壌 調査,土 壌 水 分,植 生量,

生 産 力調査,植 生 の質,緑 地 の量 と質,

・土 地 利 用 の 実態

崩 壊 地 調 査,地 質,土 壌 調査,土 壌 水 分,

植 生 量,'緑 地 の量 と質,土 地 利 用 の 実 態

地 形,地 質.崩 壊 地 調 査,生 産 力,

植生の量

浅海 産調査,汚 水拡散 と負荷,土 地利用 ・

水質調査 に勘け るマルチバ ン下 写真 の補助

リモー トセ ンシ ン グ で は,こ れ をグ ラン ド ・ トル ー ス,ま たは,シ ー ・

トル ー ス と称 して い る。 普 通,こ の グ ラン ド・ トル ー ス を航 空写 真撮 影 時

に 同時 に完 全 に実 施 す る こ とは,き わ め て困難 で ある が,今 回 の モニ タ リ

'リシ グ調査 に対 して は
,ス テ ー シ ョ ン ご とに大規 模 調査 が 実 施 の 予定 で,

これ を利 庸 す れ ば,き わ め て効 果 的 な,グ ラン ド ・,トル ー ス が 実施 で き る。
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3-4-1(1)動 物 調 査 方 法

表 一7・18動 物調査方法一覧表

調査対象動物区分

島 頻

獣 類

陸 鳥

水 禽 類

(含 海 鳥 類)

大 型 獣 類

中 型 獣 類

小 湿 獣 類

海 獣 類

爬 虫 類

両 棲 類

調 査 項 目

種 構 成

分 布

相 対 密.度

個 体 数 推 定

渡 り

社 会 構 造

化 学 分 析

租 構 成

分 布
相 対 密 度

個 体 数 推 定

渡 り

社 会 構.造

化 学 分 析

種 構 成

分 布
相 対 密 度

個 体 数 推 定

移 動 ・ 分 散
社 会 構 造

化 学 分 析

種 構 放
分 布

相 対 密 度

個 体 数 推 定

移 動 ・ 分 倣

社 会 構 造

化 学 分 析

種 構 成
分 布

相 対 密 度

個 体 数 推 定

移 動 ・ 分 激

化 学 分 析

社 会 構 造

種 構 成

分 布

移 動 ・ 分 散

相 対 密 度

個 体 教 推 定

社 会 構 造

化 学 分 析

種'繕 成
分 布

移 動 ・ 分 敵

相 対 密 度

個 体 数 推 定

化 学 分 析

種 構 成

分 布

移 動 ・分 散

相 対 密 度

化 学 分 析.

調 査 方 法
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(2》 調 査 の 実行 上必 要 な 土壌 動 物 の区 分

一 ロ に土 壌 動 物 とい っ て も ,小 は ア メー バ や ゾ ウ リムシ の よ うな原 生 動

物 か ら,大 は ミミズ や ネ ズ ミ ・モ グ ラの よ うな哺 乳 動物 に到 る ま で,極 め

て種 々雑 多 な 動物群 を含 包 して いて,合 計21綱84目500科 以上 の動

物 が 土壌 動物 と して 登 録 され る。

これ らは 動物 分 類学 上 の 分類 に よるほ か,異 左っ た観点 や基 準 に従 っ て,

さ ま ざ ま に類 別 区 分 す る ことが で きる。 青 木(1973)は 現在 まで に:多 く

く の研 究 者 に よ り試 み られ た 類 別 方式 に独 自の 方 法 も加え,次 の よ うな 類

別 方式 につ い て述 ぺ てい る。

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(f)

@

(h)

(i)

①

体の大 きさに よる類別

生息層 による類別

すみ場所に よる類別

水分要求度 に よる類別

食性 による類別

栄養段階に よる類別

すみ場適応 の型 に よる類別

移 動性 による類別

土壌中 の滞在期間 に よる類別

土壌 動物 としての純粋性 に よる類別

1.体 の 大 きさ に よる区 分 につ い て

さ て,従 来 の 土壌 動物 調査 に お い て最 も一 般 的 に用 い られ て きた区 分

は,(a)の 「体 の 大 きさ に よる類別 」で あ ろ う。 これ はFENTON'(1947)

やVANDERDRIFT(1951)に よっ て提 唱 さ れ た もの で,人 間 の 肉眼

に よる発見 能 力 の限界 を体 長2㎜ と し,抽 出 装置 に よる分 離 限 界 を0.2

旗 と した もの で,次 の よ うに呼 ば れ る。
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'㈲
・j・形 土 壌 動 物(ミ.ク ロ フ ァウナ,マ イ ク ロ フォー ナ,microfauna)

… … 体 長 く0 .2泌

(b)中 形 土 壌 動物(メ ソ フ ァ ウナ,メ ゾ フォー ナ,メ ィォ ファ ゥ ナ,

mesofauna,meiofauna)… …0.2瓢 く体 長 〈2㎜

(c)大 形 土 壌 動物(受 ク 『フ ァ ウナ,マ ク ロ フ ォー ナ,macrofauna)

… … 体 長>2㎜

した が っ て,こ の類 別 法 は単 に体 の 大 き さば か り で な く,可 能 な採 集

方 法 の ちが い を念 頭 に澄 い た もの で あっ た。 そ の ため に,時 を経 る に し

た が っ て,後 者 の方 に 重 きが 置 か れ る よ うに な り,体 長 の 厳 密 な 区分 に

は あ ま りと らわ れず に,野 外 で 肉眼採 集 可 能 な 動物 群 は大 形 動 物,Tu-

11gren装 置 で抽 出 す る のが 最 も適 当 な動 物群 は中形 動物,培 養 な どに

よっ て 調 べ なけれ ば な らない 動 物群 を小 形 動物 と して扱 う よ うに な って

い っ た。

そ う なっ て くる と,調 査 者 の能 力,使 用 す る 方 法 や器具 の ちが い,考

え方 の 相 異 な どが 原因 で,た とえ ば 同 じ大 形 動 物 で も,研 究者 に よっ て

そ の範 囲 に含 まれ る動 物群 が 必 ず しも一 致 しな くなっ て きた。 この よ う

な 問題 に関 して は,渡 辺(1969),青 木C1970,1973)な

どの議 論 が あ り,あ る程度 のU約 束 事"を 加 え る ことが 提案 され た。

ア.生 活 形 群 につ い て

北 沢(1973)は 生 態 系 の 中の物 質 の 動 きに着 目 し(わ か りや す く

い え ぱ,食 性 に:着 目した こ とに な る),土 壌 動 物 には 分 解 動物,捕 食無

背 椎動 物,菌 ・細 菌 食 動 物,根 食 動物,食 虫 類 の五 つ の 重要 な 「生 活形

群 」が 識 別 され る こ とを示 した。

北 沢(1976)は 生 動群 集 と生 活 形 群 の 関 係 につ いて 更 に詳 し く触

れ,生 活 形 群 とは 生 活形 を基 準 に して ま・とめ られ た群 集 で あ り,生 活 形
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群 は 全体 の群集 に対 す る 「部 分群 集 」で もあ る と し,個 体 一 種 個 体 群 一

部 分群 集(部 分生 活形 群)一 高 次 の群 集(高 次 の生活 形群)と い う低 次

か ら高 次へ の構 造 配列 が認 め られ る と述 ぺ て い る。

:±:壌動物の 調 査 に 当 っ て は,こ の よ うな生 活 形群 の考 えか た に よる区

分 を とり入 れ る こ とが,最 も実 際的 で も あ り,ま た有 意 義 で もあ ろ う。

注1)北 沢 は 「生 活 形 」 と したが,こ れ は 生 活様 式(生 活 の タイ プ)で

あ り,ま た 植 物学 の 用い られ て い る生 活 型 と用語 を 統一 す るた ぬ,

こ こでは 「生 活 型 」 を用 い る。

イ.・最 も実用 的な 土 壌 動 物 の 区 分

以 上述 べ てき た こ とを十 分 に考慮 す る と・土壌 動 物 調 査 に 夢い て は, ,

動 物 の 「分 類上 の 位置 」,「 大 き さ群 」,「 生 活型 群 」の 三 つ をす ぺ て

基 準 に と り入れ て,土 壌 動 物 の 調査 上 の区 分 や 類別 を行 な うの が 最 も実

用 的 で あ り,研 究 グル ー プ の組織 や体 制 も組 みや す く,か つ有 意 義 で あ

ろ うと考 え られ る。 分類 上 の 位 置,大 き群,生 活 形 群 の 三 つ は,幸 い な

こ とに,と い うか む しろ 当 然 とい うべ きか,大 ま かに み る と互 に 矛 盾 せ

ず,こ の こ とも大 変 に都 合 が よ い。

土 壌 動物 の調 査 法 上 の区 分 や類 別 につ い て は,大 まか な もの か ら細 か

い もま で,次 の段 階 に わけ て考 え る こ とが で きる。

(ガ 調 査 区 分

土 壌 動 物 の調 査 研 究 法 の ちが い を考慮 し,研 究 グル ー プ や研 究 体制 を

を組 織 す る上 で,ま ず 土 壌 動 物 にい くつ か の大 きな グ ルー プ に:分制す

る必 要 が ある。 そ の よ うな グル ー プの単 位 を こ こで は 「調査 区 分 」と

呼 ぶ こ とに し,表 一7・19に 示 した よ うに,四 つの 調 査 区 分 に わけ

た。 調査 区分 の 呼 称 につ い て は,大 形 動物 は従 来 通 りで あ るが,他 は

改 め て あ る。 従 来 中形 動 物 と呼 ば れ て いた もの に はTullgren装 置
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P

表一7・19調 査の実行上適当な土壌動物の区分

調 査 区 分

大 形 動 物

(macrofauna)

小 形 節 足 動 物

(匝icro,arthropod8)

小 形 醒 生 動 物

(micro-hygrophyles)

徴 小 動 物

(microf8ulla,

取 り 扱 う 動 物 群

(類 別 群)

渦虫

陸貝

ミミズ

ヒル

カニ ムシ

ザ トウ ムシ ノ

サ ソリモ ドキ

クモ

ハマ トビム シ

等脚類

ヤ スギ

ムガデ

結合類

イシノミ

ガ ロア ムシ

直翅類

ハサ ミムシ

ゴキブ リ

シロア リ

チ ャタテム シ

シ ロア リモ ドキ

アザミウ マ

半翅類

鱗翅類

双翅類

甲虫(成 虫)

甲虫(幼 虫)

ア リ

カニム シ

ザ トウム シ

ゴダニ

iクモ

等脚 類

ハマ トビムシ

少脚 類

ヤス デ

ムカデ

結合類

カマ アシムシ

トビムシ

コムシ

シ ミ

シ.ロア リ

チ ャタテムシ

アザ ミウマ

半翅類

双翅類

甲 虫(成 虫)

甲 虫(幼 虫)

ア リ

線 虫

ヒメ ミミズ

クマ ムシ

渦 虫

ハルパ チクス類

ワム シ

攻翅類

原生動物

ワムシ

線虫

クマムシ

融

採 集 され て も
取 り扱 わ な い
動 物 群

ダニ

トビムシ

コムシ

ア ブラムシ

カイガラムシ

断

有穀ア メーバ

線虫

ヒ メミミズ

バ クバチクス類

ミ ミズ

ヒル

ダ ニ

グ ニ

採 取 ・調 査 方 法

調 査 粋 設 定

1

± 壌 の 堀 取 り

1

肉眼による採集 ・同定

・算定

土壌サンプル採取

1

Tullgren装 置

にかけて動物を抽出

1

顕微鏡下で同定 ・算定

土壌サンプル採取

1

0℃oロner装 置に

かけて動物を抽出

1

顕微鏡下で同定 ・算定

土壌サンプル採取

または トラップ

1

培 盤

1

顕徴鏡下で同定

お よそ 核 当す る

従 来 の 区 分

大 形 動 物

(macrofauna)

中 形 動 物

(mesofauna)

中 形 節 足 動 物

ツルグレン ・フ7ウ ナ

(Tullgrenfauna)

べ一 ルマン ・フ7ウ ナ

Baermannfauna)

小 形 動 物

ミ ク ロ 的 動 物

ミ ク ロ 動 物

(コ【1icrofau】ユe)
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(乾 式の 装 置)で 抽 出 され る もの と0℃onner装 置 やBaermann装

置(湿 式 の装置)な ど で抽 出さ れ る ものが含 まれ て いた。 前 者 が ほ と

ん ど節 足 動物 で あ る こ とか ら,最 近 はそ れ を中形 動 物 の 中 の節 足 動 物

とい う意 味 で 「中形 節 足 動 物 」と呼 ぶ よ うに なっ た が,こ の呼 称 は

「大 形 節 足 動 物 」や 「小 形 節足 動 物 」とい う区 分 が別 に ある よ うな暗

示 を与 え るの で 廃止 し,英 語 で よ く使 用 さ れ るmicyo-arthropods

咋 対 応す る もの と して ・Tullgren装 置 で主 と して抽 出 され る動 物

を 「小形 節 足 動物 」と した。 これ に対 し,Baermann装 置 な どで抽

出 され る 動物 に対 して は特 に呼 称 が な く,借 にベ ー ル マ ン ・フ ァ ウナ

な ど とも呼 ば れ て い た が,最 近 は 湿生 動物 と呼 ば れ る よ うに なっ た

(北 沢,1976)。 しか し,単 に湿 生 動 物 とい うと大形 の ミ ミズ や

コ ウ ガイ ビル ま で含 まれ るの で,こ こでは 「小形 湿 生 動 物 」とい う呼

称 を提 唱 した い。 した が っ て,「 中形 」 とい う表 現 は一 さい 使 用 さ れ

な い ことに な る。 ま た,従 来 「小形 動物 」と呼 ば れ て いた ものは,上

記 二 つ の区 分 名 とま ぎ らわ しい ほ か,一 般 に は微 小 動 物 とい わ れ る こ

とが 多い の で,そ の 名 をそ の ま ま用 い,「 微 小 動 物 」と した。

上 記 の 四つ の 区 分 名 は,土 壌 動 物 の み を扱 う記 述 の 中 で は そ の ま ま

で よ・いが,他 界(地 上,水 界 な ど)の 動物 と区 別 した い場 合 には,上

に 「土壌 」とい う語 を 挿 入 し,そ れぞ れ 「大 形 土壌 動物 」(soilm-

acrofauna),「 小 形土 壌 節 足 動 物 」(sollmicro-avthropods),

「小 形土 壌湿 生 動物 」(soilmicro-hygrophiles),「 微 小 土 壌

動 物 」(soilmicrofauna)と 呼 ぶ ように:すれ ば よい。

土壌 動物 を 分類 上 の区 分 に従 っ て眺 め た場 合,そ れぞ れ の群 が 上 記

の4調 査 区 分 の どれ に入 るか は,表 一7・20に 一 括 して示 して あ る。

これ をみ る と,た どえ ぱ 原 生 動 物 や ワム シは 微小 動物 と して,線 虫 や
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表一7・20分 類別にみた土壌動物各類別の調査区分への配分

門

原 生 動 物 門

扁 形 動 物 門

袋 形 動 物 門

軟 体 動 物.門

環 形 動 物 門 ・

.綬 歩 動 物 門

節 足 動 物 門

綱

蛛 形 綱

甲 殻 綱

多 足 類

昆 虫 .綱

類別群

区 分

原 生 動 物

』渦
虫

ワ ム シ

線 虫

.陸 貝

ヒ メ ミ ミ ズ

'ミ 「ミ ズ

ヒ ル

ク マ ム シ 魑

力 昌 ム シ'

ザ ト ウ ム シ

≦ダ 昌

サ ソ リ キ ド キ

ヤ イ ト ム シ

コ ヨ リ'ム シ

ク モ

ハ ル パ チ ク ス

ハ マ ト ビ ム シ

等 ・ 脚 ・類

少 脚 類

ヤ ス デ

ム'カ デ

結 合 層類

カ マ ア シ ム シ

ト ビ ム シ

コ ム シ

シ ミ ・イ シ ノ ミ

ガ ロ ア ム シ

直 翅 類

ハ サ ミ ム シ

ゴ キ ブ リ

シ ロ ア リ

チ ャ タ テ ム シ

ア ザ ミ ウ マ

半 翅 類

鱗 翅'類

双 翅 類

甲 虫(成 虫)

甲 虫(幼 虫)

ア リ

大 形 動 物

△

O

0

0

△

O

x

O

O

0

o.

0

0

0

D

x

O

O

O

O

O

O

△

△

O

OO

O

O

O

O

小形節足動物

x

x

x

x

0

△

0

0

x

D

△

0

△

△

0

0

0

0

△

△

0

0

0

△

0

0

0

0

小形湿生動物

0

△

0

0

O

0

0

徴 小 動 物

0

△

OO

D

0

x

◎ ほぼ完全に凋査0主 に調査 △ 補足的に 調査できる

× 採集されることもあるが,無 視することもあるo
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ヒメ ミ ミズは 小 形湿 生 動物 と して,ダ ニ ・ トビム シ ・カ マ ア シ ム シ な

どは小 形 節 足 動 物 と して,陸 貝 ・ミ ミズ ・ヤス デ ・ム カデ な どは大形

動 物 と して,そ れぞ れ独 自の一 つ の採 集 ・調査 法 で ほ ぼ完 全 に把 握 す

る こ とが で きる。 しか し,他 の 動 物群 の 中 には,い くつ か の(多 くは

二 つ の)方 法 を併 用 して,換 言 すれ ば い くつ か の区 分 に また が る動 物

群 と して扱 っ て,は じめ て完 全 に把握 で き る もの もあ る。 た とえば,

ク モ ・ザ トウム シ ・半 翅 類 ・双 翅 類 ・甲虫 な どは,肉 眼 で十 分 に採 集

可 能 な大 形 の もの(大 形 動物 と して 粋 法 肉眼 採集 す る)と 肉眼 で は ほ

とん ど採集 不可 能 な小 形 の もρ(小 形 節 足 動 物 と して 雫ullgren装 置

で 抽 出す る)の 両 方 が 含 まれ て い るが 常 で あ る。 この よ うな動物 群 で

は,二 つ以 上 の異 な っ た調査 法 に:よ り重 複 して採集 さ れ る部 分 が あ る

(つ ま り,二 つ 以 上 の区 分 に ま たが る)の で,そ の動物 群 全 体 の個 体

数 左 どを調 査 した い ような場 合 に:は困 難 な問題 が あ るが,種 組 成 の調

査 の よ うな質 的 な もの で あれ ば,二 つ 以上(多 くは二 つ)の 方 法 を併

用 す る こと に:より,全 体 を把 握 で きる こ とに な る(た とえ ば,肉 眼 で

採 集 さ れ た 大形 の ～ モ と,Tullgren装 置 に:よら て抽 出 され た小 形 の

クモ の両 方 の種 類 を合 わ せ る)。

ただ し,ア リ類 につ い て は,そ れ が 社 会 性 昆 虫 で あっ て生 息 の状 態

が 他 の 土 壌 動 物 と全 く異 な っ て い る。 ア リは 大形 動物 お よび小 形 節 足

動 物 と して,肉 眼 採集 お よびTullgren装 置 に よる抽 出 に よっ て あ る

程 度 採 集 ・調 査 が可 能 で は あ るが,や は リア リ類 独 自 の調 査 法 に よ る

こ とが望 ま しい く,本 来 は上 記4区 分 とは 別 の 区分 に入 れ るぺ き もの

で あ ろ う'。

ま た,モ グ ラ ・ネ ズ ミ ・爬 虫 両 生類 な どの背 椎動 物 につ いて は ・ 調

査 法 も全 く異 るた め,土 壌 動 物 の一 員 では あっ て も,こ こでは 取 り扱
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わない ことにする。

ω 類別群

土壌 動物群集の大まか なグループ組成 をみた り・密度 ・現 存章 の算

定 を す る に あた って は,上 記 の調査 区 分 に属 す る 動物 を適 当 な単 位 に

分 け る必要 が あ る。 この 作業 を 「類 別 」(ソ ー テ ィン グ)と 呼 び,類

別 され た各 動物 の グル ー プ単 位 を 「類 別 群 」 と呼 ぶ◎

こ の よ うな 目的 の ため に は,動 物 分類 学上 の 中 く らい の 分類 単 位,

た とえ ば綱 とか 目な どをそ の まま用・い る手 もあ るが,一 律 に綱 あ る い

は 目 とい う単 位 で区 分 す る と,生 活形 群 の観 点 か らは大 まか す ぎ た り,

細 か す ぎた り して不 都 合 が で きる。 場 合 に よっ て は亜綱 ・亜 目 ・上 科

科 な どの区 分 もと り入 れ な くて は 左 らない こ と もあ る。 した が っ て,

実 際 的 に:は分 類 単位 には こだ わ らず,生 活形 群 と して ま とま りの あ る

や や 小 さ な単 位 を 「類 別 群 」とす る ことが望 ま しい。 そ の よ うに して

区 分 した類 別群 と して,.表 一7・19,7・20に 掲 げ た よ うな もの

を考 えれ ば よい と思 う。 これ らは,専 門外 の一 般 人 の頭 の 中 で も,ご

く自然 な動物 群 名 と して 想 起 され る呼 び名 で もあ り,き わ めて わか り

が よい点 も都 合 が よい。

(ウ)種

個 体 群 の調 査 や種組 成(議 密 な意 味 で の)の 調査 を行 な う場 合 に:は,

上 記 の類 別 群 で は事 足 りず,種 の レベ ル ま で区 分 を細 く しなけ れ ば な

らな い。 種'の単 位 まで区 分 し,種 名 を明 らか にす る作 業 は 「同定 」と

呼 び,大 まか な 単位 に区 分 す る種 別(ソ ー テ ィ ング)と 区 別 され る。
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《3)そ の他土壌微生物調査方法

魁7●21 ‡ 騨 生 物 調 査 方 法=

生物群集細分

一 般

パ ク テ リヤ

放 線 菌

糸 状 菌

(藻 類)

特 殊

・ヒ ル ロ ー ズ

材 の 分 解

菌糸体,細 菌

調 査 項 目

垂 直 分 布

平 面 分 布

落葉分解 微生物

A層 微 生 物

硝酸 成菌

セルローズ分解菌

光合成,鉄,硫 黄

細菌,耐 金属性

細菌,糸 状菌

なζ

雰 解解速 蓋

糸 状 菌 か よ び

高等 菌パクテリヤ

ステーシ。ン設定調査

鯛 査 地 選 定

コ ー トラ ー ト設 定

鯛 査 地 点 選 定

〃

一般微生物調査の

結果 と目的にょっ

て遷定

場 所 選 定

場 所 選 定

野 外 調 査

調 奪 方 法

トレ ンチ に よ る

コードラ ー ト交点

層別 サ ン プ リソグ

LF・H・}猛
,

ラ ン ダ ム30点

A^一AB

トレ ン チ

ラ ン ダ ム

特 定 点 か ら

ラ ン ダ ム

ラ ンダムサ ンブ

リング

調 査 薗 積

間隔10㎝ 層 別

10×10m

(1醒 交点 》

50×50cm

30×30m

以 上

目的 に よ る

'

5×5況 以 上

30×30α 躍

以 上

調査 ・時期 ・回承

4季

4季

4季

隔 月,各 月

4季

or

1回

数回ぬ きとク

4季

実 験・蜥

平抜希釈法その他

〃 唱

〃1

馳 頗 麿 ・頒 法

〃

特殊な分離培養法に

よる

炉紙,末 ぎれその他を

フィール ドkう める

聖色による分別測定

デ.タ 解 轟

分離 培'養計 測

〃

〃

〃

計 測

龍 ・微生物雑

.そ の他

計 測

長さ,径

扁 考

一 般 的 土 壌 調

査,分 析 を必

要 とす る 。

この 他 に も 各

種 の もの が あ

るo



3-4-2無 機的環境論査資料

(1)SCOPE

SCOPEの ワー キ ン グ グル ー プ は,1973年 に,汚 染 物 質 と環 箋 ス

トレス の指標 につ いて4つ の リス トが合 意 され たが,こ の 中 で,リ ス ト1

は次 の 様 にな っ てい る。

リス ト1:人 間 影 よ び生 物 圏 に対 す る直 接 的,間 接 的 影 響 につ い て潜在

的 に 重 要性 を もつ,物 質 誇 よび環 境 ス トレス の 指標。

:L大 気 中 の二 酸化 イ オ ウお よび硫 酸塩

2浮 遊粒 子 状 物質

3.一 酸 化炭 素

4.二 酸化 炭 素 澄 よび そ の他 の大 気 の放 射 特 性 に影 響 を与 え る 微量 ガス成

分

5.大 気 中の窒 素 酸 化 物

6.オ ゾン,光 化 学オ キ シダ ン ト夢 よび反 応 性 炭 化 水素

7.多 環芳 香 族 炭 化 水 素

8.有 毒 金 属,と くに 水銀,鉛,カ ドミウル

9.ハ ・ゲ ン化 有機 化 合 物,と くにDDTお よびそ の代謝 産物,PCB,

PCT,デ ィル ドリン ジお よび短 鎖 ハ ・ ゲン 化脂 肪族 化合 物'

10.ア スベ ス ト

11.石 油 系 炭 化 水素

12・ 生 物 起 源 の毒 物(藻 類,菌 類,バ ク テ リア起 源)

13.硝 酸塩,亜 硝 酸 塩 お よび ニ トロソ ア ミン類

14.ア ンモ ニ ア

15.特 定 の 水質 指標:生 物化 学 的酸 素 要 求量(BOD),溶 存 酸 素(DO),

pH,大 腸 菌
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16.特 定 の放 射 性核 種

17.大 気 中 の ア レル ゲ ン 注)

18.富 栄養 化 剤(た とえ ば,硝 酸塩 診 よび リン酸 塩)

19.ア ル カ リ金 属 お よび アル カ リ土金 属 の可 溶 性塩

20.そ の他,過 去 にお いて い ち じる しい局 地 的 な環境 問 題 を起 こ した こ と

の あ る物 質(た とえ ば,ヒ 素,ホ ウ素,元 素 態 の リン,セ レンお よび フ

ッ化 物)

21.騒 音

22.廃 熱

注)ア レル ギ ー を起 こす 物質 。

⑦ ㌧生態 学 会要 望 書

生 態学 会 の環 境 モ ニ タ リ ング につ いて の要 望 書 で,わ が国 にお け る環 境

モ ニ タ リン グ実 施要 領 に つ い て の参 考 意見 と して,理 化 学 的 パ ラメー ター

を 次 の様 に:あげ て い る。

(の 大気 汚染 に関 して は,亜 硫 酸 ガ ス,一 酸 化 炭 素,オ キ シダ ン ト,炭

化 水 素,雨 水 と降下 煤 塵 中 の 硫 酸,水 と降下 煤 塵 中 の硫 酸,重 金 属

(H'g,Pb,Zn,Cuな ど),有 機 塩 素 系 化 合 物(BH:C,DDT

PCB),窒 素 化合 物(NO3一,NO2一,NH4-N),雨 永 お よび

降 下煤 塵量 。

ω 一 般 水域 の汚 濁 に 関 して は,理 化学 的 パ ラメ ー ター・と して,pH・

SS,COD,BOD,DO,N,Pの ほ か,毒 性 物 質 と して,Hg,

Cd,Cr,Ni,Mn,Cu,Pb,Zp,ヒ 素,F,遊 離塩 素,

CN,且2S,フ ェノ ー ル,油 類 な どの う ち,地 域 の 事 情 に:応 じて適 当

に ピ ック ア ップす る。

㈲ 水 域 の富 栄 養 化 が 近年 とみ に 激化 し水 の藻 や 赤 湖 の発生 が 顕 著 で あ

一308一



る。 原 因 はBODやCODの 負 荷 よ りは む しろNとPの 供 給 に あ る。

故 に全N,無 機N,全P,可 溶 性Pの 測定 が 重 要 で あ る。 この ほか に

水 の透 明度 ・ ク ロ ロ フ ィ〃量 ・COD・BOD・DO・ プ ランク トン

の現 存 量 を は か る。

㊥ 水 域 の 底貫 で は ・強 熱 減量 ・COD・ 全C・ 全N・ 全P・Eh・ 毒

物(13に 同 じ)を 調 べ る。

㊨ タ ンカ ー の海 難 に よる石 油 の局 地 的漠 厚 汚 染 は も ちろん で あ るが,

常 時み られ る油 濁 に対 しては,廃 油 ボ ール,油 膜 ㊧ 分布 を航 空 機 に よ

っ て定 期 的 に パ トロー ル す る こ と と,油 の存 在 量 をは か る。

(3)大 気 汚染 測 定 局

国設 大気 汚 染 測 定局 では,次 の様 な もの が観 測 され て い る。

SO2,NO,NO2,NO十NO2,0X,03,浮 遊 粉 じん,浮 遊粒 子 状

物 質,:HC,C(),.降 下 ぱ い じん,HF,H3S

硝酸 根,硫 酸根,ベ ン ゼ ン可 溶 性物 質,V,Mn,:Fe,CO,Ni,Cu,

Zn,Cd,Pb

一 環 境 庁 内 部 資料 一

(4》 公共 用 水域 永 質 測 定

公共 用 水 域 水 質測 定 に おけ る測 定項 目は,次 下 の と夢 りで あ り,分 析 方

法 は,環 境 基 準(「 水 質 汚濁 に係 る環 境基 準 につ い て 」昭:和46年12月

28日 環境 庁告 示59号)に 定 め られ た方 法 で行 なわ れ て い る。
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一 般 項 目

特 殊 項 目

健 康 項 目

その他項 目

流 量,pH,DO,BOD,COD,SS,

大 腸 菌群 数

油 分,フ ェ ノ ー ル 類 銅,亜 鉛,激(溶 解 性),

マ ン ガ ン(溶 解 性)ク ・ム,フ ッ素

シ ア ン,ア ル キ ル 水 銀,有 機 リ ン,カ ドミ ウ ム,

鉛,ク ロ ー ムC6価),ヒ 素,総 水 銀

硫 酸 イ オ ン,電 気 伝 導 度,濁 度.ア ン モ ニ ア 性 窒 素,

硝 酸 性 窒 素,リ ン酸 イ オ ン

⑤ 公害対策基本法

公害対策
基 本 法

典 型7公 害 一 大気汚染,水 質 汚濁,土 壌 汚染,騒 音,振 動 地盤 沈下,悪 息

大気汚染'SO2,CO,浮 遊粒 子状物質,NO2.,光 化学オキシダント

環 境 基準

排出等に関
する規制

麟 薦 二{ii蕪ll:::臆1∴
の保 全 大 腸 菌群 数 油分 等(海 域 のみ)

(土 壌 汚染)

ば い 煙 一SOz,ぱ い じん,Cd,,Cd化 合 物,CI,HC1,:F,

HF,SiF4,Pb,Pb化 合物,NOx

大気 汚 染 粉 じ ん

防 止 法

瞭 排 一cg㏄,(Pb化 帥),N・x,慨 鋤 質

鰹燈 二1:羅欝 灘
海洋汚染防止法 油 廃棄物

農用地の±:壌の

汚染防止 等 に関Cd,Cd化 合物,Cu,Cu化 合物,As,As化 合物
する法律
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(6)UNEP

UNEPは,汚 染 物質 の モ ニ タ リング とし て次 の よ うな物 質 と,そ の優

占 順位 を あ げ て い る。

表一7・22汚 染物質 のモニタ リングの優 先順位表(UNEP,1974)

優先順位

1

五

皿

v

汚 染 物 質

SO2+浮 遊 微粒 子

放 射性 核 種(Sr-90+C-137)

ps(4)

DDTそ の他の有機塩素化合物

Cd夢 よびその化合物

硝酸塩と亜硝酸塩

NOs,NOz

Hgと その化合物

Pb

CO2

CO

石油系炭化水素

ふっ化物

石綿

As

細菌毒素

微生物による汚染

活性炭化水素

分野(2)

大 気

食 物

大 気

生態学 人体⑥

食物,人 間,水

飲料水,食 物

大 気

食物,水

大気 食物

大 気

大 気

海 洋'

淡 水

大 気

飲料水

食 物

食 物

六 気

プ 。グ ラム型(3)

IRB

IR

IB(5

1R

I

I

I

IR

I(8)

B

1

RB

1

I

I

IR

IR

I

注)(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(s)

(7)

こ の 表 は 定 期 的 に 検 討 し,改 訂 さ れ る 。

降 水 分 析 を 含 む 。

1ニ イ ン パ ク ト,R=リ ー ジ3ナ ル,B=・ べ 一 ス ラ イ ン

地 球 上 の 分 布 は 成 層 圏 で 高 濃 度,対 流 圏 で 低 濃 度 。

成 層 圏 に 関 し て

食 勃 の モ ニ タ リ ン グ を 含 め て プ ロ グ ラ ム を 含 え る 。

テ ト ロ ア ミ ン の 多 分 野 の 分 析 法 で 現 在 利 用 可 能 な も の は な い 。
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(8)プ ロ グ ラム を作 る と き に リー ジ ・ナ ル ・ス テー シ 。ン を含 む よ う

考 慮す る こ と。

一 環境 情 報 科 学5'一2,環 境 情報 科 学 セ ン ター 一

(7)'自 然保 護 と環 境モ ニ タ リン グ

「自然 保 護 ハ ン ドブ ック 」(1976)の 中 で,小 泉 は,「 自然保 護

と環 境 モ ニ タ リング 」 と題 して,環 境 媒 体 のモ ニ タ リン グ項 目を 次 の様

に あ げて い る。 一抜 粋 一

A.大 気

大気 の汚 染 物 質 は 気体(gascs)と 粒 状 物 質(particulates)に

大 別 され るが,多 くの 物 質 は 互 に反 応,混 合,付 着,吸 着 な どの動 的

な複 合 状 態 で存 在 す る。 お もな汚 染物 質 は,二 酸 化 い お う(SO2),

,硫 化水 素(R2S),弗 化 水 素(:HF),塩 素(C1),窒 素 化 合 物(NOx

-NO・N(》 ・巌05な ど)・'炭 化水 素(HC) ,一 酸 化 炭 素(CO)・ 二

酸 化炭 素(CO2),オ ゾ ン(03),オ キ シダ ン ト(Oxydant)な どの

気 体。

粒状 物 質 と して は ・ ば い じん(煤 塵 ・dust)が 夢 もで ・環 境 庁 で は・

直 径10μ 以 下 で,自 重 で は 沈降 しに くい 微粒 子 を浮 遊 ふ ん じん(粉'

塵),自 重 ま た は 雨 に 流 され て 沈降 す る もめ を降 下 ぱ い じん と して区

別 して い る。

ぱい じん一 緒 に:勅の燃 焼 や粉 砕 に と もなっ て,カ ド ミウム(Cd)}

鉛(Pb),水 銀(且g),亜 鉛(Zn),銅(Cu)ど 人 の健 康 や 生 活環

境 に有 害 な 重金 属 も降 っ て くる。 またDDT,BHC,ド リン剤,2,

4-D,2,4,5-Tな どの 有機 塩 素 係 殺 虫 剤 や除 草 剤 が空 中 や地 上 散

布 の際,空 気 中 に飛 散 す る。
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B.水

化 学 物 質 と しては,'各 種 形 態 の窒 素(全 窒 素,尿 素,ア ンモ ニ ア,

亜 硝 酸,硝 酸),同 じ く リン酸(全 リン酸,可 溶性 リン酸),カ リ(K)

炭 酸(CO3)重 岸 酸(HCO3),可 溶 性 有 機 物(BOD,CgD),種 々の

微量 金 属,ビ タ ミン類,ホ ル モ ン類 な ど,一 般 に栄 養塩 類,生 長 因子

な ど と呼 ば れ る もの が モ ニ ター の対 象 に な る。 ま た 物 理 的 には 水温 ,

透 明 度,透 光度 な どを測定 す る。

生 物 に対 して抑 制 的 に働 く物 質 に は,水 素 イ オ ン(H:),水 酸 イオ ン

(OI{),重 金 属 の 水 銀,鉛,カ ドミウ2・,銅,.ク ロム(Cr),バ ナ ジ

ゥ ム(V),ニ ッケル(Ni),マ ンガ ン(Mn),亜 鉛,セ レ ン(Se) ,

ベ リ リ ウ,ム(Be),ヒ 素(As),硫 化 水 素(H:2S),ア ンモニア(NH:3),

フ ェノ ール,遊 離 塩 素(Cl),シ ア ン(CN),農 薬 のDDT ,B且C,

ド リン剤,PCP,2,4-D,2,4,5-T,工 業 薬 品 のPCB,油 類

な どが あ る。

C.土 壌

土壌 は 微量 で あ るが,鉛,ヒ 素,ア ンチ モ ン(Sb),ニ ッケル,イ

ン ジ ウム(In)・ 水銀,カ ドミウム,亜 鉛 ,コ バ ル ト(Co),ク ロム

な ど を蓄 積 して ・植 物 や人 畜 へ の影 響 が 心 配 さ れ る。 水 銀 は土 壌 中 でパ

パ ク テ リアに よって アル キル化 す る
。DDT,PCBそ の他 の有 機塩

素 剤 も土 壌 に長 く残 留 して,土 壌 生 物 相 を乱 す。

(8)土 壌 モ ニ タ リン グ

山根 は,「 土 壌 モニ タ リン グ 」と題 して(環 境 情 報 科学5-2/1976),

次の様 な項 目 をあ げ て い る。

(ガ 塩 類 集 積

ω 土 壌 侵 食
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(ウ)有 毒物 質 に よる土 壌 汚染

As,Cd,Pb,Cu,Zn, Cr,Ni,Hg,DDT,BHC,PCB

③ 普遍気候観測の観測方法

表 一7・23普 通気候観測 の観測方法

方 法

器

械

に

よ

る

も

の

観 測 種 目

気

〔現地,悔 面)

圧

日最低悔面気 圧

8最 低悔面気圧の

起時

気 温

日 最 高 気 彊

日最高最温o起 時

臼 最 低 気 温

日最低気温の起時

蒸 気 圧

露 点 温 度

網 対 湿 度

日趣小 相対湿度

日最小相対湿度の

起時

風 向

風 速

日 最 ナ:風 速

日最大風速の風 向

使 用 す る 測 器9

7オ ルタン型水銀指示気圧計わよび

7ネ ロイド型自記気圧計(日 巻}

アネロイ ド型自記気圧計{日 巻1か

よび金属製自記己度計 ⊂日磐)

7ネ ・イド型自記気圧計(日 讐♪

隔測己湿匿計,携 帝型通風乾湿計,

気象庁一号型または二号型通風蔦湿

計わよび金属製 自記温度計{日 巻 》

隔梶温湿塵:計かよび=重 管最高温度

隔測己湿度計かよぴ金属製自記劃度

計{日 磐1

隔龍 湿度計わよび二■管最低且度

隔測温湿度計鉛よぴ金属製 自記楓度

計(日 巻)

隔測温湿度翫,携 帯型通風乾湿計か

よび気象庁一号型または二号型遍風

乾湿計

隔翻匠湿度計,携帯型通風蔦湿計か

よび気象庁一号または二号型通風乾

酬

隔測温湿度計,気 象庁轟号型または

二号型通風乾湿計鉛よぴ毛髪 自記湿

度計(日 巻}

隔測母湿度計蟄よび毛髪自記湿度計

{、日巻)

隔醐湿湿度計診よび毛髪自記湿度計

⊂日砦}

風車型自記風向風速計(プ ロペラ型

発電式)

風杯型風程式風速計(3杯 》,自 記

電接計数器および指示電接計徴器

風杯型風程式風速計(3杯)お よび

自記電接計徴器

風車型自記風向風速計(プ ロペラ型

発電式}

方 法

器

械

に

よ

る

も

の

目

視
ま

た に

は よ

聴 る
音 も

の

観 測 種 目

日最大風遮の起時

日最 大瞬問風速

日最大属閲風速の

風向

日最大瞬聞風速の

起時

日 平 均 風 速

降 水 量

1時 聞 降 水 量

臼最大1時 聞降水量

日最大1時聞降水量・

幡

日最大1・0分間降水

量

日最大10分 間降水

量の起時

積 雷 の 深 さ

降 響 の 深 さ

蒸 発 量

B照 時 聞

全 天 日 射 量

雲

雲

雲 の 向

視

現 在 天

大 気 現

量

形

き

程

気

象

使 用 す る 測 器

風杯型風程式風速計(3杯)わ よび

.自記電接計数器

風車型自記風向遼餅(プ ロペラ型発

電式 》

風車型自記風向風遼計{プ ロペラ型

発電式1

風車型自9己風,向風認計 〔プロベラ型

発電式}

原剛 …式月眼区計{3杯)か よび

自記電接計数器

貯水型捲示扇鰍 および貯水型自記

.雨量計もしくは降雨計豊たは円筒湿

雨召量計

鋒水はか9⇒ よぴはかウ型自記雪量

計

貯水型自記雨■計,降 爾計またばは

か,型 自記雪量計

館水型 自記雨量計,降 雨計またはは

か,型 自記冒量計

貯水型自記雨■計,降 雨計またはは

か9型 自記雷量計

貯水型自記雨量計,降 雨計豊たはは

か,型 自記雷量計

貯汰型自記雨董計,降 雨計またはは

か9型 自記雷量爵

雷 尺

雪 板

蒸発射

ジ,ル ダン式日照計

熱電堆式全天8

一猿 境情 報科学5-2 ,壊境 情 報 セ ンター
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3-6土 壌 物動 の調 査 体 制'

全 国 を11の.区 に分 け,各 区 に:10の モ ニ タ リング ・ス テ ー シ ョン を設 定

し,大 形動 物 ・小形 節足 動 物 ・小 形 湿 生 動 物 の個 体 数 調査 を年1回 実 行 す る

と して,次 の よ うな調査 体 制 ・デー タ 処 理 体 制 を考 え てみ た(表7・24)。

ア.現 地 調査 員(5名 で1班 を つ くる)

実 際 に現地 へ行 き,サ ンプ リン グを 行 う者 で,1人 で二 つの ス テ ー シ

ョ ンを 受持 つ。 大 形 動 物 の よ う に1回 の 調査 に人 数 を要 す る と きは,補

助 調査 者 を1～3名 同行 させ る。 現 地 調査 員 は現 地 で 動物 を採集 し(大

形 動 物 の場 合),ま た は土 壌 サ ンプル を採 取 して抽 出装 置・に よ り動 物 の

分 離 抽 出 を行 う(小 形 節足 動 物 ・小 形湿 生 動物 の場 合)6㌔ そ のの ち,得

られ た 動物 を大 ま か な類 別群 に 類 別 し,そ れ ぞ れ の群 の密 度 を算定 し,

所定 の 集 計 用 紙 に記録 し,と りま とめ機 関 に送 付 す る。

イ.と りま とめ機 関(各 班 に1つ)

所属 す る班 の5名 の現地 調査 員 に調査 の 目的 を伝 達 し,統 二 さ れ た方

法 で調査 が行 わ れ る よ う指 導 す る。 各 現 地 調 査 員 か ら得 られ たデ ー タを

と りま とめ,解 析 し,デ ー タ集 積 機関 に送付 す る。

ウ.デ ー タ集 積 機 関(11の と りま とめ機 関 に一 つ)

動 物 調査 区 分 ご とに,と りま とめ機 関(11ヵ 所)に 調査 の 目的 を伝

達 し,調 査 方 法 を指示 ・指 導 す る。 動 物 の類 別規 準,サ ンプ リン グ 方法,

抽 出方 法,デ ータ の記 録 方 法 な どにつ い て マ ニ ュ アル を作成 し,配 布 す

る。 と りま と め機 関か らデ ー タ を と り よせ,集 積 ・得 有 し,中 央 調 整機

構へ 送 付 す る。
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調査 体 制に組み こめ る可能性 のあ る研究機 関や調査 員について表 一7・23

に:まとめてあるが,こ れは 日本土壌 動物研究会(1978年 ■月 よ り学会に な

る予定 ・)を念頭に:むいて考え た も¢≧であ る。 空欄 の箇所 に:ついては・土壌 動物

研究会員 の紹介 に より,と りまとめ機関 わ よび現地 調査員 を確保 で きるのでは

ないか と思 われる。 全体 と して,日 本土壌動 物研究会が調査 を引 き受け る とい

う形 も可能 であろ うと考え る。 しか し,そ のためには,か な りの数の現地 調査

員を養成 する必要 が あろう。 特 に,小 形土壌湿生動物 については,全 ステー シ

ョンで調査 を行 うとなる と,ζ の点 で相 当の困難が生 じそ うである。

仮 りに表 一7・24の 空欄が全 て補 充きれ,こ の体制で調査 を開始す るとす

れば,最 低 限必要 な備 品 として,以 下の ものが必要 になる。'

A穎 大形 動物

双眼 実体顕 微鏡

大形 スコ ップ

B.小 形 節 足 動物

Tullgren装 置(10台1組)

生 物顕 微鏡

C.小 形 湿 生 動 物

0℃onner装 置(40台1組)

双 眼 実体 顕 微鏡

55台

55本

55組

55台

55組

55台
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衷一7・24土 壌 動物 調 査体 制(案)〔 個体 数 謂査の み 〕

i

W
H
刈

i

大

形

土

動

物

小

形

土

節

足

動

物

小

形

土

湿

生

励
物

区

(ス テー シ ロン数)

北 海 道

(10)

東 北

(io)

関 東

(io)

信 越

(io)

東 海

(io)

北 陸

tio)

近 畿

(io)

中 国

(io)

四 国

(io)

九 州

(io)

沖 縄

(io)

デ ー タ集 積機 関 京都 大 学農 掌部 附属 演習 林(渥 辺弘 之)

と り豊 とめ機 関

現 地 鯛 査 員

函館大学

生物学教室

(上 平宰好)

上

平

宰

好

宮城教育大学

生物学教室

(相 馬 潔)

相

馬

潔

農林省

草地試験場

(中 村好男)

中

村

好

男

松

本

忠

夫

田

美
奈
子

斉

藤

晋

加

藤

宏

保

京都ik学

附腐演習林

(醒 辺弘之)

渡

辺

弘

之

山ロ県

大嶺高尊学校

(岡 藤五郎)

岡

藤

五

郎

松山東雲短大

生物学教室

(森 川国康)

九州大学

理学部

('東 和敬)

琉球大学

理工学部

生物学教室

(安 部琢)

安

部

琢

哉

デ ータ集 積機 関 横 浜国 立大学 環境 科学 セ ン ター(青 木淳 一)

と りまと め機関

現 地 胴iを 員

林藁賦験場

北海道支場

(福 山研二)

福

山

研

大

西

純

須

摩

嬬

彦

弘前大学

生物学教室

(千 葉滋男)

千

滋

男

粟

城

源

横浜国立大学

壌境研

(青 木淳一)

原

田

洋

茅

根

鼠

夫

新

島

渓

子

田

村

浩

志

鈴

木

息

岐阜県
下野小掌校

(藤 田奈好)

藤

田

カ

子

遠

藤

弘

志

岩

本

は
る
か

京都大学

農学部

(武 田博清)

武

'田

博

清

高

察

正

樹

大
久
保

豊

秀

山

本

範

松山東撰短大
生物学教室

(石 川和角)

芝

実

佐賀大学

農学部

応用動物掌教

(石 橋信義)

村

岡

実

平

松

偲

夫

沖縄高等学校

(中玉利 澄男)

中
玉
利

澄

男

デー タ集積 機関 東京 綿立 大学理 学 部生 物掌 教室(北 沢右 三)

と り虚とめ 機関

現 地 圓 査 員

東京都立大掌

理学部
生物学教室

(北 沢右三)

北

沢

高

司

原

沢

与

子

田

村

弘

忠



4-3-1q)JCT(P)植 生 調査 票 表7.25

( ) JCT(回 植 生 調 査 票(群 系名 コー ド: 一)

調査地 県
郡
市

町
村 (

IBPARE
)

図幅
15万

上右
下左

(地形)山 頂:尾 根:斜 面:上 ・下 ・凸 ・凹:谷:平 地 (風 当)強 ・中 ・弱 (海 抜) 鵬

(土 壌)ボ ド性 ・褐 森 ・赤 ・賃 ・黄 褐 森 ・7ン ド ・グ ラ ィ ・ (日 当)陽 ・中陰 ・陰 (方位)

凝 グ ライ ・・沼沢 ・沖積 ・高湿草 ・非固岩層 ・固岩層'ピ水面下(土 湿)乾 ・適 ・湿 ・過湿 (傾 斜 、 0

(階届) (優占種) (高 さπ)(植 被 率%)(胸 径爾(種 数) (面 積) 82

1高 木 屠 N (出現種数)

E亜 高木届 ～

皿 低 木 層 ～

～

w:草 木 屠 ～

～

Vコ ケ 層 ～

(群 落名) 19年 月 日 調査者

1

3

5

6

7

8

9

1

11

12

13

14

15

is

17

18

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

siL重>siV

_.........__..s...

一・層 く・・ ㌘ ・:。 ・・ 。τ … ・

・・.'
,,"一,。.一 一 ・「。 。・

oo.o,.,.♂..・.・ 塵7,,,.

,,一,… ・},… ㌧ …

SPP. siLiD・SiV

…1…7… 十 …

,■ ■o巳■一〇,,一 魯畠o「..o塵

Spp. SiL,iD・SiV

・一 → 一・一・ト・…:一 ・・

:く:

SPP.
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植 物 名 壌 境 状 態

PBMD

PBMD

PBMD

P・B・M・D

(高 末)個 体数

/ガ

/m'

/錫3

/皿8

種 樹

・什+一(/泓3)

・什+一(/ガ)

#+一(/m')

昔+一 /ガ

芽 生 え.

昔+一(/m')

什+一(/ガ)

十ト+一(/ガ)

十+一 /飢3

(選移の推定)

(人為要因)強 。弱 ・無 (選移期)初 期 ・中期 ・後期

(毎 糊 査 ・植生 断面 。土壌 断面Pそ の他)

lo,1

コ コ ロ ロ
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,,I

lll, コ
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⑦ 動物調査・整理表

表"一7。26鳥 類線 センサス野帳の一例(JIBP●CTSで 使用 した形式)(黒 田作製)。 野帳は5頁

毎 に猿境記載欄を入れ て綴 じる。

Psge(1)

(

壌

境

記

載

欄
v

　

叢

舞

覆

警

董

望

JIBP-CTS(恥 τd8)

Area Year: No:

Rwte:

Altitude

Distsnce:

Date:

Weather

T㎝perature言

Not

Ti!ロe Pace km/hName:

No

1.

2

SP

A,

くS諏 甲)
v s C 恥 Hセ留t Note

B,

1.

2

3

6.

7.

8.

9.

記入上の注意

Routeは センサス経路 で区分を設ける ときはゆA～B～Cの 如 く書 く。

AltitudeDis㎞ceも それ に合わせ て下の如 く書 く。

Route:A～B～C

AItitude:1000π}1500罰ru19007π

Dis隠e:.5㎞7㎞(12㎞)
　

Noteは 壌境記載に用い,森 林の上 中下層な どの優 占度%な どを略記 する。

Timeは 、出発 と終了 を書 く。

表の始めのNo.は 出現 した鳥類を「連 番号で記入する。多い 鳥は何回 も重複 して書 くこ ととな る.

表中のDi8t(距 離)は 木に止 っている鳥舷 その木の根元と観察者 の水平距離 とす る。

Noteに は鳥を発見 した林内 の層,樹 木 の部分,行 動(と くにfeediロgre8ti㎎ 。flyipgな ど),

要す れば場所g食 物な ど記入gま た随時必要 な時間を記入。

表中のAは 濃 境区分のは じめ にA.4020a,mOO入 ロの如 くg出 発 時刻 と楊所 を

書 きB点 でもB12.00a,m,○ ○山頂な どと書 く●

Vは 観察,Sは 噛 り,Cは 声(各 欄 に羽数 またはレ印を記 入する)
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表 一・7・27調 査 記 録 整 理 表

年. 月 日 天 侯3 気 温3 氏 名3

環

経

時

境 含

路3

間: 通 過 時 間3

海 抜3

距 離3

(延ナ

(調査回数ナ

面積3

速 度3(平 均ナ

Note

註:こ の整理表は1回 の調査 のまとめに用いるがg同 →環境の調査は何回かまとめて記入す るこ とができ

る。 この場合は*印 に記入す る。

種 ザ

言臥 例

シジ昌ウカラ

計

個体数

種 数

大

数

12

数

20

数(最 大)*

12

a ♀ 幼

6 3

林

層

e～C

高

さ

(鋭)

0～6

(4)

距

離

(泌)

3-x25

ao

採 餌

場 所

地 上採

餌20%

採餌場所は3葉,枝先,小 枝,

中枝,大枝,幹g倒 木蒜F:草

地上:花,実,芽,枯 枝 とす。

密.度(数)

lha

4.5

十

1勧

7

十

1時間

10

十

優

占

度%

100

相対

密度

%

45

Note

Note:

+数 回調査のまとめの場合 の密度は勧gh8当 りは最大数g時 間当 りは延数 で計算す る。
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表 一7・28鳥 類調査(採 取な ども含む)整 理表 の一例(JIBP。CTSで 試作の形式)(黒 田作製)

生 崖
緬

J?BP-CTAreaa 調査者3

区名:(働 臼山)

県
些図3(五 万分 ノー) 環境区分: 海抜:

1調 査地 に関する記載

L地 形 ・傾斜:

2.経 路3

3.環 境3イ)針 葉樹林 ロ)広葉樹林 ハ)混 交体 昌)そ の他(○ で囲む)

コ　 ロ

林 層 優占種 高 さ 植被率%胸 径 密 度(中 の生 育数)

a高 木 層

b亜 高木 層

c低 木 層

d:草 木 層

e地 表(土 壌質9岩 石 な ど)

Note:*壌 境区分 イ)aロ)dな どを組合せ記号 と し∬,の 壌境に用 う。

1【 採集個 体に関す る記載(お よび巣 坦離)

種 類

例 シジ島ウカラ

性令

δad

環境*

ロ ニ ワトコ

c

日月時間

5

10a,m,

体重

9)

15

翼長 ↑

(瓢)

70

生殖器
きさ

(認)

3×2

胃

重 さ
(S

5

銃

充

寄生虫

ハジラミ類

腹 に多 し

保存法 標本番号

≦kiコ
.

1

髄 ↑要すれば全長,翼 開長 も記入

胃
内

容
物

雛
'の

餌

巣

卵

雛

種 類

衰 類

種 類

胃内食物(検 定後記入)

餌種類数(検 定後記入)

卵 数 雛 数 雛日齢

環 境

雛 日齢

採餌場所

雛 数

時 間

Collar時 間

月 日 .

月 日

巣 材 高 さ 樹 種 瑳 境 その他 月 日
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(3)土 壌勧物 集計用紙

表 一7・29〔 集計用紙 一1〕 大形土壌動物の群組成 と密度

勧 物 群 名

渦 虫

睦 貝

ミ ミ ズ

ヒ ル

力 昌 ▲ シ

ザ ト ウ ム シ

サ ソ リ モ ド 々

ク モ

'、 マ ト ビ ム シ

等脚頻

にノ7ナ ムシ
ワラジムシ
グンゴムシ

ヤ メ デ

ムカデ
イシムカデ

ジムカデ

計

結 合 頻

イ シ ノ ミ

ガ ロ7ム シ

直 観 類
'、 ツ'ミ ム シ

ゴ キ ブ リ

シ ロ7リ

テ9タ テ ム シ

シ ロ ア リモ ドキ

7ザ ミ ウ マ

半翅類

・し ミ

カ メ ム シ

鱗 翅 目

双 観 目

甲 虫

倣 劇

甲 虫

1幼虫1

ゴミムシ

'、ネカク シ

ゾウムシ

コガネム シ

3メ ツキムシ

ア リ

テ

蘭 調 粋

ムB C D E F G H a K
計 幽観顛度

〔多}
平均密度

z
標準偏差

s,n.

変勧係教

C瀞.
標準瞑差

BE. 18

寒 亜

寒

冷

温

間

帯

暖

温

亜

熱

帯

熱

自

然

林

次

林

果

樹

園

畑

地

庭

園

人

工

林

植

栽

自

然

軍

原

次

軍

原

人

工

地

公

園

緑

地

ゴ

ル

7
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表 一7・30〔 集計用紙 一2〕 小形土 壌節足動 物の群組 成 と密度

動 物 群 名

力 昌 ム シ

ザ ト ウ ▲ シ

前 気 門 ダ 昌

中 気 門 ダ ニ

臆 気 門 〆 昌

異 気 門 〆 二

無 更 門 ダ ニ

ダ 昌 合 計

ク モ

等 脚 顛
ハ マ ト ビ ム シ

少 脚 腰

ヤ ス デ

イ シ ▲ カ デ

ジ ム カ デ

ム カ デ 合 計

結 合

カ マ7シ ム シ

ト ビ ム シ

コ ム シ

シ ミ

シ07リ

テ9タ テ ム シ

7ザ ミ ウ マ

カ メ ▲ シ
7プ,ム シ

カ イ ガ ラ ム シ

学 翅 顕 合

双 瑠

ゴ ミ ム シ

ハ ネ カ ク シ

ア リ ・ ヅ ヵ ム シ

ゾ ウ ツ シ

甲 虫1成.虫)合

甲 虫'{幼 虫}

ア り

'、 テ

計

ダ 昌 十 ト ピ ム シ

▲/C比

ササラグ昌箪{0ム 指数)

打 込 み 缶

A B C D E F G H J K
計

出現
頻度 三 s』α c.v. sE. Id 個体数ノ鯉

寒 亜

寒

帯

冷

温

帯

・ 自

然

林

次

林

人

工

林

果

樹

園

畑

坤

庭

園

公

園

縁

地

植

戴

自

然

草

原 ・

ゴ

ル

7

ス

キ

i

場

放

牧

地

聞 暇

温

帯

亜

熱

熱

帯

人

工

原

'

人'

工

軍

地

市

街

建

造

物

道

路

沿

裸

地

裸

地

河

川

海

岸

社

寺

植生:

採取 日
年 月 日

採取 者

図.幅
1:5万
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左

轡 囎)血.

算 定 者

標 高 功

採取地
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表 一7・31〔 集計 用紙 一3〕 ・」・形土壌節足 動物組 成

種 名 A B C D

i

領 度

i i

i
i

群 種 名

種 微 含 計

資 料 乾 重 量(9)

A B C D E 頻 度

門ダ喬
グ 〆

カ

ム

シ

ザ
ト
ウ
ム
シ

ク
a

壱

診

斐

萎

少

脚

類

ヤ

ス

デ

ム

カ

デ

結

合

類

カ
マ
ア
シ
ム
シ

ト
ビ

ン

コ

ム

シ

シ

ミ

シ
ロ

ア

リ

ア
ずら

マ

'半 双 甲 甲
サ
ミ翅 翅
ム
シ

ア

リ

A

チ

帯

亜

寒

冷

彊

帝

自

然

林

次

林

人

工

林

果

樹

園

畑

地

庭

園

公

園
緑

地

槌

栽

自

然

軍

原

ゴ

ル

フ

場

ス

キ

i

場

放

牧

地

聞

帯

暖

温

亜

熱

帯

熱

帯

次

軍

原

人

工

軍

地

市

街

建
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物

道

路

沿

半

裸

地

裸

地

河

川

海

岸

社

寺

採取 日 採取資科
年 月 日{x )mX粋

採取者

図 幅
1:5万

上 右
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同 定 者
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採取地
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表一7・32〔 集 計用紙 一4〕 小形土壌 湿生動 物の群 組成 と密度

動 物 騨 名

ヒ メ ミ ミ ズ

線 虫

双 翅 類

ワ ム シ

'、ル'く ク ツLク 盈

ク マ ム シ

渦 虫

計

打 込 み 缶

ム B C D E F G 且 」 R L 巫 P Q 8 8 u n
餅

出現頻度
{51

ヒ ノ ミ ミズ

線 虫

双 翅 類

ワ ム シ

パ〃 くクテクス

ク ▼ ▲ シ

渦 虫

蹴

出観頻度
{6}

平均 密度
三

綴 準偏差
SA

変 動係徴
C潭.

標準誤差
8E.

is 個体数/ゴ

,

寒

苗

亜

寒

.冷

温

帯

間 暖

・ 温

距

熱

帯

熱

自

然

林

次

林

人.植

工

林 黛

自

然

原

果

樹

園

畑

地

庭

園

公 ゴ

園 〃

緑7

地 掲

ス

i

場

放

牧

地

次

耳

原

人

工

草

原

布

街

建

造

物

道

路

沿

半

裸

地

課

地

河

川

敷

海 社

寺

租生:

採取8
年 月 日

採取 者

図 幅
ユ:5万
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下左

採取資科
(x )mx 粋

算 定 者

標 高 m

採取地

県
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生態学欝座/共:立幽眩

同

同

発 行 年
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1976

isse

ユ97ユ
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1975
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ゴ975
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N

0

x

T

薯者 ・錫者

田 弘 小島俊邸

8本化寧会訳綿

日本林粟鼓術協会

日本生態学会将来

曾憧i尋門委員会

日本自然保匝協会

日本住宅公団他

新良宏一馳 駅

野4村 路宍

画林省林粟試験趨

土壌謁査部綿

沼田 其錫

同

同

向

同

岡

小田桂三邸他

岡田公人

小野φ好之

小野淳文他

大野正男

同

林粟試験場

只木良也

只木良也編

田中 正

谷ロ棘俊

埠田 宏

同

手羽 晋示

手塚屡彦

同

都留信也

時岡隆也

冨田嬬男

布橋 甫

文 畝 名

凄境面定岳四一魔木ま壌

蹴 質o指糠

林葉百科箏典

生態㈱ 価 資料施 ユ

自然倒賑蘭係文集

住宅地開発にかける露 樹林の保全に闘する

隙査研究報告魯

LElTHB大 更汚染O挺旋

濃境の質について

柵 生壌とそOし らべ方

植物野外観察の方決

図脱繕物生態学

自然保匿と生態学

生態轍

生騨 からみた覆境診断

自熱保騒ハンドブ7〃

耕地の生僻

愛知県にシける環境指標林o構 想

陸水生態系

自然澱境保全地域の現状

郁市生態系の特性に函する差穂的研究

(沼 田;臨 鍋)

瓠宿段境と勧物指標,環 境と生物指標1

(陸上編)

野生鳥獣の保霞繁殖に係る体系的年法の開発に

関する研究

森o生 態

森一そのしくみとは九ら匙

日本昆虫孝会籏35回 大会(課 題テー▼

「覆境保全と昆虫学」

日本の海薬群奮学的研究

環境汚染と.指標纏物

着生組物による大気汚染調萱

野生鳥類の保瞳

河川の汚染

濃境汚染と生物五一水質汚濁と生態系

止と生態

海の生態学

紀俘長島臨海地域シよび島厳の昆虫相

掲 載 誌 ・ 発行 所

生態孝研究法講座/共 立出版

丸唇

丸讐

(調 査実鏑'プレ,ク 研究所)

化學同人

覆壌情報科孝5-1/澱 額購報科学セン野

林野弘済会

築地魯館

朝倉書店

共立出版

築地魯館

覆境創誼14一 ユ
.
】賜【大学幽版会

桑地●蛤

林粟撞術駈419

林粟技術筋会

濃境情銀科学4-1/環 境傍報科学柳 一

国立公園315316国 立公園協会

共立出飯

(濃境庁委託)

共立出版

共立出版

共立出版

穣境情職科学5・一2/毅 境情報科学セ渉。

日本鳥顕保護連盟

築地魯館

生態ξ自雷座/共 立出飯

共立出飯

築地書館

三重県紀9長 島町

発 行 年
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1875
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1972
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T

U

V

w

Y

薯 者 。編 者

都市生態系研究会

俸田松苗

ま屋 巌

±屋 漕

宇部地域穰境汚染

研究グループ

同

VムND踊R

D且IFT,」.

職

同

山縣 丑他編

山田常雄他編

山岸 宏他

山岸 弘他

麟
山本霞太郎

9塵 猛夫

山椴一郎

山下魯平

官川博也騰

吉岡邦三

依田恭二

又 献 名

都市生態系にかける河川・多畢川確域に夢ける

生態系の勘態に関する研究報告書

汚水生物孚

気即 モー リング

気象軸 大気モ昌タリング

生物指標による大気汚染の分級と診断②

生物嶽蔭による大気汚染の分級と診断

ムr8:y8i80f恥im8r

eoaｮnrityinsbeeeLforest

floor

大型土 壌勘物加8c70fau7aの

範囲

土壌勘物の生態と観察

環境汚染分析法1サ ンプリングと評髄

(大気)

生物学留頃

湖沼の汚染

水界生物生態研究法1
一働 の魚3願とベントスー

栂洋生態系

水界勘物生態学1.皿.

土壌 モ昌 タリング

日本」皐』臣尾診{セ第35回:六:会

(課 提吾テーマ 「尉 寛{呆≦≧と昆虫剛)

壌境アセスメントの澱 騨 …

植物地理学

森林Φ生態学

謁 載 詰 ・ 発 行 所

纐

習閏闘曖湘『磁註琴斗己等と5-2/習 塗零寛f胃撃長坪斗弓凄センタ

同5。2/同

同5-1/同

同5一 一a/同

Tideehr.Eat

Edaphologia

築地書館

大日本図魯

岩波書店

築地書館

生態学研究怯謂座/共 立出版

壌境㎜ 科学4-1/環 境情報科学センタ

生態掌鶴座/共 立幽版

澱境ぐ腎癖藻零ト≒診5-2/謝 司隈藩ミ吟≧センタ

鹿島出版会

生態学露座/共 立出阪

築地魯館

発 行 年

3975

1974

1976

1976

19?6

1976

issi

1969

ユ973

1974

1960

1974

1976

]875

1973

1976

1975

1975

1973

1971

関 係 項 目

総

論

O

0

0

0

0

0

雪;

9

グ

0

生
態系

0

0

0

0

0

ス
テ1

シ

多
設
定

0

O

0

0

0

無
後
的
瑳
境

0

0

0

0

0

0

0

植
物

0

0

0

勘
物

,

昆
虫

0

界

0

0

0

0

0

0

`

微生

物

0

f墨

翠

鶴

0

0

O

の
他

0

0

0

一331一





自然環境保全調査(政変状況調査手法検討調査)

昭 和52年3月31日 印刷

昭 和52年3月31月 発 行

株式会社 プレック研究所

東京都港区元麻布2丁 目1番20号

有栖川ナ ショナル コー ト2階

電話(446)2841～2




